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パ
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〈
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次
〉

は
じ
め
に

I

パ
ウ
ル
ス
文

H

註
釈
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派

1
.
標
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註
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シ
ウ
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ド
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ヤ
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7
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ン
ト
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ウ
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・
フ
7
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ベ
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〈
補
論
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ゴ
ト
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ド
ゥ
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ポ
チ
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わ
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出
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1
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か
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ま
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、

(
l
)
 

ロ
オ
マ
法
学
に
お
け
る
パ
ウ
ル
ス
文
(
U
5
・
P
N
H
)
の
解
釈
を
法
学
史
の
観
点
か
ら
辿
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
方
法
と
し
て
、
諸
法
学
者
の
法
文
解
釈
を
全
訳
の
形
で
提
示
し
て
解
説
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
簡
潔
に
示
す
こ
と
の

(
2
)
 

難
し
い
エ
ク
セ
ゲ
ェ
ゼ
を
史
料
の
形
で
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

(
1
)
本
稿
に
関
連
す
る
法
学
史
上
の
基
本
的
な
事
項
に
関
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。
F
・
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ア
(
鈴
木
禄
弥
訳
)
『
近
世

私
法
史
』
(
創
文
社
一
九
六
一
年
)
一

H
・
シ
ュ
ロ
ッ
サ
7

(
大
木
雅
夫
訳
)
『
近
世
私
法
史
要
論
』
(
有
斐
閣
一
九
九
三
年
)
一
船
田
享
二
『
ロ
ー

マ
法
』
(
岩
波
書
庖
一
九
六
八
年
)
一
野
田
良
之
『
フ
ラ
ン
ス
法
概
論
上
』
(
有
斐
悶
一
九
五
四
年
)
一
山
口
俊
夫
『
概
説
フ
ラ
ン
ス
法
上
』

(
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
八
年
)
一
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
マ
ル
タ
ン
(
塙
浩
訳
)
『
フ
ラ
ン
ス
法
制
史
概
説
』
(
創
文
社
一
九
八
六
年
)
一
久
保
正

幡
「
法
学
に
お
け
る
ヨ
g
-
E
R
5
と
E
C
凹
の
と
Z
2
ど
法
学
協
会
百
周
年
記
念
論
文
集
第
一
巻
(
有
斐
閣
一
九
八
三
年
)
二
二
九
頁
以
下
。

国巾一ヨロ円

h
o
g
悶
(
『
『
出
問
-
Y
Z
静
岡
丘
σ巴
円
F
ι
2
・
0
E
巾
=
巾
ロ
=
ロ
品
戸
芹
巾
「
国
門
巴
『
ヰ
巾
「
ロ
巾
=
巾
『
巾
=
閉
口
『
O

匂位的内}岡町ロ守三〈国門「巾門町門的問巾印内宮戸内FZ-一∞【
H

-
・

5
円
互
白
-
Z
『
(
=
c
c
l
H
E
S
-
-
。叶
ω
-
E
回
目
戸
辛
口
市
『
巾
N
2
門
(
E
c
o
-
-
g
s
-

↓Z
E
-
-
-
を
5
2
ω
円
F
E
P
E
ゴ
-
(
以
下
、
E
F
と
分
担
執
筆
者

名
で
引
用
す
る
)
・
開
5
0
』
戸
∞
与
『
白
岡
市
・
5
2
g
宮
市
【
5
巴
忠
明
5
E
F
E
Z
-
ロ
己
g
g
E
E
E
己
R
C
5
-
-
s
ι
2
呂
田
口
内
E
R
『
-
X
F
g

四
巳
巾
『
『
丹
市
ロ
何
冊
門
『
門
的
(
∞
円
『
ユ
コ
巾
ロ
N
E
「
何
ロ
「
O

℃
跡
目
的
円
『
】
巾
口
同
州
市
円
F
Z
-
=
ロ
且
〈
巾
「
同
即
日
目
=
ロ
岡
山
間
巾
印
円
E
円
『
門
巾
∞
己
∞
)
-
U
匡
ロ
円
一
お
『
品
町
民
=
目
立
c
?

切
巾
『
-
E
H

句。ω)

な
お
、
本
稿
で
は
、
省
略
記
号
、
引
用
記
号
の
多
い
文
献
も
使
用
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
版
本
に
よ
る
場
合
に
は
、
省
略
記
号
を
直

し
た
原
文
の
形
で
載
せ
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
法
文
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
当
該
版
本
の
ま
ま
と
し
、
〈
翻
訳
〉
で
現
代
の
表
記

に
直
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
パ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
イ
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
、
以
下
の
文
献
に
依
拠
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
か
っ
、
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
も
多
い
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
《
テ
ク
ス
ト
}
の
後
に
掲
げ
た
註
に
明
示
す
る
よ
う
心
が
け
た
。

ぎ
富
市
-
目
当
主
2
5
門
戸
〉
ロ
-
2
E
Z
N
R
E
R
S
-
∞
円
F
2
2
z
g
m
g
Z
回
目
(
品
〉
=
町
一
-
F
g
宮
高
-
E
∞
⑦
)
Z
R
E
E
n
r
国
E
a
r
-
B
〈
巾
ユ
白
四
日
)
「
-
z
・

〉
の
巾
『
日
常
口
町
内
『
悶
叫
し
『
mw

円AE吊目的門毘ロロ。
P
句白
-bo四
「
白
司
F
Z
己
巴
冨
。
可
巾
ロ
〉
間
巾
a
N
E
〉
『
目
白
=
品
わ
。

-s-u白コ少]戸市
W

匂
同
一
何
自
己
的
司
円
}
見
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・
司
同
一
白
C
間
『
出
官
官
】
巾
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川

der juristischen Handschriften des 12. bis 15 und der juristischen Drucke des 15. und 16. Jahrhunderts. (hrsg. von Erich 

Genzmer) SZ. 45 (1925) Rom. Abt. S. 1-16. (Wiederabgedruckt in: Hrsg. von Eltjo J. H. Schrage， Das Romische Recht im 

Mittelalter. (Wege der Forschung， Bd. 635) Darmstadt 1987. S. 54-70.; Adriano Cappelli， Manuali Hoepli Lexikon 

Abbreviaturarum DIZION ARIO DI ABBREVIATURE LA TINE ED IT ALIANE. Leipzig 1901. ristampa Ulrico Hoepli Editore 

1987.; L.-A. Chassant， Dictionnaire des abreviations. 5. ed. Paris 1884. (3. Nachdruck， Georg Olms Verlag， Darmstadt 1989.) 

制.¥...!道料調lTE;' ;;r;賢三区 J νさ HermannU. Kantorowicz， Die Allegationen im spateren Mittelalter. Archiv fur 
Urkundenforschung. Bd. 13， Heft. 1. (1933) S. 15-29. (Wiederabgedruckt in: H. Kantorowicz， Rechtshistorische Schrift叩.

(1970) S. 81-92. & Das Romische Recht im Mittelalter. S. 71-88 

(N) -¥毛布E22P ロ→マl>'~話~.g;:; .q!1 .!.L .;q :t'時欄*-J:><鍾 HorstHeinrich Jakobs， Lucrum ex Negotiatione. Kondiktionsrechtliche 
Gewinnhaftung in geschichtlicher Sicht. (Tubingen 1993)ω取饗.lJ.....lν 二時為'相母創作県三~1業 e 之 4子会 Tくわ〈墜~以〈同士量、~'
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てむ三ミ rくわ<(D. 18. 4， 21. Paul. lib. 16 Quaest.) ドーベ

±話料F吋

理主苦手e葉樹.lJ指令。てひミミ κ -J:>< ti~ ド'-C .lJ~ヰ -'='t'*i 心。(判長.!.L厚手~.. 二千Zl8(也)調lTC同日いさ主情{勝e遅延{吋斗掛榊為霊異
時.JC-tlnrl蛍tiliさ曜と1.;qエν漏$""，令。0)

(~) 

(Ik~、 rく.L.) D. 18，4 (de hereditate vel actione vendita)， 21 (Paul. lib. 16 quaest.): 

...J.¥...!""，C早.J*i-'=" 



(司凶〉

① Venditor ex hereditate interposita stipulatione rem hereditariam persecutus alii vendidit: @ Quaeritur， Quid ex stipulatione 
{坦(~)∞)

praestare debeat: nam bis utiQ田 noncommittitur stipulatio， ut et rem et pretium debet① et Quidem (α) si， posteaQuam rem 
〈由宮)

vendidit heres， intercessit stipulatio， credimus pret凶ti山山u山1汀1min s討凶tiゆpula瓜副tiめ0叩nemve印n山 s臼此E広:Quod (s ) si antecessit stipulatio， deinde rem nactus 
(口(:cl)

est， tunc rem debebit.④si ergo homi叩 nvendiderit et is decesserit， an pretium eiusdem debeat? non enim deberet Stichi promissor， 
〈巴)

si eum vendidisset， mortuo eo， si nulla mora processisset.⑤ sed ubi hereditatem vendidi et postea rem ex ea vendidi， potest videri， 
(ヨピヨ(~ヨ)

ut negotium eius agam Quam hereditatis. @ sed hoc in re sing山 rinon potest credi: nam si eundem hominem tibi vend出 roet 
(口〉

necdum tradito eo alii QuoQue vendidero pretiumQue accepero， mortuo eo videamus ne nihil tibi debeam ex empto， Quoniam moram 
(23) 

in tradendo non feci ((y) pretium enim hominis venditi non ex re， sed propter negotiationem percipitur) et (6) sic sit， Quasi alii non 
(~) (:;罰ヨ)

ve印nd凶凶iss錠er百m庇n江i仁:(いE) tibi e印n山1
fたec口i，id praestem emptori， Quasi山 usnegotium agam; @ Quemadmodum fundi venditor fructus praestet bonae fidei ratione， Quamv路

〈尽〉

s剖In肘egle位xissおs促凶etu凶ta剖lienu凹IT瓜I
(:;お'-1) (:;幻:J)

litis aestimationem accepi， utrum pretium illi debeo an rem ? utiQue rem， non enim actiones ei， sed rem praestare debeo:⑮ et si vi 
(罰)

deiectus ve¥ propter furti actionem duplum abstulero， nihil hoc ad emptorem pertinebit.⑪ nam si sine culpa desiit 
〈おお〉

detinere vend巾 r，actiones suas praestare debebit， non rem， et sic aestimationem QuoQue⑫ nam et aream tradere debet exusto 

aedificio. 
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説

売
却
首
、
そ
し
て
そ
の
奴
隷
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
[
売
主
は
]
そ
の
奴
隷
の
代
価
を
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ

ち
ス
テ
イ
タ
ス
の
諾
約
者
は
、
ス
テ
イ
タ
ス
を
売
却
し
た
と
こ
ろ
が
、
ス
テ
ィ
ク
ス
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
何
ら
の
遅
滞
も
先
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

[
そ
の
代
価
を
]
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
。
⑤
し
か
し
、
相
続
財
産
を
私
が
売
却
し
、
そ
し
て
そ
の
後
相
続
財
産
の

中
か
ら
[
他
人
に
]
物
を
売
却
し
た
場
合
に
は
、
私
は
相
続
財
産
に
つ
い
て
の
事
務
を
行
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
も
の
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
観

ら
れ
う
る
。
⑤
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
個
別
の
物
に
お
い
て
は
信
じ
ら
れ
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
私
が
、
同
じ
奴
隷
を
あ
な
た
に
売
却
し
て
し
ま
い
、

そ
し
て
ま
だ
そ
の
奴
隷
が
引
渡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
私
は
他
の
者
に
も
売
却
し
て
し
ま
い
か
つ
代
価
を
受
領
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の

奴
隷
が
死
亡
し
た
場
合
、
引
渡
し
に
お
い
て
私
は
遅
滞
を
な
さ
な
か
っ
た
の
で
、
何
も
売
買
に
基
づ
い
て
給
付
し
な
く
と
も
よ
い
初
で
あ
る
、
と
私
は

観
る
か
ら
。
(

(

Y

)

な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
売
却
さ
れ
た
奴
隷
の
代
価
は
物
か
ら
で
は
な
く
、
行
為
か
ら
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
)
ま
た
、

(
B
)

あ
た
か
も
私
が
他
人
に
売
却
し
て
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
。
(

E

)

な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
私
が
あ
な
た
に
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
物
で
あ
っ
て
、
訴
権
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
⑦
し
か
し
、
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
る
場
合
に
は
、
黙
示
的
に
以
下
の
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
も
の

と
観
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
が
あ
る
こ
と
を
相
続
人
と
し
て
為
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
、
私
が
買
主
の
事
務
を
行
な
う
か
の
よ
う
に
、
買
主
に
給

付
す
る
で
あ
ろ
う
と
。
③
土
地
の
売
主
が
呆
実
を
給
付
す
る
の
は
誠
意
を
理
由
と
す
る
の
で
あ
る
と
同
様
に
。
し
か
し
他
方
、
他
人
の
物
の
よ
う
に
{
果

実
の
収
取
を
]
悌
怠
し
て
し
ま
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
彼
の
ク
ル
パ
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
は
、
何
も
売
主
に
は
帰
せ
し
め
ら
れ
え
な
い
。
③
[
そ
れ

〈
刊
ω
)

で
は
、
]
私
が
、
他
人
が
占
有
し
て
い
る
物
を
売
却
し
、
そ
し
て
そ
の
物
を
訴
求
し
、
そ
し
て
訴
訟
物
の
評
価
を
受
け
た
場
合
、
買
主
に
私
が
給
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
何
か
、
代
価
か
、
そ
れ
と
も
物
か
?
い
ず
れ
に
し
て
も
物
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私
は
買
主
に
、
諸
訴
権
で
は
な
く
、

物
を
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
⑮
そ
し
て
私
が
、
暴
力
に
よ
り
追
い
払
わ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
あ
る
い
は
盗
訴
権
に
よ
っ
て
二
倍
額
を

得
た
場
合
に
は
、
こ
の
二
倍
額
は
何
も
買
主
に
は
帰
属
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
⑪
と
い
う
の
は
、
ク
ル
パ
な
く
し
て
売
主
が
所
持
を
止
め
た
場
合
に
は
、

[
売
主
は
]
彼
の
諸
訴
権
を
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
物
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
訴
訟
物
の
評
価
も
そ
の
よ

(
M凶
n
v

w

つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
⑫
と
い
う
の
は
、
建
物
の
焼
失
の
場
合
に
は
、
敷
地
も
引
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

論

(
3
)

テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
モ
ム
ゼ
ン
H

ク
リ
ュ
ウ
ガ

7
版
(
忽
D
B
B印

B
H
F
E岡
市

円

宮

え

E
C
D
ロ
g
h
F
E岡
市
伯
仲

p

。。与
5
Zコ∞

cir-〈
c
こ
-za--。E
)
に
よ
る
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
以
下
の
刊
本
を
参
考
に
し
て
い
る
一
宮
山

E
S
E凶
〉
巴
官

5
2
E
2
S
E
E

P
母
H
3
2
S
S
E
-
q
R∞
-E-
古
『
吉
足
早
∞
∞
)
同
・

(20・
)
一
標
準
註
釈
付
き
学
説
嚢
纂
の
各
刊
本
(
後
註

(
M
W
)

参
照
)
一

P
『
吉
ニ
ロ
コ
∞
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。吉田
EM
門=自

Z
C
C印
U
5ロ
H
M
E
C
C広『内門
z
-
-
n・(内【
]EHり『
mg円。
-E
『C
H
め
∞
∞
)
一
の
巾
O

『
聞
の
『
『
回
目
門
回
目
ロ
ロ
印
の
え
}
田
口
町
『
【
(
リ
・
"
の
mo『
岡
田
=
印
〉
=
四
=
印
門
巴
日

∞
宮
口
問
g
z
a
-
P召
ロ
ニ
〈
『
H
M
C
i
-
-由
(
包
・
。
。
門
包
括
白
巾
コ
討
)
E
-
H
一
仏
語
対
訳
版
(
後
掲
)
一
叶
F
a
o『
富
。
ョ
自
国
g
-
E岡市∞
g
Z
2
5
5
2

〉口問

5
2目
(
邑
∞
2
0
-
5
F
H
∞
。
∞
)
一
な
お
流
布
本
(
〈
三
四
)
、
ハ
ロ
ア
ン
ダ
ア
版
(
回
目
ご
、
ゲ
パ
ウ
エ
ル
(
の
何
回
)
、
ブ
レ
ン
ク
マ
ン
(
∞
河
・
)
に
お
け
る

相
違
点
に
つ
い
て
は
、
ゲ
パ
ウ
エ
ル
版
(
の
与
)
に
従
っ
て
表
示
し
た
。

こ
こ
で
、
パ
シ
リ
カ
を
参
考
の
た
め
挙
げ
て
お
く
。
回
g
E
g
E自
己
U

ユ
F
M
ω
円
Z
-
Z
B即
日
〈
白
E
2
4宅問一-∞
q
Z
〉

R
H
E
M
-
〈
己
園

・(58)ω
・
3
H
(原
文
を
シ
ェ
ル
テ
マ
版
よ
り
転
載
し
た
。
)

∞・〕〔

]
[
}
F
P
N
H
H
U
H
-自
国
e

h

ア

NH
一

v
ロ
εurbqRの

4
F
m
x
y・3huO〈
。
下
宮
〈

XnH戸

V
作河円勺
ε
寸
Jhv刊戸山詞円
hU戸寸
RHV寸
4日山伸一切一
U〔体内
AH寸
oxufdd唱。〈ロ
τFOnhO一C
司

huh体ベ下
nR40山
X
凸門戸切
pnR叶仏式市
URX刊〈

VORO寸
v
s
r
m
4円市
O〈・

k
F
0
4
V
4
V
4
4
2
E
X
R戸
0
0
4止
〈
旬
5
1
3
q
2
g
e
q
F
る
ぞ
O
B
q品
-

v
関
門
句
作
詞
1

4
』
山
町
呂
ε
ユ

qnε
山
町
内
V
5
2
4
V
8
2
τ
F
ユ
〈
旬
F
R
4
f
s
g
R
0
3
ω

L
a
e
q
F
F
円
門
誌
戸
句
D
9
0山
ず
か

s
n
R
f
x
x
R
F
T刊
Y
E
2
2
・
句
O
X円
吋
ペ
設
か

s

r
・3A

Z
V
叶吋
mURペ
τnF4e〈
切
Fop-3qg
叫叶唱仏
44mh240α

ルベ
O唱
nHq寸
oα
持

F坊市九件
qvhe〈下刷、円〔仲

4V
泊

εMfdqnRF

V
忌

v
p
d勺
o
g
τ
F
R
N
2
8
2
E
-
同
州
自

RFOF
仲
介
〈
旬
0
9
2
R
2
4
ε
寸
-
b
q
gの

U門司刊
ε
2
p

v
司

ε
立
q
e
R
o
a
d叫

X
R戸
司

1

Z

4
定
日
去
含
与
を
ヲ

00旬
t
g
ε
τ
F
・
vh己
主
〈
豆

vxurdJ唱。〈
O
E
R〆
nmvfyw
開〈叶同市
U似ペ
τ白
R4叶evrlbqeqofxnRご叶
1
4
Z勺
nH旬
AUQ刊
ε
山仲
4-和市内も叶叶
εydrqe

v
a
f
v
x
R
Z会
ε
忌

4
f
s
E
X
R
F
A
B
ξ
ヂ

o
g
E
q
o
p
u
S刊
ε
q寸
P
E
E
S
q
R
Z
8
1
v
h
V
8
2・

〈
訳
〉
パ
シ
リ
カ
法
典
第
一
九
巻
四
章
一
一
一
法
文
正
文
「
①
相
続
財
産
を
売
却
し
て
、
ま
た
そ
れ

(
H
相
続
財
産
)
に
つ
い
て
問
答
契
約
し
た
あ

る
者
が
、
相
続
財
産
上
の
物
を
取
得
し
た
、
そ
し
て
そ
れ
を
他
の
者
に
引
渡
し
た
。
③

(F)
彼

(
H
売
主
)
が
[
第
二
買
主
に
与
え
る
の
は
、

そ
の
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
評
価
で
は
な
い
。
④
と
こ
ろ
が
、
問
答
契
約
に
よ
っ
て
そ
の
物
を
売
却
し
た
=
場
合
に
は
、
そ
し
て
売
却
さ
れ
た
も
の

が
奴
隷
で
あ
っ
て
、
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
れ
の
評
価
を
与
え
る
か
?
⑤
な
ぜ
な
ら
ば
物
の
売
主
は
、
[
相
続
財
産
]
売
却
の
後
に
相
続
財
産

上
の
物
を
引
渡
し
て
い
る
の
で
、
買
主
の
事
務
を
行
な
う
、
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
奴
隷
に
つ

い
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
私
が
そ
れ
を
売
却
し
、
そ
し
て
遅
滞
の
た
め
に
(
奴
隷
が
)
死
亡
す
る
場
合
に
は
、
私
は
何
も
与
え
な
い
の
か
?

⑤
そ
し
て
、
相
続
財
産
で
は
な
く
、
一
つ
の

(
H
個
別
の
)
物
を
私
が
あ
な
た
に
売
却
し
、
そ
し
て
[
第
一
買
主
へ
の
]
引
渡
し
の
前
に
そ
れ

北法44(6・19)1431 



5見

を
他
人
に
売
却
し
て
代
価
を
受
領
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
私
が
遅
滞
を
為
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
私
は
何
も
あ
な
た

に
義
務
を
負
わ
な
い
O
i
-
-
-
」
(
文
中
の
記
号
(
本
文
パ
ウ
ル
ス
文
の
記
号
に
対
応
す
る
)
と
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
)

パ
シ
リ
カ
法
典
で
は
、
パ
ウ
ル
ス
文
の
①
か
ら
⑤
に
相
当
す
る
部
分
に
基
本
的
に
従
っ
て
い
る
が
、
②
パ
ウ
ル
ス
の
質
問
と
①
(

α

)

解
答

の
前
半
が
欠
け
て
お
り
、
ま
た
傍
線
部
の
よ
う
に
パ
ウ
ル
ス
文
で
は
無
か
っ
た
部
分
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
代
価
(
U
Z
C
E
E
)
」
に

相
当
す
る
単
語
が
H

A
可

内

ぬ

叶

旬

、

唱

q
h
q
u
(
「
評
価
(
g
-
E
C
S
)
」
が
語
の
基
本
的
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
「
価
値
、
価
額
」
を

意
味
す
る
可
能
性
が
あ
る
・
ぇ
F
R
M
〉
〈
O
E
∞
・
0
ロ
円
宮
の
『
2
r
c
ご
z
m
p
ι

こ
5
円
B
E
H
E
-
-
ι
2
F
2
E
E
∞
匂
)
匂
・
ω
ω
m
Z
-
ぷ
g
2
2
己
〈
包

53)

と
な
っ
て
い
る
点
に
相
違
点
を
指
摘
で
き
る
。
⑦
以
下
の
部
分
は
欠
落
が
あ
る
た
め
か
不
明
で
あ
り
、
ま
た
シ
ェ
ル
テ
マ
版
で
は
註
釈
(
ω
円
Z
-
5
)

も
無
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
チ
オ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
立
入
る
だ
け
の
余
裕
が
な
い
。
〈
包
F
2
可
制
見
白
σ巾
?
z
p
u
ニ
ロ
門
m
G
c
z
z
c
E目
。

E冊

目ロ-E日丹田口回出口-UF問問的円四回目口市回目巾U月ロロ門匡『
-H，

CE--・(]戸川山N匂)∞ωNムー。・

さ
ら
に
翻
訳
と
し
て
左
の
も
の
が
あ
り
、
訳
出
に
際
し
て
は
適
宜
参
考
に
し
た
。

「
冊
目
白
E
E
ロ
ぢ
ピ
2
2
0
E
U
F
岡
市
日
円
巾
。
=
a
g
司
自
己
巾
円
丹
市
帥
号
円
、
ゲ
B
U
2
2
「
宮
山
巴
E
S
↓
。
毘
巾
N
・
(
E
C
品
)
(
以
下
、
仏
訳
で
引
用
す
る
)
-

n
白
ユ
E
P
Z
-
P
E
S
P
E
-
-
z
z
-
n
白
『
}
F
F
E
ユ
n
E
3
『
全
ロ
白
星
∞
E
2
5
・
0
8
n
o
『
宮
乙
=
コ
∞

ci--∞
E
-
N
(
Z
2
)
(
以
下
、
独
訳
で
引
用

す
る
)
一
∞
-
Y
W
C
F
d
岡
市
(
U
H
-
-
E
耳
〈
三
日
(
呂
ω
N
)
『
岳
ユ
5
・
5叶
ω
・
一
〉
一
言
者
三
回
D
ロ
(
邑
・
)
・
叶
『
克
巳
間
内
2
0『
古
田
Z
E
E
-
〈
。
-
-
N
(
呂
∞
印
)
-
5
・

H

∞
円
『
喜
]
〉
(
リ
・
↓
F
O
B
-
目
'
(
以
下
、
英
訳
で
引
用
す
る
)
噂
江
南
義
之
訳
「
『
学
説
嚢
纂
』
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
川
」
(
信
山
社
一
九
九
二
年
)

四
七
一
頁
以
下
。

さ
ら
に
、
訳
語
に
つ
き
、
以
下
の
も
の
を
参
考
に
し
て
い
る
一
原
田
慶
吉
『
ロ

l
マ
法
』
(
有
斐
閣
一
九
五

O
年
)
(
以
下
著
者
名
の
み
で

引
用
す
る
)
一
船
田
享
二
『
ロ

1
7
法
』
(
岩
波
書
庖
一
九
六
八
年
)
(
以
下
著
者
名
の
み
で
引
用
す
る
)
一
マ
ッ
ク
ス
・
カ
ァ
ザ
ア
(
柴
田
光

蔵
訳
)
『
ロ

i
マ
私
法
概
説
』
(
創
文
社
一
九
七
九
年
)
一
柴
田
光
蔵
『
法
律
ラ
テ
ン
語
辞
典
』
(
日
本
評
論
社
一
九
八
五
年
)
-
F
E
呂
田
口
口

¥
∞
町
内
-
S
F
出
回
口
己
芯
岡
山
}
向
。
ロ
N
E
弘
司
ロ
ρ
E
巾
口
市
ロ
己
巾
印
『
D

呂
田
回
口
町
巾
ロ
河
巾
門
町
門
明
。
〉
巴
2
・(戸市
W

斗同)一月白『EC口内
H

V

向
。
ヨ
巾
『
・
〈
O
S
U
E
-
臼
『
巾
己
巾
己
『
D
H
円
『
C
自
由
5
・

(]戸ゆ品∞)

(4)
百
円
巾
『
U
C
口
市
吋
叩
・
問
答
契
約
を
「
行
な
う
」
〈
拘
F
Z
2
自
由
ロ
ロ
¥
∞
巾
円
z
f
ω
N
∞
N
『
・
5
5
2
N
)
即
)
こ
の
文
一
吉
に
は
、
契
約
が
当
事
者
間
で
締
結
さ

れ
る
、
あ
る
い
は
契
約
文
言
を
作
り
上
げ
る
意
味
が
あ
る
が
、
本
来
の
語
義
か
ら
し
て
「
挿
入
す
る
」
の
意
味
も
あ
る
。
ま
た
、
本
法
文
で
は
、

官命
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諾
成
契
約
と
し
て
の
売
買
契
約
を
(
契
約
内
容
実
現
の
確
保
の
た
め
に
)
補
強
す
る
意
図
で
行
な
わ
れ
る
性
質
の
問
答
契
約
と
い
え
る
の
で
そ

の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
訳
出
す
る
の
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
全
て
伝
え
る
の
が
難
し
い
た
め
、

こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
広
く
意
味
を
持
た
せ
て
、
本
文
の
よ
う
に
訳
出
し
た
。

(
5
)
宮
『
田
内
2
吉
田
・
〈
E
K
・
門
事
的
問
皇
室
臼
・
回
目
出
・
の
巾
『
∞
ω
戸
市

Y

〉
ロ
ヨ
コ
一
2
0
2
5
2
5
巴
「
巴
印
・
(
下
線
部
を
斜
線
で
抹
消
し
て
あ
る
)

(
6
)
g
自
国
岡
田
E
Z
『
印
門
回
目
M
E
Z
Z
O
一
「
問
答
契
約
が
効
力
を
生
じ
る
」
〈
四
-
E
2
自
由
ロ
ロ
¥
r
n
r
?
∞
∞
C

同
・
5
ち
2
・
ω
)
・
問
答
契
約
の
内
容
に
付
さ
れ
た
条

件
が
成
就
し
て
、
要
約
者
が
諾
約
者
の
義
務
履
行
を
請
求
し
う
る
状
態
に
な
る
こ
と
と
理
解
す
る
。

(
7
)
『
巾
回
一
「
物
」
〈
包
・
国
2
呂
田
口
口
¥
∞
巾
呉
市
f
ω
・
2
H
『
・
こ
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
「
物
」
自
体
を
意
味
す
る
場
合
と
、
「
物
の
価
額
」
を
意
味
す
る
場

合
が
あ
る
。
こ
の
法
文
に
お
い
て
は
、
売
主
の
給
付
義
務
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
「
物
」
で
よ
い
と
忠
わ
れ
る
が
、
ロ
オ
マ
の
方
式
書
訴

訟
で
の
金
銭
判
決
の
原
則
と
損
害
賠
償
額
の
決
定
方
法
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
カ
7

ザ
ァ
二
八
三
頁
以
下
、
船
田
第
三
巻
五

O
五
頁
以
下

参
照
。
〈
四
こ
C
2
1
関
口
ロ
E
l
tそ
g
四
月
『
(
Z
c
g
m
=
)
-
m
o
E
M
円
E
g
p
S
F
品
〉
E
E
E
∞
叶
)
ω
φ
N
-
N
N
主
-

(
8
)
胃
E
E
R
「
代
価
」
「
価
値
(
価
額
)
」
〈
住
民
E
g
g
ロ
¥
ω
巾
内
r
f
ω
・
ム
ヨ
・
な
お
、
前
註
と
同
じ
意
味
で
価
額
が
問
題
と
な
る
。

(
9
)
円
『
巾
也
市
『
冊
一
「
信
ず
る
」
〈
四
こ
尖
o
g
-
∞
・

5
・
5
ろ
2
・
〉
ロ
ヨ
ω
0
・

(叩
)
Z
E
5
・
「
入
る
」
。
こ
こ
で
は
文
字
ど
お
り
「
問
答
契
約
」
の
文
言
に
入
る
こ
と

(
H
問
答
契
約
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
)
と
解
し
た
。
〈
包
・

出合同毘白ロロ¥印巾円

ra
∞∞]て吋

(
日
)
巾
『
冊
。
一
回
釦
-
t
h
H
宮
司
、
・
の
何
回
・
の
冊
目
】
・
〉
=
ヨ
-
U
1
m
w
-

(
ロ
)
円
山
内
円
巾
島
市
『
巾
「
死
亡
す
る
、
滅
失
す
る
」
〈
包
出
2
昌
吉
ロ
¥
∞
巾
呉
市
f
m
H
N
ω
多
く
の
学
説
は
と
く
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
場
合
に
は
事

変
的
滅
失
を
意
味
し
て
い
る
。

(
日
)
司
『
2
2
丘
団
的
存
〈
三
間
・
除
白
色
・
ミ
E
R
g
g
白
内
町
・
の
巾
σ
・
〉
ロ
ヨ
・
∞
。
・

(
日
)
日
開
。
E
E
e
「
事
務
」
〈
伺
「
国
2
呂
田
ロ
ロ
¥
印
R
E
-
-
∞
4
2
日
な
お
註
(
国
)
参
照
。

(
日
)
〈
門
口
巾
回
一
o
t
=
E
2
E
印
担
問
曲
目
一
回
丘
三
も
3
H
E
Sぬ
h
o
泣
き
湾
、
。
H
S
M
B
h
p
苦
・
〈
己
間
・
。
何
回
〈
包
〉
ロ
S
ロ
宮
田
〉
己
四
己
目
立
ロ
己
目
・
コ
戸
開
ヨ
巾
ロ
ι但
門
5
・
∞
-
∞
刃

。目
σ
・
〉
ロ
ヨ
∞
N
し
な
お
、
〉
ロ
円
。
口
同
己
目
〉
=
同
巴
印
門
戸
口
=
印
・
向
山
口
戸
巾
ロ
己
同
門
5
・
F
5
・
品
・
2
℃
・
∞
・
に
つ
い
て
は
、
同
W
J

〈
巾
『
同
門
巳
5
0
円
円
。
-
叶
宮
内
回
国
戸
田
「
5
』
=
コ
凶
河
O
呂
田
2
・

2
己
5
2
印
『
国
『
目
。
「
曲
目
巾
E
C
『
ロ
ヨ
百
円
巾
『
℃
『
巾
吉
田
D
E
M
E
一
面
円
【
〈
・
(
邑
-
E
C
印
町
内
己
口
品
目
)
コ
ω
ω
・
円
。
一
ニ
∞
ω
Z
D
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
四
巻
第
八

章
(
n
o
-
-
E
ω
め

ω
∞
)
で
は
、
学
説
葉
纂
と
勅
法
裳
纂
中
の
.
2
5
ョ
.
の
用
法
に
つ
き
整
理
さ
れ
て
い
る
(
な
お
標
準
註
釈
以
降
第
四
巻
第
七
章
と
さ
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説

れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
オ
ァ
ト
ォ
で
は
第
八
章
と
な
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
従
、
つ
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
文
で
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
パ
ウ
ル

ス
文
に
つ
い
て
も
、
古
D
E
E
M

を
補
う
読
み
方
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
門
司
巾
庄
一
白
血
-En--
の
何
∞
の
巾
σ
・
〉
ロ
自
・
∞
ω
一

(げ
)
S
E
O
E
E
呂
一
回
即
一

az--
の
何
回
の
巾
σ
・
〉
ロ
ヨ
・
∞
品

(
同
)
口
問
問
。
E
C
C
'

「
行
為
」
。
国
内
E
B
自
主

pnr-温
的

ω
虫
に
よ
れ
ば
「
取
引
行
為
」
、
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
で
は
寸
法
律
行
為
」
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
「
事
務
を
行
な
う
こ
と
」
が
中
心
的
意
味
と
考
え
、
右
の
よ
う
に
訳
し
て
お
く
。

(
凶
)
〈
巾
ロ
再
・
「
売
却
さ
れ
た
」
田
富
田

E
E
r円
rmfω
・
2
4
こ
こ
で
は
、

Z
E
C
(来
る
)
で
は
な
く
、
〈

2
2
の
三
人
称
単
数
現
在
形
で
あ
る
。
独

訳
、
仏
訳
、
英
訳
と
も
同
じ
。

(却
)
Z
E
G
E
E
-
「
と
し
て
」
「
あ
た
か
も
」
-
仏
訳
、
独
訳
、
英
訳
と
も
「
相
続
人
と
し
て
」
と
訳
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
う
。

(紅
)
G
Z
E

凶
作
〈
三
四
・
0
ロ
oι
巴
・
∞
河
・
の
巾
σ
〉
ロ
ヨ
・
∞
∞
・

(
詑
)
宮
広
尾

2
5白
色
。
・
「
訴
訟
物
の
評
価
(
額
)
」
。
な
お
註

(
7
)
参
照
。
カ
ア
ザ
ア
二
八
四
頁
以
下
参
照
。
〈
四
こ
。
ロ
穴

Er--者
2
四巾『

(
F
5・
ω・

印

N
品

目

ω
∞・

(
お
)
開
門
的
F
E
三
句
同
色
白
札
白
ミ
・
〈
E
K・
切
符
弘
、
包
・
回
目
戸
の
巾
σ・〉ロ
B
a
m
W
C

(
包
)
口
同
呂
一
昨
白
書
肉
声
冨
C

U
戸間・呂田』。「・

ω
〉
口
百
一
〈
三
四
-hhczy
〉ロ
E
・。
H

・

(お
)
ι
2
5
2
R
F
w一・
2
〈
=
-
-
宮
崎
旬
丘
町
界
∞
同
円
。
巾
σ・
〉
ロ
ヨ
匂
N

(
お
)
日
間
内
・
出
血
-
s
R
・
2

5
白血『包口市

B
K
K
t
-
B
』S
臼
色
虫
色
s
h
h
B
H
S・
の
何
回
・
の
巾
σ・
〉
ロ
ヨ
∞
ω
・

(
幻
)
仏
訳
で
は
「
相
続
人
」
で
あ
る
。

(
お
)
仏
訳
で
は
「
(
売
主
が
)
相
続
財
産
か
ら
受
取
る
も
の
を
全
て
渡
す
こ
と
を
」
要
約
し
た
、
と
補
わ
れ
て
い
る
。

(
却
)
仏
訳
で
は
「
相
続
財
産
の
効
果
玄
室
)
を
受
取
っ
た
」
と
、
補
足
し
て
あ
る
。

(
叩
)
仏
訳
で
は
「
相
続
人
が
物
を
受
取
る
よ
り
も
前
に
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
独
訳
で
は
、
「
相
続
人
」
を
「
売
主
」
と
し
て
想
定
し
、

「
後
に
売
主
が
物
を
占
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
」
と
訳
し
て
い
る
。
英
訳
も
「
相
続
人
」
を
「
売
主
」
と
想
定
し
て
訳
し
て
い
る
。

(
む
)
仏
訳
で
は
「
こ
の
相
続
財
産
の
効
果
が
、
売
主
が
売
却
し
た
奴
隷
で
あ
る
と
想
定
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
相
続
財
産
中
の
個
別
の

物
の
売
却
の
事
案
と
し
て
-
訳
し
て
い
る
。
独
訳
、
英
訳
で
は
ラ
テ
ン
語
原
文
の
直
訳
で
あ
る
。
な
お
後
述
の
ク
ヤ
キ
ウ
ス
の
解
釈
を
参
照
。

自命
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(
担
)
仏
訳
で
は
「
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
二
買
主
か
ら
私
に
支
払
わ
れ
た
代
価
は
、
売
却
さ
れ
た
物
の
果
実
と
し
て
私
に
来
る
の
で
は
な
く
、
私
が
彼

(
H

第
二
買
主
)
と
為
し
た
合
意
に
因
る
か
ら
で
あ
る
」
と
意
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
独
訳
は
、
「
売
却
し
た
奴
隷
の
代
価
は
、
す
な
わ
ち
、

物
か
ら
で
は
な
く
、
〔
直
接
に
(
ロ
ロ
自
宮
巾
口
)
白
「
)
〕
取
引
行
為
(
回
目
号
ご
か
ら
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
直
訳
し
て
い
る
。
英
訳
で
は
「
取
引
行

為
の
た
め
で
あ
っ
て
、
諸
般
の
状
況
笠
宮
=
ヨ
印
g
ロ
円
何
回
)
の
た
め
で
は
な
い
」
と
暖
昧
で
あ
る
。

(
お
)
仏
訳
で
は
「
占
有
者
が
物
の
引
渡
し
を
拒
絶
し
て
い
る
の
で
、
物
の
評
価
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
補
っ
て
訳
し
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
き
、
な
お
後
述
の
ク
ヤ
キ
ウ
ス
と
フ
7

ベ
ル
の
解
釈
を
参
照
。

(
泊
)
仏
訳
で
は
「
彼

(
H
売
主
)
は
も
は
や
物
を
買
主
に
引
渡
す
義
務
を
負
わ
ず
、
単
に
訴
権
を
引
渡
す
義
務
を
負
う
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
結
果
、
彼
が
得
た
場
合
に
は
、
物
の
評
価
を
引
渡
す
義
務
を
負
う
」
と
訳
し
、
訴
訟
物
の
評
価
を
訴
権
と
同
様
に
扱
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

独
訳
は
「
(
売
主
は
)
単
に
訴
権
を
譲
渡
す
る
だ
け
で
よ
く
、
物
を
給
付
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、
訴
訟
物
の
評
価
も
同
様
に
必
要
が
な
い
か
ら
で

あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
物
と
訴
訟
物
の
評
価
を
同
様
に
扱
う
。
こ
こ
で
は
、
訴
訟
物
の
評
価
の
給
付
義
務
に
つ
い
て
仏
訳
、
独
訳
は
正
反
対

の
結
果
と
な
る
。
な
お
英
訳
は
、
本
文
の
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
語
に
忠
実
に
ど
ち
ら
と
も
つ
か
な
い
訳
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
学
説
集
纂
の

テ
ク
ス
ト
上
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
結
論
を
出
せ
な
か
っ
た
の
で
、
差
当
り
、
ラ
テ
ン
語
原
文
の
よ
う
に
暖
昧
な
ま
ま
に
し
て
お
く
。

な
お
註
(
部
)
参
照
。

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

2 

パ
ウ
ル
ス
文
解
釈
上
の
問
題
点

こ
の
パ
ウ
ル
ス
文
は
、
中
世
ロ
オ
マ
法
学
以
来
理
解
す
る
の
が
難
し
い
法
文

と
さ
れ
、

ま
た
パ
ウ
ル
ス
が
見

(
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
)

事
な
「
区
別
」
を
行
な
っ
て
い
る

パ
ウ
ル
ス
文
全
体
の
構
成
は
、
比
較
的
詳
細
な
三
つ
の
事
案
(
①
⑥
⑨
)

(
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
)

と
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)

を
中
核
と
す
る
三
部
分
か
ら
な
る
。
①
を
中
核
と
す
る
第
一
の
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説

部
分
で
は
相
続
財
産
中
の
物
(
売
主
は
未
取
得
)

の
二
重
売
却
の
事
案
で
あ
り
、
相
続
財
産
問
答
契
約
に
よ
る
売
主
の
第
一
買
主
に
対
す
る

義
務
が
問
題
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
⑤
を
中
核
と
す
る
第
二
部
分
で
は
個
別
の
物
の
二
重
売
却
の
後
目
的
物
(
特
定
物
)
が
滅
失
し
た
事

E命

案
で
あ
り
、
売
主
の
第
一
買
主
に
対
す
る
義
務
が
問
題
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
①
を
中
核
と
す
る
第
三
部
分
で
は
売
主
が
占
有
を
有
し
な

い
特
定
物
の
売
却
に
つ
き
、
訴
訟
物
の
評
価
を
受
領
し
た
売
主
の
買
主
に
対
す
る
義
務
が
問
題
の
中
心
で
あ
る
。
法
的
な
論
点
と
し
て
は
、

(
お
)

第
一
に
(
相
続
財
産
売
買
)
問
答
契
約
上
の
諾
約
者
の
義
務
、
第
二
に
問
答
契
約
と
の
対
比
と
し
て
の
誠
意
契
約
上
の
売
買
契
約
上
の
売
主

(

幻

)

(

お

)

の
義
務
の
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
第
三
に
諾
約
者
な
い
し
売
主
の
義
務
の
内
容
と
し
て
、
物
(
「
2
)
か
代
価
(
買
え
E
B
)
の
い
ず
れ
か
、
さ
ら

に
状
況
に
よ
っ
て
訴
権
(
白
2
5
日
印
)
譲
渡
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
(
ご
江
田
告
さ
自
己
5
)
も
対
象
と
な
る
か
が
複
合
的
に
論
じ
ら
れ
る
。

(
お
)

こ
の
よ
う
な
パ
ウ
ル
ス
文
を
解
釈
す
る
の
に
非
常
な
困
難
を
伴
う
理
由
は
、
こ
の
パ
ウ
ル
ス
文
の
出
典
が
、
「
質
疑
録
」
で
あ
る
こ
と
に

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
も
そ
も
、
弟
子
の
教
育
の
た
め
に
、
基
本
的
事
案
か
ら
事
案
を
展
開
し
な
が
ら
、
質
疑
と
解
答
を
繰
り
返
す
た
め
内

容
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
パ
ウ
ル
ス
文
を
解
釈
し
た
法
学
者
達
は
、
パ
ウ
ル
ス
の
質
疑
に
お
い
て
想
定
さ
れ
た

事
案
と
、
質
疑
の
展
開
と
そ
の
解
決
に
至
る
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
法
学
史

の
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
諸
法
学
者
の
行
な
う
パ
ウ
ル
ス
文
の
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
自
体
を
対
象
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
パ
ウ
ル
ス
文
を
事
案
、
論
点
ご
と
に
①
か
ら
⑫
ま
で
区
分
し
、
問
題
点
を
簡
単
に
整
理
し
て
、
以
下
の
考
察
の
視
点

と
し
て
お
く
。

(ω) 

①
基
本
事
案
一
相
続
財
産
を
売
却
し
て
さ
ら
に
問
答
契
約
を
行
な
っ
た
売
主

(
H
諾
約
者
)

が
手
許
に
な
か
っ
た
相
続
財
産
上
の
物
を
訴

求
し
て
得
た
が
、
第
三
者
に
売
却
し
た
と
い
う
事
案
。
こ
こ
で
の
パ
ウ
ル
ス
の
文
章
は
断
片
的
に
事
実
を
羅
列
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
事

案
自
体
の
理
解
が
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
文
章
中
の
「
相
続
財
産
の
売
主
」
と
「
相
続
人
」
と
は
同
一
人
か
ど
う
か
も
判
然
と
し
な
い
。

②
パ
ウ
ル
ス
の
質
問
一
「
問
答
契
約
が
二
重
に
効
力
を
発
す
る
か
」
と
い
う
質
問
と
、

そ
の
質
問
の
理
由
説
明

(EE
以
下
)

も
判
然
と
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し
な
い
。
そ
の
た
め
に
質
問
と
理
由
説
明
自
体
も
解
釈
の
必
要
が
あ
る
。

③
パ
ウ
ル
ス
の
解
答
一
パ
ウ
ル
ス
は
場
合
分
け
を
行
い
、
(

u

)

物
の
売
却
、
問
答
契
約
の
順
な
ら
ば
「
代
価
が
問
答
契
約
に
入
る
」
の

に
対
し
て
、

(F)
問
答
契
約
、
物
の
入
手
の
順
な
ら
ば
「
物
給
付
の
義
務
が
あ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
パ
ウ
ル
ス
の
場
合
分
け
が
単
に
物

の
売
却
と
問
答
契
約
の
前
後
関
係
で
は
な
く
、
「
物
の
入
手
」
と
い
う
違
っ
た
事
実
を
提
示
し
て
い
る
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
、

事
案
を
想
定
す
る
う
え
で
疑
問
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
解
答
で
も
、
「
問
答
契
約
に
入
る
」
と
「
物
給
付
の
義
務
が
あ
る
」
と
い
う
異
な
る
表

現
を
し
て
お
り
微
妙
で
あ
る
。

④
ス
テ
ィ
ク
ス
の
死
亡
事
案
二
冗
却
し
た
奴
隷
が
滅
失
(
事
変
的
滅
失
)
し
た
場
合
の
諾
約
者
の
義
務
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
案
を
、

パ
ウ
ル
ス
の
質
疑
の
展
開
の
中
で
ど
う
理
解
す
る
か
が
問
題
と
な
る
う
え
に
、
事
案
で
は
売
却
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
解
答
で
は
問
答
契
約
が

(
位
)

論
点
に
な
っ
て
い
る
の
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

パ
ウ
ル
ス
の
解
答
が
「
相
続
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
そ
れ

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

⑤
相
続
財
産
中
の
個
別
物
の
売
却
事
案

観
ら
れ
る
」
と
い
う
間
接
的
な
解
答
で
あ
る
こ
と
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
が
問
題
で
あ
る
。

(
H
買
主
)

の
事
務
を
行
な
っ
た
と

⑤
二
重
売
却
さ
れ
た
個
別
物
の
滅
失
事
案
一
①
と
対
置
さ
れ
る
重
要
な
事
案
で
あ
る
が
、
第
二
買
主
か
ら
の
代
価
受
領
と
奴
隷
の

的
)
滅
失
の
点
で
事
実
関
係
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
パ
ウ
ル
ス
の
解
答
は
、
「
売
主
に
遅
滞
が
な
い
の
で
買
主
訴
権
に
基
づ
い

て
は
何
の
給
付
義
務
も
な
い
」
で
あ
り
、

そ
の
判
断
の
基
礎
と
し
て
、

(y)
「
代
価
は
物
か
ら
で
は
な
く
行
為
か
ら
得
る
」
、

(
δ
)

「
あ
た

か
も
他
人
に
売
却
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
」
、
(

E

)

「
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
の
は
物
で
あ
っ
て
訴
権
で
な
い
」
と
い
う
三
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
意
味
を
ど
う
解
釈
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

⑦
相
続
財
産
売
却
の
事
案
が
再
び
問
題
と
な
り
、
パ
ウ
ル
ス
が
「
相
続
人
と
し
て
為
し
た
こ
と
を
あ
た
か
も
相
続
人
の
事
務
を
行
な
う
か

の
よ
う
に
給
付
す
る
」
黙
示
の
合
意
と
い
う
判
断
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
案
が
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

事
変

jヒj去44(6・25)1437 



説

③
果
実
収
取
の
聞
記

「
土
地
の
売
主
の
果
実
給
付
義
務
と
同
様
に
」
と
は
、

そ
れ
ま
で
の
議
論
と
ど
う
い
う
関
連
が
あ
る
の
か
一
見
し

た
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。

自命

⑤
他
人
に
占
有
さ
れ
て
い
る
物
に
つ
き
訴
訟
物
の
評
価
を
得
た
事
案
一
こ
の
事
案
か
ら
後
の
事
案
で
は
、
売
主
の
義
務
は
物
、
代
価
、
訴

権
、
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
の
何
れ
に
つ
い
て
か
と
い
う
議
論
に
変
わ
っ
て
い
く
が
そ
れ
ま
で
の
議
論
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
つ
か
が

問
題
で
あ
る
。

(
刊
日
)

⑬
占
有
侵
奪
事
案
一
盗
訴
権
に
よ
り
二
倍
額
の
罰
金
を
得
た
場
合
に
「
買
主
に
は
帰
属
し
な
い
」
と
い
う
解
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
⑪
⑫
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
ら
の
対
照
の
理
由
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。

⑪
ク
ル
パ
な
く
し
て
占
有
を
中
止
し
た
事
案
一
パ
ウ
ル
ス
の
解
答
は
物
で
は
な
く
て
訴
権
に
つ
い
て
義
務
あ
り
と
す
る
が
、
文
面
か
ら
は

(
組
)

訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
は
物
と
訴
権
の
ど
ち
ら
と
同
じ
結
論
に
な
る
か
判
然
と
し
な
い
。

⑫
建
物
焼
失
事
案
一
敷
地
が
、
物
、
代
価
、
訴
権
、
訴
訟
物
の
評
価
の
何
れ
と
同
視
さ
れ
て
い
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
の
諸
法
学
者
に
よ
る
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
を
以
下
で
順
に
観
る
。

(
お
)
註
釈
学
派
と
註
解
学
派
の
多
く
の
学
説
が
三
部
構
成
を
と
っ
て
い
る
〈
聞
こ
祭
。

E
回・∞

'
E。
以
下
本
文
で
紹
介
す
る
が
、
こ
こ
で
学
説
を
概

観
し
て
お
く
。
三
部
分
の
区
分
の
仕
方
に
つ
い
て
は
若
干
の
違
い
が
観
ら
れ
る
。
多
数
説
は
第
一
部
分
を
①
j
⑤
、
第
二
部
分
を
⑤

i
@、
第

三
部
分
を
①
1
⑫
と
す
る
一
ア
ァ
ク
ル
シ
ウ
ス
(
標
準
註
釈
)
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
(
標
準
註
釈
に
採
録
さ
れ
た
「
事
案
」
抄
録
)
、
パ
ル
ド
ゥ

ス
(
標
準
註
釈
中
の
要
約
抜
粋
よ
り
)
、
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
・
デ
・
ロ
サ
ァ
テ
(
註
解
)
。
少
数
説
は
第
一
部
分
を
①
1
①
、
第
二
部
分
を
④
j
③、

第
三
部
分
を
⑨
i
⑫
と
す
る
い
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
。
そ
の
他
直
接
参
照
で
き
な
か
っ
た
が
、
デ
・
ロ
サ
ァ
テ
に
よ
れ
ば
、
ギ
ド
・
デ
・
ス
ザ

ア
リ
ア
も
こ
の
見
解
を
と
る
。

(
お
)
問
答
契
約
か
ら
生
じ
る
諾
約
者
の
責
任
に
つ
き
、
原
因
一
七
三
頁
以
下
、
船
団
第
三
巻
一

O
二
頁
以
下
、
カ
ァ
ザ
ァ
七
六
頁
以
下
、
三
二
四
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

頁
以
下
参
照
。
〈
四
こ
。
『
凹
点
E
E
-
-
者
吉
岡
巾
『
(
Z
D
ロ
日
巾
=
)
-
∞
-
N
宮
町
内

な
お
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
に
つ
い
て
は
註
(
叫
)
参
照
。
〈
聞
こ
c
g
氏
E
z
-
-
者
g
岡
市
『
(
Z
2
2
5
・
ω
印
。
。
ロ

(
幻
)
売
買
契
約
に
基
づ
く
売
主
の
責
任
に
つ
き
、
原
因
一
八
二
頁
以
下
、
船
田
第
三
巻
一
二
六
頁
以
下
、
カ
ア
ザ
ア
一
一
一
一
一
一

O
頁
以
下
参
照
。
〈
包

』

D
a
-
-
E
ロ

Elt弓
吉
岡
市
『
(
出
。
ロ
在
-
)
ム
ω
C
品
町
内
・

(
お
)
諾
約
者
と
売
主
の
責
任
の
内
容
に
つ
き
、
差
当
り
、
船
田
第
三
巻
五

O
五
頁
以
下
、
カ
7
ザ
ァ
二
八
三
頁
以
下
参
照
。
な
お
註

(
7
)
参
照
。

(
却
)
「
質
疑
録
(
告
白
巾
印
E
C
ロ
巾
凹
)

L

に
つ
い
て
は
、
船
田
第
一
巻
三
三

O
頁
参
照
。
パ
ウ
ル
ス
の
「
質
疑
録
」
に
つ
い
て
は
、
〈
同
-
-
p
z
-
N
W

。
巾
凶
円
F
R
F
丹
市
門
ぽ
『
『
D
B
Z
円
F
m
ロ
河
内
円
F
2
4
〈
広
田
巾
ロ
印
門
『
E
P
・
(
]
{
句
。
]
{
)
ω
ω
。
N
同

(
的
)
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
ロ
オ
マ
法
学
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
再
構
成
さ
れ
て
い
る
(
〈
間
-
u
z
z
e
ω
・
=
-
E
-

〉
ロ
E
-
N
め
)
。
相
続
財
産
の
売
主
(
諾
約
者
)
に
対
す
る
問
答
契
約
文
言
一
宮
自
g
宮
内
=
=
5
m
H
Z
「
E
E
z
r

↓-
Z
色
丹
市
宮
2
2
5

司
巾
『
〈
g
m
E
円
巳
。
一
白
〈
内
自
白
-
c
g
o
p
円
宮
田
町
的
丹
市
『
F
D
E
C
B
E
ロ
∞
古
川
『
〈
巾
巳
「
2
・
門
吉
田
『
ロ
ヨ
門
山
口
巾
「
巾
『
=
g
g
ロ
可
白
血
巾
F
H
円
。
『
巾
凹
『
巾
「
邑
】
g
『
芯
印
白
円
Z
C
口
市
日

間

v
m
t
t
o
口
市
m
w
Z
玄
』
ロ
由
巾
包
片
山
同
市
凶
巴
口
丹
市
「
E
H
d
F
S
E
田
口
Z
呂
田
】
巾
2
5
5
E
g
『
E
自
「
巾
『
己
ヨ
ロ
。
昌
吉
巾
白
σ
F
2
・
巾
己
戸
押
印
「
回
目
印
己
巾
F
F
S
Z
σ
匡
白
色
内
内
向
巾
ユ
タ
円
山
口
押
印
昌

司
町
内
ロ
豆
島
田
『
町
内
門
司
自
H
F
F
『
巾
印
Z
Z
F
白
Z
門
司
m
w
『
ロ
自
『
巾
『
=
B
ロ
D
B
5
巾
白
n
z
c
ロ
何
日
F
m
「
巾
門
Z
S
『
岡
田
回
目
戸
E
H
)
『
島
内
印
刷
門
出
『
回
目
巾
心
ロ
巾
司
吊
「
門
司
ロ
巾
門
戸
口
巾
司
巾
『
}
M
2
巾
島
市
出
回

門
戸
田
匡
同
国
2
2
J
G
E
C
ヨ
5
E
回
目
F
E
F
巾
「
巾
【
ご
〈
司
自
巾
C
m
w
円
門
戸
。
=
巾
目
F
巾
『
巾
【
t
g
『
回
目
的
℃
『
。
円
=
『
m
w
g
コ
。
山
富
丹
円
。
間
三
円
。
コ
C
E
o
s
-
ロ
巾
内
同
町
D
E
-
-
2
巳
・
色
白
色
〈
巾
『
出
口
印
巾
m
W

2
2
E
S
2
2
2
F
G
E
g
c
g
『
巾
印
巾
『
F
S
ロ
g
g
宮
内
ロ
ロ
S
E
E
コ
∞
u
o
E
巾
印
吋
「
ル
キ
ウ
ス
・
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
相
続
財
産
か
ら
あ
な
た
に
到
達
す

る
、
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
、
あ
る
い
は
あ
な
た
の
悪
意
に
よ
っ
て
到
達
し
な
い
よ
う
に
為
さ
れ
る
、
為
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
[
額
の
で
ま
た
あ
る

物
に
つ
い
て
相
続
財
産
上
の
諸
債
務
者
に
対
す
る
諸
訴
権
、
諸
訴
求
が
あ
な
た
に
獲
得
さ
れ
る
、
獲
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
場
合
に
、
そ
れ
ら
の

物
の
名
義
で
相
続
財
産
上
の
諸
債
務
者
か
ら
あ
な
た
が
回
収
す
る
で
あ
ろ
う
金
額
の
、
そ
れ
だ
け
の
金
額
が
ま
さ
し
く
私
に
返
還
さ
れ
る
こ
と

を
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
物
の
名
義
で
相
続
財
産
に
関
す
る
諸
訴
権
が
私
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
を
、
ま
た
あ
な
た
に
よ
っ
て
も
ま
た
あ
な
た
の

相
続
人
に
よ
っ
て
も
、
私
の
た
め
あ
る
い
は
私
の
相
続
人
の
た
め
に
相
続
財
産
に
関
す
る
諸
訴
権
が
委
託
事
務
管
理
人
あ
る
い
は
審
判
人
の
名

義
に
よ
っ
て
実
行
し
得
な
い
よ
う
に
為
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
、
も
し
そ
れ
に
反
し
て
為
さ
れ
る
、
為
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
き
は
そ
の
事

が
あ
る
で
あ
ろ
う
だ
け
の
[
額
の
で
そ
れ
だ
け
の
金
額
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
あ
な
た
は
誓
約
す
る
か
?
」

(
但
)
ロ
オ
マ
法
上
の
危
険
負
担
の
問
題
に
つ
き
、
原
因
一
八
七
頁
以
下
、
船
田
第
三
巻
一
四
九
頁
以
下
、
ヵ
ァ
ザ
ァ
三
三
七
頁
以
下
、
半
田
吉
信
「
ロ

l

マ
法
に
お
け
る
危
険
負
担
(
こ
・
(
一
了
完
)
」
千
葉
大
学
法
経
研
究
八
号
(
一
九
七
九
年
)
一
頁
以
下
、
九
号
(
一
九
八

O
年
)
九
七
頁
以
下
、

北法44(6・27)1439



説

と
く
に
パ
ウ
ル
ス
文
に
つ
い
て
は
九
号
一
二
六
頁
以
下
参
照
。

(
位
)
誠
意
契
約
上
の
、
果
実
に
つ
い
て
の
売
主
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
原
因
一
八
七
頁
参
照
。

(
M
M
)

盗
訴
権
に
つ
い
て
は
、
原
田
二
二
四
頁
、
船
団
第
三
巻
三
八
六
頁
以
下
、
カ
ア
ザ
ァ
四

O
O
頁
参
照
。
ぐ
同
一

-ZER---
∞・
ω
。。ロ

(
必
)
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
売
主
が
買
主
に
対
す
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
テ
ク
ス
ト
上
の
対
立
(
註
(
部
)
参
照
)
、
仏
訳
・
独
訳
で
の
解
釈
の

対
立
(
註
(
M
A
)

参
照
)
の
他
、
学
説
に
お
い
て
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
本
稿
に
関
し
て
概
観
し
て
お
く
と
、
仏
訳
と
同
じ
肯
定
説
は
、

オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
、
デ
・
ロ
サ
ァ
テ
、
ポ
チ
エ
で
あ
り
、
独
訳
と
同
じ
否
定
説
は
、
標
準
註
釈
、
、
フ
ァ
ア
ベ
ル
で
あ
る
。
英
訳
と
ク
ヤ
キ
ウ

ス
は
ラ
テ
ン
語
に
忠
実
で
い
ず
れ
か
不
明
で
あ
る
。

幸子ι
再開

H 

註
釈
学
派

(
M
M
)
 

註
釈
学
派
に
お
い
て
は
、

ロ
オ
マ
法
源
を
専
ら
法
文
聞
の
矛
盾
を
解
消
し
て
調
和
す
る
論
理
的
解
釈
が
行
な
わ
れ
、
「
註
釈
」
の
様
式
の

基
本
は
「
事
案
」
と
文
言
を
明
確
か
つ
簡
単
に
言
い
換
え
る
こ
と
に
そ
の
特
色
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

1 

(
必
)

標
準
註
釈
(
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
)

(
幻
)

標
準
註
釈
(
一
三
世
紀
半
ば
)
で
は
パ
ウ
ル
ス
文
に
対
し
て
註
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
法
文
の
冒
頭
の
文
一
言
に
つ
い
て
の
註
釈
例
で
は
、

(
同
日
)

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
註
釈
付
の
ご
く
初
期
の
刊
本
を
除
き
付
加
さ
れ
て
い
る
「
事
案
」
に
類
似
し
た
簡
単
な
事
案
要
約
が
為
さ
れ
て
い
る
。
さ

(
綿
)

「
註
解
」
か
ら
の
抜
粋
、
後
代

ら
に
、
こ
こ
で
依
拠
し
た
標
準
註
釈
付
ロ
オ
マ
法
大
全
の
最
後
の
版
に
は
、
前
記
「
事
案
」
、

パ
ル
ド
ゥ
ス
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(
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
標
準
註
釈
付
ロ
オ
マ
法
大
全

一
六
二
七
年
)

リ
ヨ
ン
版

標
準
註
釈

〈
こ
の
法
文
は
、
註
釈
に
よ
れ
ば
、
=
一
つ
の
部
分
を
持
つ
。
ま
た
そ
れ
ら
の
部
分
に
よ
っ
て
法
文
は
事
案
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
法
文
は
周

知
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
心
に
留
め
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
[
こ
の
法
文
は
]
以
下
の
こ
と
を
述
べ
る
。
集
合
体
が
売
却
さ
れ
た
場
合
に
は
、

代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
。
し
か
し
個
別
の
物
が
売
却
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
あ
た
か
も
売
却
併
仇
た
よ
う
で
あ
る
場
合
に
は
、
代
価
あ
る
い
は
他

人
か
ら
取
り
立
て
た
罰
金
は
物
の
地
位
を
承
継
せ
ず
、
ま
た
本
来
債
務
の
中
に
も
な
い
。
パ
ル
ド
ウ
ス
。
〉

(
パ
ウ
ル
ス
文
に
つ
い
て
は
重
複
す
る
の
で
省
略
す
る
、
以
下
は
法
文
の
外
枠
に
付
さ
れ
た
註
釈
で
あ
る
)

〈〈
g
a
z
o『
】
島
副
都
。
私
は
相
続
財
産
を
売
却
し
、
そ
し
て
そ
の
相
続
財
産
か
ら
私
に
到
達
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
の
長
官
に
つ
い
て
問
答
契
約
を
私
は

行
な
っ
た
。
そ
の
後
私
は
相
続
財
産
上
の
物
を
訴
求
し
た
。
[
そ
し
て
]
私
は
そ
れ
を
他
の
物
に
売
却
し
た
。
問
わ
れ
る
の
は
、
私
が
物
に
つ
い
て
義

務
を
負
う
の
か
、
あ
る
い
は
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
問
答
契
約
は
二
重
に
効
力
を
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
言
わ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
[
問
答
契
約
が
]
物
に
つ
い
て
も
、
お
よ
び
代
価
に
つ
い
て
も
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ゆ
え
に
、
物
の
売

却
後
に
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
代
価
が
問
答
契
約
に
入
る
。
[
物
の
売
却
]
前
[
に
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
た
]
場
合
に
は
、
そ
の
物
自

体
が
[
問
答
契
約
に
]
入
る
。
ス
テ
ィ
ク
ス
を
私
に
諾
約
し
た
者
の
場
合
は
、
遅
滞
の
前
に
そ
の

(
H
ス
テ
イ
タ
ス
の
)
死
亡
に
よ
っ
て
義
務
を
負
わ

な
い
が
ゆ
え
に
、
同
じ
事
は
な
い
と
い
え
ど
も
、
[
ま
た
]
上
の
事
案
で
は
義
務
を
負
う
と
い
え
ど
も
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
上
述
の
事
案
に
お
い
て
は
、

そ
れ

(
H
物
の
売
却
行
為
)
は
彼
自
身
の
相
続
財
産
に
関
す
る
事
務
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
買
主
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

か
し
、
こ
の
こ
と
は
個
別
の
物
の
売
却
に
お
い
て
、
[
す
な
わ
ち
]
以
下
の
よ
う
な
例
に
お
い
て
は
あ
た
ら
な
い
一
私
が
あ
な
た
に
ス
テ
イ
タ
ス
を
売

却
し
た
。
ま
だ
彼
が
引
渡
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
彼
を
私
は
他
の
者
に
売
却
し
、
そ
し
て
彼
を
引
渡
し
た
[
と
い
う
事
案
]
。
遅
滞
の
前
に
彼

(
H
ス

テ
ィ
ク
ス
)
が
死
亡
し
た
の
で
、
引
渡
し
に
お
け
る
遅
滞
を
私
が
犯
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
は
、
私
は
第
一
[
買
主
]
に
義
務
を
負
わ
な
い
。
さ
ら
に
代

価
に
つ
い
て
す
ら
義
務
を
負
わ
な
い
、
私
が
そ
れ

(
H
ス
テ
ィ
ク
ス
)
を
物
の
ゆ
え
に
で
は
な
く
、
売
却
さ
れ
た
奴
隷
に
つ
い
て
の
行
為
の
ゆ
え
に
持

つ
の
で
。
な
ぜ
な
ら
ば
私
が
義
務
を
負
う
の
は
、
物
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
代
価
あ
る
い
は
相
続
財
産
に
お
け
る
訴
権
に
つ
い
て
で
は
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
別
の
こ
と
が
上
述
の
理
由
の
な
か
に
存
在
す
る
一
な
ぜ
な
ら
、
私
が
相
続
人
と
し
て
或
る
物
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
私
は
、
そ
の
物
を

相
続
財
産
の
貫
主
に
給
付
す
る
義
務
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。
彼

(
H
買
主
)
の
事
務
を
行
な
う
の
で
。
土
地
の
売
主
が
、
果
実
を
収
取
す
る
場
合
に
、

そ
の

(
H
果
実
の
)
給
付
に
つ
い
て
誠
意
を
理
由
と
し
て
義
務
を
負
う
の
と
同
じ
よ
う
に
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
[
果
実
の
収
取
を
]

憐
怠
し
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
ク
ル
パ
が
申
し
立
て
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
は
、
彼
は
義
務
を
負
わ
な
い
。
し
か
し
、
私
が
売
却
し
た
物
を
、

他
人
が
占
有
し
て
い
る
の
で
訴
求
し
、
そ
し
て
訴
訟
物
の
評
価
を
受
け
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私
は
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
の
で
あ
っ

て
、
訴
権
に
つ
い
て
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
盗
品
の
二
倍
額
を
持
つ
、
あ
る
い
は
暴
力
に
よ
っ
て
追
い
払
わ
れ
た
[
売
主
の
]
場
合
に
は
、

[
売
主
は
]
何
も
買
主
に
給
付
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
買
主
が
ク
ル
パ
な
く
し
て
占
有
を
中
止
す
る
場
合
に
は
、
[
売
主
は
]

彼
が
物
の
代
わ
り
に
持
つ
訴
権
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
、
[
ま
た
、
]
建
物
が
焼
失
し
て
も
、
土
地
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
債
務
か
ら
売
主
は
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
こ
と
を
[
法
文
は
]
述
べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
別
様
に
事
案
を
あ
な
た
は
述
べ
よ
。
以
下
の

註
釈
に
お
け
る
よ
う
に
。
〉

[
註
釈
一
な
お
註
が
付
さ
れ
る
文
言
に
つ
い
て
は
分
か
り
ゃ
す
い
よ
う
に
原
語
表
記
の
ま
ま
に
し
た
。
]

P
【
〈
@
コ

a
z
o『
・
こ
の
法
文
は
一
二
つ
の
部
分
に
分
か
た
れ
る
。
第
一
は
、
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
が
私
に
相
続
財
産
を
売
却
し
、
そ
し
て
相
続
財
産
の
売
買
問

答
契
約
が
行
な
わ
れ
、
彼
が
売
却
し
た
相
続
財
産
上
の
あ
る
物
が
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
到
達
し
、
[
彼
は
]
代
価
を
持
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
問

わ
れ
て
い
る
の
は
、
何
が
問
答
契
約
の
中
へ
来
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
区
別
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
問
答
契
約
の
後
に
当
該
物
お
よ
び

そ
の
代
価
が
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
到
達
す
る
場
合
に
は
、
両
方
と
も
[
問
答
契
約
の
]
効
力
が
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
べ
き
[
状
態
に
]
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
訴
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
彼
が
売
却
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
代
価
が
[
問
答
契
約
の
中
へ
と
]
来
る
、

物
が
滅
失
し
た
と
し
て
も
。
第
二
の
部
分
は
、
以
上
の
こ
と
が
私
に
売
却
さ
れ
た
が
引
渡
さ
れ
ず
、
そ
し
て
そ
の
後
同
一
人
か
ら
他
の
者
に
売
却
さ
れ
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た
個
別
物
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
の
滅
失
の
場
合
に
は
、
物
も
代
価
も
来
な
い
。
そ
し
て

あ
た
か
も
売
主
は
、
彼
の
行
為
か
ら
代
価
を
得
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
相
続
財
産
[
の
事
案
]
に
お
け
る
よ
う
に
第
一
買
主
の
事
務
を
行
な
う
と
い

う
よ
う
に
擬
制
も
さ
れ
え
な
い
。
他
方
、
一
言
わ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
は
果
実
に
関
し
て
確
立
さ
れ
た
の
と
向
じ
事
が
解
答
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
第
三
の
部
分
は
、
売
却
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
売
却
に
準
じ
る
、
あ
る
い
は
諾
約
さ
れ
た
個
別
の
物
に
お
い
て
私
が
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。

後
に
他
の
者
に
売
却
し
た
場
合
に
は
一
な
ぜ
な
ら
ば
、
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
、
窃
盗
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
暴
力
に
よ
っ
て
占
有
を
中
止
し
た
の
で
、
売

主
が
占
有
者
か
ら
訴
訟
物
の
評
価
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
ο

あ
る
い
は
自
身
が
占
有
し
て
い
な
い
の
に
第
一
買
主
に
売
却
し
、
そ
し
て
そ
の
後
自
身
の

た
め
に
訴
求
し
、
そ
の
結
果
他
の
者
か
ら
の
訴
訟
物
の
評
価
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
訴
訟
物
の
評
価
は
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に

お
い
て
は
考
慮
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何
か
他
の
訴
権
も
、
罰
金
の
、
あ
る
い
は
他
の
[
訴
権
]
も
譲
渡
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
[
物
が
]

存
在
す
る
場
合
に
は
物
が
、
存
在
し
な
い
場
合
に
は
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
が
あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る
も
の
が
。
す
な
わ
ち
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
占

有
を
止
め
た
の
で
。
あ
る
時
は
、
ク
ル
パ
(
に
よ
ら
)
な
い
場
合
に
は
物
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
で
は
な
く
、
た
だ
諸
訴
権
に
つ
い
て
だ
け
(
な
ぜ

な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
[
売
主
は
]
持
っ
て
い
る
の
で
)
与
え
る
義
務
が
あ
る
。
当
然
物
は
存
在
し
て
い
る
の
で
、
ま
た
あ
る
時
は
決
し
て
何
の
義
務
も

負
わ
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
[
売
主
は
]
代
価
を
得
る
。
私
が
前
に
述
べ
た
よ
う
に
。

q
【

O
H
Z
@
『
@
a
z
箆
@
・
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
相
続
財
産
上
の
諸
々
の
物
[
の
中
]
か
ら
。
〈
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉

r
【

Z
S
G
O
曲
一
S
帥
丘
四

M
E
ω
2
0
コ0
・
あ
る
も
の
が
彼
(
売
主
)
に
到
達
す
る
場
合
に
、
彼
が
買
主
に
返
還
す
る
。
そ
し
て
逆
に
、
買
主
が
、
売
主
の
相

続
の
際
に
引
き
入
れ
た
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
を
諾
約
す
る
こ
と
。
そ
の
問
答
契
約
は
相
続
財
産
の
売
買
[
問
答
契
約
]
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
後
出
。
・

ω
戸
ゆ
切
の
よ
う
に
。
し
か
し
、
信
命
人
と
共
に
か
否
か
。
解
答
。
以
下
の
よ
う
に
観
ら
れ
る
。
前
出

H
C
5
2ロ
・
』
『
巾
名
g
-
[
U
-
E
-
A
H
-
N
-
解
答
?
]

の
よ
う
に
、
〈
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉
¥
¥

a
【

Z
0
2
0
0
ヨ
ヨ
芸
ロ
『
・
効
力
に
関
す
る
限
り
で
、
す
な
わ
ち
物
お
よ
び
代
価
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、

こ
の
こ
と
〈
(

a

)

〉
は
衡
平
で
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
後
出
U
・

s-r=-H∞
百
『
戸
の
よ
う
に
。
ま
た
、
な
ぜ
な
ら
ば
誠
意
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

後
出
。
印
0

・
H斗
-
H
ω
φ

の
よ
う
に
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
[
問
答
契
約
が
]
行
な
わ
れ
る
の
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
で
あ
る
、
例
え
ば
物
あ
る
い
は
代
価

が
考
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ

(
H
代
価
)
は
、
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
必
要
で
あ
る
[
か
ら
]
。
下
で
付
加
す
る
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
、

物
も
代
価
も
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
た
後
に
[
売
主
は
]
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
両
方
に
関
し
て
[
問
答
契
約
が
]
行
な

わ
れ
る
。
[
し
か
し
]
両
方
に
関
し
て
要
求
さ
れ
[
る
よ
う
に
は
行
な
わ
れ
]
な
い
。
し
か
し
、
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
な
く
て
も
、
い
ず
れ
か
の
よ

吾ι
白岡
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

う
に
、
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
よ
っ
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
出
0
・
NN-ykア
H

の
よ
う
に
。
そ
れ
で
は
何
の
た
め
に
[
問
答
契
約
が
]
行

な
わ
れ
る
の
か
。
解
答
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の
[
問
答
契
約
は
]
特
別
に
云
々
、
例
え
ば
後
出
口
・
品
、
吋

-
E・
E
-
N∞
で
あ
る
か
ら
。

〈(
a

)

価
額
、
お
よ
び
物
自
体
を
い
っ
し
ょ
に
訴
求
し
よ
う
と
す
る
の
は
衡
平
で
は
な
い
。
〉

b

【O
c
o
a
包

ω
三
0
0
0帥
師
一
戸
例
え
ば
私
の
質
問
に
お
け
る
よ
う
に
。

C

【O
O
Z
E戸
あ
る
い
は
、
た
と
え
物
が
存
在
し
よ
う
が
、
代
価
を
。
〈
し
っ
か
り
と
〉
合
図
し
て
い
る
よ
う
に
。
〈
ア
y

ク
ル
シ
ウ
ス
〉

d

言
。
コ
a
E
O
E・
私
が
相
続
財
産
を
売
却
し
、
ま
た
問
答
契
約
を
行
な
っ
た
後
で
。

e
【〉
2RM『0
2
zヨ
o
E
E
@ヨ
a
@
g
σ
a
-

否
と
観
ら
れ
る
。

f

可『
O
ヨ一
g

O
『
・
す
な
わ
ち
売
主
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
い
は
本
来
の
完
全
な
代
価
を
、
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
を
、
と
付
加
す
る
。

g
【可
5
6
0
2曲
一
曲
師
。
戸
例
え
ば
こ
の
箇
所
(
H
U
-
-
∞-
h
r
N
H
)

、
お
よ
び
後
出
口
合
唱
r
N
ω

・
お
よ
び
次
の
法
文
[
口
合
唱
「
N

こ
の
よ
う
に
。
そ
し

て
同
じ
事
は
、
遅
滞
前
の
解
放
、
お
よ
び
死
亡
後
の
場
合
に
。
例
え
ば
後
出

oat-
斗
・
品
目
の
よ
う
に
。
し
か
し
前
提
さ
れ
て
い
る
事
案
で
は
別
様
で

あ
る
。
例
え
ば
、
し
か
し
相
続
財
産
、
云
々
、
と
付
加
す
る
よ
う
に
。
〈
ア
ソ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉

h
【
問
一

5
・
無
論
、
買
主
の
。
そ
し
て
、
「
む
し
ろ
」
と
言
、
つ
こ
と
が
、
氾
濫
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
選
択
に
。
あ
る
い
は
比
較
に
読
む
よ
う
に
。
お

よ
び
そ
の
よ
う
に
両
方
の
事
務
を
行
な
う
一
[
こ
れ
は
]
し
か
し
な
が
ら
選
択
的
で
は
な
い
。
〈
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉

〈
合
「
相
続
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
」
、
こ
れ
す
な
わ
ち
「
む
し
ろ
す
な
わ
ち
」
で
あ
る
。
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ア
ウ
リ
ウ
ス
第
四
巻
第
七
章
〉

i

【OEω
ヨ

2
0『O
S
S
E
m
-

す
な
わ
ち
あ
る
種
の
集
合
体
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
人
を
あ
ら
わ
す

(
H
代
理
す
る
)

0

〈
ア
ヅ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉

〈
↑
相
続
財
産
の
、
そ
し
て
個
別
の
物
の
売
却
は
異
な
る
。
〉

k

【Z
O
コ
3
0
S色
。
『
oa--

相
続
に
お
い
て
私
が
事
変

(
H
偶
然
)
に
お
け
る
場
合
を
除
い
'
て
買
主
の
事
務
を
行
な
う
も
の
と
擬
制
し
よ
う
と
い
う
よ

う
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
相
続
に
お
い
で
こ
の
こ
と
お
よ
び
後
出
同
一
法
文
』
E
2
5
ι
自主
E
ニ
ロ
ロ
品
目
三
口
丘

g
『
が
相
続
に
お
い
て
述
べ
て
い

る
こ
と
が
同
じ
事
で
あ
る
。

l

【mv向。ョ明
MHO-

そ
し
て
、
遅
滞
云
々
を
考
え
れ
ば
、
両
方
の
い
ず
れ
も
な
い
。

〈
貴
物
の
代
価
は
物
か
ら
、
と
は
言
わ
れ
な
い
。
〉

m
【勺『
OR足。『コ
@
G
O
S
H
E
0
2
0ヨ
・
こ
の
よ
う
に
相
続
人
も
。
な
ぜ
な
ら
ば
墓
地
の
侵
害
に
関
し
て
訴
訟
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
相

続
は
容
認
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
彼
の
狭
猪
さ
に
基
づ
い
て
そ
れ

(
H
訴
訟
)
を
行
な
う
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
復
讐
の
た
め
に
。
し
か
し
あ
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説

た
か
も
相
続
財
産
上
[
の
行
為
]
の
よ
う
に
で
は
な
い
。
例
え
ば
後
出
。
・
ム
斗
・

5
・
H
O

の
よ
う
に
。
さ
ら
に
み
す
ぼ
ら
し
い
相
続
財
産
を
高
値
で
売

却
し
た
場
合
も
そ
の
よ
う
で
あ
る
〈
(
b
)
〉
。
受
遺
者
た
ち
に
と
っ
て
も
有
廷
で
は
な
い
、
彼
の
行
為
に
基
づ
い
て
あ
る
い
は
買
主
の
愚
鈍
さ
に
よ
っ

て
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
。
例
え
ば
後
出
口

ω
印
-N-ω

望
-
J
H
e
お
よ
び
前
出
。
・
コ
-
r
ω
m
p
H
お
よ
び
前
出

0
5・
「
印
。
-ω

ロ
ロ
お
よ
び
後
出

口目

ω
匂
-
N・品川
Y
N
お
よ
び
後
出
口
-Nh?ω
・。
h
F
m
の
よ
う
に
。
し
か
し
た
し
か
に
あ
る
者
達
は
衡
平
に
基
づ
い
て
代
価
を
第
一
買
主
に
与
え
る
、
例
え

ば
前
出
O
・
G
-
r
N
ω
・
の
よ
う
に
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
は
、
代
価
を
返
さ
れ
た
者
に
物
が
所
属
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
同
じ
く
偽
罪
を
犯
し
て
い

な
い
か
ど
う
か
、
後
出
U
・
S
・
5
・
出
の
よ
う
に
。
し
た
が
っ
て
〈
(

C

)

〉
同
じ
事
実
か
ら
罰
と
特
典
を
得
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
ゆ
え
に
こ
の
こ

と
か
ら
私
は
、
第
二
買
主
か
ら
代
価
を
受
領
し
て
い
る
の
で
、
第
一
買
主
に
代
価
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
是
認
す
る
。
例
え
ば
ワ

イ
ン
の
売
主
が
為
す
よ
う
に
、
例
え
ば
後
出
。
・

5
・。
-
Y
ω

お
よ
び

(V-ω
・
「
∞
の
論
証
に
よ
っ
て
。

〈
(
b
)

み
す
ぼ
ら
し
い
相
続
財
産
の
売
主
は
、
そ
れ
を
大
き
な
代
価
で
売
却
し
た
場
合
に
は
、
売
却
に
基
づ
い
て
訴
求
さ
れ
る
そ
の
大
き
な
代
価
を

受
遺
者
た
ち
に
与
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
彼

(
H
売
主
)
の
事
務
が
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
買
主
の
愚
鈍
き
が
原
因
で
彼

(
H
売
主
)
が
持
っ

て
い
る
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
〉

〈(
C

)

特
典
、
お
よ
び
罰
を
同
一
の
事
実
に
基
づ
い
て
何
人
も
得
る
べ
き
で
は
な
い
。
〉

n
【

Z
0
3
〈

0
2
a
-
a
一
g
oヨ
・
た
と
え
ば
、
す
な
わ
ち
物
の
滅
失
に
よ
っ
て
私
が
免
れ
る
よ
う
に
、
私
が
占
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
場
合
も
そ
の

よ
う
に
、
お
よ
び
前
出
口
山
Y
A
H
-
N
P
品
・
の
よ
う
に
。
〈
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉

O
【

O
E
O
ヨ邸内田ヨ
oazヨ
・
善
き
類
似
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
売
主
は
土
地
を
耕
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
よ
び
私
の
[
土
地
]
に
お
い
て
、
す
な
わ

ち
私
に
対
し
て
義
務
を
負
う
・
[
土
地
に
お
い
て
]
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
の
[
事
務
]
を
行
な
う
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
前
者

(
H
買
主
)

は
私
の
あ
る
い
は
私
の
相
続
財
産
の
事
務
を
行
な
う
。
ア
ゾ
ォ
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
誠
意
を
理
由
に
し
て
と
述
べ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
厳
正
法
に
よ

り
契
約
さ
れ
た
場
合
に
は
別
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
後
出
。
-
N
N
-
r
ω
∞
・
斗
∞
お
よ
び
先
行
す
る
節
の
よ
う
に
。

〈
T

物
の
債
務
者
は
対
人
訴
権
に
よ
っ
て
、
物
か
ら
得
ら
れ
る
べ
き
果
実
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
得
た
[
果
実
に
つ
い
て
は

義
務
を
負
う
]
。
〉

P
【

〉

『

G
Z
O『

2
2・
例
え
ば
、
な
ぜ
な
ら
ば
熟
し
た
果
実
は
だ
め
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
も
っ
て
い
な
が
ら
渡
さ
な
け
れ
ば
。
例

え
ば
後
出
U

N
少

ω
・
匂
目
の
よ
う
に
。
〈
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉

q
【
〈
@
2
a
E
R

第
一
貫
主
に
。
〈
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉

4 

5岡

北法44(6・34)1446



r
【可
o
g
E
O
Z
0・
ま
た
注
意
せ
よ
。
私
が
占
有
し
な
い
物
を
売
却
し
た
こ
と
の
中
の
こ
の
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
〈
(

a

)

〉
、
そ
の
よ
う
に
物
に
関
し
て
、

あ
る
い
は
利
害
関
係
の
あ
る
も
の
に
関
し
て
義
務
を
負
う
の
で
あ
っ
て
訴
権
に
関
し
て
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
後
に
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
占
有
を
中
止

す
る
こ
と
、
例
え
ば
窃
盗
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
合
、
同
様
に
私
は
物
に
関
し
て
あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る
も
の
に
関
し
て
義
務
を
負
う
。
ク
ル
パ
が
な

い
場
合
は
別
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の
場
合
は
訴
権
だ
け
に
関
し
て
で
あ
っ
て
、
物
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
[
に
関
し
て
義
務
を
負
う
の
]
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
私
は
そ
れ
[
ら
]
を
持
た
な
い
が
訴
権
を
私
は
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
後
出

E
E
2
2
5戸
内

巳

円

[
U

E-
少
ど
⑨
以
下
]
と
付
加
す
る
よ
う
に
。

〈(
a

)

全
く
占
有
し
て
い
な
い
、
他
人
の
物
を
売
却
し
た
者
は
ク
ル
パ
を
犯
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
事
案
で
も
物
に
、
あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る

も
の
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
〉

S

{
可
皇
-
-
占
有
者
に

〈
T

我
々
が
罰
金
の
名
義
で
他
人
か
ら
取
り
戻
す
と
い
う
、
我
々
の
物
の
債
務
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
原
告
に
返
還
す
る
こ
と
を
我
々
は
強
制
さ
れ

る。〉
t
【h
F
σ
ω
E
E『
0
・
こ
れ
す
な
わ
ち
、
無
論
訴
訟
を
通
じ
て
得
る
こ
と

ou-
品、吋
-
N
-
ム

∞

司

『

-

-

u
【
Zoo-

無
論
二
倍
額
。
〈
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
〉

X
{
h
F
a
oヨ
Z
0
3ヨ
・
決
し
て
譲
渡
す
べ
き
も
の
と
は
観
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
後
出
口
・

2
・N
‘
工
胃
・
お
よ
び
前
出
口
'
E
-
Y
ω
印
・
品
の
よ
う
に
。

そ
れ
ら
は
矛
盾
し
て
い
る
。
解
決
。
こ
の
場
合
、
ク
ル
パ
な
く
し
て
占
有
を
中
止
す
る
場
合
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
物
に
関
し
て
義

務
を
負
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
訴
権
、
す
な
わ
ち
罰
金
の
[
訴
権
]
へ
と
決
着
が
つ
く
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
少
な
く
と
も
負
担
を
負
わ
せ
ら
れ
る
。

ま
た
、
あ
る
い
は
罰
金
を
要
求
す
る
場
合
に
は
そ
れ
(
日
物
)
を
交
付
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
ク
ル
パ
に
よ
り
占
有
を
止
め
た
が
ゆ
え
に
、
物
に
、
あ

る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
あ
ら
ゆ
る
罰
金
を
保
持
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
従
っ
て
請
求
の
方
向
を
変
え
て

い
る
者
は
訴
訟
に
有
利
に
入
り
こ
む
こ
と
を
欲
す
る
の
を
認
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
追
い
払
わ
れ
た
者
を
さ
ら
に
有
利
に
現
状
に
復
し
た
。
あ

る
い
は
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
売
却
の
前
に
盗
ま
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
罰
金
は
売
主
に
帰
属
す
る
。
あ
る
い
は
売
主
が
物
を
給
付
で
き
な

い
場
合
が
語
ら
れ
て
い
る
。

y
【
2
2
3
0
σ
一
戸
無
論
物
。

Z

【Z
釦
ヨ
・
ク
ル
パ
に
あ
っ
た
場
合
に
は
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
、

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

と
普
く
も
私
は
言
う
。
な
ぜ
、

[
ク
ル
パ
に
]

な
い
場
合
に
も
何
か
あ
る
こ
と
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universitas， tretium succedit 1町orei: Sed vbi venditur， vel quasi res singularis， T陀tiumvel twωab alio exacta 1町orei non succed it， nec 
〈号〉

est trlψrii in obligat削官 BALD(U勾.) 

[てむえ K 争<~ii;~]

(~)包〉

(Venditor.] CASVS. Vend 凶 hered 山 tem， & 附 rposui sitpulationem de ei 山 restitutione， quod ad me de heredω耐I此山ta瓜tepen聞 llret
Persecutus sum postea rem heredi比tar吋iam.ve印nd出id出 eamal川ij.qm託eritωuran t民enearad re印m，an ad pr巴eti山um.Dicitur， quod s坑ti叩pu叫lla瓜tiobis 

non committitur・idest non datur ad rem， & ad pretium. vnde si fuerit stipulatio interposita post venditionem rei， venit pretium in 

stipulatine: si ante， venit ipsa res， licet idem non sit in eo. qui mihi promisit Stichum. quod non tenetur eo mortuo ante mora(m). 

licet superiori casu teneatur: quia in casu superiori videtur iste potius gessisse negotiu(m) emptoris， quam ipsius hereditatis. Sed 

hoc non cadit in venditione rei singularis， in tali exe(m)plo. Vendidi tibi Stichum: eo nondum tradito. ve(n)didi eum alij， & tradidi 

eum. mortuo eo ante moram， no(n) teneor priori emptori. nisi moram in tradendo commisi: neque etiam teneor ad pretium: cum iIIum 

non propter rem， sed propter negotiationem hominis venditi habeam: quia tenebar ad rem. no(n) ad pretium vel ad act(ionem). in 

hereditate. aliud est in supradicta ratione: quia si quid tanquam heres habeo， teneor hoc prastare emptori hereditatis: quamquam 



(~) 

illius negotium gessero.: sicut fundi venditor si fructus percipiat. tenetur eos restituere ratione bona fidei. & tamen si neglexit. non 

tenetur. nisi culpa obiici potest de hoc. Sed ponamus quod eam rem. quam vendidi. petij alio possidente. & litis astimationem accepi. 

quia re(m) debebam. & non actionem. sed si duplum habuit rei furtiua. vel vi deiectus. nihil emptori debebit. nam si desinat 

venditor possidere sine culpa. liberatur prastando actionem. quam habet pro re. nam aream tradendo. exusto adificio. liberatur 

vend山r.hoc dicit. Vel dic aliter casum: vt in glo(ssa) sequ(ente)ー〉
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p] Venditor. Diuiditur hac lex in tres partes. Prima est. vendidit mihi Titius hereditatem: & interposita est stipulatio empta. & 

ven(ditae) hered(itatis) deuenit ad Titium quadam res hereditaria. quam vendidit. & pretium habuit: [&J quaritur quid veniat in 

stipulatione[mj ? & distinguit: quia si post stipulationem deuenit dicta res. & pretium eius ad Titium. vtrumque venit committendum. 

sed non petendum: si autem prius vendidit; tunc tantum pretium venit: licet res interierit. Secunda pars est. quod hac non sic 

seruantur in re singulari mihi vendita. & non tradita. & postea ab eodem alij vendita. nam nec res (.) nec pretium venit (.) si res 

interiit: & sic quasi ex sua 田 gotiationevend山 rpretium lucratur (:) nec potest fingi vt negotium gerat primi emptoris: sicut in 

hereditate. si autem posset dici. certe & tunc idem responderetur. vt ponitur de fructibus. Tertia pars est. vt quod dixi in re 

singulari vendita. vel quasi vendita. vel promissa: si postea alij vendatur: vt quia litis astimationem accepit venditor a possessore. 

cum culpa desierit possidere <.> ft川 o.vel viole山 a:vel se non possidente vendidit primo emptori: & postea petiit sibi quod habu 

litis <記配白stimationer町mab aliω0: nam non vem此tilla litis <皮世stima剖tiぬoin actione ex emptω0: nec aliqua actio est cedenda pぽnalis.vel alia: sed 

res. si extat: vel astimatio. seu interesse. si non extat: c白m culpa desiit possidere: alias si non culpa. tunc non rem vel 

astimationem. sed actionem tantum (quia eas habet) dare tenetur: quando scilicet res extat: alias nullo modo: imo pretium lucratur: 

vt prius dixi 

q] Ex 1惚陀ditate.id set. de rebus hereditar出 (ACCURS.)

r] Intertos山 stitulatione.qu凸dsi quid ad eum perueniret. emptori restitueret. & econtra emptor promitteret qu凸ddamna. qua 

trahet venditor occasione hereditatis. restituet ei. qua stipulatio appellatur empta & vendita hereditatis. i. de leg，αiij quisquis. sed 
(;';l) 

an cum fideiussore? Resp(onsio). videtur quod sic: vt s. 1. ij. in fin. j・柁st仰.(ACCVRS.) / / 
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a] N，側 comm耐 tur.quantum ad effectum: scilicet vt rem. & pretium consequi possit. hoc ((a)) enim esset iniquum: vt infra. de act. 

emtt. 1. emttorem. *. fin. ibi， neque enim bon. fid. vt i. de reg. iuγ'. 1. bana fides. committitur tamen his. vt res， vel pretium petatur 
tantum: quod est necesse eo casu， quando res interiit: vt. i. subijcit. nam & rem， & pretium habuit post interpositam stipulationem. & 

sic ad vtrumque committitur: non vt vtrumque exigatur. sed &白o(n)interposita stipulatione alterutro modo posset agi actione ex 

empto: vt i. de vsur. 1. si stipulatus. *. fin. Ad quid ergo interponitur? Respon(sio). quia qua specialiter， &c. vt. i. de iniur. 1. item 
apud. *. hoc edicto 
((怜ωa吋) Pret凶ti川山u山1II臥『

b] α4ωod s幻ta仰ntecαes，おsitι.v吋tin noωostra q中1悶 s坑叫tiω0叩n悶1児e.

c ) Debebit. vel pretium， etiamsi res ext民凶et:vt in 日u凶i比t(令何s坑ta抗山tim.ACCVRS.) 

d) Ve叩ndωid伽eri“耐瓜t.P仰os討th恥児附er陀ed山 t伐emve印ndita凪 &s幻叫tip仰u叫山l凶a従副t“iω0叩n附1

e寸)An T 柁t“iu 叫 e叫叫4“tsdωe(仰v白仇n包)debe αat. v引id白eturquod non. 
f] Promissor. id est venditor: vt subiicit. vel prop凶 supplepretium， veI astimationem. 

g] Pγacessisset. vt h丸 &infra de veゆ• oblig. l. si ex legati. &. l. sequeη&  idem si manumiserit ante mora瓜&postea decessit: vt 

infra de act. & oblig. l. is qui ex stipulatu. Sed in casu pramisso aliud est， vt subiicit; sed vbi he陀diωtem&c. (ACCVRS.) 

h) E叫 s.scilicet emptoris. & quod dicit pot山， superfluit: vel electiue: vel legas comparatiue， & sic vtriusq田町gotiumgessit: non 

autem electiue. (ACCVRSIVS.) 

(. quam hereditatis. id est potius quam her(editatis). Ant(o仰us)Au(gustinus) lib. 4. cαt.η 
i) Quam hereditatis. est enim quadam vniuersitas: & sic reprasentat personam. (ACCVRSIVS.) 

<t Hereditatis. & rei singularis ve(n)dita differentia.) 
k) N，側 totestc陀di.quod in hereditate dictum est， vt fingam gerere negoti白memptor瓜 nisiin casu: & tunc idem est. quod hic dicit 

in hereditate. & i. ea(dem titulo). 1. ibi， quemadmodum fuηdiむenditor，&c 

1] Ex emtto. & vtique nihil. qu側 ωmmoram， &c. 

(. Pretium rei no(n) dicitur esse ex re.) 

話芸
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m] Pゆ ternegotiationem. sic & heres: quia agit de sepul(chro) vio(lato) no(n) enim hereditatem agnoscit. ex sua enim astutia eam 
exercet. vel ad vindictam: non autem tanquam hereditariam: vt i. de. setul. vio. 1. te(nωtima) sic etiam ((b)) si heres inopem 

hereditatem multum vendidit. non prodest legatariis: cum ex sua negotiatione. vel emptoris stultitia habere videatur: vt. i. ad. leg. 

Fal. 1. ij. in trinc. &. ~. j. sic & S. man. 1. ita vt omnes. {}. j. & supra de pecu. l. eo tempore. {}. fin. inβn' &. i de damn. insect. 1. damni. in 

fin. &. i' so. mαt. 1. si 四ro~ {}. ite(m) quicquid. Sed quidam de aquitate dant pretium primo emptori: vt sutra si cert. tet. l. si e叫u捌

seγuu隅.Sed certをibiiam erat res illius cu山1日m山iuspretil川 nreddωitur. 1江te印mnonne cri日imenfねωa討lsic∞0叩n即I
ex eodem facto non debet pぽnam.& pramium tonsequi. vnde ex his approbo hanc opinionem. qu凸dpretium debet dari priori 

emptori. quod a secundo emptore acceptum est: vt facit venditor vini: vt i. de teri. & c棚• 1. j. {}. licet. & arg(u刑ento).C. de iudi. 1. 

placuit. 

((b) Venditor hereditatis inopis. si eam magno pretio ve(n)didit. pretium illud magnum. quod ex ve(n)ditione consecutus est. 

legatariis non co(m)municat: cum id ex sua negotiatione. vel potius stultitia emptoris habere videatur.) 

((c) Pramium. & panam ex eodem facto nemo consequi debet.) 

n] N仰官制didissem.vt enim liberarer rei interitu. si ego possiderem: sic & nunc: vt Mc. & S. de noxa. l. electio. {}. si is. quem. 

(ACCVRSIVS.) 

0] Quemadmodum. bona est similih蜘 vtenim vend山 rfundum colendo. & fructus percipiendo in meo. (id est) m出 debito.meos 

facit: ita & ille meum. vel mea hereditatis gessit negotium. Azo. & ideo dicit bo(nae) fi(dei) ratione: quia sec白sesset. si contractus 

間 et stricti iuris: vt. infra de vsu γ'. 1. t例idω仰，隅肌nt附t臼z

(t Debi託torrei actione perso叩nali日即0叩日 te叩neturde fructibus ex re percipi陀悶e白I日ldis.non perceptis.) 

p] Argueretur. vt quia fr山 tusmaturos patiatur corrumpi: vel habet eos. & no(n) reddit: vt. i. so. mat. 1. si mora. (ACCVRSIVS.) 

q] V.四 didit.priori emptori. (ACCVRS.) 

r] (Alio) Possidente. Et no(ta) hic culpa(m) くい))in hoc. gωd vend凶 rem. quam non possidebam: vt sic tenear ad rem. vel ad 

interesse: non ad actionem・sicutsi possiderem tempore venditionis: & postea per culpam desij possidere. vt furto: vbi similiter 

teneor ad rem. vel ad interesse. secus si sine culpa. quia tunc tantum. nQ(n) rem. vel 
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actionem habeo: vt. i. subijcit， nam & si sine， &c. AC(CVRS.) 

((a) Culpam admittit， qui ve(n)dit rem aliena(m)， quam non possidet quide(m): & hoc casu tenetur ad rem， vel interesse.) 

sJ Petii. a possidente. 

(t Debita nobis rei quod pぽnanomine recipimus ab alio， id actori rest山lerenon cogimur.) 

t J A bstulero. id est accepero， scilicet per iudicem: sic i. de fur. 1. qui vas附 trinc(itio).

uJ H，町.scilicet duplu(m). (ACCVRS.) 

X斗JC仰Ni似hi州ilη)Ad e捌mψpto肝7附'e1仰11悦'
su山H日Jtcontra. Solut(io). ibi loquitur， c白msine culpa desiit possidere， & ideo non tenetur ad re(m). oneratur ergo saltem in hoc vt cadat 

in actione(m) etiam panalem. (et) Vel si exegerit pぽnam，reddet eam. sed hic quia culpa desiit possidere， tenetur ad rem， vel 

aatimationem: & ideo retinet omnes pぽnas.& secundum hoc reuertens non fuit admissus in litem vtiliter intrare volens: vel etiam 

vtiliter deiectum restituit， vel hic surrepta ante venditionem: & ideo pertinet pぽnaad venditorem: vel loquitur ibi c白mvenditor non 

話芸

経

potest rem prastare. 

y] Pertinebit. scilicet res 

zJ Nam. bene dico rem deberi vbi fuit in culpa: quia & vbi non fuit， tenetur ad aliquid: id est ad cedendum. (ACCVRS.) 

a] Actiones. hoc si non habuit litis astimationem: & sic nec vendidit. J Sed quid tunc cum cedere non possit? Respon(sio). in hoc 

commisit culpam， & ita ad astimationem veram tenetur: vt arg仰間四tり.i. de solu. 1. Stichum. *. pen(ultima). (ACCVRS.) 
bJ Et sic ast開 ationem.repetere， prastare non debet: sed id tantum， quod habet， id est actiones: sicut & in area sequitur 

cJ Debet. s(cilicet) tant白m，c白mnon habeat plus 

(唱)壬全iロヤP剥が 1~長 .'.l 0::' ν'!!' tilιE;'.，.;:>E;''Il<J-¥!おや.'.l.-lν 三時:~ヤヘ ~Iトエι ト (司〈田 11駅・づら車禁制民怠・側【田釈明険極)

Ir.fト割問ーロト丈.'.l.;q士I'.(lロ-1>斑J (皿-14-起落語誕$.g~l室料榔∞ tr司<+<が坦宣言活 1 ~1く平年半) ;起々*~官 í-fト調ロ-1>

誕地ト」棋史・息苦患・1ζ斗寝『誕静昏(J (1酎~+<えや坦蛍側 1・民平同地士)や同i眠(:=:三f-起々 *8干JM尽か伶);組々*~~ iモト
割ロ-1>鎚糾」ぞく越同塑択制贈随1;;hl4t~ u"回社創富民定期 間 号車lJ (~-Þ{記 1~-\J<社) 11<1 ¥眠 (tilι起々 *@¥':JM



パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

用
す
る
)
一
片
岡
輝
夫
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
分
割
所
有
権
の
歴
史
的
研
究
付
!
日
完
」
国
家
六
四
巻
一

O
H
一
二
号
(
一
九
五
一
年
)
五
二

頁
、
六
五
巻
二

H
三
号
(
同
年
)
六
七
頁
、
五
H
七
号
(
同
年
)
六
五
頁
一
司
の
〈

S
∞
包
括
ミ
・
の

g
円
FEM丹
市
早
巾
凹
『

D
E凶円
F
S
目
u
s
a
-
s

豆門丹市

E
Z「
(
Z
R
E
z
n
r
gロ
ω・〉巴担問
E
Z・
5
印
。
)
宮
『
呂
田

g
舎

5
2
-
(以
下
、
著
者
名
の
み
で
引
用
す
る
)
・
当

0
5
5
5『
開
口
岡
市

-Eロロ・

項
目
邑
巾
『
問
刊
百
三
己
巾
『
河
内
円
宮
路
三
宮
『
百
円
三
月
四
回

E
「円『己

5
5
g
g
n
Z呂田円
Z
F
2官
国
間
早

ω∞
・
(
以
下
、
著
者
名
で
の
み
引
用
す
る
)
そ
の
抄
訳
、

塙
浩
訳
「
中
世
イ
タ
リ
ア
法
学
史
抄
出
」
揚
南
法
学
第
四
号
(
一
九
九

O
年
)
七
五
頁
、
「
問
」
同
第
五
号
(
一
九
九
一
年
)
一
一
一
一
一
一
一
頁
(
以
下

塙

訳

凶

・

問

で

引

用

す

る

)

-

需

E
E
P
5開
(
寄
日
間

-
Y
F
E
E
S
島市『

ρ
5
-
-
2
5
ι

ピ
丹
市
『
白
宮
『
品
巾
「
ロ

2
m『
2

2
『
-
3
5
F
g

p
Z
E門『巾円
F
Z伺巾印円
EF円
宮
町
田
島
・
円
一
言
円
宮
一
色
丹
市
「

(
H
H
C
C
5
0
0
)
(
5
4
ω
)
除
切
己
・
回
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Z
E巾『巾

N
2円
(
5
0
0
E
o
s
-
↓
Z
E
-
-一
者
同
印
印
自
国
与
え
門

(
呂
ゴ
)
(
以
下
、
分
担
執
筆
者
名
と
国
昏
で
引
用
す
る
)
・
∞

S
Z岡市・
ω・
ωω
ロ・

ま
た
、
註
釈
学
派
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
一
回
常
呂
田
口
口
問

E
Z
2
5
3・
2
8
g
g
g
D『
各
市
周

D
B
S
F垣
-
n曲
目
智
正
常
呂

ω∞-一司
2
2

4〈
2呂
R
-
U
5
Z包
在
日
円

r
E
R
E
Z『
己
負
。

-
g
g
g
2
5
2丹
一
回
ロ
ロ
き
・

E
-
戸
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(
必
)
こ
こ
で
は
、
基
本
的
に
最
後
の
標
準
註
釈
付
き
の
法
学
大
全
二
六
二
七
年
リ
ヨ
ン
版
)
を
用
い
た
。
(
本
文
中
で
は
、
最
初
の
刊
本
よ
り
後

の
付
加
、
変
更
に
つ
い
て
は
出
来
る
か
ぎ
り
註
記
す
る
よ
う
心
が
け
た
)
二
)
お
巾
凶

Z
B
〈
2
5・∞
2
2
E
2
Z
E百円己『回目

ci--M
↓
cB
円

。
cB昌司ロ
Z
ユ
ロ
〉
円
門
口
『

M
F
2
自
己

g
『
E
B
5
印
巳
司
巾
「
包

5「
ロ
ヨ
品
。
円
円
。
『
ロ
自
己

g
『
E自

ω円
FO--5
同
庁
内

HEmcσ
印巾『〈

MHECEσ
ロ回同

-ZM門司
mw
円ロ∞-開門戸

』

C
E
E
Z
F
E
-
-
Z
E
E
-
H
A
U
4・
2
R
Z
E
n
r
z
g・
)
な
お
、
「
純
粋
な
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
註
釈
で
は
な
く
一
種
の
実
務
的
な
刊
本
」
で
あ

る
と
い
う
リ
ヨ
ン
版
の
意
義
に
つ
い
て
、

Z-
何・↓『

D』P
C
「田町

E
Z間口口苫『・

2
2
H
)
∞
-EHR-
参
照
。

そ
の
他
、
参
照
し
た
の
は
以
下
の
刊
本
で
あ
る
一
〉

2
ロ『印

=
2
0協
同

5
0お
虫
吉
田
〈

2
5・
(
P弓
5
2
0印国民
C「
ZB』
R
Z
C三
一
戸
門
〈
ロ
・

5

2・)河
z
g
g宮
内
乱

-
Z∞
∞
〈

2
2
=
一
宮
崎
司
号
、

g
〈
2
3
ω
2
2ロ島市内
S
2
E
【〈『戸田

(UE-5・斗
C自〈回目・

3
5
2
5
3・
(
テ
ィ

l
メ
文
庫
所

蔵
)

(
U
)
標
準
註
釈
と
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
前
掲
①
二
八
七
頁
以
下
参
照
。
〈
同
一
∞
包
括
ロ
予
〈
∞

-
N
S
R
-
h
n
F
E
mタ
∞
お
片
岡

(
必
)
「
事
案
」
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
前
掲
二
九
三
頁
以
下
参
照
。
〈
四
一
∞
を
お
ロ
ア
〈
戸

ω主
p
g
m
E
R岨
ω
口
品
『
・
リ
ヨ
ン
版
お
よ
び
パ
リ
版
(
円
三
・

コ
∞
。
)
で
は
「
事
案
L

に
つ
い
て
筆
者
名
が
欠
け
て
い
る
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ィ
に
よ
れ
ば
旧
学
説
蒙
纂
の
「
事
案
」
は
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
の
も
の
で

あ
る
。
パ
ウ
ル
ス
文
の
前
後
の
法
文
の
「
事
案
」
に
は
筆
者
名
が
あ
る
の
に
、
パ
ウ
ル
ス
文
に
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

(
叫
)
パ
ル
ド
ゥ
ス
、
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
「
註
解
」
か
ら
の
「
抜
粋
」
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
前
掲
①
二
九
三
頁
以
下
参
照
。

北法44(6・41)1453 



説

(

印

)

『

g
t
g
q巾
・
「
返
還
す
る
、
給
付
す
る
」
〈
間
一
回

2gg=¥ω
巾円宮ア∞・

2
印
・
基
本
的
に
、
「
返
還
す
る
、
原
状
に
復
す
る
」
の
意
味
で
あ
り
、

パ
ウ
ル
ス
文
に
は
な
い
こ
の
語
が
、
標
準
註
釈
以
後
説
明
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
(
物
・
代
価
)
が
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
戻
さ
れ
る
」
と
い

う
語
感
を
持
つ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
返
還
す
る
」
と
い
う
訳
を
採
用
し
た
。

(
日
)
パ
リ
版
(
一
五
五
九
年
)
・
〈
丹
市
E
凹
ロ
品
c
t
z
ヨ
一
言
C
E
印一白
m
g
f
S
E
E
r
Z
E
S
5・

(
臼
)
印
(
E
冒
と

-
c
-
百吉岡(巾)・』・「
g
u
o
ロ
(
己
申
口
巾
)
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
筆
者
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

(
臼
)
明
・
司
E
R
E
(
g互
に
つ
い
て
は
該
当
筒
所
が
不
明
で
あ
る
。

論

〈
解
説
〉

標
準
註
釈
は
、
パ
ウ
ル
ス
文
を
一
二
つ
の
部
分
に
分
け
る
(
註
川
一
こ
の
註
は
標
準
註
釈
に
元
々
あ
り
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
に
よ
る
「
事
案
」

で
あ
る
)
い
第
一
部
分
(
①
i
⑤
)
は
相
続
財
産
の
売
却
で
あ
っ
て
、
文
言
上
は
、
二
重
売
却
よ
り
も
、
売
主
の
下
に
到
達
し
た
個
別
の
物

を
代
価
に
代
え
た
事
案
、
第
二
部
分
(
⑥
i
③
)

合
も
含
む
)
あ
る
い
は
諾
約
さ
れ
た
物
の
事
案
、

は
個
別
物
の
二
重
売
却
・
滅
失
事
案
、
第
三
部
分
は
、
売
却
さ
れ
た

(
売
却
に
準
ず
る
場

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
問
答
契
約
に
何
が
入
る
か
」
と
い
う
問
題
が
一
貫

(
第
二
部
分
で
は
「
物
も
代
価
も
来
な
い
」
と
言
い
、
ま
た
第
三
部
分
で
も
「
あ
る
い
は
諾

約
さ
れ
た
個
別
物
」
と
言
っ
て
い
る
の
も
問
答
契
約
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
)
。

①
基
本
事
案
に
つ
い
て
は
、
註
川
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
売
主
は
相
続
財
産
の
中
か
ら
物
を
売
却
し
た
テ
ィ
テ
ィ

ウ
ス
で
あ
る
。
買
主
は
私
で
あ
る
。
相
続
財
産
に
つ
い
て
は
、
相
続
財
産
の
売
却
後
、
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
も
と
に
到
達
し
た
。
そ
の
他
特
筆

し
て
事
案
の
分
析
に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

す
べ
き
こ
と
は
、
売
主
で
あ
る
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
が
代
価
を

(
第
二
買
主
か
ら
す
で
に
受
領
し
て
)
持
っ
て
い
る
、

と
理
解
し
て
い
る
こ
と
で

北法44(6・42)1454



に
つ
い
て
、
註
例
で
は
、
「
相
続
財
産
上
の
物
が
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
到
達
し
て
、
そ
れ
を

却
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
相
続
人
と
売
主

(
H
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
)
と
を
区
別
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

[
他
人
に
]
売

あ
る
。
さ
ら
に
相
続
人
室
内
耳
印
)

② 

パ
ウ
ル
ス
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
問
答
契
約
の
内
容
と
効
力
に
関
し
て
は
、
第
一
に
、
註
釈
は
、
問
答
契
約
を

そ
の
内
容
は
、
売
主
が
「
売
主
の
も
と
に
来
た
も
の
を
買
主
に
弁
済
す
る
」
こ
と
を
諾
約
し
、
買
主

(
U
A
)
 

が
「
売
主
が
相
続
の
際
に
被
っ
た
損
害
が
あ
る
場
合
に
そ
の
損
害
を
売
主
に
賠
償
す
る
こ
と
を
諾
約
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
(
註
川
)
。

そ
の
い
ず
れ
も
問
答
契
約
の
対
象
と
な
り
う
る
状
態
で

「
相
続
財
産
売
却
問
答
契
約
」
と
し
、

そ
し
て
、
第
一
事
案
で
は
、
物
も
代
価
も
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
到
達
し
て
い
る
の
で
、

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
第
二
に
、
註
釈
に
お
け
る
特
色
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
問
答
契
約
を
行
な
う
(
註

(
4
)
参
照
)
こ
と
と

問
答
契
約
が
効
力
を
発
生
す
る
こ
と
(
註

(
6
)
参
照
)
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
(
註
同
)
。
そ
し
て
、
「
問
答
契
約
が
二
重
に
効
力

を
持
た
な
い
」
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
理
由
説
明
の
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
註
釈
は
向
。
ョ
g
z
c
Z『
に
付
さ
れ
た
註
例
に
お
い
て
、
こ
の

パウルス文(D.18.4. 21)の解釈史

語
は
効
力
に
関
す
る
限
り
だ
と
述
べ
て
お
り
、
問
答
契
約
が
物
と
代
価
の
両
方
を
対
象
と
し
て
締
結
さ
れ
て
も
、
効
力
の
発
生
は
、
「
衡
平
L

(

日

)

(

白

川

)

か
ら
し
て
、
そ
の
一
方
に
限
ら
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
誠
意
に
も
あ
た
ら
な
い
(
論
拠
0
・
ω
0・
H

戸
同

ω
め
)
と
す
る
。

③ 

パ
ウ
ル
ス
の
解
答
に
つ
い
て
、
標
準
註
釈
は
パ
ウ
ル
ス
の
事
案
の
区
別
に
全
く
触
れ
ず
、
精
確
に
論
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
α
)

「
代
価
が
問
答
契
約
に
入
る
」
を
問
答
契
約
の
内
容
と
さ
れ
る
こ
と
と
理
解
し
、

(P)
に
つ
い
て
は
パ
ウ
ル
ス
の
解
答
す
る
「
物
」
以
外
に
、

あ
る
い
は
代
価
の
給
付
も
義
務
と
な
り
う
る
と
考
え
て
、
付
加
し
て
い
る

註
例
)
。
し
か
し
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
ク
ス
の
死
亡
事
案
に
つ
い
て
は
、
問
答
契
約
上
の
諾
約
者
の
義
務
に
関
し
て
、
遅
滞
が
な
い
場
合
に
は
物
に
つ
い
て
の
義
務
を

負
わ
ず
(
註
例
)
、
ま
た
代
価
と
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
と
考
え
て
い
る
(
註
川
)
。
そ
れ
に
対
し
て
、
遅
滞
が
あ
る

(
閉
山
)

場
合
に
は
、

U-
邑
-
Y
N
ω
一
戸
寸

N
品
を
論
拠
と
し
て
、
問
答
契
約
に
基
づ
き
物
、
代
価
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
、

jヒ法44(6・43)1455

④ と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る

(
註
同
参
照
)
。
こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
第
一
事
案
で
は
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
訴
訟
物
の
評
価



説

を
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
の
人
文
主
義
法
学
が
事
案
の
展
開
に
従
い
パ
ウ
ル
ス
の
判
断
を
解
釈
し
た
の
に
比
べ
る

と

(
後
述
)
、

そ
の
よ
う
な
考
慮
も
な
く
法
文
の
事
案
聞
の
表
面
的
な
調
和
を
と
る
論
理
的
解
釈
で
あ
っ
た
と
の
印
象
を
受
け
る
。

吾ふ
E岡

「
相
続
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
そ
の
も
の

(
H
買
主

註
川
)
)

⑤ 

相
続
財
産
中
の
個
別
物
の
売
却
事
案
に
つ
い
て
は
、

パ
内
ノ
ル
ス
の

事
務
を
行
な
う
」
と
い
う
理
由
説
明
を
「
比
較
的
」
と
理
解
し
て
、
両
方
の
事
務
を
行
い
得
る
趣
旨
と
理
解
す
る
。

第
二
部
分
に
つ
い
て
は
、
⑤

は
異
な
り
、
⑦
と
第
一
部
分
と
が
関
連
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
第
一
部
分
と
第
二
部
分
と
の
事
案
連
関
は
深
く
考
え
ら
れ
て
お

そ
の
上
で
、
売
主
は
物
、
代
価
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
誠
意
上
義
務
を
負
わ
な
い
と
結
論
し
て
い
る
(
註
川
)
。

(幻

a)

と
く
に
言
及
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
註
釈
に
お
い
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
註
同

二
重
売
却
さ
れ
た
個
別
物
の
滅
失
事
案
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
第
二
部
分
が
、
相
続
財
産
の
第
一
事
案
と

ら
ず
、三

つ
の
論
拠
に
つ
い
て
の
理
解
に
つ
い
て
は
、

の
後
半
部
分
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
衡
平
」
か
ら
、
第
一
買
主
に
代
価
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
、

パ
ウ
ル
ス
の
解
答
に
反
し
た
見
解
(
ア
ゾ

(
回
)

オ
と
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
パ
ッ
シ
ア
ァ
ヌ
ス
の
見
解
一
後
述
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
参
照
)
を
と
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、

D
-
H
N
-
Y
N
ω
(
遺

贈
さ
れ
た
者
が
、
目
的
物
を
売
却
し
た
不
法
占
有
者
に
不
当
利
得
返
還
請
求
で
き
る
事
案
)
、
第
二
に
、
二
重
売
却
し
た
売
主
が
偽
罪
を
犯

(
印
)

す
と
い
う

0
・品∞・

5
・
N
H
・
を
論
拠
と
し
て
、
本
法
文
の
事
案
で
も
売
主
が
二
重
売
却
と
い
う
行
為
か
ら
罰
を
受
け
る
と
同
時
に
第
二
買
主

か
ら
の
代
価
も
受
け
て
い
る
の
は
「
同
一
行
為
か
ら
罰
と
特
典
が
生
じ
る
」
こ
と
で
あ
り
、

と
く
に
不
正
を
行
な
っ
て
い
る
以
上
特
典
が
与

え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
か
ら
、
売
主
が
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
代
価
を
第
一
買
主
に
渡
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
思

(
印
)

わ
れ
る
。
し
か
し
第
三
に
同
様
の
事
案
と
し
て
論
拠
と
さ
れ
て
い
る

0
・
H
∞
-
p
y
ω
固
と
の

ω
-
Y
∞
・
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
い
の
で
容
易

に
理
解
で
き
な
い
。

③ 

果
実
収
取
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

ア
ゾ
ォ
を
引
用
し
て
、
こ
れ
は
誠
意
契
約
上
の
問
題
で
あ
る
か
ら
厳
正
契
約
上
の
問
題
と
は
区
別
べ

き
こ
と
を
注
意
す
る
ほ
か
、
売
主
が
買
主
の
事
務
を
行
な
う
こ
と
と
果
実
収
取
と
を
関
連
づ
け
て
理
解
し
て
い
る
(
註
川
)
。

の

北法44(6・44)1456



に
つ
い
て
は
、
冒
頭
の
註
例
に
よ
れ
ば
、
個
別
の
物
の
売
主
が
後
に
占
有
を
失
っ
た
場
合
を
想
定
し

人
か
ら
訴
訟
物
の
評
価
を
受
領
し
た
点
に
つ
い
て
も
第
二
売
却
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
)
て
、
売
主
の

以
下
、
第
三
部
分
(
⑤
i
⑫
)

売
却
契
約

上
の
)
責
任
と
諾
約
者
の

(
問
答
契
約
上
の
)
責
任
を
論
じ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
区
別
は
説
明
の
中
で
は
厳
密
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

の
給
付
義
務
を
、
ク
ル
パ
が
な
い
場
合
に
は

そ
し
て
売
主
ま
た
は
諾
約
者
の
責
任
は
、

ク
ル
パ
が
あ
る
場
合
に
は
物
(
お
よ
び
利
益
)

(
ク
ル
パ
無
く
し
て
)
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
売
主
が
持
つ
盗
訴

(
ω
a
)
 

に
関
し
て
は
売
主
は
給
付
の
義
務
な
し
と
理
解
す
る
(
註
川

i
川
)
。

標
準
註
釈
で
は
、
第
一
に
パ
ウ
ル
ス
文
を
三
部
分
に
分
け
て
理
解
す
る
こ
と
と
、
第
二
に
重
要
な
法
的
論
点
と
し
て
註
同
に
お
い
て
⑤
に

有
者
に
対
す
る
)
訴
権
を
譲
渡
す
る
義
務
を
考
え
、
暴
力
、
盗
み
に
よ
り

権
に
よ
り
得
ら
れ
る
罰
金

(
H
二
倍
額
)

関
す
る
パ
ウ
ル
ス
の
断
案
が
衡
平
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
異
論
を
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
が
採
用
し
た
こ
と
が
後
の
議
論
の
焦
点
と
な

っ
た
点
が
特
筆
さ
れ
る
。

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

(
日
)
註
何
で
「
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
」
に
つ
い
て
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
、
遺
贈
と
信
託
遺
贈
に
関
連
す
る
り

ω
N
・
。
印
・
で
あ
る
一
マ
エ
キ
ア

ヌ
ス
信
託
遺
贈
に
つ
い
て
第
二
巻
「
『
私
に
と
っ
て
相
続
人
と
な
る
で
あ
ろ
う
者
は
誰
で
あ
れ
、
言
明
し
、
与
え
る
で
あ
ろ
う
総
て
の
限
り

2
5
5
8
2
g
g
g
)
を
与
え
る
よ
う
に
、
彼
が
与
え
る
義
務
を
負
う
べ
し
、
そ
し
て
彼
の
信
託
遺
贈
を
為
す
べ
し
』
ア
リ
ス
ト
ォ
は
、
例
え

ば
土
地
、
奴
隷
、
衣
服
、
銀
[
器
]
の
よ
う
な
、
有
体
物
も
含
ま
れ
る
、
と
一
言
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
「
の
限
り

(
H
ど
れ
だ
け
宮

E
Z回)」

と
い
う
文
言
が
単
に
数
え
ら
れ
た
金
銭
だ
け
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
こ
と
が
嫁
資
の
逆
遺
贈
お
よ
び
相
続
財
産
問
答
契
約
か

ら
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
「
全
部
(
印
=
ヨ
呂
田
町
ご
と
称
す
る
の
も
、
持
出
さ
れ
た
諸
論
拠
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
同
様
に

理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
信
託
遺
贈
に
お
い
て
極
め
て
重
き
お
か
れ
る
、
死
者
の
意
思
が
彼
の
断
案
を
支
え
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
そ
の
序
言
の
後
遺
言
者
は
、
単
に
金
銭
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
た
場
合
に
は
、
有
体
物
を
付
加
し
よ
う
と
も

し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
こ
の
法
文
か
ら
で
は
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
の
こ
と
は
自
明
で
は
な
い
。
標
準
註
釈
(
ア
ァ
ク
ル
シ
ウ
ス
)
は
、

相
続
財
産
問
答
契
約
の
文
言
を
参
照
す
る
こ
と
よ
り
も
、
問
答
契
約
の
対
象
が
金
銭
以
外
の
有
体
物
に
も
及
ぶ
こ
と
を
理
解
す
る
も
の
で
あ
る 他占

北法44(6・45)1457



5命 説

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
理
由
説
明
を
欠
く
た
め
、
彼
の
思
考
過
程
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
後
の
時
代
、
と
く
に
人
文
主
義
法
学
で
の
り
お

-
y

mo-
か
ら
問
答
契
約
文
言
を
再
構
成
し
て
理
解
す
る
(
註
(
悶
)
参
照
)
の
と
は
、
理
由
説
明
の
上
で
も
、
事
案
理
解
の
上
で
も
異
な
っ
て
く
る
。

(日
)

U
・
5
・

r
=
-
E・
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
告
示
註
解
第
三
二
巻
一
「
と
こ
ろ
が
「
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
る
こ
と

(
H
事
実
上
占
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い

こ
と
)
」
を
売
却
し
た
者
は
、
何
を
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
そ
れ
で
、
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
彼
が
そ
れ
を
彼
自
身
お
よ

び
彼
に
由
来
す
る
者
た
ち

(
H
子
孫
)
に
よ
っ
て
為
さ
れ
な
い
こ
と
が
約
束
さ
れ
る

ecgng門
ロ
こ
か
、
あ
る
い
は
全
て
の
者
に
よ
っ
て
[
為
さ

れ
な
い
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
]
か
で
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
、
と
私
は
判
断
す
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
に
よ
る
場
合
に
は
、
他
の
者

(
H
第
三
者
)

が
追
奪
し
な
い
こ
と
を
給
付
す
る
と
は
観
ら
れ
な
い
。
同
様
に
、
物
が
追
奪
さ
れ
た
場
合
に
は
、
あ
る
い
は
問
答
契
約
が
差
し
挟
ま
れ
て
い
れ

ば
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
拘
束
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
、
あ
る
い
は
問
答
契
約
が
差
し
挟
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
購
買
に
基
づ
い
て
義
務
を
拘
束
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
法
学
大
全
一
五
巻
で
、
た
と
え
売
主
が
彼
お
よ
び
彼
の
相
続
人
に
よ
り
、
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
為
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
言
明
す
る
と
し
て
も
、
購
買
に
基
づ
い
て
少
な
く
と
も
彼
が
、
買
主
の
利
害
関
係
の
あ
る
こ
と
に
、
拘

束
さ
れ
な
い
こ
と
を
弁
護
さ
れ
得
る
、
し
か
し
む
し
ろ
代
価
を
返
還
す
る
よ
う
拘
束
さ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
同
所
で
同
人
は
、
売
却
に
お

い
て
追
奪
の
名
義
で
何
も
の
も
給
付
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
示
的
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
も
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
、
た
し
か
に
追
奪
さ
れ
た
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
が
、
効
用
(
E
C
-
-
Z
日
)
に
つ
い
て
は
負
わ
な
い
、
と
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、

誠
意
契
約
が
合
意
に
よ
っ
て
、
買
主
が
物
を
譲
渡
し
て
代
価
を
売
主
が
保
持
す
る
と
い
う
こ
と
を
容
れ
る
こ
と
も
ま
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼

は
一
言
っ
て
い
る
。
は
か
ら
ず
も
、
例
え
ば
将
来
漁
師
が
打
つ
網
を
、
あ
る
い
は
狩
人
が
畏
を
仕
掛
け
る
追
込
み
猟
を
、
あ
る
い
は
鳥
打
ち
か
ら

獲
物
を
我
々
が
買
う
よ
う
に
、
た
と
え
品
物
が
貫
主
に
帰
属
し
な
く
と
も
売
主
が
金
銭
を
受
領
す
る
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、

書
か
れ
た
合
意
の
全
て
に
つ
い
て
あ
る
者
が
受
け
入
れ
る
と
し
た
ら
、
す
な
わ
ち
、
た
と
え
何
も
捕
ら
え
な
く
て
も
、
買
主
が
代
価
を
給
付
す

る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
先
に
書
い
た
合
意
で
は
反
対
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

は
か
ら
ず
も
、
知
り
な
が
ら
他
人
の
も
の
を
売
却
し
た
と
し
た
ら
、
そ
の
場
合
に
は
、
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
私
が
先
に
述
べ
た
ユ
リ
ア
ヌ

ス
の
断
案
に
従
っ
て
、
彼
は
購
買
に
基
づ
き
拘
束
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
ば
悪
意
で
為
し
た
か
ら
で
あ
る
。
」
ア
ッ
ク
ル

シ
ウ
ス
は
こ
の
末
尾
の
部
分
を
論
拠
と
し
て
い
る
。

(日
)
U
m
c
-

コ-Zφ
一
パ
ウ
ル
ス
告
一
不
註
解
第
一
八
巻
「
法
律
が
妨
げ
と
な
っ
て
い
な
い
た
ぴ
ご
と
に
、
誠
意
は
真
実
と
同
じ
だ
け
の
も
の
を
占

有
者
に
提
供
す
る
。
」
田
中
周
友
「
ロ

l
マ
法
に
お
け
る
法
原
則
の
研
究
」
甲
南
法
学
一
一
巻
四
号
五
三
一
頁
参
照
。
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

(町

)
U
-
E‘
y
N
W
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
サ
ピ
ィ
ヌ
ス
註
解
第
九
巻
寸
し
か
し
遺
贈
の
原
因
に
基
づ
き
あ
る
い
は
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
特
定
の
奴
隷

を
私
に
与
え
る
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
そ
れ

(
U
奴
隷
)
の
死
亡
後
あ
な
た
は
、
そ
れ
が
生
き
て
い
る
の
に
そ
れ
を
私
に
与
え
な
い
場
合
と

異
な
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
。
そ
の
こ
と

(
H
後
者
の
場
合
)
は
あ
な
た
が
あ
る
い
は
催
告
さ
れ
て
も
与
え
な
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
殺
し
た
と

き
も
そ
の
よ
う
に
な
る
。
」
戸
丹
-
N
品
・
パ
ウ
ル
ス
サ
ピ
ィ
ヌ
ス
註
解
第
九
巻
「
し
か
し
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
ス
テ
イ
タ
ス
に
つ
い
て
未
成
年

者
が
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
彼
に
よ
っ
て
遅
滞
が
生
じ
る
と
は
観
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
後
見
人
の
授
権
に
よ
っ
て
あ
る
い
は

後
見
人
だ
け
が
催
告
さ
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
そ
れ

(
H
ス
テ
ィ
ク
ス
)
の
死
亡
に
よ
り
義
務
を
負
わ
な
い
。
」

(日

a)
匂
『
己
主
巾
『
宮
崎

D
Z
E
0
5
に
関
し
て
標
準
註
釈
が
参
照
す
る
法
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
一

。・

2
・
5
・
5
一
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
質
疑
録
第
八
巻
「
財
産
に
必
然
相
続
人
が
係
わ
り
を
持
た
な
か
っ
た
場
合
に
、
侵
害
さ
れ
た
墳
墓
の
訴

権
(
白
2
5
お
官
庁
『
ユ
三

CEF)
が
そ
の
必
然
相
続
人
に
帰
属
す
る
か
ど
う
か
、
が
問
わ
れ
た
。
私
は
、
そ
の
善
と
衡
平
の
た
め
に
作
り
上
げ
ら

れ
た
訴
権
で
彼
が
訴
え
る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
が
[
訴
権
を
]
持
出
し
た
場
合
に
も
、
彼
は
相
続
財
産
上
の

債
権
者
逢
を
恐
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
こ
の
訴
権
は
相
続
財
産
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
死
者
の
意
思
に
基
づ
き
何
も
獲
得

さ
れ
な
い
し
、
ま
た
物
を
訴
求
す
る
こ
と
に
お
い
て
で
は
な
く
単
に
復
讐
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
も
の
が
獲
得
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

o・
g-N-ω-
一
パ
ウ
ル
ス
フ
7

ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
法
単
巻
書
「
指
定
さ
れ
た
相
続
人
が
弁
済
に
耐
え
な
い
(
印

o
z
g号
ロ
D
E

巾
己
)
相
続
財
産

を
売
却
す
る
場
合
、
あ
る
者
は
、
買
主
と
出
会
っ
た
そ
の
相
続
財
産
が
弁
済
に
耐
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
納
得
し
得
な
い
で

あ
ろ
う
。
し
か
る
に
真
の
計
算
に
よ
っ
て
は
何
も
受
遺
者
達
に
は
帰
せ
し
め
ら
れ
な
い
、
な
ぜ
な
ら
ば
指
定
さ
れ
た
相
続
人
は
、
死
亡
者
の
財

産
か
ら
よ
り
も
、
買
主
の
愚
鈍
さ
か
ら
ヨ
リ
多
く
持
つ
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
逆
に
相
続
財
産
上
の
諸
物
を
不

利
に
売
却
す
る
場
合
に
も
こ
の
受
遺
者
達
の
四
損
失
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
諸
物
を
よ
く
管
理
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
に
利
益

は
相
続
人
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
か
ら
で
あ
る
0
8
1

し
か
し
、
弁
済
に
耐
え
な
い
者
が
遺
贈
し
、
そ
し
て
相
続
人
が
債
権
者
達
と
、

全
額
を
弁
済
し
な
い
こ
と
を
決
定

(
H
和
解
)
し
、
そ
し
て
そ
の
決
定
の
代
償
と
し
て
、
何
か
あ
る
物
を
手
放
さ
な
い
よ
う
に
為
し
た

2
R
Z
B

巾
丘
)
場
合
に
も
、
そ
れ
で
も
や
は
り
受
造
者
逮
に
は
何
も
帰
せ
し
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の
金
銭
を
相
続
財
産
の
ゆ
え
に
で

は
な
く
、
決
定
の
ゆ
え
に
持
つ
か
ら
で
あ
る
0
5
2

同
様
に
共
和
政
体
に
毎
年
遺
贈
さ
れ
る
場
合
に
は
、
フ
7

ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
法
に
つ
い
て

問
わ
れ
た
の
で
、
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
は
、
遺
贈
さ
れ
た
総
額
の
三
分
の
一
の
利
息
を
集
め
る
た
め
の
元
金
に
足
り
る
だ
け
の
額
が
遺
贈
さ
れ
た
と

観
ら
れ
る
、
と
考
え
た
。
」

北法44(6・47)1459



説吾ι
白岡

。
・
コ
-
Y
ω
A
F
H

一
ヤ
ウ
ォ
レ
ヌ
ス
カ
ッ
シ
ウ
ス
か
ら
の
第
七
巻
「
前
文
多
か
れ
少
な
か
れ
、
総
額
全
て
を
累
積
す
る
よ
う
に
、
そ
の
よ

う
に
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
委
任
を
受
け
た
者
に
持
分
を
給
付
す
る
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に
多
く
の
者
達
が
認
め
て
い
る
0
5
1

同
様
に
、

こ
の
事
件
に
お
い
て
も
、
確
定
金
額
で
買
う
こ
と
を
あ
な
た
に
私
が
委
任
し
、
他
の
部
分
の
名
義
で
有
利
に
あ
な
た
が
事
務
を
行
い
、
そ
し
て

ヨ
リ
安
価
で
購
入
し
た
場
合
に
は
、
委
任
に
含
ま
れ
て
い
る
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
限
り
は
、
あ
な
た
の
持
分
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
利
害
関

係
あ
る
か
ぎ
り
の
そ
れ
だ
け
[
の
金
額
]
が
給
付
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
と
土
地
を
共
有
す
る
者
達
が
微
々
た
る
金
額
で

物
を
投
売
す
る
こ
と
を
あ
る
い
は
家
の
事
柄
に
関
す
る
必
要
か
ら
あ
る
い
は
他
の
原
因
か
ら
強
い
ら
れ
る
場
合
に
は
ど
う
な
る
か
?
あ
な
た

が
同
様
に
損
失
を
被
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
委
任
は
無
償
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
原
因
か
ら
利
得
が
あ
な
た
の
得
る
と
こ
ろ

と
な
っ
て
も
な
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
買
主
が
あ
な
た
に
委
任
さ
れ
た
物
を
ヨ
リ
熱
望
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

売
却
を
止
め
る
こ
と
は
あ
な
た
に
許
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

。・

5
・H
・

s-ω
岡
田
口
一
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
質
疑
録
第
九
巻
「

5
3
他
人
の
奴
隷
が
、
善
意
で
私
に
仕
え
て
い
る
聞
に
、
消
費
貸
借
で
借
り

た
金
銭
を
、
私
が
彼
を
解
放
す
る
よ
う
に
、
私
に
与
え
、
私
は
解
放
し
た
。
債
権
者
は
、
特
有
財
産
に
つ
き
誰
を
訴
え
る
か
、
を
尋
ね
た
。
私
は
、

他
の
場
合
に
は
債
権
者
が
選
択
権
を
持
つ
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
[
こ
こ
に
]
提
示
さ
れ
た
[
場
合
]
に
は
主
人
が
訴
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
彼
が
、
自
身
が
得
た
が
奴
隷
の
解
放
の
た
め
に

G
E
n
-
-己
丹
市
お
コ
目
)
為
さ
れ
た
と
提
示
さ
れ
た
原
因
の
た
め
に
他
人
の
も
の
と
な
っ
て
い

な
い
金
銭
の
名
義
で
、
私
に
対
し
て
提
示
の
た
め
の
訴
訟
を
行
な
う
で
あ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
私
が
解
放
し
な
い
場
合
に
は
金
銭

は
主
人
の
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
続
い
て
解
放
が
行
な
わ
れ
る
と
、
私
の
物
か
ら
私
に
獲
得
さ
れ
る

G
R
E
E
g
巾岡田・

2
=
z
o
E先日
F
S
B
E
E
-
)

と
観
ら
れ
る
、
と
考
え
る
人
々
の
区
別
は
認
容
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
私
の
物
か
ら
と
い
う
よ
り
も
私
の
物
に
よ
っ
て
金
銭
が
私
に
与
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
(
宮
。
巳
富
岡
包
括

z
u
g立
2
2
B
B
E
E
-
告
白
目
巾
同
「

2
回

Z
U巾
2
ロ
S
B
E
E
Z
Z『
)
、
と
述
べ
た
。
」

ロ・

ω山
Y

N
・
B
-
N
一
ア
ル
フ
エ
エ
ヌ
ス
・
ウ
ア
ル
ス
法
学
大
会
第
二
巻
「

5
2

同
様
に
つ
ぎ
の
こ
と
が
諮
問
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
、
つ
ぎ

の
こ
と
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
も
し
そ
の
者
が
建
築
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
っ
た
場
合
、
損
害
が
填
補
さ
れ
る
よ
う
隣
人
に
再
問
答
契
約
を
要
約
し

て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
与
え
た
も
の
を
、
そ
の
者
が
支
払
っ
た
金
額
を
そ
の
工
事
に
よ
っ
て
失
っ
た
の
だ
か
ら
と
し
て
、
ふ
た
た
び
請
求
し
う

る
か
、
と
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
答
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
者
は
請
求
で
き
な
い
、
と
い
う
の
は
工
事
の
取
庇
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
問
答

契
約
に
よ
っ
て
金
銭
を
失
っ
た
か
ら
、
と
。
」
吉
原
達
也
(
訳
)
広
島
法
学
八
巻
四
号
一
四
六
頁
参
照
。

0
・
ピ
・

ω
・
2
・
∞
一
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
ユ
リ
ウ
ス
・
パ
ピ
ウ
ス
法
注
解
第
二
巻
「

5
5
同
様
に
被
解
放
者
の
財
産
か
ら
彼

(
H
夫
)
に
帰
属

北法44(6・48)1460 



パウルス文(D.18.4. 21)の解釈史

す
る
も
の
は
何
で
も
、
そ
れ
が
い
わ
ば
保
護
者
と
し
て
の
彼
に
帰
属
す
る
か
ぎ
り
は
、
同
様
に
し
て
[
妻
に
]
給
付
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
も
し
も
他
の
権
利
に
基
づ
い
て
[
帰
属
す
る
場
合
に
は
]
、
給
付
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
。
蓋
し
、
被
解
放
者
が
彼
に

も
た
ら
し
た
利
益
(
贈
与
)
は
、
妻
に
負
わ
ず
、
保
護
者
の
権
利
(
旧
主
人
権
)
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
取
得
し
得
る
も
の
だ

け
を
負
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
も
し
必
要
以
上
の
大
部
に
つ
い
て
彼
が
[
被
解
放
者
に
よ
っ
て
]
相
続
人
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
余

分
の
も
の
は
給
付
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
も
し
、
被
解
放
者
が
彼
に
何
も
負
っ
て
い
な
い
と
き
に
、
彼
を
相
続
人
と
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

彼
は
妻
に
何
も
引
渡
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
法
学
論
叢
七

O
巻
五
号
羽
頁
参
照
。

(臼

)
U
-
5・
Y
N
W
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
質
疑
録
第
二
巻
「
あ
な
た
に
遺
贈
さ
れ
た
奴
隷
を
、
あ
た
か
も
私
が
遺
贈
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
私
が
占
有
し

て
売
却
す
る
場
合
に
、
そ
の
奴
隷
が
死
亡
し
て
も
、
あ
な
た
は
私
に
代
価
に
つ
き
不
当
利
得
返
還
請
求
し
得
る
、
と
、
あ
た
か
も
あ
な
た
の
物

か
ら
私
が
利
得
し
た
か
の
よ
う
に
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
は
一
言
う
。
」
し
か
し
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は
、
こ
の
法
文
の
事
案
は
「
あ
な
た
」
(
真
の
遺
贈
者
)

の
所
有
物
に
関
す
る
も
の
で
、
論
拠
と
し
て
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
〈
四
一
・
』
白
r
o
g
'
∞・

2
・

(
印
)
ロ
・
品
∞
・

5
・
2
一
パ
ウ
ル
ス
ト
ゥ
ル
ピ
リ
ア
ヌ
ス
元
老
院
決
議
に
対
す
る
単
巻
書
「
二
人
に
同
一
物
を
別
の
契
約
で
全
体
と
し
て
売
却
し
た

者
は
、
偽
罪
の
罰
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
神
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
も
確
立
し
た
。
そ
の
者

(
H
罰
せ
ら
れ
る
者
)
に
、
審

判
人
を
買
収
し
た
者
も
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
時
追
放
さ
れ
る
が
財
産
が
没
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
ヨ
リ
緩
や
か
に
罰

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
な
お
、
偽
罪
に
つ
い
て
は
船
田
第
一
巻
三
四
六
頁
参
照
。

(印
)

U

'

H

∞-
A
T
-
-

ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
サ
ピ
ィ
ヌ
ス
註
解
第
二
八
巻
「
包
・
と
こ
ろ
で
計
る
た
め
の
期
日
を
を
予
め
定
め
た
が
量
り
分
け
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
、
売
主
に
は
ワ
イ
ン
を
棄
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
買
主
に
、
ワ
イ
ン
を
運
び
去
る
あ
る
い
は
ワ
イ
ン
が
棄
て
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
[
証
人
の
前
で
]
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
通
告
す
る
前
に
棄
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
棄
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
棄
て
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
む
し
ろ
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

そ
こ
で
ワ
イ
ン
の
蛮

2
0
-
E互
に
つ
い
て
も
賃
料
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ワ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
壷

(Z回
目
)
が
空
で
あ
る
こ
と

に
利
害
関
係
が
あ
っ
た
場
合
(
例
え
ば
壷
(
〈
訟
と
が
賃
貸
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
場
合
)
あ
る
い
は
別
の
査

So--zg)
を
賃
借
す
る
必
要
が
あ
っ
た

場
合
に
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ヨ
リ
効
用
が
あ
る
の
は
壷
が
賃
借
さ
れ
る
こ
と
、
賃
借
り
し
た
だ
け
買
主
か
ら
償
わ
れ
る
の
で
な
け

れ
ば
ワ
イ
ン
が
渡
さ
れ
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
誠
意
に
よ
っ
て
ワ
イ
ン
を
売
却
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
彼

(
H
売
主
)
の
不

利
益
な
く
し
て
為
さ
れ
得
た
だ
け
の
労
務
を
、
貫
主
の
物
が
出
来
る
限
り
小
さ
い
損
害
で
済
む
よ
う
に
、
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
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説

お
よ
び
、
。

p
y
∞
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
「
全
て
の
事
件
に
お
い
て
厳
格
法
の
理
由
よ
り
も
正
義
と
衡
平
が
優
先
す
る
の
が
よ
い
。
」

(印

a)
参
照
さ
れ
て
い
る
法
文
は
以
下
の
と
お
り
。

0
・
2
・
N
-
E
胃
-
一
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
サ
ピ
ヌ
ス
注
解
第
二
九
巻
「
前
文
購
買
し
た
者
が
、
彼
に
物
が
引
渡
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
盗

訴
権
を
持
た
な
い
が
、
依
然
と
し
て
こ
の
訴
権
は
売
主
に
あ
る
、
と
ケ
ル
ス
ス
は
書
い
た
。
彼

(
H
売
主
)
が
盗
訴
権
、
不
当
利
得
返
還
請
求

訴
権
お
よ
び
取
戻
し
訴
権
を
買
主
に
委
任
す
べ
き
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
何
か
あ
る
も
の
を
こ
れ
ら
の
訴
権
に
基
づ
い
て
入

手
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
彼
は
買
主
に
給
付
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
断
案
は
真
で
あ
る
、
そ
し
て
ユ
リ
ア
ヌ
ス
も
そ
の
よ
う
に
[
言
う
]
。

そ
し
て
、
引
渡
し
前
に
売
主
が
保
管

(
2
2
a
s
)
を
給
付
す
る
限
り
は
確
か
に
物
の
危
険
は
買
主
に
帰
属
す
る
。
」

。回同∞
-
Y
ω
印
・
品
一
ガ
イ
ウ
ス
属
州
告
示
注
解
第
一

O
巻
「

5
4
売
却
さ
れ
た
物
が
窃
盗
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
場
合
、
ま
ず
最
初
に
注
意

さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
彼
ら

(
H
売
主
と
買
主
)
の
間
で
何
が
物
の
保
管
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
何
も
合
意
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
善
良
な
家
父
が
自
己
の
物
に
つ
き
適
用
す
る
よ
う
な
保
管
が
売
主
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ

(
H
保
管
)
を
成
し
遂
げ
た
け
れ
ど
も
物
が
失
わ
れ
た
場
合
に
は
、
[
彼
は
]
・
責
め
ら
る
べ
き
で
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
も
ち
ろ
ん
物
の
取
戻

し
訴
権
と
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
権
を
買
主
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ゆ
え
に
、
他
人
の
物
を
売
却
し
た
者
に
目
を
転
じ
る
と
、

彼
は
い
か
な
る
物
の
取
戻
し
訴
権
あ
る
い
は
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
権
も
持
ち
得
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
自
体
の
た
め
に
有
責
判
決
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
の
物
を
売
却
し
て
い
た
場
合
に
は
そ
れ
ら
の
訴
権
を
貫
主
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
」

雪ι
ロ岡

2 

オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス

(
山
山
)

オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス

(
一
三
世
紀
半
ば
)
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
註
釈
と
同
様
に
、

ま
ず
当
該
法
文
の
事
案
の
簡
略

な
叙
述
、
次
い
で
法
文
の
文
言
の
註
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
問
題
点
に
つ
い
て
矛
盾
解
決
の
手
法
で
法
文
の
釈
義
が
深
め
ら
れ
て
お

(
臼
)

り
、
註
解
学
派
の
様
式
へ
の
発
展
が
窺
わ
れ
る
。
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〈
訳
〉
オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス
旧
学
説
象
纂
講
義
第
二
巻
(
リ
ヨ
ン
版

一
五
五
二
年
版
)

一
三
四
葉

照
明
日
築
A
K併
が
売
却
さ
れ
た
場
合
に
は
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
が
、
個
別
の
物
が
売
却
さ
れ
た
あ
る
い
は
あ
た
か
も
売
却
さ
れ
た
か
の
よ
う

で
あ
る
場
合
に
は
代
価
あ
る
い
は
他
人
か
ら
取
立
て
ら
れ
る
罰
金
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
債
務
に
お
け
る
本
来
的
な
も
の
で
も

な
い
。
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

I 

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

-
相
続
財
産
か
ら
の
売
主

o
T
こ
の
法
文
は
、
善
き
法
文
で
あ
る
。
そ
し
て
論
証
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
実
に
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

事
案
と
文
字
に
関
す
る
限
り
は
実
際
に
は
難
し
く
は
な
い
。
し
か
し
理
解
に
関
す
る
限
り
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
き
な
不
衡
平
を
含
む
と
観
ら

れ
る
何
か
を
述
べ
て
い
る
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
我
々
が
他
の
色
彩
に
よ
っ
て
法
文
を
彩
る
と
す
れ
ば
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
そ
れ
で
、

こ
の
法
文
は
三
つ
の
主
要
な
部
分
に
分
か
た
れ
、
三
つ
の
事
案
を
含
む
。
そ
れ
で
、
第
一
の
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
相
続

財
産
が
あ
な
た
に
遺
言
に
基
づ
い
て
あ
る
い
は
無
遺
言
で
譲
り
渡
さ
れ
、
あ
な
た
は
私
に
そ
の
相
続
財
産
を
一

0
0
0金
で
売
却
し
た
。
相
続
財
産
の

売
買
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
こ
の
よ
う
に
済
ま
さ
れ
た
の
だ
が
、
売
主
で
あ
る
あ
な
た
は
相
続
財
産
上
の
物
を
誰
か
あ
る
占
有
者
に
訴

求
し
、
そ
し
て
私
に
そ
れ
を
給
付
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆
に
、
あ
な
た
は
、
代
価
を
受
領
し
た
の
で
、
他
人
に
売
却
し
た
。
い
ま
や
、
相
続
財
産

売
買
問
答
契
約
が
効
力
を
生
ず
る
の
は
、
物
だ
け
に
関
し
て
か
、
あ
る
い
は
代
価
だ
け
に
関
し
て
か
、
あ
る
い
は
両
方
に
関
し
て
か
、
が
問
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
法
学
者
パ
ウ
ル
ス
は
次
の
よ
う
に
区
別
し
て
答
え
る
。
ま
ず
あ
な
た
が
相
続
財
産
を
売
却
し
そ
し
て
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の

後
あ
な
た
は
物
を
訴
求
し
て
そ
し
て
他
人
に
売
却
し
て
代
価
を
受
領
し
た
。
こ
の
場
合
、
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
は
物
と
代
価
に
つ
い
て
効
力
を
生

じ
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
衡
平
に
基
づ
い
て
あ
な
た
は
物
[
を
引
渡
す
こ
と
]
あ
る
い
は
代
価
を
引
渡
す
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
二

度
同
じ
事
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
、
誠
意
は
許
容
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ま
ず
あ
な
た
が
相
続
財
産
上
の
物
を
売
却
し
て
そ
し
て
代
価
を

受
領
し
、
そ
し
て
そ
の
後
私
に
相
続
財
産
を
売
却
し
た
場
合
に
は
、
物
に
関
し
て
で
は
な
く
代
価
に
つ
い
て
問
答
契
約
が
効
力
を
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
事
案
は
売
却
さ
れ
た
個
別
の
物
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
集
合
体
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
事
案
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
あ
な
た
は
私
に
奴
隷

i
1
ス
テ
ィ
ク
ス
と
仮
定
し
ま
し
ょ
う
ー
ー
を
売
却
し
て
い
た
。
彼
が
売
却
さ
れ
て
い
た
が
、
私
に
あ
な

た
が
引
渡
す
前
に
、
他
人
に
売
却
し
、
ま
た
代
価
を
受
領
し
た
の
で
[
そ
の
他
人
に
]
引
渡
す
。
そ
の
後
彼
は
(
奴
隷
・
ス
テ
イ
タ
ス
)
死
亡
し
た
。
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説

何
に
つ
い
て
あ
な
た
は
義
務
を
負
う
か
。
物
に
つ
い
て
か
代
価
に
つ
い
て
か
。
そ
れ
で
、
あ
な
た
が
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
と
観
ら
れ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
あ
な
た
の
活
動
の
ゆ
え
に
代
価
を
あ
な
た
は
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
な
た
の
も
と
に
残
っ
て
い
る
も
の

も
そ
の
よ
う
に
観
ら
れ
る
。
同
様
に
あ
な
た
は
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
と
観
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
な
た
が
特
定
の
奴
隷
を

l
l
す
な
わ

ち
ス
テ
ィ
ク
ス
を

l
l
私
に
諾
約
し
、
そ
し
て
彼
が
死
亡
し
た
場
合
、
あ
な
た
は
特
定
物
の
滅
失
に
よ
っ
て
[
義
務
を
]
免
れ
る
。
同
様
に
あ
な
た
が

他
人
に
売
却
し
、
そ
し
て
彼
が
死
亡
し
た
場
合
に
も
あ
な
た
は
物
に
関
し
て
義
務
を
負
わ
な
い
。
あ
な
た
た
ち
の
う
ち
の
誰
か
は
言
う
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
何
が
相
違
の
理
由
で
あ
る
の
か
と
。
一
方
は
売
却
さ
れ
た
集
合
体
に
あ
り
、
他
方
は
売
却
さ
れ
た
個
別
の
物
に
あ
る
た
め
に
。
私
は
[
次
の
よ

う
に
]
答
え
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
あ
な
た
が
私
に
相
続
財
産
を
売
却
し
た
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
後
に
相
続
財
産
の
中
か
ら
物
を
他
人
に
売
却
し
、

引
渡
し
そ
し
て
代
価
を
受
領
し
た
の
で
、
あ
な
た
は
私
に
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
と
い
う
の
は
、
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
し
、
ま
た
あ
な
た

の
で
は
な
く
相
続
財
産
上
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
あ
な
た
は
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
あ
な
た
が
個
別
の
物
を
売
却
し
、
そ
し
て
代
価
を
受
領

し
た
の
で
他
人
に
引
渡
す
場
合
に
は
、
代
価
は
物
の
地
位
を
承
継
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
観
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
わ
た
し
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
は
観
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
た
か
も
土
地
を
あ
な
た
が
売
却
し
た
と
観
ら
れ
得
る
よ
う
に
。
な
ぜ
な
ら
あ

な
た
は
私
に
土
地
に
つ
い
て
の
義
務
を
負
ぃ
、
ま
た
、
あ
た
か
も
私
の
事
務
を
行
な
う
と
あ
な
た
が
観
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
が
収
取
し
た
土
地
の

土
地
の
果
実
に
つ
い
て
も
[
義
務
を
負
う
]
。
こ
の
事
案
で
は
相
続
の
場
合
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
土
地
を
耕
作
す
る
の

を
悌
怠
し
た
場
合
に
は
、
誠
意
に
よ
っ
て
あ
な
た
は
果
実
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
。
第
一
一
一
の
事
案
は
、
同
様
に
、
売
却
さ
れ
た
か
あ
る
い
は
滅
失

し
た
個
別
の
物
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
例
え
ば
、
あ
な
た
が
私
に
あ
な
た
の
物
を
売
却
し
て
し
ま
っ
て
い
た
[
が
、
あ
な
た
が
]
私

に
引
渡
す
前
に
そ
の
物
の
占
有
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
[
の
で
、
]
あ
な
た
は
占
有
者
を
訴
訟
で
争
う
。
占
有
者
は
あ
な
た
に
訴
訟
物
の
評
価
を
提

供
し
、
あ
な
た
は
訴
訟
物
の
評
価
を
備
え
た
。
少
な
く
と
も
あ
な
た
が
悪
意
の
場
合
に
は
あ
な
た
に
何
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
か
。
あ
な
た
は
物
あ
る

い
は
利
益
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
が
、
訴
訟
の
評
価
に
つ
い
て
は
[
義
務
を
負
わ
]
な
い
。
あ
な
た
が
暴
力
に
よ
っ
て
追
い
出
さ
れ
た
か
あ
る
い
は
物

が
ひ
そ
か
に
持
ち
出
さ
れ
た
場
合
に
は
別
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
な
た
が
罰
金
を
備
え
た
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
あ
な
た
が
備
え
た
と
こ
ろ
の
物

を
私
に
与
え
る
義
務
を
負
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
ク
ル
パ
に
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
家
を
売
却
し
た
が
引
渡
し
前
に
家
が
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
者
が
土
地
を
給
付
す
る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
土
地
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
、
訴
訟
物
の
評

価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
こ
の
法
文
は
述
べ
て
い
る
。
あ
な
た
た
ち
は
文
言
の
釈
義
を
観
る
よ
う
に
。
【
〈
@
コ
S
H
O『
2
0
s
a
一
S
Z師
}

す
な
わ
ち
明
白
な
文
言
で
あ
る
。
別
の
文
言
が
述
べ
る
。
【
〈
@
2
a
=
o『

@
H
7
0『
@
a
一
s
s
z
g『
ち

O
帥

-S
個
伸
一
万
三
塁
。
コ
@
}
す
な
わ
ち
、
買
わ
れ
、
そ
し
て

論
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
の
そ
れ

(
H
問
答
契
約
)
は
、
さ
ら
に
法
文
に
よ
っ
て
言
明
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
か
あ
る
人
が
私
に
相
続
財
産
を
売

却
し
た
場
合
、
私
は
彼
に
、
彼
を
相
続
財
産
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
負
担
に
よ
り
害
さ
れ
な
い
よ
う
保
護
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
義
務
を
負
う
。
ま
た
、

彼
は
私
に
、
あ
る
も
の
が
彼
の
も
と
に
相
続
財
産
の
中
か
ら
到
達
し
た
場
合
、
そ
れ
を
私
に
給
付
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
義
務
を
負
う
。
す
な
わ
ち
こ

れ
が
相
続
財
産
問
答
契
約
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
さ
れ
る
。
後
出
。
・
ω
N
ω

印
τ
豆
〈
O
コ
a
a
無
論
第
二
[
の
買
主
]
に
。
そ

し
て
引
渡
し
も
し
、
ま
た
代
価
も
受
領
し
た
。
【
方
『
岱
O
師
団
印
『
@
a
o
u
o
白
同
】
売
主
が
買
主
に
、
す
な
わ
ち
、
物
か
あ
る
い
は
代
価
か
あ
る
い
は
両
方
か
。

そ
し
て
た
だ
ち
に
、
両
方
で
は
な
い
と
答
え
る
。
な
ぜ
な
ら
不
衡
平
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
[
以
下
に
]
巾

2
2
5号
ヨ
云
々
と
付
加
す
る
よ

う
に
、
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
{
o
s
a
一
ヨ
5
句
『
@
E
C
ヨ
】
無
論
た
だ
そ
れ
だ
け
。
{
〈
@
コ
一
g
@
】
無
論
ま
た
物
も
で
は
な
い
。
z
z
o
a
師
一

白
3
g
o
g
師
一
Z
Z
E
E
S
O
}
な
ぜ
な
ら
最
初
に
相
続
財
産
を
売
却
し
、
ま
た
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
個
別
の
物
を
売
却
し
た
。
【
Z
2
0
『
@
ヨ

a
o
σ
o
立
神
】
あ
た
か
も
、
ま
し
て
代
価
で
は
な
い
と
言
う
よ
う
に
。
し
か
し
同
時
に
両
方
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
信
義
云
々
の
ゆ
え
に
。
そ
し
て
こ
こ

ま
で
、
集
合
体
の
、
す
な
わ
ち
相
続
財
産
の
買
主
が
個
別
の
物
を
相
続
財
産
の
売
却
の
前
あ
る
い
は
後
に
売
却
し
た
と
語
る
第
一
事
案
が
継
続
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
第
一
事
案
か
ら
君
た
ち
が
熟
考
す
る
こ
と
は
、
信
義
云
々
を
後
出
U
・

s-r='が
付
加
し
て
い
る
と
い
う
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
以
後
買
主
に
と
り
か
か
る
、
後
出

o・

s-
「ニ
-
E
お
よ
び
ロ
印
0
・
コ
・
5
め
お
よ
び

U-
合
唱
戸
口
【
包
o
a
o
】
こ
の
法
文
の
第
二
部
分

お
よ
び
、
売
却
さ
れ
た
個
別
物
に
お
い
て
語
ら
れ
る
第
二
の
事
案
が
始
ま
る
。
【
2
0
ヨ
一
2
0
ヨ
}
ス
テ
イ
タ
ス
と
考
え
る
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
持
べ
つ
の

物
を
。
【
a
o
σ
0
0
同
】
そ
し
て
否
と
観
ら
れ
る
と
付
加
す
る
。
【
コ
O
コ
@
3
5
a
o
σ
@
m
z
s
o
Z
R
M
『
O
ヨ
一
白
帥
O
『
】
す
な
わ
ち
、
付
加
す
る
よ
う
に
売
主
。
ま
た
、

代
価
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
を
付
加
す
る
、
あ
る
い
は
元
来
確
立
し
て
い
る
。
【
司
『
0
0
0
師
師
一
g
g
】
な
ぜ
な
ら
ば
あ
な
た
が
ス
テ
イ
タ
ス
を
諾
約
し
、

遅
滞
に
あ
る
前
に
[
ス
テ
イ
タ
ス
が
]
死
亡
し
た
場
合
に
は
あ
な
た
は
あ
な
た
の
義
務
を
負
わ
な
い
。
こ
こ
で
の
よ
う
に
、
お
よ
び
後
出
口
品
目
・

7

N
ω

・
お
よ
び
N

品
・
の
よ
う
に
。
そ
し
て
遅
滞
前
に
[
ス
テ
ィ
ク
ス
を
]
解
放
し
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
に
死
亡
し
た
、
後
出
。
・
主
-a

斗・

ぉ
・
の
よ
う
に
こ
こ
で
も
。
し
か
し
少
な
く
と
も
こ
の
諾
約
の
事
案
で
は
こ
の
法
文
の
最
初
に
、
付
加
す
る
よ
う
に
別
の
こ
と
が
あ
る
。
【
師
o
a
〈
σ
-

2
0
3
a
E
S
ヨ
O
H
O
-
}
理
由
を
配
す
る
。
【
三
コ
0
0
0
2
F
』
ヨ
o
E
帥
}
す
な
わ
ち
相
続
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
買
主
の
。
当
然
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
、

言
o
q
v
無
論
相
続
財
産
に
お
い
て
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
そ
の
結
果
、
私
は
、
こ
の
事
案
で
な
い
な
ら
ば
売
主
が
買
主
の
事
務
を
行
な
う
こ
と
を
、
想
定

す
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
に
は
相
続
財
産
に
お
い
て
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
後
出
同
法
文
宮
町
呂
田
品
目
邑
己
自
の
文
節
。
【
〈
一
色
。
ωヨ
5
3
@
}
す
な

わ
ち
、
ー
か
ど
う
か
。
τ
H
O
ヨ
主
O
}
そ
し
て
遅
滞
云
々
で
あ
る
か
ら
い
ず
れ
に
し
て
も
何
も
な
い
と
付
加
す
る
。
【
句
。
『
O
一
三
宮
『
】
そ
の
ゆ
え
に
注
意

さ
れ
る
こ
と
は
、
集
合
体
に
お
い
て
は
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
、
こ
こ
で
の
よ
う
に
。
そ
し
て
こ
れ
に
、
し
か
し
個
別
の
物
に
お
い
て
は
代
価

北法44(6・53)1465



説

は
物
の
地
位
を
承
継
し
な
い
、
と
付
加
す
る
、
前
出

0
・印
'
ω
-
N
N
の
よ
う
に
。
な
ぜ
な
ら
、
物
あ
る
い
は
盗
品
の
代
価
は
窃
盗
に
関
係
す
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
後
出
。
・

2

N
・
ム
∞
末
尾
の
よ
う
に
。

{acoヨ曲
aヨ
oazヨ
】
同
様
に
添
え
て
い
る
。
【

a
z
o
a
曲一『
Oヨ
】
こ
の
法
文
の
第

三
部
分
が
始
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
第
三
部
分
が
売
却
さ
れ
た
物
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

{
a
Eヨ
〈
0
2
s
a】
無
論
第
一
貫
主
に
。
す
-5

-
u
O
印刷
5
0コ
同
@
宮
w
g
一
】
私
の
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
占
有
を
失
っ
た
、
と
付
加
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
物
を
私
が
売
却
し
た
か
ら

で
あ
る
。
【
〈
同
一

a
z
o
sヨ
】
た
だ
限
定
す
る
の
み
。
{
師
o
a
sヨ
】
あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る
も
の
を
、
と
付
加
す
る
、
例
え
ば
後
出

U
・

s-r「
お
よ

び
0
・
N
0
・印・

5
・
の
よ
う
に
。
【

aoσ00}
あ
た
か
も
私
が
売
却
の
と
き
に
私
が
占
有
し
て
い
て
、
そ
の
後
ク
ル
パ
の
ゆ
え
に
占
有
す
る
の
を
止
め
た

(
白
山
)

場
合
の
よ
う
に
。
す
ぎ
o
o
z
e
m】
あ
る
い
は
ド
ォ
ル
ス
。
【

a
z
o
E
O】
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
付
加
す
る
。
し
か
し
私
が
訴
訟
物
の
評
価
を
持

っ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
に
は
彼
に
私
の
訴
権
を
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【

a
z
o
-
E
4
給
付
す
る
義
務
を
負
う
、
と
付
加
す
る
。
【
a
o
u
o同】

あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る
も
の
を
給
付
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
絶
対
に
土
地
を
引
き
渡
す
義
務
を
負
っ
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
前
出

0
5・

《
白
山
》

H
-
H

の
℃
2
包
括
に
お
け
る
よ
う
に
。
【

O
H
5
8
0
a一2
0一O】
ク
ル
パ
な
く
し
て
、
と
付
加
す
る
。
さ
て
皆
さ
ん
、
こ
の
法
文
に
つ
い
て
は
二
つ
の
矛

盾
が
力
説
さ
れ
、
そ
し
て
注
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
直
ち
に
第
二
の
事
案
に
異
論
が
述
べ
ら
れ
る
。
あ
な
た
た
ち
は
こ
[
の
法
文
]
で
の
第
二
の
事

案
に
お
い
て
持
っ
た
[
こ
と
は
す
な
わ
ち
]
あ
な
た
が
私
に
ス
テ
ィ
ク
ス
を
売
却
し
た
が
そ
の
後
他
人
に
売
却
し
て
代
金
を
受
領
し
た
と
こ
ろ
、
ス
テ

イ
タ
ス
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
あ
な
た
は
物
に
つ
い
て
も
代
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
代
価
に
つ
い
て
[
義
務
を
負

わ
]
な
い
、
と
い
う
の
は
、
な
ぜ
な
ら
ば
あ
な
た
は
特
定
物
の
滅
失
に
よ
っ
て
1

1

あ
な
た
が
遅
滞
に
陥
る
前
に
ス
テ
ィ
ク
ス
が
死
亡
し
た
の
で
|
|

免
れ
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
代
価
に
つ
い
て
[
義
務
を
負
わ
]
な
い
と
い
う
の
は
、
な
ぜ
な
ら
ば
あ
な
た
は
あ
な
た
の
勤
勉
さ
の
ゆ
え
に
[
代
価

を
]
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
な
た
は
あ
な
た
の
事
務
を
行
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
私
の
[
事
務
を
行
な
っ
た
]
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
他
人

へ
の
第
二
の
売
却
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
偽
罪
を
犯
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
。
と
に
か
く
法
文
は
、
後
出
。
怠
一
-

H

0

・
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
あ
な
た
た
ち
が
偽
罪
を
行
な
っ
た
場
合
に
は
、
罰
を
受
け
な
い
ま
ま
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
例
え
ば
前
出
口
市
Y

N
・
2
の
よ
う
に
。
し
か
し

ま
た
、
さ
ら
に
あ
な
た
が
物
に
つ
い
て
も
代
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
罰
を
受
け
な
い
ま
ま
で
あ
ろ
う
。
こ
の
矛
盾
し

た
解
決
に
対
し
て
、
あ
な
た
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。
す
な
わ
ち
、
物
を
二
人
に
売
却
す
る
者
は
、
偽
罪
に
関
す
る
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
お
よ
び
矛
盾

法
文
に
お
い
て
悪
意
で
[
罪
を
]
犯
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
そ
の
法
文
は
彼
を
偽
罪
に
関
す
る
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
の
罰
に
対
し
て
彼
を
弁
護
し

な
い
。
し
か
し
、
彼
が
他
人
に
売
却
し
、
そ
し
て
彼
が
遅
滞
に
陥
る
前
に
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
彼
が
物
に
つ
い
て
も
代
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ

な
い
と
い
う
よ
う
に
、
彼
を
弁
護
す
る
。
物
に
つ
い
て
[
義
務
を
負
わ
]
な
い
と
い
う
の
は
、
な
ぜ
な
ら
ば
彼
が
遅
滞
に
陥
る
前
に
滅
失
し
た
か
ら
で

論
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パウルス文(0.18.4.21)の解釈史

あ
る
。
代
価
に
つ
い
て
[
義
務
を
負
わ
]
な
い
と
い
う
の
は
、
な
ぜ
な
ら
ば
彼
の
勤
勉
さ
の
ゆ
え
に
得
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
あ
な
た
は
一
言
う
。

あ
る
者
が
物
を
二
人
に
売
却
す
る
場
合
に
は
、
全
体
と
し
て
偽
罪
に
関
す
る
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
に
お
い
て
悪
意
で
犯
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
な
ぜ
な
ら

偽
罪
は
悪
意
な
く
し
て
は
犯
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
わ
・
少

N
N
-
N
O

お
よ
び
後
出
口
品
m
w
-
H
0
・
H

の
よ
う
に
。
そ
し
て
、
あ
な
た
は
悪
意
で

売
却
し
た
と
観
ら
れ
る
。
最
初
に
あ
な
た
が
私
に
物
を
売
却
し
、
そ
し
て
私
が
あ
な
た
に
代
価
を
支
払
っ
た
が
、
そ
の
後
あ
な
た
が
他
人
に
売
却
し
た

場
合
、
こ
の
後
の
場
合
で
は
あ
な
た
は
悪
意
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に

U

念
Y
H
C
-
2

で
は
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
あ
な
た
が
私
に
ス
テ
ィ

ク
ス
を
十
金
で
売
却
し
、
私
が
代
価
を
支
払
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
遅
滞
に
陥
っ
て
い
な
い
。
あ
な
た
が
代
価
を
持
つ
た
め
に
、
他
人
に

売
却
す
る
場
合
に
は
あ
な
た
は
悪
意
で
為
す
と
は
観
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
あ
な
た
は
偽
罪
に
関
す
る
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
に
よ
っ
て
義
務
を
負
わ
せ

ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
あ
な
た
は
悪
意
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
[
ま
た
]
あ
な
た
は
物
に
つ
い
て
[
も
]
義
務
を
負
わ
せ
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
特
定

物
の
滅
失
に
よ
っ
て

i
i
す
な
わ
ち
あ
な
た
は
遅
滞
に
陥
っ
て
い
な
い
の
で

l
l債
務
を
免
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
、
矛
盾
は

〈

町

山

乙

〈

叫

山

〉

解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
に
注
意
さ
せ
た
大
家
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
[
・
パ
ッ
シ
ア

7

ヌ
ス
]
と
ア
ゾ
ォ
と
は
解
決
し
て
は
い
な
い
。

し
か
し
解
決
し
て
い
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
[
の
見
解
]
は
流
布
し
て
い
る
。
さ
あ
、
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
の
事
案
に
あ
な

た
た
ち
が
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
非
常
に
大
き
な
不
衡
平
に
言
及
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
、
ま
ず
第
一
に
あ
な
た
が
私
に
個
別
の
物
を
売
却
し
、
そ
し

て
そ
の
後
他
人
に
売
却
し
て
代
価
を
受
領
し
た
。
そ
し
て
あ
な
た
が
遅
滞
に
陥
る
前
に
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
特
定
物
の
滅
失
に
よ
っ
て
あ
な
た
は
免
れ
る
か
ら
で
あ
る
[
。
]
代
価
に
つ
い
て
あ
な
た
は
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
い
の
は
、
な
ぜ
な

ら
あ
な
た
は
あ
な
た
の
行
為
の
ゆ
え
に
[
そ
れ
を
]
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
あ
な
た
が
私
か
ら
[
の
]
代
価
を
持
ち
ま
た
彼

(
H
他
人
)
か
ら
[
の
代
価
も
持
つ
]
|
|
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
あ
な
た
が
他
人
の
損
失
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
が
そ
れ
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
前
出
U

H

N

-

P

E

お
よ
び
ロ
・
印
。
・
コ
-
N
O
⑦
の
よ
う
に
。
ー
ー
と
い
う
非
常
に
大
き
な
不
衡
平
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

ど
う
か
。
同
様
に
、
私
の
行
為

(
H
為
し
た
こ
と
)
な
く
し
て
、
私
が
物
も
代
価
も
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
衡
平
で
は
な
い
か
ど
う
か
。
例

え
ば
後
出

U
S
-
-
-
=
望
・
の
よ
う
に
。
同
様
に
、
ど
ん
な
売
主
で
も
そ
の
よ
う
に
ど
ん
な
買
主
を
も
欺
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
で
は

私
た
ち
は
何
と
言
お
う
、
大
家
の
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
パ
ッ
シ
ア
ア
ヌ
ス
と
ア
ゾ
ォ
は
至
る
所
で
通
用
し
、
ま
た
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
後
出
口

ω切切

(
叫
W
)

N
・

2
お
よ
び
後
出

[
0
2・
E-
己
・
合
唱
、
3
・
∞
ユ
の
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
彼
の
勤
勉
の
ゆ
え
に
持
つ
の
で
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
代
価
を
交

付
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
。
し
か
し
実
際
に
は
、
不
条
理
と
観
ら
れ
る
の
で
、
す
な
わ
ち
、
買
主
が
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
よ
っ
て
[
売
主
が
]

受
領
し
た
代
価
を
訴
求
で
き
な
い
と
し
て
も
、
第
二
買
主
か
ら
不
当
利
得
の
返
還
を
請
求
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
あ
な
た
が
私
に
引
渡
さ
な
け
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説

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
物
を
契
機
と
し
て
あ
な
た
が
豊
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
あ
な
た
が
私
に
返
還
す
る
こ
と
が
善
で
あ
り
衡
平
だ
か
ら
で
あ

る
。
等
々
。
例
え
ば
前
出

0
・
H
N
-
r
ω
N

の
よ
う
に
。
し
か
し
あ
な
た
た
ち
は
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
パ

y
シ
ア
ァ
ヌ
ス
や
ア
ゾ
ォ
と
は
別
様
に
一
言
う
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
事
案
は
あ
な
た
が
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
が
ゆ
え
に
個
別
の
物
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
。
な
ぜ
な
ら
特
定
物
が
滅

失
し
て
あ
な
た
が
遅
滞
に
陥
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
あ
な
た
が
免
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
代
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
い
う
の
は
な

ぜ
な
ら
あ
な
た
の
勤
勉
さ
の
ゆ
え
に
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
物
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
物
を
給
付
す
る
あ
る
い
は
利
害
関
係

あ
る
も
の
を
給
付
す
る
義
務
を
負
う
。
例
え
ば
後
出

U
5・
f
H
の
よ
う
に
。
し
か
し
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
あ
な
た
は
物
あ
る
い
は
代
価
に
つ

い
て
義
務
を
負
わ
な
い
。
あ
な
た
に
代
価
が
支
払
わ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
あ
な
た
に
私
が
満
足
を
与
え
な
い
、
あ
る
い
は
代
価
に
つ
い
て
信
用
を
与
え

な
い
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
特
定
物
の
滅
失
に
よ
っ
て
債
務
を
免
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
代
価
に
つ
い

て
も
[
義
務
を
負
わ
]
な
い
。
な
ぜ
な
ら
あ
な
た
の
物
の
代
価
を
あ
な
た
が
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
不
衡
平
で
は
な
い
。

た
だ
し
あ
な
た
が
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
と
一
吉
わ
れ
る
場
合
は
別
で
あ
る
。
解
答
。
私
が
あ
な
た
に
支
払
っ
た
、
あ
る
い
は
私
が
あ
な
た
に
代
価
に
つ
い

て
満
足
を
与
え
た
、
あ
る
い
は
代
価
に
つ
い
て
私
に
信
朋
を
与
え
る
場
合
に
は
、
事
柄
自
体
に
よ
っ
て
あ
な
た
は
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
。
例
え
ば
(

U

N

・

品
。
・
い
お
よ
び
(
U

・品
-
k
p
m
y

日
・
の
よ
う
に
。
こ
の
事
案
で
は
、
あ
な
た
が
他
人
に
売
却
し
て
代
金
を
受
領
し
た
場
合
に
、
あ
な
た
は
特
定
物
の
滅
失
に
よ

っ
て
債
務
を
免
れ
な
い
。
そ
の
ゆ
え
に
、
あ
な
た
は
物
を
引
渡
す
か
あ
る
い
は
利
害
関
係
に
あ
る
も
の
を
給
付
す
る
義
務
を
負
う
。
例
え
ば
後
出

U

S
-
-
Y
N
戸
の
よ
う
に
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
私
の
支
払
っ
た
代
価
は
、
利
害
関
係
に
あ
る
も
の
の
中
に
入
る
。
そ
し
て
こ
の
事
案
で
は
、
私
は
あ
な

た
を
偽
罪
に
関
す
る
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
で
訴
え
る
こ
と
す
ら
で
き
る
。
例
え
ば

0
・
念
戸
H
C
噂
N
H

に
お
け
る
よ
う
に
。
し
か
し
第
一
の
事
案
で
は
。
無

論
私
が
支
払
わ
な
か
っ
た
か
あ
る
い
は
別
様
に
あ
な
た
に
満
足
を
与
え
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
あ
な
た
が
私
に
代
価
に
つ
い
て
の
信
用
|
す
な
わ
ち

私
が
後
に
あ
な
た
に
代
価
を
提
供
す
る
と
し
て
、
私
が
あ
な
た
か
ら
物
あ
る
い
は
代
価
あ
る
い
は
利
害
関
係
に
あ
る
も
の
を
得
る
か
ど
う
か
と
い
う

l

ー
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
と
き
に
は
。
[
そ
れ
は
]
こ
の
よ
う
に
観
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
な
ら
最
初
の
遅
滞
が
害
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
例

え
ば
後
出

0
・士山・

ω
・
∞
の
よ
う
に
。
し
か
し
、
言
わ
れ
得
る
。
重
要
で
あ
る
の
は
、
私
が
支
払
う
あ
る
い
は
提
供
す
る
よ
り
も
前
に
第
二
[
買
主
]

に
物
を
あ
な
た
が
売
却
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
、
と
。
こ
の
事
案
で
は
、
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
あ
な
た
は
物
に
つ
い
て
あ
る
い
は
代
価
に
つ

い
て
義
務
を
負
わ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
場
合
で
、
あ
な
た
に
私
が
提
供
し
て
し
ま
う
と
き
に
は
、
あ
な
た
が
私
に
と
っ
て
債
務
者
で
あ
る
と
は
あ
な
た

は
判
定
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
提
供
が
適
当
な
時
期
に
為
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
後
出
。
・
士
山
噂

ω
・
ω
。
・
の
よ
う
に
。
し
か
る
に
、
あ
な

た
が
他
人
に
売
却
し
そ
し
て
引
渡
す
前
に
私
が
あ
な
た
に
代
価
を
提
供
し
て
し
ま
う
場
合
、
こ
の
事
案
で
は
あ
な
た
が
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る
と
私
は
判

論
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定
す
る
。
そ
の
ゆ
え
に
、
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
私
に
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
例
え
ば
後
出
口
目

5
・
r
z
-
∞
・
の
よ
う
に
。
し
か
し
、

も
う
一
度
新
に
こ
の
法
文
の
第
一
一
一
の
事
案
に
お
い
て
一
言
わ
れ
た
こ
と
に
異
論
が
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
が
物
を
売
却
し
た
が
、
他
人
が
占

有
し
て
い
る
の
で
彼
に
対
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
、
そ
し
て
訴
訟
物
の
評
価
を
備
え
た
場
合
に
は
、
あ
な
た
は
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
[
の
で
あ
っ
て
で

備
え
た
も
の
、
す
な
わ
ち
盗
訴
権
に
つ
い
て
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
。
後
出

U
2・N
-

ニ
ミ
は
矛
盾
と
観
ら
れ
る
。
あ
な
た
が
訴
訟
物
の
評
価

を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
ド
ォ
ル
ス
も
ク
ル
パ
も
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
に
あ
な
た
は
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
、
と
私
は
解
答
す
る
。
し
か
し

別
の
場
合
に
は
、
あ
な
た
が
訴
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
矛
盾
法
文
お
よ
び
前
出
口
-
E
e
r
ω
印

e
品
・
お
よ
び

0

5・H・

2
胃・

に
お
け
る
よ
う
に
。
あ
る
い
は
あ
な
た
た
ち
は
言
う
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
、
ク
ル
パ
ま
た
は
ド
ォ
ル
ス
が
帰
せ
し
め
ら
れ
得
な
い
場
合
に
、
あ
な
た
が

売
却
の
前
に
受
領
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
に
つ
い
て
あ
な
た
は
義
務
を
負
わ
な
い
、
今
述
べ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
に
、
と
。
し
か
し
後
に
受
領
し
た
と
こ
ろ

の
も
の
に
つ
い
て
は
[
義
務
を
負
う
、
と
]
。

〈
テ
ク
ス
卜
〉
。
号
同
吋
E
5
・
「
巾
円
E
E
的
巴
匂
内
『
巴
略
的
円
。
〈
2
2
F
口
・
(
F
3
ロ
-
H印
印

N
)

同
0
・
H
O
ω
・
1
2
〈
。
(
な
お
、
文
中
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
は

オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス
に
よ
る
法
文
中
の
文
言
引
用
箇
所
で
あ
り
、
筆
者
が
便
宜
上
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
法
文
の
引
用
の
仕
方
に
つ
い
て
は
標
準

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

註
釈
で
の
表
示
方
法
に
よ
る
)

F
H
F
目
盟
国
F
Z
Z
E
S
R
)
〈
m
-
R
丹
念
。
口
市
)
〈
巾
口
(
生
白
)

(
問
W
)

-
司
甲
さ
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interposita est stipulatio empte et vendi(t)e hereditatis. his ita peractis qua(n)dam rem hereditaria(m) tu venditor a quoda(m) 

possessore fuisti co(n)secutus et eam no(n) restituisti mihi. imo vendidisti alij accepto pretio: modo queritur an stipulatio empte et 

vendite hereditatis co(m)mittatur ad rem t(antu)m an ad pretium t(antu)m an ad vtru(m)q(ue). Ad quod iurisconsult(us) paulus 

respo(n)det distinguendo sic: aut primo ve(n)didisti hereditate(m) et interposita est stipulatio et postea fuisti cosecutus rem et alij 

vendidisti accepto pretio: quo casu committitur stipulatio empte et ve(n)dite hereditatis ad rem et ad pretiu(m): sed de equitate 

liberaris tradendo rem vel pretiu(m): q(uia) bona fides no(n) patit(ur) vt bis idem exigatur. si aut(em) in primo vendidisti rem 

hereditaria(m) et accepisti pretiu(m): et postea vendidisti mihi hereditate(m) co(m)mittet(ur) stipulatio ad pretiu(m) no(n) ad rem. 

Secundus casus loquit(ur) in re singulari vendita non loquitur in universitate: et est casus talis: tu vendidisti mihi ho(m)i(n)em 

ponam(us) stichu(m) eo ve(n)dito anteq(uam) mihi tradas alteri vendis et tradis accepto pretio: postea is decessit ad quid teneris 

mihi: an ad rem vel ad p(re)tium: et certe videt(ur) q(uo)d no(n) tenearis ad p(re)tiu(m): q(uia) ex industria tua habes p(re)tiu(m): et 

sic videtur q(uo)d apud te remaneat. item videt(ur) q(uo)d no(n) tenearis ad rem. nam si p(er)misisti mihi certu(m) ho(m)i(n)em: puta 

stichu(m) et decedit anteq(uam) esses in mora liberaris interitu speciei. simil(ite)r et si alteri vendis et decessit ad rem no(n) teneris 

dicet aliquis vestrum: qu(a)e est ratio diuersitatis: quare aliud est in vniverstitate vendita aliud in re singulari vendita. Respondeo 

est illa vbi mihi vendis hereditate(m): et postea rem ex hereditate alteri vendis et tradis et accepto p(re)tio teneris mihi ad p(re)tium 

ideo q(uia) pretium succedit loco rei et negotiu(m) hereditariu(m) non tuu(m) gessisse videris: sed vbi ve(口)disre(m) singulare(m) et 

alteri tradis accepto p(re)tio p(re)tiu(m) non succedit loco rei q(uia) negotiu(m) tuu(m) videris gerere et non meu(m): sicut pot(est) 

videri si vendis fundu(m). na(m) teneris mihi ad fundu(m): et ad fruct(us) fundi q(uo)s p(er)cepisti q(ua)si videaris gerere negotiu(m) 

meum: hoc casu vt in hereditate d(icitu)r: sed si neglexisti f 
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liberat(l川 p(rae)sta(n)doaream. hoc dicit ista lex: videatis expositione(m) I(itte)r(a)e. [venditor hereditatis) et est plana I(itte)r(a). 

alia I(itte)r(a) dicit. [venditor ex hereditate interposita stipulatione) sc(ilicet) q(uae) empte et ve吋itehereditatis etia(m) 

nu(n)cupatur a lege. na(m) si aliq(ui)s ve(n)didit mihi hereditate(m) teneor ei p(er)mittere q(uo)d eum ab o(mn)i(a) onere hereditatis 

seruabo inde(m)ne(m) et ipse tenet(ur) mihi p(er)mittere q(uo)d si q(ui)d ad eu(m) ex hereditate p(er)ueniet q(uo)d mihi restituet・et

hec est stipulatio empte et ve(n)dite hereditatis: et de hac fit me(n)tio i. de lega. iii. 1. quisq(ui)s. [alij vendit) sc(ilicet) s(e)c(un)do 

et tradit et p(re)tiu(m) accipit. [p(rae)stare debeat] venditor emptori s(cilicet) an rem vel p(re)tium vel vtru(m)que. et statim 

respo(n)det q(uo)d no(n) vtru(m)q(ue): q(uia) esset iniquu(m): sed est distinguendum vt subijcit: et si quide(m) etc. [credimus 

p(re)tium) sc(ilicet) t(antu)m [venisse] sc(ilicet) et non re(m). [q(uo)d si antecessit stiputatio] q(uia) p(ri)mo ve(n)d凶t

hereditate(m) et stipulatio intercessit: postea rem si時 ulare(m)ve(n)dit. [tu(n)c rem debebit] quasi dicat ne du(m) p(re)tium: sed 

no(n) simul vtru(m)q(ue) q(uia) bona fides etc. et hucusque durat prim(us) casus qui loquit(ur) vt venditor vniversitatis i(d est) 

hereditatis vendit rem singilarem ante vel post venditionem hereditatis. et ex isto primo casu colligetis istud no(tum) quod bona 

fides etc. accedit i. de actione empti et ven(diti) l. ex empto. et al(ia)s incipit emptore(m) ~. vlti(mo) in versic(ulo) ibidem. et i de reg. 

iur. 1. bona fides. et i. de (ver)b. obl. 1. q(ui)bus. [Si ergo] incipit s(e)c(un)da pars huius legis et secu(日)duscasus q(ui) loquitur in 

re dingulari vend山.[ho(m)i(n)em] puta stichu(m): et ita rem si日gularem[debeat] sub(ijcit) et videt(ur) q(uo)d non [non eni(m) 

d(ebeat) stichi p(ro)missor] id est venditor vt subijcit， et Sl州ijc川 pretiumvel estimatione(m). vel p(ro)prie stat [processisset] 

na(m) si p(er)mittis stichu(m) et perijt anteq(uam) esses in mora no(n) teneris vt hic et i. de verbo. obli. l. si ex legati ca(usa) et l. 

seq目 etidem est si manumiserit an(te) moram. et postea decessit vt i. de ac. et ob. l. si is qui ex stipulatu: ita et hic. sed certe in casu 

p(ro)misso in principio hu取材 legisaliud est vt subijcit. [sed vbi hereditate(m) etc.] assignat r(ati)o問 I
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simile [q(uo)d si rem) incipit tertia p(ar)s huius l(egis) q(uae) simil(山 r)loquit(ur) in re singulari vendita [quam vendidi) 

sc(ilicet) p(ri)ori emptori [alio possidente petij) sub(ijcit) cum culpa mea a possessione ceciderim: q(uia) vendidi rem qua(m) non 

possidebam. [vtiq(ue) eum) modo determinat. [sed rem) sub(ijcit) vel interesse vt i. de act. emp. et vend. 1. j・eti. de distrac. pi 

1. penulti(ma). [debeo) sicut si possidere(m) te(m)pore venditionis: et postea p(ro)pter culpa(m) destij possidere. [sine culpa) vel 
02) 

dolo [quoq(ue)r sub(ijcit) prestare debet: sed si no(n) habui litis estimationem tunc prestare debeo ei actiones meas 

Iquoq{ue}fkub(ij州問starete酬 ur) [debet) vel inter問問stare.Na叫削刷(加川m叫)precise no刷 t伐e釘叩n酬1
(沼)

preal(l)eg(atione) 1. j. i. de ac. emp. et vend. [exusto edificio) sub(ijcit) sine culpa. C Or signori ad l(egem) istam instatur et 

signant(ur) duo co(n)traria: et statim opponitur ad s(e)c(un)d(u)m casum田 voshabuistis hic in s(e)c(un)do casu si tu ve(n)didisti mihi 

stichum et postea ve(n)dis alij accepto p(re)tio et stichus decessit non teneris ad rem nec ad p(re)tium. ad rem non: quia liberaris 

interitu speciei ex quo mortu(us) est anteq(uam) esses in mora. ad p(re)tium no(n)・quiaex industria tua habes: et tuu(m) negotium 

gessisti et no(n) meu(m) sed no(n)ne co(m)misisti falsum alij s(e)c(un)do vendendo: certe dicit lex sic vt i. ad 1. cornel. de fal. 1. qui 

duobus. si commisisti falsum non debet remanere impunitum: vt S. ad 1. aquil. ita vulneratus. in fine: sed iam remanebit impunitu(m) 

si non teneris ad rem nec ad pretium. Ad solutione(m) cuius co(n)trarij vos dicetis sic: q(ui) vendit rem duobus dolo malo committit 

in 1. cornel. de fal. vt in 1. contra. et ista l(ex) non excusat eum a pena l(egis) cornel. de fal. sed excusat eum si ve(n)dit alteri et 

perijt anteq(uam) esset in mora vt non teneatur ad rem vel ad pretiu(m). ad rem non: quia perijt anteq(uam) esset in mora. ad 

pretium non: quia ex sua industria percepit. vel dicatis si quis ve(n)dit rem duobus in solidu(m) dolo malo co(m)mittit in 1. cornel. de 

falsis: quia falsum sine dolo no(n) co(m)mittitur. vt C. ad 1. cornel. de fal(sis) 1. nec exemplo. et i. ad 1. cornel. de fal. 1. j. et videris 

dolo malo vendere duobus. si primo mihi vendidisti rem et solui tibi pretium: et postea alij ve(n)didisti hic in dolo es. et sic 

loquit(ur) 1. illa qui duobus. sed s 
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rem singulare(m) et postea ve(n)dis alteri accepto pretio et perijt res an(te)q(uam) esses in mora ad rem no(n) teneris: quia liberaris 

interitu speciei ad pretiu(m) no(n) teneris: quia habes ex tua negotiatione目 sedno(n)ne est hic maxima iniquitas q(uo)d habeas a me 

pretiu(m) et ab illo: et sic locupletaberis cum aliena iactura q(uo)d esse no(n) debet: vt s. de co(n)dict. inde. 1. nam hic natura. et de 

regu. iur. 1. iure nature. Jtem no(n)ne sine facto meo careo re et p(re)tio quod est iniquu(m). vt i. de act. empt. et ven. 1. ex empto. in 

p(ri)n(cipio). Jtem no(n)ne quilibet venditor sic poterat decipere que(m)libet emptorem: quid ergo dicemus d(omi)n(e)s Jo(hannes 

Bassianus) et Azo vadunt huc et illuc et dicunt. ita no(n) tenetur reddere pretiu(m) acceptu(m) a secu(n)do q(uia) habet ex industria 
(包)

sua. vt arg(umento) i. ad 1. fal. si heres. et. i. de sepul. vi. 1. sepulcri. verum quia videtur absurdum: licet emptor act(ione) ex empto 

no(n) possit petere pretium q(uo)d accepit: a s(e)c(un)do t(a)m(en) poterit co(n)dicere: quia occasione rei qua(m) mihi debebas tradere 

locupletior es factus et bonum et equum est q(uo)d mihi reddas etc. vt. s. si cert. pet. 1. sed et me. Sed vos dicetis aliter q(uam) 

dica(n)t d(omi)n(e)s Jo(hannes Bassianus) et Azo et dicetis q(ou)d iste casus intelligitur de re singulari vendita q(uo)d non teneris ad 

rem: quia liberaris si no(n) es in mora interitu spe(cie)i: nec ad pretiu(m): quia habes ex industria tua: sed si res extat teneris re(m) 

reddere vel interesse p(rae)stare vt .I. de actione emp.et ven. 1. j. sed si res perijt no(n) teneris ad rem vel ad pretium si no(n) solui 

tibi pretiu(m) vel no(n) satisfeci tibi vel no(n) est fides habita de p(re)tio: non teneris ad rem quia liberatus es interitu speciei: nec 

ad pretium: q(uia) pretiu(m) rei tu(a)e debes habere. / / et hoc non est iniquu(m) sed q(ua)n(do) diceris esse in mora: R(espo)n(sio). si 

solui tibi p(re)tium v(e)l aliter tibi satisfeci de p(re)tio vel fides est mihi habita de p(re)tio re ipsa es in mora: vt C. in qui. ca. in 

integ. resti. non est ne(cessaria) 1. in minoru(m) p(er)sona. et C. de ac. emp. et vend. 1. curabit. hoc casu si ve(n)dis alteri accepto 

p(re)tio no(n) es liberatus interitu speciei. vnde teneris re(m) tradere vel interesse prestare: vt .i. de ver. oblig. 1. si ex legati causa 

et saltem veniet in interesse p(re)tiu(m) quod solui: et hoc casu possum te etiam accusare l(ex) corne 
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(引
)
C
E吟
E
g
号
。
巾

E
コ
回
目
・
ォ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
(
一
二
六
五
年
没
)
は
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
と
同
世
代
の
、
学
説
蒙
纂
と
勅
法
案
纂
全
体
に

わ
た
る
膨
大
な
註
釈
書
を
残
し
た
ボ
ロ
オ
ニ
ャ
の
法
学
教
師
。
必
ず
し
も
傑
出
し
た
存
在
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
。
ω
堅
持
3
-
E
〈
・
ω
ω
呂
町
『
・

〈
包
垣
内
-
B
R
-
国
号
ω

コφ
栗
生
武
夫
「
註
釈
学
者
の
群
像
」
『
法
の
変
動
』
(
一
九
三
七
年
)
二
八
五
頁
参
照
。

(
回
)
註
(
日
)
参
照
。
事
案
の
叙
述
が
依
然
詳
細
で
あ
る
点
で
、
匝
で
触
れ
る
註
解
学
派
の
註
解
と
の
相
違
点
が
観
ら
れ
る
。

(
臼
)
5
2
2
完
封
「
集
合
体
」
こ
こ
で
は
、
相
続
財
産
の
よ
う
な
、
個
別
の
物
が
一
体
と
な
っ
た
状
態
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
「
総
体
、
全
体
」

柴
田
註
(
3
)
三
五
七
頁
)
と
い
う
訳
も
適
当
と
考
え
ら
れ
た
が
、
「
集
合
物
(
口
口
同
〈
巾
「
同
五
一
E
E
2
3
白
-
E
的
)
」
の
よ
う
に
一
体
と
し
て
取
扱
わ

れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
右
の
よ
う
な
訳
語
を
選
択
し
た
。

(倒
)
E
R
こ
の
点
か
ら
、
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
「
講
義
」
に
は
法
文
の
テ
ク
ス
ト
は
書
か
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
彼
が
他
の
多
く
の
法
学
者

の
用
い
た
学
説
集
纂
の
刊
本
(
こ
の
箇
所
は
円
『
E
F
で
あ
る
、
な
お
註
(
日
)
参
照
)
と
は
異
な
っ
た
も
の
を
使
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
臼
)
O
E
2
5
に
つ
い
て
註
が
二
つ
あ
る
の
は
い
か
な
る
理
由
か
理
解
で
き
な
い
。

(侃

)
φ
『
印
国
間
口
c
z
・
は
、
彼
の
「
講
義
」
で
は
、
彼
が
文
言
の
説
明
の
後
、
法
的
論
点
の
説
明
を
始
め
る
際
な
ど
、
節
の
変
わ
り
目
で
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
ラ
テ
ン
語
で
は
な
い
。
イ
タ
リ
ア
語
と
し
て
理
解
し
た
。

(
訂
)
』
D
-
〈
包
・
ω
岩
田
開
3
・
E
-
〈
・
∞
-
N

主
-
p
n
r
m
-
ω
-
S
・
・
』
C
E
5
3
F
E
E
ロ
5
・
(
一
一
九

O
年
頃
没
)
F
三
官
F
E
-
-
〈
・
∞
-
N
∞
忠
『
・
一
∞
円
F
E
開
タ

∞
田
町
三
・
ク
レ
モ
ナ
で
生
ま
れ
、
ブ
ル
ガ
ル
ス
に
学
び
、
ア
ゾ
ォ
の
師
で
あ
っ
た
。
学
説
葉
纂
、
勅
法
案
纂
の
註
釈
、
新
勅
法
の
要
約
、
同
『
σ
O
『

白
内
C
O
E
E
等
を
著
し
た
高
名
な
法
学
教
師
で
あ
っ
た
。
栗
木
・
前
掲
註
(
臼
)
二
八
三
頁
参
照
。

(
伺
)
〉
N
O
一
〉
N
D
T
O
『
円
呂
田
(
一
一
五

O
年

頃

二

一

三

O
年
頃
)
佐
々
木
①
八
六
頁
、
②
二
九
一
頁
以
下
参
照
。
〈
包
-
E
三
官
F
E
-
〈
・
∞
-
H
R
E
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(
的
)
こ
の
引
用
法
文
は
、
彼
の
引
用
の
仕
方
で
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。

〈
解
説
〉

オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス
は
、
冒
頭
で
、
パ
ウ
ル
ス
文
の
理
解
の
難
し
さ
を
述
べ
て
い
る
が
、

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
解
釈
に
よ
っ
て

そ
の
原
因
を
こ
の
法
文
が
含
む
不
衡
平
に
あ
る

(
初
)

(
「
我
々
が
他
の
色
彩
に
よ
っ
て
法
文
を
彩
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
て
そ
の
難
点
を
克
服
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス
は
、
標
準
註
釈
の
行
な
う
事
案
の
三
区
分
に
従
わ
ず
に
、
独
自
の
三
区
分
を
提
示
す
る
。
彼
の
冒
頭
の
「
事
案
」
の

簡
略
な
説
明
に
よ
れ
ば
、
第
一
部
分
(
①
1
④
)
を
相
続
財
産
の
売
却
と
そ
れ
の
一
部
売
却
の
二
重
売
却
事
案
、
第
二
部
分
(
④
l
③
)
を

個
別
物
の
二
重
売
却
事
案
と
位
置
付
け
、
両
者
を
「
集
合
体
の
売
却
」
と
「
個
別
物
の
売
却
」
と
し
て
鮮
明
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

第
三
部
分
(
⑨
i
⑫
)
を
売
却
さ
れ
た
か
あ
る
い
は
滅
失
し
た
個
別
物
の
事
案
と
し
て
第
二
部
分
と
関
連
さ
せ
て
い
る
。

第
一
部
分
に
つ
い
て
、
①

基
本
事
案
は
、
彼
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
相
続
財
産
の
売
主
は
「
あ
な
た
」
、
第
一
買
主
は
「
私
」
、
相
続
財
産

は
「
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス

(
H
被
相
続
人
)

の
相
続
財
産
」
で
あ
り
、

た
だ
し
占
有
者
は
第
三
者
で
あ
る
。
そ
の
他
事
案
の
理
解
の
理
解
と
し
て

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
売
主

(
H
あ
な
た
)

へ
は
相
続
財
産
が
無
遺
言
あ
る
い
は
遺
言
に
よ
り
譲
渡
さ
れ
、

さ
ら
に
、
売
主
は
第
二
買
主
か

ら
代
価
を
受
領
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
相
続
人
(
宮
『
巾
凹
)

に
は
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
遺
言
で
相
続
財
産
を
譲
渡
さ
れ

る
「
あ
な
た
」
(
日
相
続
財
産
の
売
主

を
考
え
て
い
る
。

② 

パ
ウ
ル
ス
の
質
問
を
、
問
答
契
約
の
内
容
と
効
力
に
つ
き
、
売
主
が
第
一
買
主
に
対
し
て
給
付
す
る
の
は
、
物
か
、
代
価
か
、

そ
れ
と

北法44(6・63)1475 



説

も
そ
の
両
方
か
、

の
三
者
択
一
の
問
題
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
「
問
答
契
約
が
二
重
に
効
力
を
持
た
な
い
」
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
質
問
の

理
由
を
、
「
衡
平
」
に
よ
る
一
方
の
免
除
の
ほ
か
、
「
二
度
同
じ
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
を
誠
意
が
許
容
し
な
い
」
こ
と
と
考
え
、
標
準
註
釈

吾ム
白岡

と
同
様
に
理
解
し
て
い
る
。

③ 

パ
ウ
ル
ス
の
解
答
の
前
半
部
分

(α)
に
つ
い
て
は
、
彼
は
、
売
主

(
H
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
)

に
よ
る
相
続
財
産
上
の
物
の
他
人
へ
の
売

却
と
代
価
の
受
領
、
私
へ
の
相
続
財
産
の
売
却
(
お
よ
び
相
続
財
産
問
答
契
約
?
)

の
順
に
生
じ
た
事
案
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
後
半
部
分

(av)
に
つ
い
て
は
、
相
続
財
産
売
却
と
問
答
契
約
、
物
の

占
有
者
に
対
す
る
)
訴
求
、
第
二
買
主
へ
の
相
続
財
産
中
の
物

の
売
却
と
代
価
受
領
の
順
で
事
実
が
生
じ
た
よ
う
に
事
案
を
想
定
し
て
お
り
、

そ
の
場
合
に
「
代
価
が
問
答
契
約
に
入
る
」
と
い
う
解
答
の

意
味
を
代
価
と
物
に
つ
い
て
相
続
財
産
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
理
解
す
る
。
し
か
し
衡
平
か
ら
し
て
、
物
あ
る
い
は
代
価
の
一
方

の
給
付
を
免
除
さ
れ
る
、

と
考
え
て
お
り
、
他
面
、
問
答
契
約
の
実
行
の
問
題
を
別
に
考
え
て
い
る

(
E
R
Z昌
弘

内

Z
Z
の
語
註
)
。
こ

の
点
は
標
準
註
釈
と
同
じ
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、

パ
ウ
ル
ス
の
解
答
に
つ
い
て
は
、

(
α
)

で
は
代
価
に
つ
い
て
だ
け
問
答
契
約
が
行
わ

れ

(
語
註
円
『

E
5
5
官
己
呂
田
と
〈

gM印日巾)、

(P)
で
は
代
価
の
み
に
つ
い
て
義
務
が
生
ず
る

と
解
釈
し

(
語
註
宮
口
円
『
巾
阿
国
号

Z
E円)、

て
パ
ウ
ル
ス
丈
の
解
答
に
付
加
し
な
い
点
で
は
標
準
註
釈
と
見
解
を
異
に
す
る
。

④ 

ス
テ
ィ
ク
ス
の
死
亡
事
案
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
の
「
事
案
」
に
よ
れ
ば
、
彼
の
区
分
で
は
第
二
事
業
で
あ
る
こ
の
部
分
を
、
第
一
事
案

と
の
関
連
で
は
、
第
一
事
案
が

[
相
続
財
産
と
い
う
]
集
合
体
を
問
題
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
第
二
事
案
が
売
却
さ
れ
た
個
別
の
物
を

問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
ス
テ
ィ
ク
ス
の
死
亡
事
案
に
つ
い
て
、
売
主
を
「
あ
な
た
」
、
買

主
を
「
私
」
、
目
的
物
を
奴
隷
(
ス
テ
ィ
ク
ス
)
、

と
想
定
し
た
う
え
、

さ
ら
に
状
況
と
し
て
、
寸
私
」
に
対
す
る
第
一
売
却
で
は
引
渡
し
は

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
引
渡
し
の
前
に
第
二
売
却
が
行
な
わ
れ
、

そ
し
て
代
価
受
領
の
う
え
、
奴
隷
が
引
渡
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

後
奴
隷
が
死
亡
し
た
、

と
い
う
よ
う
に
、
第
二
売
却
に
お
け
る
、
奴
隷
の
引
渡
し
と
代
価
受
領
に
つ
い
て
は
、
本
来
パ
ウ
ル
ス
文
で
は
言
及

北法44(6・64)1476
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さ
れ
て
い
な
い
点
を
読
み
込
ん
だ
と
い
う
よ
り
も
、
⑥
の
事
案
と
一
体
と
な
っ
た
事
案
を
想
定
し
て
、
第
二
事
案
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス
は
、
第
一
事
案
と
対
応
さ
せ
つ
つ
第
二
事
案
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
⑤
と
一
括
し
て
論
ず
る
場
合
に
は
重
要

論
点
と
な
る
厳
正
契
約
(
問
答
契
約
)
と
誠
意
契
約
(
売
却
)
と
の
対
比
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
(
と
く
に
冒
頭
の
事
案
の
説
明
で
は
)

見
受
け
ら
れ
な
い
。
諾
約
者
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
語
註
で
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
す
る
パ
ウ
ル
ス
の
結
論
に
賛
成
の
う
え
、

と
彼
の
見
解
を
付
加
し
、
標
準
註
釈
(
註
同
)
と
対
立
し
て
い

さ
ら
に
次
註
で
は
代
価
と
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
、

る

ま
た
、
「
遅
滞
な
け
れ
ば
売
主
は
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
ず
」
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
理
由
付
け
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
検
討
を
加
え

る
こ
と
な
く
、
特
定
物
の
滅
失
の
ゆ
え
に
、
売
主

(
H
諾
約
者
)
は
厳
正
契
約
・
誠
意
契
約
の
い
ず
れ
で
も
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
、

と
結
論
づ
け
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

⑤
 
相
続
財
産
中
の
個
別
物
の
売
却
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
二
買
主
に
物
を
引
渡
し
、
第
二
買
主
か
ら
代
価
を
受
領
し
た
、
と
考
え
て
お
り
、

パウルス文(D.18.4. 21)の解釈史

そ
の
点
で
は
第
一
事
案
か
ら
一
貫
し
て
い
る
。
そ
し
て
売
主
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
「
相
続
財
産
の
事
務
と
い
う
よ
り
も
買
主
の
事
務
を
行

っ
た
」
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
理
由
づ
け
を
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
も
の
と
理
解
し

(
語
註
ロ
巾
問
。
E
B
2
Z的
)
、

⑥⑥  
の

(y) 
の
命
題
と
は
無
関
係
と
考
え
て
い
る
。

二
重
売
却
さ
れ
た
個
別
物
の
滅
失
事
案
は
④
に
統
合
さ
れ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
二
点
あ
る
。
第
一
は
、

彼
の
註
釈
の
冒
頭
に
要
約
さ
れ
、
ま
た
④
で
も
述
べ
た
、
集
合
体
(
相
続
財
産
か
ら
一
般
化
さ
れ
て
い
る
)

個
別
の
物
の
売
却
に
関
す
る
第
二
事
案
と
の
明
確
な
対
比
で
あ
り
、
集
合
体
と
個
別
の
物
の
場
合
と
で
は
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
か

否
か
と
い
う
相
違
が
命
題
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
後
の
有
名
な
法
格
言
，
F
2
5
B
E
E
F〈
q
g
z吉
田

凹

巴

円

円

E
5
5
-
c
g
g
Z
F
.
の
萌

の
売
却
に
関
す
る
第
一
事
案
と

芽
と
い
え
る
議
論
が
り
・

ω
・
ω
-
N
N
を
参
照
し
つ
つ
展
開
さ
れ
、
「
集
合
体
に
お
い
て
は
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
」
が
、
「
個
別
の
物

北法44(6・65)1477



説

に
お
い
て
は
代
価
は
物
の
地
位
を
承
継
し
な
い
」
と
い
う
対
比
の
形
で
一
不
さ
れ
て
い
る

(η) 

(
語
註
一
℃
R
2宝
ロ
ユ
お
よ
び
事
案
中
の
傍
線
部
)
。

第
二
の
点
は
、

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
指
摘
し
た
不
衡
平
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。
法
的
論
点
の
解
説
と
し
て
、
彼
の
註
釈
の
末
尾
の
部
分

論

で
、
〈
二
つ
の
矛
盾
〉
が
あ
る
と
し
て
詳
細
に
検
討
し
、

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
に
対
す
る
異
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

彼
の
指
摘
す
る
矛
盾
の
第
一
は
、

価
を
受
領
し
た

コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
の
偽
罪
と
、
こ
の
法
文
で
の
売
主
の
二
重
売
却
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代

(η) 

(
二
重
売
却
の
)
売
主
が
、
特
定
物
滅
失
に
よ
り
物
に
つ
い
て
も
代
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
ず
、
ま
た
偽
罪
を
犯
し
て

い
る
お
そ
れ
も
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
罰
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
論
点
は
パ
ウ
ル
ス
文
で
言

及
が
な
い
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
に
対
し
て
彼
は
、
売
主
が
遅
滞
に
あ
る

第
一
買
主
か
ら
代
価
を
受
領
し
て
い
る
)

滞
に
な
い
か

で
事
案
の
区
別
を
行
い
、
二
重
売
却
を
行
な
い
代
価
を
二
重
に
受
領
し
た

(
H
遅
滞
に
あ
る
)
売
主
に

(
受
領
し
て
い
な
い
)

は
、
悪
意
が
あ
る
の
で
、
偽
罪
に
関
す
る
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
の
罰
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
り
お
・

5
・
N
H

註
(
印
)
参
照
)

る
標
準
註
釈
以
来
の
見
解
を
と
る
が
、
第
一
買
主
か
ら
代
価
を
受
領
し
て
い
な
い

(
遅
滞
が
な
い
)
売
主
は
偽
罪
に
あ
た
ら
な
い
、

と
し
て

矛
盾
が
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。

彼
の
指
摘
す
る
矛
盾
の
第
二
は
、
「
大
き
な
不
衡
平
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
売
主
は
第
一
買
主
と
第
二
買
主
か
ら
代
価
を
二
重
に
受
領
し

て
お
り
、
こ
の
法
文
で
の
パ
ウ
ル
ス
の
見
解
に
従
え
ば
そ
れ
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
り
不
衡
平
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
く
に
第
一
買

主
は
自
己
の
行
為
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
も
代
価
も
持
た
な
い
結
果
に
な
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
売
主
の
勤
勉
の
ゆ
え
に
取
得
し
た
第

二
買
主
か
ら
の
代
価
の
給
付
の
義
務
は
売
主
に
は
な
い
が
、
実
際
に
は
不
条
理
で
あ
る
か
ら
、
買
主
が
購
買
訴
権
に
基
づ
い
て
代
価
を
請
求

で
き
な
い
と
し
て
も
、
第
二
買
主
か
ら
の
代
価
を
不
当
利
得
と
し
て
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
そ
の
よ
う
に
売
主
が
第
一
買
主

(
刀
)

に
代
価
を
給
付
す
る
こ
と
が
善
で
あ
り
衡
平
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
パ

y

シ
ア
ヌ
ス
と
ア
ゾ
ォ
の
見
解
に
反
し
て
、
こ
の
第

二
事
案
が
個
別
の
物
の
事
案
で
あ
る
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
売
主
に
物
に
つ
い
て
の
義
務
が
な
い
こ
と
、
代
価
は
売
主
の
勤
勉
さ
の

北法44(6・66)1478

か
遅

と
す



ゆ
え
に
得
ら
れ
る

(

(

Y

)

 

こ
と
を
理
由
と
し
て
売
主
に
代
価
給
付
の
義
務
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
物
(
物
が
存

の
理
解
)

在
す
る
場
合
)
あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る
も
の

(
物
滅
失
の
場
合
。
代
価
も
こ
の
利
害
関
係
あ
る
も
の
に
含
ま
れ
て
い
る
)

を
給
付
す
る
義

務
が
生
じ
る
の
は
売
主
が
遅
滞
に
陥
っ
て
い
る

(
と
く
に
彼
は
第
一
買
主
が
代
価
を
支
払
っ
て
い
る
)
場
合
(
所
有
者
が
自
分
の
物
の
代
価

を
取
り
戻
す
の
は
当
然
の
こ
と
と
解
す
る
)

で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
不
衡
平
と
観
ら
れ
る
事
案
を
区
別
し
て
解
決
し
て
い
る

(
論
拠
の
一
つ

ロ・品∞
-
Y
N
ω

に
つ
い
て
は
註
(
訂
)
参
照
)
。

相
続
財
産
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
⑤
に
統
合
さ
れ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

③⑦  

果
実
収
取
の
問
題
の
事
案
の
理
解
、

と
く
に
文
脈
上
の
関
連
性
と
し
て
は
、
誠
意
契
約
上
の
義
務
の
類
推
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
三
部
分
(
①
i
⑫
)
に
つ
い
て
は
、
物
の
占
有
喪
失
に
つ
い
て
の
売
主
の
ク
ル
パ
の
有
無
に
よ
る
義
務
の
内
容
の
説
明
に
終
始
し
て
い

る
。
ド
オ
ル
ス
又
は
ク
ル
パ
が
あ
る
場
合
に
は
、
売
主
は
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
い
、
ド
オ
ル
ス
も
ク
ル
パ
も
な
い
場
合
に
は
訴
権
の
譲
渡

で
十
分
と
す
る
。
売
主
に
訴
訟
物
の
評
価
給
付
義
務
が
あ
る
か
否
か
に
関
し
て
は
、
訴
訟
物
の
評
価
を
含
む
、
売
却
後
に
受
領
し
た
も
の
に

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

つ
い
て
売
主
は
義
務
を
負
う
と
考
え
て
い
る

(
語
註
官
。
宮
内
)
。

こ
の
よ
う
に
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
で
は
、
第
一
事
案
と
第
二
事
案
と
の
対
比
が
鮮
明
に
さ
れ
、

ま
た
第
二
事
案
の
不
衡
平
に
つ
い
て
事
案

の
区
別
に
よ
る
矛
盾
の
解
消
が
主
張
さ
れ
、
標
準
註
釈
と
見
解
を
異
に
す
る
。

(
叩
)
な
お
、
彼
の
註
釈
に
つ
い
て
の
彼
自
身
の
解
説
に
つ
き
、

ず
書
房
一
九
八
九
年
)
一
七
O
頁
以
下
参
照
。

(η)
ロ・日・

ω
-
N
N
・
パ
ウ
ル
ス
告
示
註
解
第
二

O
巻
「
善
意
占
有
者
が
物
も
代
価
も
持
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
例
え
ば
同
一
物
を
買
戻
す
と
し
た
ら
、

彼
が
代
価
で
は
な
く
物
を
与
え
る
こ
と
を
欲
す
る
場
合
に
彼
は
聞
き
入
れ
ら
れ
る
べ
き
か
否
か
?
略
奪
者
に
お
い
て
は
選
択
は
買
主
に
あ
る
べ

(
別
宮
貞
則
・
朝
倉
文
市
訳
)

ハ
ス
キ
ン
ズ

「
十
二
世
紀
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
(
み
す

北法44(6・67)1479



説

き
で
あ
る
、
と
我
々
は
言
、
っ
。
物
の
状
態
が
悪
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
[
占
有
者
が
]
物
の
引
渡
し
を
欲
す
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な

事
情
で
は
占
有
者
が
聞
き
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
請
求
者
が
で
は
な
い
、
彼
が
代
価
を
望
む
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
望
み
は
厚
か
ま

し
い
の
で
。
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
な
ぜ
な
ら
ば
相
続
財
産
上
の
物
か
ら
利
益
を
得
た
の
で
、
代
価
か
ら
ヨ
リ
多
く
持
っ
た
も
の
も
返
還
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
観
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
宣
示
に
お
い
て
も
以
下
の
よ
う
だ
か
ら

で
あ
る
一
『
見
た
ま
え
、
元
老
院
議
員
諸
君
。
占
有
者
が
利
益
を
得
ず
、
ま
た
他
人
の
物
か
ら
得
た
代
価
を
返
還
す
る
こ
と
が
、
ヨ
リ
衡
平
で
は

な
い
か
?
な
ぜ
な
ら
ば
、
相
続
財
産
上
の
物
の
地
位
を
代
価
が
承
継
し
、
そ
し
て
あ
る
程
度
相
続
財
産
上
の
そ
れ

(
H
地
位
)
が
作
ら
れ
た
、

と
評
価
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
』
そ
れ
ゆ
え
に
占
有
者
は
、
物
も
、
そ
の
物
の
売
却
か
ら
利
得
し
た
も
の
も
請
求
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
(
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
)

リ
ィ
プ
ス

(
0
2
r『
亡
巾
U
∞
-
E
Z
5
5円
宮
市
河
内
n
Z∞
「
巾
何
冊
一
=
ロ
ロ
【
】
河
町
門
F
Z日目】『国内『君。『丹市『
-
N
-

〉
ロ
戸
同
市
w
m
w
N
-

∞-
H
G
H
・司・
2
『

ω
ω
E
3・2
5自
(
5

5
z
q
g
z
g帥)印=円
n
a
p
-
2
0
『2
・3

〈
m-・
，
句
寄
包
な
お
、
柴
田
光
蔵
「
法
律
ラ
テ
ン
語
格
言
辞
典
」
(
玄
文
社
一
九
八
五
年
)
一
一
一
一
頁

司・
2

0

H

叶
∞
一
参
照
)
に
よ
れ
ば
、
そ
の
由
来
は
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
註
解
(
ロ
印
-
N
-
N
N
)
(
註
(
山
)
参
照
)
で
あ
る
が
、
す
で
に
こ
の
オ
ド
フ
レ

ェ
ド
ゥ
ス
に
お
い
て
明
確
に
な
っ
て
お
り
令
官
。
号
守

E
5
-
「

R
Z
S
E司
2
0£
・
〈
己

-
(
E
Z
E
-
E印
{
)
)
門
・
日
向
。
一
-
N
N
品
ヘ
・
巾
円
N
N
印「。)、

さ
ら
に
ヤ
コ
プ
ス
・
ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
で
は
要
約
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
(
わ
買

-
U
B吉
田
∞
巴
言
明
白
『

FE--】
ユ
自
由
自
除
∞

2
z
E白
冨
〈
丘
町
コ
m

E
四
四
住
吉
『
丹
市
宮

(
m
O
B
E巾

5
0
2
p
'
E
H
『
。
)
。
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
要
約
は
そ
れ
ら
を
受
け
継
い
だ
も
の
に
す
ぎ
な
い

(
U
・印・

ω
d
N
N
-
に
つ
い

て
リ
ヨ
ン
版
標
準
註
釈
で
の
要
約
は
、
「
善
意
占
有
者
は
、
彼
が
そ
の
物
を
機
会
と
し
て
増
大
さ
せ
た
場
合
に
も
、
彼
が
持
つ
物
を
返
還
す
る
義

務
を
負
う
」
で
あ
る
)
。

(
花
)
こ
の
点
に
つ
き
、
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
は
、

0
・山
Y

N
・
2
の
論
拠
を
付
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
船
田
享
二
訳
「
学
説
葉
纂
第
九
巻

邦
訳
」
法
学
新
報
四
五
巻
一

O
号
九
四
頁
参
照
。
第
二
節
中
に
、
「
悪
事
を
為
す
こ
と
を
罰
し
な
い
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
(
ロ

2
5

5
宮
E
C
S色
色
円
お
巾
的
回
市
白
℃
ミ
丹
市
民
ご
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
こ
れ
を
論
拠
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。

(
ね
)
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
当
時
の
通
説
で
あ
る
が
、
標
準
註
釈
で
は
こ
の
点
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
(
註
釈
の
註
州

参
照
)
。
こ
の
見
解
の
論
拠
は
次
の
法
文
で
あ
る
。

o・
g-N・
S-
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
法
学
提
要
第
一
一
巻
「
受
領
し
た
相
続
財
産
上
の
確
定
さ
れ
た
金
銭
を
引
渡
す
よ
う
信
託
遺
贈
さ
れ
た
相

続
人
が
、
遺
言
を
作
っ
た
者
の
意
思
か
ら
離
れ
て
そ
の
後
フ
ア
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
法
の
救
済
を
用
い
る
こ
と
を
欲
し
た
場
合
に
は
、
た
と
え
そ
の

論
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受
領
に
よ
り
相
続
財
産
を
引
渡
す
の
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
彼
に
与
え
ら
れ
な
く
と
も
、
し
か
し
信
託
遺
贈
さ
れ
た
も
の
を
引
渡

す
こ
と
が
強
制
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
家
父
が
彼
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
欲
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
法
の
利
益
が
給
付
す

る
の
で
あ
る
か
ら
。
」

0
・
5
・
?
ω
N
・
ケ
ル
ス
ス
法
学
大
全
第
五
巻
「
あ
な
た
が
私
と
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
金
銭
消
費
貸
借
を
求
め
、
私
は
私
の
債
務
者
が
あ
な
た
に
諾

約
す
る
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
、
あ
な
た
は
、
彼

(
H
私
の
債
務
者
)
を
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
の
債
務
者
と
考
え
て
、
あ
な
た
が
問
答
契
約
を
し
た

と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
私
に
債
務
を
負
う
か
否
か
?
い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
な
た
が
私
と
い
か
な
る
事
務
も
契
約
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
私
は

懸
念
す
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
あ
な
た
が
債
務
を
負
う
と
私
が
み
な
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私
が
あ
な
た
に

金
銭
を
貸
し
た
か
ら
で
は
な
く
(
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
合
意
者
間
で
は
こ
れ
は
起
こ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
)
、
あ
な
た
に
渡
さ
れ
た
の
は
私

の
金
銭
な
の
で
、
そ
れ
が
私
に
あ
な
た
か
ら
返
さ
れ
る
の
が
善
で
あ
り
衡
平
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
こ
の
法
文
の
最
後
の
理
由
付
け
が
持
ち
出
さ
れ

て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
が
、
事
業
の
類
似
性
に
つ
い
て
の
彼
ら
自
身
の
説
明
が
な
い
の
で
、
彼
ら
の
思
考
過
程
を
容
易
に
は
理
解
で
き
な
い
。

パウルス文(0.18.4.21)の解釈史

〈
小
括
〉

註
釈
学
派
で
の
パ
ウ
ル
ス
文
解
釈
の
展
開
を
概
括
す
る
と
、
法
文
を
三
部
分
に
区
分
し
て
事
案
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
定
着
、
第

一
部
分
と
第
二
部
分
の
対
照
に
関
し
て
「
集
合
体
に
お
い
て
は
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
が
、
個
別
物
に
お
い
て
は
承
継
し
な
い
」
と

い
う
命
題
化
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
第
二
部
分
に
お
け
る
不
衡
平
の
問
題
(
パ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
、
ア
ゾ
ォ
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
と
矛
盾

の
解
消
に
か
か
る
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
異
論
と
の
対
立
)
が
中
心
的
な
論
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
相
続
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
買
主
の

事
務
を
行
な
う
」
と
「
物
か
ら
の
利
得
と
行
為
か
ら
の
利
得
」
と
い
う
観
点
は
そ
れ
ら
中
心
的
問
題
を
論
ず
る
際
の
視
点
、
論
拠
に
す
ぎ
ず
、

厳
密
な
検
討
が
未
だ
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

北法44(6・69)1481 



説

註
釈
学
派
の
法
文
解
釈
に
特
徴
的
な
点
を
整
理
し
て
お
く
と
、
第
一
に
、
「
事
案
」
に
よ
る
法
文
自
体
の
理
解
へ
の
努
力
が
あ
る
。
こ
れ

は
膨
大
な
ロ
オ
マ
法
源
を
簡
略
に
理
解
す
る
作
業
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。
次
い
で
そ
れ
ら
を
比
較
し
、
論
理

号也
画岡

的
に
矛
盾
を
解
消
し
て
調
和
さ
せ
る
論
理
的
な
整
合
性
を
追
求
す
る
た
め
の
前
提
作
業
と
な
り
え
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
例
え
ば
オ
ド

フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
に
お
け
る
相
続
財
産
(
集
合
体
)
売
却
と
個
別
物
売
却
の
対
照
ゃ
、
標
準
註
釈
に
お
い
て
、
売
主
の
義
務
内
容
が
物
か
、
代

価
か
、
訴
権
か
、
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、

パ
ウ
ル
ス
の
事
案
の
展
開
が
考
慮
に
入
れ
ら
ず
に
第
一
事
案
で
は

問
題
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
ま
で
註
に
お
い
て
付
加
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、

註
釈
学
派
の
解
釈
の
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
「
善
」
、
「
衡
平
」
が
こ
の
パ
ウ
ル
ス
文
の
解
釈
で
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
占
め
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
三
に
、
論
拠
と
し
て
引
用
す
る
法
文
の
事
案
に
つ
い
て
、
判
断
の
理
由
説
明
が
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
引
用
の
意
図
が
理
解
で
き
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

而
出

註
解
凶
暴
(
助
言
学
派
)

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
註
解
学
派
の
著
作
の
形
式
は
い
ず
れ
も
講
義
用
の
「
註
解
」
で
あ
り
、
現
実
の
法
的
問
題
に
つ
い
て
の
助
言
を
そ
の

活
動
の
重
要
な
部
分
と
す
る
「
助
言
学
派
」

の
側
面
を
本
稿
で
は
十
分
に
分
析
で
き
な
い
。

北法44(6・70)1482



3 

(
お
)

ヤ
コ
ブ
ス
・
ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス

ヤ
コ
ブ
ス
・
ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス

(
一
回
世
紀
前
半
)

そ
の
註
解

は
、
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
以
前
の
註
解
学
派
に
属
す
る
法
学
教
師
で
あ
る
が
、

は
、
ォ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
「
講
義
」
ほ
ど
大
規
模
で
は
な
く
、
全
法
文
に
つ
い
て
の
註
解
が
為
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、

註
解
の
形
式
と
し
て
は
、
要
約
、
法
文
の
区
分
と
文
言
の
説
明
お
よ
び
法
的
問
題
に
つ
い
て
の
異
論
の
提
示
と
解
決
か
ら
な
る
。

〈訳〉

旧
学
説
集
纂
註
解
第
一
巻

一
六
O
六
年
)

*
ゴ
シ
y

ク
体
の
部
分
は
本
文
中
を
除
き
原
文
斜
字
体
。
本
文
中
の
も

(
ロ
オ
マ
版

の
は
パ
ウ
ル
ス
文
中
の
文
言
の
部
分
を
分
か
り
ゃ
す
い
よ
う
に
筆
者
が
改
め
た
。

要
約
相
続
財
産
を
熟
慮
れ
お
こ
と
に
よ
り
売
主
に
到
達
し
て
い
る
利
益
は
全
て
買
主
に
給
付
さ
れ
る
が
、
個
別
の
物
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
。

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

第
二
十
一
法
文

1

〈

m
Z
E
4
0
2
・
相
続
財
産
を
熟
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
売
主
に
到
達
す
る
利
益
は
全
て
買
主
に
給
付
さ
れ
る
が
、
個
別
の
物
に
お
い
て
は
そ
う

で
は
な
い
、
こ
れ
を
、
買
主
の
事
務
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
売
主
に
到
達
す
る
も
の
と
あ
な
た
は
理
解
す
る
。
註
釈
の
よ
う
に
区
分
せ
よ
、
あ

る
い
は
]
以
下
の
よ
う
に
]
述
べ
よ
。
ま
ず
第
一
に
、
主
題
が
、
そ
し
て
問
題
、
そ
し
て
解
決
が
形
成
さ
れ
る
、
包

o
a
o
の
[
の
前
]
ま
で
。
そ
の

(
H
2

2
宮
の
)
箇
所
で
は
、
第
二
の
問
題
が
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
解
決
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
問
題
か
ら
第
一
の
問
題
の
効
用
が
起
き
上
が
る
、
師
二
doo

z
s
[の
前
]
ま
で
。
そ
の

(
H
2
F
2
5
3
の
)
箇
所
で
は
、
個
別
の
物
に
つ
い
て
の
場
合
に
黙
示
の
異
論
の
方
法
を
通
じ
て
、

a
c
oヨ釦
a
ヨ
o
a
Eヨ

[
の
前
]
ま
で
。
そ
の

(
H

宮
市
自
注
目
。
ι=自
の
)
箇
所
で
は
個
別
の
物
と
集
合
体
と
の
問
の
相
違
を
類
似
を
通
じ
て
証
明
す
る
、

S
E
a
m
-
3ヨ
[
の
前
]

ま
で
。
そ
の

(
H
官
。
品
目
F
Z
B
の
)
箇
所
で
は
売
却
さ
れ
た
、
ま
た
あ
た
か
も
売
却
さ
れ
た
よ
う
な
物
の
場
合
が
語
ら
れ
、
解
決
さ
れ
る
、
末
尾
ま
で
。

北法44(6・71)1483



説

明
白
さ
の
た
め
に
、
知
る
べ
き
こ
と
は
、
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
る
間
に
、
売
買
問
答
契
約
が
行
わ
れ
る
の
が
習
わ
し
で
あ
り
、
と
こ
ろ
が
問
答
契
約

が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
売
却
契
約
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
、
そ
の
ゆ
え
に
、
懸
念
を
取
り
除
く
理
由
の
み
に
よ
っ
て
問
答
契
約
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

要
約
相
続
財
産
の
買
主
は
、
売
主
が
ク
ル
パ
に
あ
る
場
合
に
は
、
ク
ル
パ
に
な
い
場
合
よ
り
も
、
ヨ
リ
悪
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
見
出
だ
さ
れ
る
。

北法44(6・72)1484

5命

-
w
o
z
o
a
包
『
O
(
ヨ
}
・
一
一
一
つ
の
部
分
に
区
分
せ
よ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
売
主
は
売
却
す
る
こ
と
に
お
い
て
最
初
か
ら
ク
ル
パ
を
犯
し
て

い
た
、
回
o
a
Z
[
の
前
]
ま
で
。
そ
の

(
H
児
島

5
の
)
箇
所
で
は
、
売
主
に
関
し
て
、
占
有
を
請
求
す
る
こ
と
に
お
い
て
犯
さ
れ
た
、
後
に
為
さ
れ
た

こ
と
に
基
づ
く
ク
ル
パ
が
あ
っ
た
、
コ
釦
『
4
4
h
F

包
[
の
前
]
ま
で
。
そ
の

(
H
Z
B
除
巴
の
箇
所
で
は
)
ク
ル
パ
は
全
て
止
む
、
一
コ
ヨ
コ
0
3
ま
で
。
以
下

の
こ
と
を
注
意
せ
よ
、
す
な
わ
ち
売
主
が
ク
ル
パ
に
あ
る
場
合
に
は
、
ク
ル
パ
に
な
い
場
合
よ
り
も
買
主
が
ヨ
リ
悪
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
見
出
だ
さ

れ
る
。
と
い
う
の
は
、
売
主
が
ク
ル
パ
に
あ
る
場
合
に
は
、
[
売
主
は
}
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
ぃ
、
そ
し
て
滅
失
に
よ
っ
て
買
主
か
ら
免
れ
る
が
、

売
主
が
ク
ル
パ
に
な
い
場
合
に
は
[
売
主
は
]
買
主
に
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
い
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
滅
失
に
よ
っ
て
免
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。

法
文
の
前
文

(
H
冒
頭
)
に
つ
い
て
、
問
答
契
約
が
効
力
を
生
じ
る
場
合
、
両
方

(
H
物
と
代
価
)
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
異
論
[
が

あ
る
]
。
一
方
で
な
け
れ
ば
、
決
し
て
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
誠
意
云
々
だ
か
ら
で
あ
る
。

同
じ
く
、
問
答
契
約
が
効
力
を
発
せ
ら
れ
得
な
い
場
合
に
、
問
答
契
約
は
行
わ
れ
な
い
と
い
う
異
論
、
例
え
ば
後
出
口
・

ω
m
p
ω
e
E
-
H
・
の
よ
う
に
。

解
決
。
た
と
え
過
剰
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
効
力
を
発
せ
ら
れ
得
る
、

u
h
i
5・
5
・N
∞
の
こ
と
が
悌
怠
さ
れ
た
と
観
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
よ
う
に
。

同
じ
く
、

O
H
M
-
Y
N
ω

に
つ
い
て
異
論
。
解
決
。
註
釈
の
よ
う
に
、
な
ぜ
な
ら
ば
そ
こ
一
0
・
巴
-
Y
N
ω
一
で
は
あ
る
者
が
、
し
か
も
、
他
の
い
か
な

る
救
済
も
持
た
な
い
た
め
に
方
策
と
し
て
、
自
分
の
物
を
請
求
し
て
い
る
[
の
に
対
し
て
、
]
こ
こ
ち
・
戸
山
Y
A
H
-
N
H
一
で
は
自
分
に
対
し
て
義
務
が
あ
る

と
こ
ろ
の
物
の
代
価
を
、
し
か
も
購
買
に
基
づ
く
訴
権
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
方
策
と
し
て
で
は
な
く
、
請
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

同
じ
く
、
買
主
が
自
分
の
疑
念
か
ら
こ
れ

(
H
代
価
)
を
得
る
場
合
に
[
買
主
が
]
維
持
す
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
異
論
。
国
庫
あ
る
い
は
詐

欺
に
関
係
し
な
い
原
告
で
あ
る
買
主
に
十
分
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
註
釈
は
認
容
し
て
い
る
。
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SVMMARIVM 

Omne CO'I悌削odumobueniens contemplati側 ehareditatis ad venditorem 抑制tαturemptori， in陀 singularinon est it.α. 

LEX XXI. 

1 VENDITOR. Omne commodum obueniens contemplatione hareditatis ad ve(n)ditorem prastatur emptori， in re singulari no(n) 

est ita， intelligas hic ad venditorem peruenisse regendo negotium emptoris， diuide， ut glo(ssa) vel dic， quod primo formatur thema， & 

quastlO唱&solutio， vsque ibi [si ergo] ibi formatur secunda quastio， & soluitur ， ex qua quastione insurgit vtilitas prima 
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diuersi比tat旬emlllter rem S幻ingl伊ularem，& vniuersalem per simile vsque ibi [quod si rem] ibi loquitur vbi re vendita， sed quasi vendita， 

Sol(utio). vsque in fin(e). Ad euidentiam est sciendum， quod dum venditur hareditas solet interponi stipulatio empta， & vendita， si 

tamen non inteponatur intelligitur in contractu venditionis， vnde interponitur stipulatio solu(m) causa dubitationis tollenda. 
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SVMMARIVM. 

1 Emttor hareditatis reteritur esse deterioris conditionis， cum開 nditorest in culta，似仰tq屯wndoest absque culpι 

告 Quodsi re(m). Diuide in tres partes， quia primo venditor commisit culpam ab initio in vendendo， vsque ibi [sed in] ibi fuit 
(~) 

pet venditorem culpa ex post facto commisa in possessione petenda， vsque ibi [nam & si] cessabat omnis culpa， vsque [in finem] 

Nota hic quod reperitur esse deterioris conditionis emptor， quando venditor est in culpa， quam quando est sine culpa， nam si 
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venditor non est in culpa tenetur ad rem， & per interitum liberatur ab emptore， sed si venditor non est in culpa tenetur emptori ad 

pretium， & sic per interitum non liberatur. 

Opp(ositio). ad princip(ium) l(egis) quod cum stipulatio co(m)mittatur vtrumque debet exigi， imo non， nisi vnum， quia bona fides 

&c. 

Item opp(ositio). quod stipulatio non interponatur， cum committi non possit， vt 1. hac stipulatio ~. diuus i vt leg(atis) nomine 

cauetur. Sol(utio). imo potest committi， licet sit superuacua， & hoc ne videatur neglectum， vt 1. item apud ~. hoc dictum i de iniurijs. 

Item opp(ositio). de 1. si eum seruum supra si cert. pet. Sol(utio). vt glo(ssa) quia ibi petit quis pretium rei suae， & in subsidium， 

cum nullum auxilium aliud habeat， hic petit rei pretium sibi debita， & non in subsidium， cum habeat actionem ex empto 

Item opp(ositio). cum emptor ex dubio suo hoc consequatur， non debeat retinere， hoc fatetur gl(ossa) vt bene applicatur fisco， vel 

actori emptori， qui fraudem non participauit. 

Item opp(ositio) quod liberetur cedendo actione(m) furti， vt 1. eum qui i de furt. Sol(utio) vt glo(ssa) 

Item opp(ositio). quod non fuerit in culpa quando fuit deiectus(. ) Sol(utio). imo fuit， quia potuit resistere， sed quid si fecit， nec 

potuit resistere， dic vt glo(ssa) 
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が
一
八
巻
で
は
な
く
、
一
五
巻
に
あ
る
の
は
、
彼
の
依
拠
し
た
学
説
蒙
纂
の
刊
本
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
筆
者
に
は
今

の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

(
円
)
円
。
ロ
宮
自
立
国
C
C
本
来
の
意
味
か
ら
し
て
、
「
膜
想
す
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、
差
当
り
管
理
の
ほ
か
利
益
を
あ
げ
る
思
考
を
巡
ら
す
こ
と
と
理
解

し
て
、
「
熟
慮
」
と
訳
出
し
て
お
く
。

(
沌
)
百
『
巾
一

5

2
の
誤
植
で
あ
る
。

(
内
)
司
命
庁
唱
え
の
誤
植
で
あ
る
。

解
説、J

ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
の
註
解
で
は
、
法
文
の
事
案
に
つ
い
て
の
詳
細
な
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
は
全
く
観
ら
れ
ず
(
し
た
が
っ
て
、
註
釈
学
派
以
来

パウルス文(D.18. 4. 21)の解釈史

の
三
部
構
成
は
な
さ
れ
て
い
な
い
て
法
的
論
点
に
応
じ
た
区
分
、
異
論
の
整
理
と
そ
れ
に
伴
う
簡
単
な
解
答
し
か
行
な
っ
て
い
な
い
。

彼
は
‘
パ
ウ
ル
ス
文
を
①
j
③
と
⑨
1
⑫
の
二
部
に
分
け
て
、
議
論
を
整
理
し
て
い
る
が
、
第
一
部
で
は
、

そ
の
要
約
が
オ
ド
フ
レ
ェ
ド

ウ
ス
の
一
般
化
と
は
異
な
る
。
第
一
に
相
続
財
産
に
限
定
し
て
「
集
合
体
」
に
ま
で
一
般
化
し
て
い
な
い
。
第
二
に
、
相
続
財
産
売
却
に
お

け
る
⑤
附
「
相
続
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
買
主
の
事
務
を
行
な
う
」
と
い
う
理
由
と
⑤
個
別
物
売
却
に
お
け
る

(
Y
)
「
行
為
に
よ
っ
て
得
た
」

と
い
う
理
由
と
の
対
比
が
、
要
約
に
お
い
て
、

オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
第
一
事
案
と
第
二
事
案
と
の
区
別
の
重
要
な
視
点
で
あ
っ
た
「
代
価

が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
か
否
か
」
に
結
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
相
続
財
産
の
場
合
に
は
そ
の
熟
慮
に
よ
り
得
た
利
益
を
買
主
に

給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
個
別
の
物
の
場
合
は
別
で
あ
る
」
と
一
般
化
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
言
及
す
る
も
う
一
つ
の
法
的
論
点
と
し

て
、
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
る
理
由
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

(
売
買
契
約
の
目
的
実
現
に
つ
い
て
の
)
買
主
の
疑
念
か
ら
と
説
明
さ
れ
て

北法44(6・75)1487



説

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
彼
は
、

そ
の
有
用
性
、
す
な
わ
ち
、
問
答
契
約
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
売
買
契
約
で
は
目
的
物
滅
失
の
場
合
に
売
主

自命

が
物
給
付
義
務
を
免
れ
た
り
す
る
な
ど
第
二
部
で
論
じ
ら
れ
る
買
主
の
不
利
益
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ

(
初
)

れ
る
。そ

の
論
点
と
対
応
し
て
い
る
の
が
第
二
部
で
あ
る
と
い
え
る
、
彼
に
よ
れ
ば
、
第
二
部
の
法
的
論
点
は
相
続
財
産
の
売
主
の

(
物
の
滅
失

ま
た
は
占
有
喪
失
に
つ
い
て
の
)

ク
ル
パ
の
有
無
に
よ
る
、
売
買
契
約
に
基
づ
く
売
主
の
義
務
(
従
っ
て
、

そ
れ
に
対
応
す
る
買
主
の
得
る

も
の
)

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
相
続
財
産
の
買
主
は
、
売
主
に
ク
ル
パ
が
あ
る
場
合
(
売
主
の
義
務
一
物
、
滅
失
に
よ
り
義
務
を
免
れ
る
)

の
方
が
ク
ル
パ
に
な
い
場
合
(
売
主
の
義
務
一
代
価
、
滅
失
に
よ
っ
て
も
免
れ
な
い
)
よ
り
も
状
況
が
悪
化
す
る
、
と
要
約
さ
れ
て
い
る
。

(
剖
)

そ
し
て
第
二
段
落
以
降
は
、
法
的
論
点
ご
と
の
異
論
と
解
決
の
整
理
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
標
準
註
釈
の
見
解
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

プ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
の
註
解
は
、
こ
れ
自
体
で
は
、
法
文
の
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
と
し
て
は
は
な
は
だ
不
十
分
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
標
準
註

釈
と
対
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
法
的
論
点
の
整
理
と
、
実
務
的
視
点
か
ら
の
問
題
整
理
と
し
て
一
定
の
役
割
を
持
つ
と
い
え
よ
う
か
。

(
剖
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
一
言
及
は
な
い
が
、
標
準
註
釈
の
註
川
、
註
同
で
指
摘
さ
れ
た
り

2
・
Y
N
ω
-
E
片
足
-
の
問
答
契
約
文
言
か

ら
(
註
(
町
)
参
照
)
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
後
の
デ
・
ロ
サ
ァ
テ
に
お
い
て
は
こ
の
点
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
(
本
文
4
参
照
)
。

(
別
)
こ
こ
に
は
第
一
部
の
論
点
が
入
り
こ
ん
で
い
る
。
第
二
段
落
は
問
答
契
約
の
効
力
の
問
題
②
例
で
、
標
準
註
釈
の
見
解
を
維
持
す
る
。
第
一
一
一

段
落
は
問
答
契
約
が
常
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
第
一
部
で
の
問
答
契
約
の
効
用
の
問
題
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第

四
段
落
は
、
ア
ァ
ク
ル
シ
ウ
ス
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
⑥
に
お
け
る
売
主
の
代
価
給
付
義
務
の
法
的
構
成
の
問
題
で
あ
る
が
、
パ
ッ
シ
ア
ァ
ヌ

ス
と
ア
ゾ
ォ
の
方
策
と
す
る
異
論
を
排
斥
し
て
標
準
註
釈
に
従
っ
て
い
る
。
第
五
段
落
は
偽
罪
の
罰
金
に
関
す
る
議
論
と
思
わ
れ
る
(
後
述
デ
・

ロ
サ
7

テ
参
照
)
。
第
六
・
第
七
段
落
は
⑮
に
関
し
て
標
準
註
釈
に
従
っ
て
い
る
。
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4 

ア
ル
ベ
リ
ク
ス
・
デ
・
ロ
サ
ァ
テ

(

幻

)

(

九

)

一
四
世
紀
前
半
に
活
動
し
た
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
・
デ
・
ロ
サ
7

テ
の
註
解
は
、
註
解
の
典
型
的
な
様
式
を
持
つ
。
彼
の
註
解
に
お
け
る
最
大

(
白
山
)

の
特
徴
は
、
異
論
を
唱
え
た
法
学
者
名
を
引
用
し
て
整
理
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
彼
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
為
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
諸
学
者
の
見
解
を
豊
富
に
引
用
し
な
が
ら
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
註
釈
学
派
以
来
の
学
説
状
況
も

う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。

〈
訳
〉
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
・
デ
・
ロ
サ
ア
テ
旧
学
説
集
纂
註
解
(
一
五
八
五
年

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
版
)

パウルス文(0.18. 4. 21)の解釈史

要
約相
続
財
産
を
熟
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
入
っ
て
く
る
利
益
は
売
主
か
ら
買
主
に
返
還
さ
れ
る
が
、
個
別
の
物
に
お
い
て
は
[
異
な
る
]
。

相
続
財
産
と
相
続
財
産
の
個
別
の
物
と
は
ど
の
く
ら
い
異
な
る
か
。

相
続
財
産
上
の
諸
物
を
売
却
し
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ら
を
特
(
別
)
に
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
指
定
さ
れ
た
物
の
な
か
か
ら
(
あ

る
も
の
)
一
つ
を
売
却
す
る
場
合
に
は
、
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
せ
ら
れ
る
。

2 3 第
二
一
法
文
。
相
続
財
産
か
ら
の
売
主
。
相
続
財
産
を
熟
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
利
益
は
、
売
主
か
ら
買
主
に
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
個
別
の
物
に
お
い
て
は
、
[
売
主
が
]
買
主
の
事
務
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
[
利
益
が
]
売
主
の
も
の
と
な
る
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
よ
う

に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
、
相
続
財
産
の
売
主
は
、
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
る
前
に
彼
に
よ
っ
て
売
却
さ

れ
た
個
別
の
物
の
代
価
、
そ
れ
だ
け
を
買
主
に
給
付
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
売
却
契
約
が
結
ぼ
れ
て
、
物
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
物
あ
る
い
は

代
価
を
。
し
か
る
に
滅
失
し
て
、
全
く
代
価
だ
け
と
な
る
。
そ
し
て
註
釈
に
従
っ
て
三
つ
の
部
分
に
分
け
よ
。
第
二
[
部
分
]
は
こ
の
箇
所
、
す
な
わ

北法44(6・77)1489 



説

ち曲。一
a
z
o
o
z
s
ま
で
。
第
三
[
部
分
]
は
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち

a
E
o
a
包
『
@
ヨ
。
あ
る
い
は
、
ま
ず
第
一
に
主
題
が
形
づ
く
ら
れ
、
質
問
と
解

決
が
こ
の
箇
所
ま
で
、
す
な
わ
ち
包

0
2
0
0
ま
で
。
こ
こ
で
第
二
の
質
問
が
形
づ
く
ら
れ
、
そ
し
て
解
決
さ
れ
る
。
そ
の
質
問
か
ら
第
一
の
質
問
の

効
用
が
起
き
上
が
る
の
が
、
こ
の
筒
所
、
す
な
わ
ち

g
a
z
o
o
z
s
。
そ
の
箇
所
で
、
あ
る
者
の
黙
示
の
反
論
の
方
法
に
よ
っ
て
個
別
の
物
へ
と
話

題
を
転
じ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
ま
で
、
す
な
わ
ち

a
z
oヨ
白
色
ヨ
o
a
zヨ
ま
で
。
そ
の
箇
所
で
個
別
の
物
と
集
合
体
と
の
聞
の
相
違
を
証
明
す
る
。
こ
の

箇
所
ま
で
、
す
な
わ
ち

a
c
o
a
忽
お
ヨ
ま
で
。
そ
の
箇
所
で
語
ら
れ
る
の
は
、
売
却
さ
れ
た
物
に
お
い
て
で
は
な
く
て
、
あ
た
か
も
売
却
さ
れ
た
よ
う

な
[
物
に
お
い
て
]
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
、
す
な
わ
ち
こ
の
法
文
の
末
尾
ま
で
。
同
様
に

a
E
o
a
包
芯
ヨ
を
三
つ
の
部
分
に
細
区
分
せ
よ
。
な
ぜ
な
ら

ま
ず
第
一
に
売
主
は
売
却
に
お
い
て
最
初
か
ら
ク
ル
パ
を
犯
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
ま
で
、
す
な
わ
ち
帥
mwa
包

E
a
o
F
O
O宮
前
ま
で
。
そ

の
箇
所
で
は
、
占
有
を
失
っ
た
こ
と
に
お
け
る
諸
々
の
企
て
に
よ
り
後
か
ら
行
な
わ
れ
た
こ
と
か
ら
し
て
売
主
に
よ
る
ク
ル
パ
が
あ
っ
た
。
こ
の
箇
所

ま
で
、
す
な
わ
ち
コ
釦
ヨ
免
包
ま
で
。
そ
の
箇
所
で
は
、
彼

(
H
売
主
)
の
ク
ル
パ
が
生
じ
な
か
っ
た
。
法
文
の
末
尾
ま
で
。
ギ
ド
・
デ
・
ス
ザ
7

{
削
田
一
V

《

R
w
v

リ
ア
は
最
初
の
註
釈
を
排
斥
し
、
そ
し
て
そ
の

(
H
註
釈
の
)
区
分
を
[
排
斥
す
る
]
。
そ
し
て
、
[
そ
の
註
釈
が
]
諸
々
の
暖
昧
な
も
の
を
含
ん
で
い

る
、
と
言
う
。
ま
た
彼
が
言
、
つ
に
は
、
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
は
善
く
、
第
二
の
部
分
が
始
ま
る
の
は
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
包

o
a
o

で
あ
り
、
第
一
一
一
の
部
分
が
[
始
ま
る
の
]
は
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち

a
E
o
a
包
『
φ
ヨ
で
あ
る
、
と
言
う
。
ま
た
、
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
が
、
[
物

と
代
価
の
]
両
方
に
つ
い
て
も
、
ま
た
あ
る
時
に
は
物
に
つ
い
て
、
ま
た
あ
る
時
は
代
価
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
、
と
言
う
、
こ
の
法
文
の
第
二
部
分

に
お
け
る
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
忽
@
『
@
O
云
々
、
の
よ
う
に
。
文
言
を
説
明
せ
よ
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
〈
@
コ

2
8『
、
相
続
財
産
の
。
こ
の
箇
所
、

す
な
わ
ち
師
去
さ
E
Z
0
2
0
0
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
註
釈
に
お
け
る
よ
う
に
、
お
よ
び

U
-
m
o
-
-
m
p
m
w
斗
・
の
よ
う
に
述
べ
よ
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち

官
邸
g
s
s
a
o
σ
o
a
。
あ
る
い
は
物
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
代
価
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
両
方
に
つ
い
て
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
包
言
。
2cヨ
。

{
邸
)

単
に
[
代
価
]
の
み
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
ヨ
0
5
胃
0
0
0師包
g
a
。
グ
リ
エ
ル
ム
ス
・
デ
・
ク
ネ
オ
が
り
・

ω
・
印
・
品
∞
(
品
。
)
お
よ
び
ゎ
・

ω
・
ωN-ω
・

に
関
し
て
注
記
し
て
い
る
こ
と
を
観
よ
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち

a
E釦ヨ

2
0
5
s
s
gヨ
。
私
が
物
の
滅
失
後
に
は
代
価
に
つ
い
て
買
主
に
義
務
を
負

う
の
と
同
様
川
。
理
由
、
な
ぜ
な
ら
こ
の
箇
所
で
は
、
類
に
お
け
る
債
務
者
だ
か
ら
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
前
出
直
近
の
も
の
は
種
に
お
け
る
[
債
務
者
]

z
t
 

だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
云
々
、

nhR・N
・
Z
の
よ
う
に
。
文
節
話
一
a
z
o
n
z
s
に
お
い
て
、
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち

3
0
2
S
o一
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
に
奴
隷
に
つ
い
て
私
は
義
務
を
負
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
私
は
滅
失
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
代
価
に
つ
い
て
も
[
私
は

義
務
を
負
わ
]
な
い
。
す
な
わ
ち
後
続
の
言
。
E
C
ヨ

o
Zヨ
云
々
と
い
う
理
由
の
ゆ
え
に
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
り

5
・
Y
印
(Yω
・
お
よ
び
ロ
印
-ω
・

2
、
そ
の
箇
所
で
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
妨
げ
と
な
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち

Z曲。『@色一同
g
z
oコ
言
。
こ
れ
す
な
わ
ち
相
続
人
[
で
あ
る
]

論
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

私
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
2
0
0
2
E
ヨ
由
自
由
ヨ
。
な
ぜ
な
ら
私
は
類
に
お
け
る
債
務
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
前

述
の
包
@
『
G
O
の
文
節
に
お
い
て
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
[
前
出
の
も
の
は
]
種
に
お
け
る
〔
債
務
者
で
あ
る
]
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
4
2
h
a
s

可
否
o
a
a
。
前
に
述
べ
ら
れ
た
土
地
か
ら
彼
が
得
た
も
の
か
ら
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
σ
0
2
ω
0
2
a
空
『
白
神
5
2
0
0
こ
れ
す
な
わ
ち
、
誠
意
訴
訟
に
属

す
る
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
よ
っ
て
、
前
出
U
・
S
・
-
-
E
・
E
-
の
よ
う
に
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
Z
E
S
Z
3
8
=
。
後
出
口
・

2
岨
「
記
官

で
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
観
よ
o
a
E
o
a
包
『
@
ヨ
の
文
節
に
お
い
て
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
芸
帥
釦
O
皇
ヨ
皇
0
2
0
ヨ
8
0
0
立
彼
の
頑
固
さ
の
た

め
に
、
前
出
0
・

p
r
。
∞
-
の
よ
う
に
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
雪
印
@
a
m
『
o
a
o
σ
@
o
。
な
ぜ
な
ら
私
が
、
他
人
が
占
有
し
て
い
る
の
に
売
却
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
ク
ル
パ
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ゆ
え
に
私
は
物
あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る
も
の
を
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
、

(
回
開
)

す
な
わ
ち

g一
色
師
一
三
a
@
一
o
o
Z
曲
。
デ
ィ
ヌ
ス
に
従
え
ば
、
売
却
の
前
に
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
矛
盾
を
無
く
す
る
。
他
の
者
達
に
従
え
ば
、
あ
る
い

は
後
に
、
私
の
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
、
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
曲
σ
包
E
O
『
。
。
註
釈
の
よ
う
に
説
明
せ
よ
、
そ
し
て
説
明
に
注
意
せ
よ
。
そ
し
て
ア
ル
フ

〈
帥
W
)

7

ベ
ッ
ト
に
お
い
て
観
よ
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
宮
w
a
コ@
U
Z
。
し
か
し
彼

(
H
貫
主
)
は
物
あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る
も
の
に
つ
い
て
訴
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
彼
が
欲
す
る
な
ら
ば
、
罰
金
[
に
つ
い
て
]
さ
え
も
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
こ
と
は
売
主
を
敵
視
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
た
ま
た
ま
買
主
の
利
害
関
係
あ
る
も
の
が
罰
金
よ
り
も
小
さ
い
と
し
て
も
。
し
か
る
に
彼

(
H
売
主
)
が
ク
ル
パ
に
な
い
場
合
に
は
、
私
は
訴

権
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
結
論
さ
れ
る
。
こ
の
筒
所
、
す
な
わ
ち
雪
印
。
師
s
s
a
o
σ
o
σ
a
。
略
奪
者
あ
る
い
は
盗

人
に
対
す
る
[
訴
権
を
]
。
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
@
5
5
8
8一色
2
0
5
0
引
渡
し
の
前
に
彼
の
ク
ル
パ
な
く
し
て
。
文
言
が
説
明
さ
れ
た
[
の
で
]
、

相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
る
な
ら
ば
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
と
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
よ
。
し
か
る
に
、
[
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
が
]
行
な
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
売
却
契
約
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
な
に
ゆ
え
に
疑

念
を
取
り
除
く
こ
と
を
唯
一
の
原
因
と
し
て
行
な
わ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
。
同
様
に
注
意
せ
よ
、
a
z
o
a
師
一
『
O
ヨ
の
文
節
か
ら
、
売
主
が
ク
ル
パ

の
な
い
場
合
よ
り
も
、
ク
ル
パ
に
あ
る
場
合
に
、
買
主
は
よ
り
悪
い
状
態
に
な
る
と
い
こ
と
が
探
求
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
。
と
い
う
の

は
[
売
主
が
]
ク
ル
パ
に
あ
る
場
合
に
は
、
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
が
、
物
の
滅
失
に
よ
っ
て
免
れ
る
[
の
に
対
し
て
]
、
[
売
主
が
]
ク
ル
パ
に
な

い
場
合
に
は
、
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
ぃ
、
ま
た
滅
失
に
よ
っ
て
も
免
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
問
答
契
約
が
[
物
と
代
価
の
]
両
方
に
つ
い
て
為
さ

れ
た
場
合
に
、
両
方
が
成
就
さ
れ
る
と
い
う
、
法
文
の
冒
頭
に
つ
い
て
の
異
論
。
解
決
。
一
方
[
に
つ
い
て
]
で
な
け
れ
ば
、
無
論
否
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
信
義
が
容
れ
な
い
云
々
の
ゆ
え
に
、
た
と
え
ば
後
出
0
・
印
0
・
H

吋・

5
。
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
、
ロ
品
印

-rzω
・
は
妨
げ
と
な
ら
な
い
。
あ

る
い
は
こ
こ
で
は
利
害
関
係
あ
る
も
の
全
体
[
で
あ
り
で
し
か
る
に
そ
こ
で
は
個
別
の
利
害
関
係
あ
る
も
の
[
で
あ
る
]
。
同
様
に
、
問
答
契
約
が
効
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説

力
を
生
じ
な
い
の
で
、
行
な
わ
れ
な
い
と
い
う
異
論
、
例
え
ば
前
出
0
・
ω
-
u
-
ぉ
・
並
び
に
つ
お
ロ
0
2
こ
g
月
比
号
三
国

g
m
E
E印
]
の
よ
う
に
。

解
決
。
無
論
効
力
を
生
じ
さ
せ
ら
れ
得
る
。
問
答
契
約
が
過
剰
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
ま
た
む
し
ろ
心
配
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
慨
怠
し
た
と
観
ら

(

肌

山

山

)

れ
な
い
よ
う
に
[
問
答
契
約
が
}
行
な
わ
れ
る
、
例
え
ば
ロ
品
、
N

E
・
E
-
N
め
お
よ
び
)
(
印
・
叶
-HH
の
よ
う
に
。
あ
る
い
は
述
べ
よ
、
少
な
く
と
も
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
こ
の
問
答
契
約
が
有
用
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
ば
信
命
人
が
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
は
な
い
も
の
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
、
と
。
ま
た

そ
の
問
答
契
約
が
信
命
人
た
ち
を
吟
味
す
る
こ
と
が
、
前
出
0
・
E-
ム
-
N

の
第
二
の
解
答
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
同
様
に
、
問
答
契
約
が
行
な
わ

れ
な
い
場
合
、
そ
の
場
合
に
は
あ
る
い
は
物
あ
る
い
は
代
価
は
債
務
の
中
に
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
更
に
そ
れ
だ
け

(
H
二
倍
)
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ

せ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
が
、
な
ぜ
な
ら
ば
誠
意
云
々
と
述
べ
た
よ
う
に
。
ま
た
、
選
択
は
誰
に
属
す
る
か
、
を
私
は
直
ち
に
述
べ
よ

う
。
し
か
し
な
ぜ
こ
の
冒
頭
の
理
由
を
か
?
そ
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
理
由
で
あ
る
、
と
述
べ
よ
。
な
ぜ
な
ら
問
答
契
約
の
時
に
存
在
し
た
も
の
が
相

続
財
産
の
売
却
に
お
い
て
対
象
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
例
え
ば
前
出

U
E
-
P
N
の
よ
う
に
。
そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
、
代
価
が
そ
の
時
に
存

在
し
た
場
合
に
は
、
す
な
わ
ち
代
価
が
返
還
さ
れ
る
。
物
が
[
存
在
し
た
]
場
合
に
は
、
そ
の
場
合
に
は
物
が
[
返
還
さ
れ
る
]
。
そ
し
て
こ
の
こ
と

か
ら
何
が
こ
の
問
答
契
約
の
対
象
と
さ
れ
る
か
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
[
問
答
契
約
の
]
あ
る
い
は
前
に
あ
る
い
は
後
に
、
売
主
に
到
達
し

た
も
の
全
て
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
私
は
質
問
す
る
、
誰
に
選
択
が
あ
る
か
?
そ
し
て
債
務
者
で
あ
る
売
主
に
あ
る
と
観
ら
れ
る
[
と
答
え
る
]

0

た
と
え
ば
後
出
口

ωω
・
ω
-
H
0
・
の
よ
う
に
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
の
性
質
が
本
来
選
択
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
起
こ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
両

方
が
債
務
に
あ
り
、
ま
た
両
方
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
な
ら
ば
誠
意
等
々
で
あ
る
か
ら
、
一
方
を
弁
済
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
を

免
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
売
主
が
ク
ル
パ
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
の
選
択
に
存
す
る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
売
主
の
選
択
に
存
す
る
。
例
え

ば
前
出

U
m
-
ω
-
N
O
-
N
H
・
の
よ
う
に
。
同
様
に
、
こ
の
第
一
の
事
案
と
第
二
の
事
案
と
の
聞
の
相
違
を
私
は
質
問
す
る
。
私
は
、
な
に
か
分
か
た
れ
る

も
の
、
あ
た
か
も
部
分
を
持
つ
と
は
一
言
わ
れ
得
な
い
の
で
、
相
続
財
産
が
無
体
の
、
そ
し
て
分
か
た
れ
な
い
権
利
で
あ
る
、
と
答
え
る
。
し
か
し
個
別

の
物
に
お
い
て
は
、
私
は
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
よ
っ
て
土
地
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
の
で
あ
っ
て
、
別
の
物
[
に
つ
い
て
は
義
務
を
負
わ
]
な
い
。

そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
、
土
地
の
代
価
が
言
及
さ
れ
る
の
は
、
真
で
も
な
い
し
、
解
釈
で
も
な
い
。
同
様
に
前
出

U
E
-
r
N
ω

の
異
論
。
解
決
。
註
釈

の
よ
う
に
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の
箇
所
で
は
あ
る
人
が
、
他
の
救
済
策
が
な
い
の
で
、
彼
の
物
の
代
価
を
方
策
と
し
て
請
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
る
に
こ
の
箇
所
で
は
、
自
身
に
当
然
帰
属
す
べ
き
物
の
代
価
を
請
求
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
方
策
と
し
て
で
は
な
い
、
彼
は
購
買
訴
権
を
持
っ
て

い
る
の
で
。
同
じ
く
異
論
。
買
主
は
彼

(
H
売
主
)
の
ド
ォ
ル
ス
お
よ
び
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
第
二
売
却
の
代
価
を
持
つ
の
で
、
な
ぜ
な
ら
偽
罪
を

犯
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
出
り
お
一
・

5
・
N
H
・
の
よ
う
に
、
代
価
を
利
得
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
こ
の
こ
と
を
註
釈
は
認
容
し
て
お
り
、
ま
た

雪ι
ロ聞
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

(
引
μ
〉

ヤ
コ
プ
ス
・
プ
ト
リ
ガ
ウ
ス
も
こ
の
こ
と
に
従
っ
て
い
る
。
そ
し
て
[
彼
は
]
、
彼
が
代
価
を
維
持
し
な
い
、
と
言
う
。
し
か
し
、
あ
る
い
は
あ
た
か

も
不
面
目
を
理
由
と
す
る
か
の
よ
う
に
国
庫
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
か
、
あ
る
い
は
、
註
釈
に
従
え
ば
詐
害
行
為
に
関
与
し
な
い
、
第
一
買
主
に
帰
属

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
註
釈
に
賛
成
す
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
の
邪
悪
に
基
づ
き
利
益
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
出
。
・

《
川
出

)

(

m

m

〉

品叶
-
N
-
H
N

の
よ
う
に
。
し
か
し
こ
の
見
解
は
、
オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
、
リ
カ
ル
ド
ゥ
ス
・
マ
ル
ン
ブ
ラ
、
ラ
イ
ネ
リ
ウ
ス
・
デ
・

フ
ォ
ル
リ

L
d
に
よ
っ
て
共
通
し
て
排
斥
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
全
員
に
共
通
し
て
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
の
行
為
に
基
づ
い
て
持
つ
の
で
代
価
を
返
還

す
る
義
務
を
負
わ
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
の
法
文
の
正
文
に
反
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
で
と
き
守
つ
]
0
0
・品∞一・

5
・
巴
に
よ
っ
て

偽
罪
に
な
る
こ
と
は
妨
げ
と
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
リ
カ
ル
ド
ゥ
ス
・
マ
ル
ン
ブ
ラ
に
従
え
ば
、
買
主
に
そ
れ
以
上
利
害
関
係
あ
る
も
の
は
何
も

な

く

、

ま

た

後

出

0
・ム∞・

5
・
合
お
よ
び
わ
田
市
Y
N
N
-
N
0
・
の
よ
う
に
害
し
な
い
偽
罪
は
罰
せ
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
虚
偽
は
売
却
さ
れ
た
奴
隷
が
遅

滞
の
前
に
死
亡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
ま
た
別
の
場
合
に
も
偽
罪
が
後
か
ら
為
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
許
さ
れ
る
。

n
m
-
E
a
H

お
よ
び
n
-
m
y
ω

品
・
】
そ
し
て
二
人
に
為
さ
れ
た
売
却
は
正
し
く
為
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
の
・

ω
・
ω
N
-
H
印
。
あ
る
い
は
オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス

に
従
っ
て
、
U
'
品
∞
-
H
0
・
N
H

に
お
け
る
あ
た
か
も
第
二
[
買
主
]
に
売
却
し
た
よ
う
な
売
主
は
直
ち
に
第
一
買
主
に
対
し
て
遅
滞
に
あ
る
、
な
ぜ
な
ら

代
価
は
彼
自
身
に
弁
済
さ
れ
る
か
あ
る
い
は
別
様
に
満
足
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
、
ハ
U

品
-
K
H
m
y
m

の
論
証
に
よ
り
、
と
述
べ
よ
。
そ
し
て
そ

れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
と
異
な
っ
て
、
第
一
買
主
に
は
物
は
給
付
さ
れ
な
い
。
遅
滞
前
に
滅
失
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
債
務
を
免
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
代
価
も

[
給
付
さ
れ
]
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
を
、
物
か
ら
で
は
な
く
、
彼
の
行
為
の
ゆ
え
に
持
つ
か
ら
で
あ
る
、
こ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
言
。
苦
ヨ

0
2
一
ヨ
一
云
々

(
旧
抑
)

と
い
う
文
言
に
お
け
る
よ
う
に
。
あ
る
い
は
ア
ン
ド
レ
ア
ス
に
従
っ
て
、
同
じ
こ
と
に
お
い
で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
、
ま
た
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

見
出
だ
さ
れ
得
る
、
例
え
ば

0
・
Hω

唱。・

5
・
お
よ
び
n
-

印・

H
A
F
H
0
・
の
よ
う
に
。
そ
の
よ
う
に
こ
れ
も
。
す
な
わ
ち
行
為
が
許
さ
れ
な
い
、
な
ぜ
な
ら

ば
二
人
に
売
却
さ
れ
、
ま
た
偽
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
合
意
さ
れ
、
ま
た
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
分
け
ら
れ
た
売
却
は
許
さ
れ
た
行
為
で

あ
り
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
、
許
さ
れ
た
契
約
に
基
づ
い
て
代
価
を
持
つ
場
合
に
は
、
特
異
で
は
な
い
。
そ
し
て
〉

E
F
凶
巳
-noz--〈

Z
∞
中
程
に

お
い
て
は
こ
の
こ
と
に
賛
成
。
そ
し
て
中
間
あ
た
り
で
、
明
ら
か
で
あ
る
、
許
さ
れ
な
い
行
為
が
い
つ
か
有
効
で
あ
る
場
合
。
註
釈
が
引
用
す
る
、
後

出

0
・

5
・
m
y
-
-
ω

・
は
妨
げ
と
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
で
は
物
が
存
在
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
代
価
が
先
に
受
領
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
[
そ

れ
を
]
返
還
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
こ
の
法
文
の
正
文
は
知
ら
せ
る
、
私
が
述
べ
た
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
な
ら
物

か
ら
で
は
な
く
、
行
為
か
ら
持
つ
か
ら
で
あ
る

o
n
ω
-
Y
∞
・
は
妨
げ
と
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
厳
格
が
書
か
れ
、
ま
た
衡
平
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
。

そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
、
。

ω
・
戸
∞
・
に
お
い
て
注
記
し
ま
た
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
厳
格
が
非
常
に
強
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
質
問
す
る
。
す
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説

な
わ
ち
私
が
信
じ
て
い
る
よ
う
に
、
か
の
見
解
が
真
で
あ
る
と
想
定
し
よ
う
、
[
そ
の
場
合
]
第
一
買
主
が
代
価
を
売
主
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

そ
の
結
果
た
ま
た
ま
ヨ
リ
大
き
く
な
っ
た
代
価
を
第
二
買
主
が
も
つ
こ
と
に
な
る
、
か
ど
う
か
?
そ
の
こ
と
は

U
5・「
Hω
・
∞
・
を
通
じ
て
観
ら
れ
る
。

否
と
述
べ
よ
。
な
ぜ
な
ら
ば
物
が
滅
失
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
提
供
は
適
当
な
と
き
に
為
さ
れ
て
い
な
い
、
後
出
。
・
品
。
・

ω4

ω
m
w
・
の
論
証
に
よ
り
、
オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス
と
ラ
イ
ネ
リ
ウ
ス
・
デ
・
フ
ォ
ル
リ
ピ
オ
に
従
っ
て
。
同
じ
く
異
論
、
盗
訴
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
免
れ
る
、
後
出
。
・
品
斗
-
N
・
Z-
の
よ
う
に
。
解
決
。
註
釈
お
よ
び
矛
盾
に
お
い
て
デ
ィ
ヌ
ス
に
よ
っ
て
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
。
同
じ
く
異
論
、

追
い
払
わ
れ
た
場
合
に
は
ク
ル
パ
に
は
な
い
の
で
。
解
決
。
無
論
{
ク
ル
パ
に
}
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
抵
抗
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
追
い
払

わ
れ
た
者
が
、
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
も
物
を
売
却
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
ク
ル
パ
に
あ
っ
た
、
と
述
べ
よ
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
第
一
の

註
釈
の
見
解
に
反
す
る
。
あ
る
い
は
、
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
追
い
出
さ
れ
た
場
合
、
貿
主
が
欲
す
る
な
ら
罰
金
を
、
あ
る
い
は
欲
す
る
な
ら
利
害
関
係
あ

《

m別
》

る
も
の
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
よ
。
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ラ
ヴ
ァ
ア
ニ
ス
に
従
っ
て
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を

2
m
ヨ
忽
云
々
以

下
の
文
節
の
関
連
が
知
ら
せ
て
い
る
。
同
じ
く
ア
ン
ド
レ
ア
ス
が
質
問
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
私
が
相
続
財
産
上
の
諸
物
を
と
く
に
そ
れ
ら
を
指
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
売
却
し
、
そ
の
後
そ
れ
ら
指
定
さ
れ
た
諸
物
の
中
か
ら
一
つ
の
物
を
売
却
し
た
場
合
に
、
私
が
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
の
か
ど
う

(
間
四
)

か
、
と
。
こ
の
よ
う
に
観
ら
れ
る
、
こ
れ
す
な
わ
ち
相
続
財
産
上
の
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
、
第
二
の
註
釈
に
お
け
る
よ
う
に
。
矛
盾
を
持
っ
て
い

る、

0
・
ω
0
・斗
0
・
ω
吋
H
O
∞
-
E吋
の
論
証
に
お
い
て
お
よ
び
後
述
。

N
ω

・
ω
・叶
N

に
お
い
て
。
そ
し
て
、
諸
特
定
物
が
数
え
ら
れ
た
場
合
の
限
り
で
、
一

般
的
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
効
力
を
持
つ
。
後
出
0
・
ω
N
・
3
一
言
・
お
よ
び

0
・4
・∞
-

H

匂
『
目
お
よ
び
O
N
A
Y
4
・
2

2目
的
「
ヤ
コ
プ
ス
・
ブ
ト
リ
ガ
ウ
ス

お
よ
び
ア
ン
ド
レ
ア
ス
。
註
釈
で
は
、
あ
る
い
は
代
価
を
、
末
尾
に
お
い
て
。
し
か
し
一
方
が
弁
済
さ
れ
る
と
、
両
方
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
場
合

に
、
第
一
の
事
案
で
は
他
方
か
ら
免
れ
る
。
註
釈
で
は
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
る
種
の
集
合
体
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
例
え
ば

0
・品
H

・
H

・
2
お
よ
び

0
・

2
・
ω
・
2
3
2・
の
よ
う
に
。
註
釈
に
お
い
て
は
、
返
還
請
求
す
る
こ
と
を
給
付
す
る
義
務
は
な
い
。
無
論
、
ャ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ア
レ

L
d
ん
お
よ
び
リ

カ
ル
ド
ゥ
ス
に
従
っ
て
、
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
よ
。
そ
し
て
こ
の
文
言
の
理
解
は
、
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
占
有
を
失
っ
た
場
合
に
は
物

お
よ
ぴ
利
害
関
係
あ
る
も
の
に
つ
い
て
義
務
を
負
い
、
ク
ル
パ
の
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
場
合
に
は
、
ま
だ
訴
訟
物
の
評
価
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
単
に
訴
権
を
譲
渡
す
る
義
務
を
負
う
の
み
で
あ
り
、
計
中
し
訴
訟
物
の
評
価
を
得
て
い
る
場
合
は
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
註
釈
が
前
出
直
近
の
註
釈
で
、
訴
訟
物
の
評
価
を
求
め
て
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
ク
ル
パ
を
犯
し
て
い
る
、

と
述
べ
て
い
る
の
も
真
で
は
な
い
。
無
論
、
訴
権
よ
り
も
物
を
持
つ
こ
と
の
方
が
よ
り
価
値
が
大
き
い
こ
と
を
注
意
深
く
為
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

訴
訟
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
場
合
に
訴
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
で
債
務
を
免
れ
る
よ
り
も
、
買
主
を
よ
り
良
い
状
況
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
訴
訟
を
起
こ

E命
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SUMMARIUM. 

LC，肘nmodumveni叩 scontemtlatio叫ehareditatis a venditore e刑ttorirestituitur in re si向gualari.

2. Hereditas & res singulares hareditatis in quot dψerant. 

3. Venders res hereditarias nomin仰 doeas stecialiter， an si tostea vendat unam ex nominatis， tenebihげ adpretium. 
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LEX XXL VEnditor ex hereditate. tOmne commodum obueniens contemplatione h(a)ereditatis， a uenditore emptori restitui 

de(be)t: in re singulari non est ita， nisi ad uenditorem perueniat gerendo negotium emptoris. h(oc) d(icit) vel sic. Ve(n)ditor 

haereditatis p(re)tium rei singularis ab eo uendit(a)e ante stipulationem interpositam solum pr(a)estat emptori: postea uero 

venditione (contra)cta， rem uel p(re)tium rei extantis: interemptae autem， solummodo pretium. Et diuide s(ecundu)m gl(ossam) in tres 

partes. secunda ibi， sed hoc iure. tertia ibi， quod si rem. Vel dic quod primo formatur thema， quastio et solu(tio) vsque ibi. si 

elr]go.hic formatur secunda qu(a)estio， et soluitur. ex qua qu(a)estione insurgit utilitas prim詑 quastionis.usq(ue) ibi， sed hoc in 

re. ibi per modum cuiusdam tacita oppositionis tra(n)sit ad rem singularem， vsque ibi， quemadmodum. ibi probat diuersitatem 

inter rem singularem & uniuersitatem， usq(ue) ibi， q(uo)d si rem. ibi loquitur， non in re uendita， sed quasi uendita. uaq(ue) in fi(ne) 

l(egis). Item subdiuide uer(siculum) quod si rem， in tres partes， quia primo venditor commisit culpam ab initio in uendendo， usque 
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ibi. sed si ui deiectus. ibi fuit culpa per uenditorem ex post facto (com)missa in possessione perdenda. usque ibi， nam et si. ibi， 
(話)

cessabat eius culpa， vsque in fi(ne) l(egis). Guid(o) de Suz(aria) reprobat primam gl(ossam) et eius diuisionem. et dicit quod continet 

ambages. Et dicit q(uod) bene diuiditur in tres partes. Et secunda incipit ibi， si ergo. tertia ibi， quod si rem. Et dicit quod 

committitur stipulatio empt(a)e et venditae haereditatis， et ad utrunque. Et quandoq(ue) ad rem. et quandoque ad p(re)tium， ut in 
(お)

secunda parte l(egis). ibi. si ergo etc， Literam expone. ibi， uenditor， haereditatis. ibi， stipulatione， de qua dic ut in gl(ossa) et de 

uerb. sig. 1. cu(m) sitpulamur. ibi， praestare debeat， an rem， an pretium， an utru(m)que. ibi， et pretium， debeam ego ue(n)ditor. ibi， 
(~) 

pretium， solu(m). ibi， mora praecessisset. uide id quod no(tat) Guli(elmus). supr. de neg. gest. 1. fi(ne) & pe(nultima) de rei uendi. 1 

mater. ibi， quam h(a)ereditatem， ut sic post interitu(m) rei tenear ad pretium emptori. r(ati)o， quia hic eram debitor in genere: 

sup(ra) prox(imus) in specie， ergo etc. ut C. si cert. peta. 1. in cendium In uersi(culo) sed hoc in re. ibi， no(n) feci. & sic non teneor 

ad seruum， quia sum per interitum liberatus: nec ad p(re)tium， propter r(atio)nem quae sequitur， pretium e(u)m &c. ibi， percipitur. 

non ob(stat) sup(ra) de pecu. 1. eo tempore. ~. fi(ne) & de pet. haredi. 1. vbi. ~. Iu1. ut ibi dixi ibi， haereditas ueniit， id est uendita 

est a me h(a)erede. ibi， negotium agam， quia sum debitor in genere: sup(ra) in specie， ut ibi dixi， sup(ra) in uersi(culo) si ergo. ibi， 

fruct(us) pr(a)estat， ab eo perceptos de fundo p(rae)dicto. ibi， bon(a)e fidei r(atio)ne， id est per actionem ex empto qu(a)e est 

bon(a)e fidei， ut i. de actio empt. 1. iu1. ~. si fruct ibus. ibi， imputari possit. uide quod not(atur) i. de uerb. oblig. 1. si seruum. in 

princ(ipio). in uersic(culo) quod si rem. ibi， litis (a)estimationem accepi， propter eius contumaciam， ut sup(ra) de rei ue(n)di. 1. qui 

restituere. ibi， praestare debeo， quia fui in culpa uende(n)do alio possidente: unde p(rae)stare debeo rem vel interesse. ibi. sed si 
<:l8) 

ui deiectus， ante uenditionem. & hoc tollit (contra)rium， s(ecundu)m Dyn(um) vel post， sed mei culpa. s(ecundu)m alios. ibi， 
(窃)

abstulero， expone ut gl(ossa). & nota expositionem. & uide in alphabeto. ibi， pe同inebit，sed potest/ /(fo. 141r可

経
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venditor est in culpa， quam quando est sine culpa: nam quando est in culpa， tenetur ad rem， & per interitum liberatur: quando non 

est in culpa， tenetur ad pretium， & per interitum non liberatur. Oppo(sitio) ad princ(ipium) l(egis) quod cum stipulatio committatur 

ad utrunque， debet utrunque exigi， Solu(tio) imo non， nisi unum， quia bona fides non patitur &c. ut i. de regu. iur. 1. bonafides. & sic 

non ob(stat) de uerb. obl. 1. si sic. uel hic interesse totale: ibi autem particulare. Item oppo(sitio) quod stipulatio interponatur， cum 

non possit committi， ut S. de procur. 1. non cogendum. & ut leg. no. ca. 1. haec stipulatio. ~. diuus. Solu(tio) imo potest committi， licet 

sit superuacua & in terponitur ut magis timeatur， & non uideatur neglectum， ut i. de iniur. 1. ite(m) apud. ~. hoc edictum. & extra de 

haeret. c. si aduersus. vel dic q(uo)d ista stipulatio est utilis， saltem in hoc， quia habet fideiussores quod non erat in actione ex 

empto. & quod ista stipulatio exigat fideiussores， probatur S. eod(em) 1. secunda. secundo responso. Item ubi stipulatio日on

intercessit， tu(n)c uel res vel pretium erit in obligatione， quia ad alterum t(antu)m tenetur， ut dixi: quia bona fides &c. & cuius sit 

electio， statim dicam. Sed quare r(ati)onem huius principii ? dic quod to(tum) est. quia in uenditione hareditatis uenit， qoud erat 

tempor巴stipulationis，ut sup(ra) eo(dem titulo) 1. 2. & ideo si pretium tunc erat: pretium restituitur: si res， tu(n)c r巴s.& ex hoc patet 

quid ueniat in hac stipulatione， quia omne id quod ad uenditorem peruenit， siue ante， siue post. Quaro ergo cui sit electio & 

uidetur uenditoris， qui est debitOl¥ut i. de iure dot. 1. plerunque. sed illud locum habet ubi sui natura est proprie alternatiua: sed 

hic utrunque est in obligatione， & ad utru(n)que tenetur. Sed quia bonafides & c. unum soluendo liberatur， & est in electione 

emptoris， si uenditor fuit in culpa: alias in electione uenditor， ut sup(ra) de pet. haered. 1. item ueniunt. ~. si. Item quaero rationem 

diuersitatis inter hunc primum & secundum casum↑Respondeo， hareditas est ius incorporale. & indiuisu(m)， quod non potest dici 

habere quid diuisum， ueluti partem. Sed in re singulari teneor ad fundum actione ex empto， no(n) aliud: & ideo pretiu皿 fundi，nec 

uere， interpretatiue venit. Item opp(ositio) de 1. si cu(m) seruum. S. si cert. pet. Sol(utio) ut gl(ossa) quia ibi petit q 
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furt. 1. itaque fullo. h(a)ec tamen opinio communiter reprobatur， per Odof(redum)， Andr(ean)， Ricar(dum Malumbra)， Rayn(erium de 
(苫;l)

Folrivio). & communiter omnes， quia est expresse (contra) textum huius l(egis) quae dicit qoud pretium reddere no(n) tenetur， cum 

habeat ex sua negotiatione. no(n) ob(stat) quod incidat in crimen falsi， per 1. qui duobus. quia secu(n)dum Richar(dum) illa falsitas 

purgatur per mortem hominis uenditi ante moram， cum amplius日ihilintersit emptoris， & falsum quod non nocet， no(n) punitur j. de 

fal. 1. si legatum. & c. de fal. 1. nec exemplum. sic & alias purgatur ex postfacto falsitas. C. ne tutor uel cur. uectig. condu. 1. unica. 
& de crim. stellio. 1. prima. & uenditio facta duobus dicitur iure fieri. C. de rei uend. 1. quoties. uel secundu(m) Odofr(edum) dic 

quod in 1. qui duobus. uenditor q(ua)si vendidit secundo， ia(m) erat in mora primo emptori: quia pretium sibi soluerat， vel aliter 

satisfecerat. ar(gumento) C. de act. emp. 1. curabit. hic secus. & ideo primo emptori non praestat rem: quia per interitum ante moram 

est liberatus: nec pretium， quia illud habet， no(n) ex re， sed ex sua negotiatione， ut in litera. ibi， pretium e(ni)m & c. uel dic 
(:g) 

s(ecundu)m An(drean) quod in eodem potest reperiri aliquid licitum， & aliquid illicitum， ut 1. ita ut si fur. sup. commo. & C. de 

dona. inter ui. & uxo. 1. si maritus. & de mino. 1. Pap. & ita est hic: nam actus illicitus est， quia uendidit duobus， & sic commisit 

falsum. Sed actus licitus est uenditio， in qua est (con)sensus & est separata ab illicito， & sic non est miru(m) si h(ab)et pretium ex 

(contra)ctu licito. & pro hoc in Auth. de restitu. & ea qu(a)e parit， circa medium， ubi illicitus act(us) quandoque ualet. non ob(stat) 1. 

1. !i. licet. j. de pericu. & commo. rei vend. quam glo(ssa) allegat. quia ibi res extabat ex qua pretiu(m) erat p(rae)ceptum， & ideo 

restituit: hic aute(m) intererat. & ideo p(re)tium no(n) restitiut & hoc innuit expresse textus huius l(egis) ut dixi: quia non habet ex 

re， sed ex negotiatione. non ob(stat) 1. placuit. C. de iud. q(u)a(m) hic est rigor scriputus， & aquitas non scripta: & ideo pr(a)eualet 

rigor， ut no(tatur) & dixi in d(icta) 1. placuit. & de leg. 1. 1. Sed quaro， supposito quod ista opinio sit uera， sicut credo， nu(n)quid 

prior emptor possit offerre pretium ve(n)ditori， ut habeat pretium secundi emptoris， quod forte est maius ? quod ui 

話芸

~! 



(包)

panam si uult， uel interesse si uult， secundum laco(bum)' de Ra(vanis)ー&hoc indicat continuatio versiculi sequentis. nam 51 &c. t 
(~) 

Item quarit An(drean). quid si uendidi res h(a)ereditarias nominando eas specialiter， postea uendidi unam ex rebus nominatis， 
(~) 

nunquid teneor ad pretium ? uidet(ur) quod sic， ut in secunda gl(ossa) quae dicit， id est de rebus h(a)eredit(ariis). Co(n)trarium tenet， 

arg(umento) 1. si seruus. ~. fi(nis) de leg. 3. & j. de iure dot. 1. mulier bona. & tantum valet g(e)n(er)aliter dictum， qua(n)tum si 

species enumerentur j. de lega. 3. 1. si chorus. in principio. & de usu & ha. 1. 1 in principio. & de admi. tuto. 1. si duo. cum si. 

laco(bus) Bu(trigaus) & Andr(eas). ln glos(sa) uel pretium. in fi(ne) sed vno soluto， liberatur ab altero in primo casu， quando 

debebatur vtru(m)que. In glo(ssa) quia est quaedam uniuersitas， ut i(nfra) de acqu. re. do. 1. h(a)ereditas. & de stipul. ser. 1. seruus 
(~) 

h(a)ereditarius. ln glos(sa) repetere pr(a)eatare non debet. lmo dic secundum lac(bum) de Are(na) & Ric(hardum) quod pr(a)estare 

debet， & est intellectus huius Iitera， quod ubi culpa desiit possidere， tenetur ad diem & interesse: ubi sine culpa， tu日csolum cedere 

actiones， q(ua)n(do) nondum astimationem perceperat. sed si (a)estimatione(m) perceperat， tunc teneretur ad (a)estimationem. nec est 
(窪〉

ueru(m) quod glo(ssa) dicit sup(ra) proxi(ma) glo(ssa) quod culpam co(m)mittat agendo ad (a)estimationem. lmo diligenter facit q(uo)d 

plus est， habere rem quam actionem. & in hoc facit meliorem conditionem emptoris. q(u)a(m) si non egisset， liberaretur actionem 

cede(n)do・sedubi egit， & (a)estimationem exegit， tenetur illam emptori prastare. & ad hoc sequitur optime quod de area exusta 

subiicit 
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接
(
b
(
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N

守・

2
・
色
村
M

門
会

b
v
ヘ



説

ロ
オ
マ
法
註
解
は
学
説
棄
纂
三
巻
、
勅
法
葉
纂
一
巻
に
わ
た
る
(
こ
れ
は
近
年
復
刻
さ
れ
て
い
る
)
。
そ
の
他
条
例
に
関
す
る
著
作
の
ほ
か
、
特

筆
さ
れ
る
べ
き
も
の
に
、
市
民
法
・
教
会
法
辞
典
が
あ
る
。
そ
の
後
二
二
五

O
年
に
ロ
オ
マ
に
旅
行
し
た
こ
と
が
消
息
と
し
て
知
ら
れ
る
ほ
か
、

一
三
六

O
年
に
亡
く
な
り
(
サ
ヴ
ィ
ニ
ィ
、
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
二
二
五
四
年
)
、
故
郷
の
ベ
ル
ガ
モ
に
埋
葬
さ
れ
た
(
〈
包

r三
宮
司
・

2
・

ω
口
。
民
一
回
C『
戸
∞

N
斗

N
)

。
彼
の
主
要
著
作
に
つ
き
〈
注
目
見
C
Z
2
3
2ぇ
E-
∞
5
2
D問
「
芸
お

N
E
E
Z
B
Z
n
z
Z
河

2
Z
E
E円斥
E

E

(
]
F
H
C
O
l
-
印。。)回口
d

〈巾間巾
N
Z
『明，
C

『印円
F
Z
ロ四∞・

ωω
。問。

(
剖
)
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
(
塙
訳
)
(
下
)
二
ハ
一
二
頁

o
E
Z
g
g
p
∞-
N
O
由
『

(
制
)
の
E
正
母
∞
E
E
『
-
R
ギ
ド
・
デ
・
ス
ザ
リ
ア
(
一
二
九
二
年
没
)
E
2問ロヲ

E-
〈・

ω・
ω
∞叶

N
S一回

cz-∞
-NA凶山
戸

(
部
)
標
準
註
釈
に
お
け
る
註
川
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
(
前
出
テ
ク
ス
ト
参
照
)
。

(
前
)
の
ロ
ニ
-
一

(U52巾
E
5
(のロ
-
E
E
5
)
号

(UEロ巾
0・
グ
リ
エ
ル
ム
ス
・
デ
・
ク
ネ
オ
(
一
三
三
五
年
没
)
∞
恒
三
間
口
】
〉
回
品
謡
・

ωω
十
ωめ一回
0
2・
m

ω
∞
「
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ル
ゥ
ズ
、
オ
ル
レ
ア
ン
の
法
学
教
師
で
キ
ヌ
ス
と
同
世
代
の
人
。
旧
学
説
葉
纂
・
勅
法
葉
纂
註
解
を
著
し
た
。

(
町
)
「
類
に
お
け
る
債
務
者
島
市

σ
5ご
口
問
巾
ロ
巾
『
巾
」
と
「
種
に
お
け
る
債
務
者
号

σき
ご
ロ
凶
℃
巾
2
3
。
な
お
語
註
『
巾
「

a
E凹巴
g
E
に
も
こ
の
分
類

が
観
ら
れ
る
。
彼
の
説
明
か
ら
考
え
る
と
、
第
一
部
(
相
続
財
産
売
却
の
事
案
)
と
第
二
部
(
個
別
物
売
却
の
事
案
)
と
の
対
比
の
中
で
相
続

財
産
に
つ
い
て
は
「
類
に
お
け
る
債
務
者
」
、
個
別
物
に
つ
い
て
は
「
種
に
お
け
る
債
務
者
」
と
い
う
よ
う
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
種
目
方
巾
己
巾
凹
」

を
「
個
別
(
物
『
巾
印

)
g
Z
E
B
-
-ど
、
「
類
間
巾

=
5」
を
「
相
続
財
産

(
H

集
合
体
己
ロ
】
〈
巾
「
包

g
印
)
F
m
Z
E
S
M」
と
考
え
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
か

ろ
う
。
こ
れ
は
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
に
よ
り
一
般
化
さ
れ
た
命
題
の
彼
へ
の
影
響
と
差
当
り
理
解
し
て
お
く
。
な
お
中
世
哲
学
に
お
け
る
有
名

な
問
題
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
一
「
個
物
己
認
E
Z
5・
5
E
2巳
ロ
ロ
ヨ
と
普
遍

5
2
2
g
E白
」
に
つ
き
差
当
り
稲
垣
良
典
「
抽
象
と
直
観
」
(
創
文

社

一

九

九

O
年
)
と
く
に
第
十
一
章
。
「
類
四
2
5
と
種
間
S
5」
に
つ
き
、
稲
垣
前
掲
書
第
四
章
、
第
五
章
の
ほ
か
、
簡
便
に
は
ジ
ュ
リ
ア
ス
・

ワ
イ
ン
パ

l
グ
「
抽
象
(
概
念
形
成
に
お
け
る
)
」
『
西
洋
思
想
大
辞
典
』
第
三
巻
(
平
凡
社
一
九
九

O
年
)
二
八
八
頁
以
下
参
照
。

(
槌
)
巴
可
ロ
ロ
ヨ
E
M

島
市
玄
巴
伺
巾
=
。
(
一
二
五
三
|
一
二
九
八
年
以
後
没
)
。
一
三
世
紀
後
半
、
註
解
学
派
初
期
に
あ
っ
て
、
単
行
論
文
を
発
表
し
た

ほ
か
、
当
時
の
法
理
論
的
に
も
重
要
か
つ
名
声
の
あ
る
、

d
巾『巾問
E
r
g
ユω
g
r
z
g・
を
著
し
た
。
∞
国
三
間
口
可
-
E
-
J
?
ω
・
主
吋
品
。
品
一
因
。
「
ロ
-

m
N叶
印
・
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
(
塙
訳
)
(
下
)
二

O
九
頁
参
照
。

(
的
)
筆
者
に
は
こ
の
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
標
準
註
釈
に
お
け
る
註
川
を
指
す
と
差
当
り
理
解
し
て
お
く
。

(
叩
)
教
会
法
が
引
用
さ
れ
て
い
る
・

0
2
2円
-
C
Z岡田ピ
σ-J?
ヨ
F

d
目
。
巾

z
q
m耳目的
-
n
8
E
H
H
目

善治、
白岡
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

(
引
)
目
白
円
・
∞
5
・
-
E
g
吉
田
切
口
丹
江
開
国
コ
EM-
註
(
見
)
参
照
。

(位
)

O
【
宮
内
-
。
号
『
『
E
g
借
り
g
R
H
5・
註
(
日
)
参
照
。

(
伺
)
〉
邑
『
〉
E
5
8
母
国
民
三
0

・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
デ
・
パ
ル
ゥ
ロ
(
一
二
九
一
年
以
降
没
)
印
恒
三
宮
山
、
・
∞
広
三
∞
品
。
∞

1
A
5・
ナ
ポ
リ
の
法
学

教
師
。
あ
る
い
は
〉
旦

2
虫
色
乙
団
内
『
ロ
回
目
(
一
三
一
ム
ハ
年
没
∞
忠
信
ロ
ヲ

E
ω

戸
∞
・
品
∞
∞
)
か
。
〈
冊
目
・

Z
D
『ロ・

ω
N斗
ω・

(
川
出

)
E
E『:閉山田内
Z
E
5
玄白
Z
B
U
『
曲
目
(
一
三
三
四
年
没
)ω
白
〈
回
開
口
予
回
早

e
s
-
m・
5
印
}
岡
山
尚
一
回
ミ
ロ
・

ω-N呂
デ
・
ロ
サ
7

テ
の
師
で
あ
る
。

(
何
)
宮
古
河
ミ
口
市
三
5
島
市
司
D
-「

H
i
c
-
(
一
三
五
八
年
没
)
的
恒
三
宮
予

E-
戸
∞

-H2IHS-
国
0
5・
m
N呂
・
新
学
説
葉
纂
に
つ
い
て
の
註
解
が
あ

る
。
バ
ル
ト
オ
ル
ス
の
学
位
取
得
時
に
ボ
ロ
ォ
ニ
ャ
の
教
師
で
あ
っ
た
。
ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
と
と
も
に
学
説
嚢
纂
、
勅
法
案
纂
の
講
義
の
著
者

と
し
て
名
声
が
あ
っ
た
。

(
部
)
〉
口
一
〉
口
問
mr岡
田
母

C
Z
E目的

(
Z
N∞
l
E
C斗
・
有
名
な
パ
ル
ド
ゥ
ス
の
子
で
学
説
葉
纂
、
勅
法
案
纂
全
体
に
わ
た
る
註
解
を
著
し
た
〈
四
戸

∞
恒
三
岡
田
}
コ
∞
包
・
岩
・

ω
立
沼
町
一
出
。
E-
∞

ωN寸
)
は
一
四
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
の
で
、
時
代
的
に
ふ
口
わ
な
い
。
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
デ
・
パ
ル
ウ

ロ
か
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
デ
・
イ
ゼ
ル
ニ
ア
(
註
(
回
)
参
照
)
か
?
筆
者
に
は
そ
の
点
不
明
で
あ
る
。

(
貯
)
目
白
円
D
・
母

E
S
g
u
g
母
宮
〈
恒
三
回
'
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・
レ
ピ
ィ
ニ
(
一
二
九
六
年
没
)
。
フ
ラ
ン
ス
人
。
ト
ゥ
ル
ウ
ズ
の
法
学
教
師
。
学
説

業
纂
、
勅
法
案
纂
全
体
に
及
ぶ
註
解
が
あ
る
。
∞
恒
三
四
ミ
・

2
・
J
?
ω
-
g
m
色

丹

田

D
2・∞
-N∞
γ
ω
Nめ
L
P
F『陸間ク

ω

S
『

(
伺
)
標
準
註
釈
の
註
川
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
テ
ク
ス
ト
該
当
箇
所
参
照
。

(卯

)
-
R
含
〉
吋
冊
一
目
白

n
S
5
P
〉
Z
E
-
(
一
二
九
六
年
頃
没
)
∞
雪
国
間
口
F
∞
品
・
ぐ
-
∞

ω
S
品()叶
-
Z
0
2
・
的
自
P
パ
ル
マ
に
生
ま
れ
、
ギ
ド
・
デ
・

ス
ザ
リ
ア
と
リ
カ
ル
ド
ゥ
ス
・
マ
ル
ン
ブ
ラ
に
学
び
、
最
初
パ
ド
ゥ
ア
、
続
い
て
ナ
ポ
リ
、
シ
エ
ナ
、
ボ
ロ
ォ
ニ
ャ
の
法
学
教
師
と
し
て
活
動

し
た
。
学
説
葉
纂
・
勅
法
葉
纂
に
わ
た
る
註
解
を
著
し
た
。

(
瑚
)
該
当
箇
所
に
最
も
近
い
標
準
註
釈
の
註
釈

(
H
註
)
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る

O
R
g口
町
田
に
付
さ
れ
た
註
例
を
参
照
。

北法44(6・89)1501



説

解

ig 

論

デ
・
ロ
サ
7

テ
に
お
い
て
は
ま
ず
冒
頭
に
要
約
が
置
か
れ
、
三
つ
の
要
約
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
註
釈
学
派
以
来
の
議

論
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

第
一
部
分
に
つ
い
て
、
①

基
本
事
案
を
寸
主
題
」
と
位
置
付
け
る
。
ま
た
、
本
法
文
に
お
い
て
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
釈
す
る
上
で
、

ま
ず
注
意
を
与
え
て
お
り

(
文
言
説
明
の
後
)
、
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
る
場
合
に
は
相
続
財
産
売
却
問
答
契
約
が
付
さ
れ
る
の
が
習
慣
で

あ
る
こ
と

(
そ
の
理
由
の
検
討
に
つ
き
、
②
参
照
)
、

ま
た
、
売
主
の
責
任
発
生
に
つ
き
、
問
答
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
問
答

契
約
に
よ
り
、
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
誠
意
上
の
売
買
に
よ
る
こ
と
を
明
確
に
対
象
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
聴
講

者
に
注
意
を
強
調
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
の
釈
義
の
視
点
に
は
、
こ
の
点
が
一
貫
し
て
貫
か
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、

プ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
の
註
解
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

彼
の
基
本
事
案
の
理
解
は
、
註
釈
学
派
の
「
事
案
」
に
相
当
す
る
も
の
を
欠
く
の
で
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

②
 
パ
ウ
ル
ス
の
質
問
に
つ
い
て
、
彼
は
、
「
第
一
の
質
問
」
と
位
置
付
け
た
う
え
、
問
答
契
約
を
「
行
な
う

(
E
R宮
5
2
)
」

の
と
「
効

力
を
発
す
る

(
g
g
g
F円
円
巾
『
巾
)
」

の
と
を
区
別
す
る
標
準
註
釈
に
従
っ
て
い
る
。
彼
の
議
論
で
特
筆
す
べ
き
点
は
、
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ

る
意
義
と
効
用
に
つ
い
て
、
誠
意
の
問
題
と
の
対
照
が
鮮
明
に
行
な
わ
れ
て
、

ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
の
議
論
を
ヨ
リ
詳
細
に
展
開
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
の
実
務
家
と
し
て
の
問
題
意
識
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

(
肌
)

問
答
契
約
の
内
容
と
効
力
に
つ
い
て
は
、
彼
は
基
本
的
に
、
標
準
註
釈
に
従
い

(
C
・

g
・
5
・
2
・
(
語
註
)
)
、
問
答
契
約
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
集
合
体
と
は
、
何
か
問
答
契
約
の
時
に
存
在
し
た
も
の
、
従
っ
て
問
答
契
約
に
入
る
も
の
も
そ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
る

(
③
参
照
)

北法44(6・90)1502



と
考
え
て
い
る
。

「
問
答
契
約
が
二
重
に
効
力
を
持
た
な
い
」
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
誠
意
に
照
ら
し
て
一
方
に
つ
い
て
し
か
認
め
ら
れ

な
い
と
す
る
標
準
註
釈
に
従
っ
て
い
る
。

「
第
一
の
質
問
の
解
決
」
と
位
置
付
け
る
こ
の
部
分
を
②
と
連
関
さ
せ
、
問
答
契
約
時
に
存
在
し
た
も
の
が
問
答
契
約
に
入
る
、
と
す
る
。

(
剛
山
)

そ
し
て
選
択
権
は
売
主
に
ク
ル
パ
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
売
主
に
あ
る
。
こ
の
選
択
権
の
問
題
は
、
彼
に
よ
っ
て
初
め
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

③ 
そ
れ
で
、
パ
ウ
ル
ス
の
区
別
と
解
答
に
つ
い
て
は
②
の
理
由
に
よ
り
、
問
答
契
約
時
に
存
在
し
た
も
の
が
問
答
契
約
に
入
る
と
考
え
る
か

ら、

(α)

(
語
註
巾
円
買
2
5
B
)
が
問
答
契
約
に
入
る
と
理
解
し
、

(P)
の
場
合
に
は
、
物
が
問
答
契
約
に
入

の
場
合
に
は
、
代
価
の
み

る
か
ら
、
「
物
給
付
の
義
務
が
あ
る
」
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

④ 

ス
テ
イ
タ
ス
の
死
亡
事
案
に
つ
い
て
、
基
本
事
案
と
の
関
連
で
は
、
彼
は
、
④
⑤
を
「
第
一
の
質
問
の
効
果
」
が
わ
か
る
部
分
、
す
な

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

わ
ち
、
「
あ
る
者
の
黙
示
の
質
問
に
よ
っ
て
個
別
の
物
へ
と
話
題
を
転
じ
る
」
箇
所
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

相
続
財
産
中
の
個
別
物
の
売
却
事
案
の
、
売
主
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
語
註

G
E
E
-
Z
2佳
Z
R
B
で
、
売
主
が
、
滅
失
後
代
価
に
つ

⑤ い
て
義
務
を
負
う
の
と
同
じ
理
由
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
買
主
の
行
為
を
行
な
っ
た
と
い
う
よ
り
も
自
己
の
行
為
を
行
な
っ
た
」
と

い
う
パ
ウ
ル
ス
の
説
明
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

第
二
部
分
に
つ
い
て
は
、
⑤
⑦
が
個
別
の
物
[
の
売
却
]
と
集
合
体
の

(
附
)

[
の
売
却
]
と
の
相
違
の
証
明
を
な
す
も
の
と
、
理
解
し
て
い
る
。

⑥ 

二
重
売
却
さ
れ
た
個
別
物
の
滅
失
事
案
に
つ
い
て
、
事
案
の
理
解
と
し
て
は
、
こ
の
部
分
で
第
二
買
主
か
ら
の
代
価
の
受
領
が
あ
っ
た

こ
と
は
意
識
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
議
論
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
パ
ウ
ル
ス
の
解
答
を
、
物
滅
失
に
よ
る
、
物
に
つ
い
て
の
免
責
の
理
由
と
住
置
付
け
、
④
と
同
じ
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
。
三

つ
の
論
拠
に
つ
い
て
の
理
解
は
、

(γ)
を
代
価
に
つ
い
て
も
免
責
さ
れ
る
理
由
と
す
る
。

(
6
)
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
(

S

)

に
つ

北法44(6・91)1503



説

い
て
は
、
彼
の
場
合
に
は
誠
意
契
約
上
の
問
題
の
中
に
す
べ
て
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
、

(
胤
)

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
以
来
パ
ウ
ル
ス
文
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
不
衡
平
の
問
題
に
関
し
て
、
彼
も
詳
述
し
て
い
る
。
第
一
に
、

百合

ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
パ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
と
ア
ゾ
ォ
の
、
第
一
買
主
が
第
二
買
主
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
に
よ
り
方
策
と
し
て
代
価
を
請
求
で

き
る
と
す
る
主
張
を
、
方
策
と
し
て
で
は
な
く
、
購
買
訴
権
に
よ
り
、
当
然
買
主
に
帰
属
す
べ
き
も
の
を
持
つ
と
す
る
。
第
二
に
、
第
一
買

主
が
代
価
を
持
つ
と
す
る
第
一
の
点
の
論
拠
に
つ
い
て
は
、
パ
ウ
ル
ス
文
の
解
決
に
反
対
す
る
ア
ヅ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
に
従
っ
て
い
る
。

相
続
財
産
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
④
と
対
応
さ
せ
、
売
主
の
義
務
を
、
同
様
に
扱
う
。

巣
実
収
取
の
問
題
に
関
し
て
は
、
文
脈
上
こ
の
事
案
が
対
照
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
物
か
ら
の
利
得
と
の
類
似
性
、
第
二
に
誠
意
契
約

③⑦  上
の
売
主
の
責
任
問
題
と
の
類
似
性
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

彼
は
第
三
部
分
を
、

ク
ル
パ
の
有
無
・
態
様
に
よ
る
場
合
分
け
に
応
じ
て
、
誠
意
上
の
売
主
の
責
任
が
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

さ
ら
に
三
つ
に
細
区
分
す
る

(
①
、
⑬
、
⑪
⑫
)
。

⑨ 

他
人
の
占
有
物
の
売
却
事
案
は
、
他
人
の
占
有
し
て
い
る
物
を
売
却
し
た
こ
と
に
ク
ル
パ
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
売
主
に
最
初
か
ら
ク
ル

パ
が
あ
る
場
合
で
、
売
主
の
義
務
は
、
物
お
よ
び
利
害
関
係
あ
る
も
の
に
つ
い
て
あ
る
と
解
釈
す
る
。

⑮ 

占
有
侵
奪
事
案
は
、
占
有
を
失
っ
た
こ
と
に
売
主
の
ク
ル
パ
が
あ
る
場
合
で
、
二
倍
額
に
つ
い
て
は
買
主
に
属
さ
な
い
と
す
る
パ
ウ
ル

ス
文
を
容
認
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
買
主
は
物
に
つ
い
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
望
む
な
ら
ば
罰
金
を
も
請
求
で
き
る
と
解
釈
す
る
。

以
下
は
売
主
に
ク
ル
パ
が
な
い
事
案
で
、
⑪
ク
ル
パ
な
き
占
有
喪
失
事
案
に
つ
い
て
は
、

ク
ル
パ
な
き
売
主
の
責
任
は
、
訴
権
譲
渡
で
免

責
さ
れ
る
と
解
す
る
。
こ
こ
で
は
、
訴
訟
物
の
評
価
を
訴
求
す
る
こ
と
が
ク
ル
パ
に
あ
る
と
す
る
標
準
註
釈
の
見
解
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、

⑫
建
物
焼
失
事
案
に
つ
い
て
は
、
す
な
わ
ち
、
建
物
の
焼
失
が
引
渡
前
に
ク
ル
パ
な
く
し
て
生
じ
た
も
の
と
事
案
を
想
定
し
て
い
る

(
語
註

2
5
S
E
5
2。
)
。
売
主
の
責
任
に
つ
い
て
は
土
地
引
渡
と
⑮
で
の
訴
権
譲
渡
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
の
給
付
と
に
類
似
性
を
考
え
て
い
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る
と
思
わ
れ
る
。

(
削
)
標
準
註
釈
註
判
参
照
。
な
お
さ
ら
に
論
拠
と
し
て
、
彼
は
次
の
法
文
を
示
す
(
語
註

2
6己
主
富
市
)
o
U
印

0
・
5
・
2
一
ケ
ル
ス
ス
法
学
大

全
第
二
五
巻
「
『
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
相
続
財
産
の
中
か
ら
あ
な
た
に
到
達
し
た
だ
け
の
額
を
』
と
諾
約
す
る
場
合
に
は
、
到
達
し
た
物
自
体
を
考
え

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
(
日
物
)
の
代
価
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
観
ら
れ
る
」

(
即
)
そ
の
論
拠
は
、
ロ
田
口
・

ω
・
5
(翻
訳
に
つ
い
て
は
法
学
論
叢
六
七
巻
二
号
一
頁
参
照
)
で
あ
る
。

(
附
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
「
註
解
」
参
照
。

(
胤
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、

U

品∞・

5
・N
H
・
(
註
(
臼
)
参
照
)
に
関
連
し
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
(
テ
ク
ス
ト

の
法
的
論
点
の
解
説
中
程
参
照
)
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
パ
ウ
ル
ス
文
に
異
論
を
唱
え
る
ア
y

ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
で
は
、
偽
罪
を
犯

し
ま
た
第
二
売
却
の
代
価
も
も
っ
売
主
が
罰
せ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
代
価
を
利
得
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
代

価
が
買
主
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
も
代
価
が
国
庫
帰
属
の
場
合
が
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
ほ
ぽ
同
趣
旨
で
あ
る
)
。
そ
れ

に
対
す
る
反
対
説
(
パ
ウ
ル
ス
文
の
解
決
維
持
一
パ
ウ
ル
ス
の
「
行
為
か
ら
得
た
」
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
)
は
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
、
ヨ
ハ

ン
ネ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ア
ェ
、
ラ
イ
ネ
リ
ウ
ス
・
デ
・
フ
ォ
ル
リ
ピ
オ
ら
が
あ
る
。
こ
の
指
摘
か
ら
、
必
ず
し
も
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
が
多

数
説
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
続
け
て
ロ
サ
ァ
テ
に
よ
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
ロ
品
∞
・

5
・N
H

に
関
す
る
事
案
区
別
に
よ
っ
て
も

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
不
衡
平
の
指
摘
に
対
す
る
異
論
が
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
一
リ
カ
ル
ド
ゥ
ス
・
マ
ル
ン
ブ
ラ
(
偽
罪
と
売
却
と

の
前
後
関
係
で
事
案
区
別
を
行
な
う
)
。
ォ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
(
前
述
)
。
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ア
エ
(
同
じ
こ
と
で
も
許
さ
れ
る
場
合
と

許
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
る
)
。

ま
た
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
が
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
た
法
文
百

-E-myrω
喝の・

ω-r
∞
註
(
伺
)
参
照
)

一
言
っ
て
い
る
の
は
、
異
論
に
対
す
る
ロ
サ
ァ
テ
の
反
証
と
考
え
ら
れ
る
。

パウルス文(D.18目 4.21)の解釈史

に
つ
い
て
も
矛
盾
は
な
い
と
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説

5 

バ
ル
ト
ォ
ル
ス

論

(
邸
)

バ
ル
ト
ォ
ル
ス

(
一
四
世
紀
半
ば
)

は
、
彼
の
学
説
柔
纂
註
解
で
は
相
続
財
産
売
買
の
問
題
に
関
し
て
は
非
常
に
簡
単
に
し
か
触
れ
て
い

な
い
が
、

そ
こ
で
は
、
註
釈
学
派
以
来
の
議
論
か
ら
四
つ
の
法
的
論
点
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

〈
訳
〉
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
旧
学
説
集
纂
註
解
第
二
巻
(
一
五
五
五
年

リ
ヨ
ン
版
)

相
続
財
産
あ
る
い
は
売
却
訴
権
に
つ
い
て

標
題

(
中
略
)司

物
の
代
価
は
物
か
ら
存
在
す
る
の
で
は
な
い
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

私
の
物
の
売
却
を
、
物
が
滅
失
し
て
も
私
が
代
価
を
得
る
と
い
う
方
策
に
お
い
て
、
有
効
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
[
と
い
う
こ
と
]
。

物
の
債
務
者
は
、
対
人
訴
権
に
よ
っ
て
、
そ
れ

(
H
物
)
を
引
き
渡
す
義
務
を
負
わ
な
い
で
あ
ろ
う
[
と
い
う
こ
と
]
。

4

あ
な
た
に
対
し
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
物
を
機
会
と
し
て
私
が
罰
金
の
名
義
で
得
る
も
の
を
、
そ
れ
を
返
還
す
る
義
務
を
私
は
負
わ
な
い

い
う
こ
と
。
]

1 2 3 a
〈

mE=o『
・
同
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
法
文
か
ら
相
続
財
産
の
売
却
と
個
別
の
物
の
[
売
却
]
と
の
聞
の
非
常
に
見
事
な
区
別
に
注
意
せ
よ
。
第

二
に
十
、
物
の
代
価
は
物
か
ら
存
在
す
る
と
は
一
言
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
せ
よ
。
こ
の
こ
と
は
多
く
の
こ
と
に
役
立
つ
。
と
く
に
前
出
口
・

ω
・
ω
・

2
・
で
理
解
さ
れ
た
こ
と
に
。
第
三
に
川
、
私
は
私
の
物
の
売
却
を
、
物
が
滅
失
し
て
も
私
が
代
価
を
得
る
と
い
う
方
策
に
お
い
て
、
有
効
と
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
せ
よ
。
例
え
ば
己
目

ω
・
印
・
品
∞
(
さ
)
・
お
よ
ぴ
(
リ
・
戸

ωN-ω
・
の
よ
う
に
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
私
に
対
し
て
義
務
が

あ
る
物
に
お
い
て
は
生
じ
な
い
。
第
四
に
官
邸
自
己
タ
印
固
定
問

-
Z
5
2
の
文
に
つ
い
て
伸
、
対
人
訴
権
に
よ
っ
て
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
は

北法44(6・94)1506
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十
収
取
さ
れ
る
べ
き
果
実
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
せ
よ
。
そ
の
こ
と
を
私
が

U
H
N
-
r
N
ω
・
の
前
文
に
関
し
て
述
べ
た
よ

(

叩

刷

)

う
に
、
そ
し
て
そ
の
際
後
出
号

2
5・O
F
-
-
宮
・
の
註
釈
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
述
べ
よ
。
最
後
に
川
、
あ
な
た
に
対
し
て
義
務
を
負
っ
て

い
る
物
を
機
会
と
し
て
私
が
罰
金
の
名
義
で
得
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
私
は
あ
な
た
に
対
し
て
給
付
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
せ

よ
。
そ
の
こ
と
を
、
前
出
口
町
・

ω・
ぉ
・
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
法
文
[
ロ
・
日
・

ω-Nム
]
が
こ
の
こ
と
を
述
べ
る
の
を
あ
な
た
た
ち
が
観
た
よ
う
に
、
あ
な

た
た
ち
は
述
べ
よ
。

[
以
下
、
本
文
の
外
枠
に
付
さ
れ
た
註
]
(

叩

刷

)

山
内
内
買
主
。
第
一
に
、
キ

l
ヌ
ス
を
の
・

ω喝

ω
N
W
に
お
い
て
、
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
か
ど
う
か
を
論
じ
て
い
る
限
り
で
、
観
よ
。
さ
ら

(

印

刷

)

に
相
続
財
産
の
買
主
へ
と
増
加
分
[
取
得
]
の
権
利
が
移
転
す
る
か
ど
う
か
。
サ
リ
ケ
ト
ゥ
ス
を
の
・
。
・

5
・
巳
[
を
観
よ
。
]

バ
ル
ト
ォ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
第
三
の
注
意
さ
れ
て
い
る
。
述
べ
ら
れ
た
の
-
p
p
。
∞
に
お
い
て
、
最
後
に
。

第
三
の
注
意
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
タ
ル
タ
グ
ヌ
ス
を

U
N品
ω-mv
に
お
い
て
観
ょ
。
ま
た
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
に
よ
っ
て
。

第
四
の
注
意
。
ハ
U

K

H

・h
H

少
ム
に
お
い
て
パ
ル
ド
ゥ
ス
を
加
え
よ
。

(
川
川
山
〉

最
後
の
注
意
。
明
白
に
バ
ル
ド
ウ
別
に
よ
っ
て
、

-
U
3
2
2・
ゆ
官
。
牛
込
内
向
『
巴
円
円
Fug--ロ
P
1
2
5巾印
門

5
2
S。ュ
-FE--
に
お
い
て
。

(d) (c) (b) (b) 

内内n 内

パウルス文(0.18.4.21)の解釈史

{
テ
ク
ス
ト
》
∞
担
ユ
。

-
5
-
n
o呂
田

g
g『目白
E
ω
巾

E
E
E
H
U
F同
巾
凹
巴
〈

2
2
F目

E
『
Z
E
(「
〈
聞
を

2
5
ω
∞)向。

Z
H
「
0

・h
v

〈0
.

(

表
記

の
要
領
は
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
に
同
じ
)

b
a
w
P
R
司
書
丸
一
ミ
ミ
ぬ
宮
司
目
白
円
H
S
S
ぬ困、2HaH司令・勾武宮礼町日

・
〈
中
略
〉
:

同
司
、
芝
草
書
豆
諸
富
札
"
円
安
ミ
伯
母
ぬ
ミ
戸
、

N

て
き
n仕
立
き
ぬ
著
書
刊
書
偽
nn
さ

&
H
5言
苦
言
守
司
、

S
E菖
苫
官
、
偽
善
、
円
。
ミ
言
留
守
的
芯
草
書

2
5内全
hRq
』
王
町
三
重

ω

む
ら
志
、

S
Rな
室
内
定
三
室
白
止
さ
門
誌
S
室
町
室
内
田
町
宮
司
両
日
華
門
司
自
弘
司
芯

品
。
足
。
色
町
富
認
さ
ミ
更
さ
苦
言
き
お
。
町
内
白
包
言
ミ
E
E
H
Kぬ
守
た
お
さ
匙
S
室
内
室
内
ミ

s
h
E
3
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8
2
(由
自
・

5
3
4叫
U
T

VEnditor. (a) Primo ex hac lege not(a) pulcherrimam distinctione(m) inter venditorem hareditatis， & rei singularis. Secu(n)do 

1. not(a) t q(uod) pretiu(m) rei no(n) dicitur esse ex re. quod facit ad multa， specialiter ad intelectum 1. q(uod) procurator ex re. 
2. supra de procur. Tertio no(ta) (b) q(uod) licet venditionem rei t mea possoum rata(m) habere re perempta in subsidum vt 
pretiu(m) co(n)sequar: vt 1. vl(tlma) de ne. gest. et 1. mater. C. de rei ve(n). tame(n) hoc no(n) contingit in re mihi debita. Quarto 

3. not(a) (c) ver(siculo) quanuis si neglexisset， q(uod) ille. q(ui) t debet rem actione personali non tenetur ea(m) tradere: & sic non 
tenetur de fructibus percipie(n)dis. quod dic vt dixi in 1. si seruum. circa prin(cipum) & ibi tangitur in gl(ossa) j(nfra) de verb. 
〈室}

4. obliga. Vltimo not(a) (d) q(uod) illud q(uo)d consequor t nomine pぽnaoccasione rei tibi debita， non teneor tibi restiuere. quod 

dic vt vidistis supra de petit. hare. 1. vtrum. cum 1. seq(uente). hoc dicit 

[~Iιt3Z余唱tli114縦約..;-\，!若草ピ (:;t世]
(告》

C Venditor. In pri(mo) vide Cy(num) in 1. mater. de rei vendi. C. dum tractat an pretiu(m) succedat loco rei. An 削除min 
{室〉

emptorem hareditatis transeat ius accrescendi. vide Sali(cetonem). i日1.j. in v. q. C. qua(n)do non pet. par. 
〈宮雪)

C Tertio not(a) per Bar(tolum) in dicta 1. mater. ad finem. <=> POMATES. 
〈呂)

C Tertio not(a) Vide Alex(andrem) in. 1. si mora. & per Bar(tolum) ibi in ij. col(umno) j. so1. matri 
(ヨ〉

C Quarto not(a) Adde Baldum in 1. si traditio. in ix. q. C. de acti. empt. 
(自〉

C Vltimo not(a) Plane per Bald(um) in 1. Prator. li. quod de fructibus. infra de quastio. authori. iudi. 

経

請書

a 

b 

b 

c 

d 
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が
、
こ
の
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
に
対
す
る
付
註
が
註
解
学
派
以
降
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
キ
ヌ
ス

(
C
E∞
号

E
M
g白
a

二
一
七
O
|
一
一
三
三
ハ

年
)
と
恩
わ
れ
る
。
註
解
学
派
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
る
法
学
教
師
。
勅
法
葉
纂
と
学
説
柔
纂
の
一
部
に
つ
い
て
の
註
解
を
著
し
て
い
る
。
佐
々

木
①
一
O
二
頁
参
照
。
〈
間

-rs何
回
子
宮
・
〈
戸

ω
・
口
氏
・
一
回
0
5・
ω
・
ω
N
め
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
(
塙
訳
)
(
下
)
一
二
O
頁
以
下
参
照
。

(瑚

)
F
z
p胃

--T司・
2
0・
G
巴
-jω
田

-5Z印(出
U
F
『・間百『

)E2zc-o自由巾
5
号

r
-
5
g
(
一
四
一
一
年
没
)
。
助
言
の
ほ
か
、
旧
学
説
葉
纂

の
一
部
と
勅
法
案
纂
の
註
解
を
残
し
た
法
学
教
師
。
〈
四
一

ri間口可
-E-
〈・

ω
-
N
S
R
'
一回
C

『
戸
∞

N
叶0
・
ω
N
叶

(
朋
)
同
点
)
豆
〉
↓
開
ω・
筆
者
に
は
こ
の
略
号
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。

(凹

)
E
2
-一
門
官
ゎ
苦
言
-
-
Y
℃

E

メ
-
2・J
〉-巾岡山口
ι巾
『
〉
一

2
E
E巾「吋，
R
E悶
ロ
ロ
印
(
島
内
日
目
。
『
国
)
(
一
四
七
七
年
没
)
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
彼
は

学
説
集
纂
と
勅
法
案
纂
に
つ
い
て
の
註
解
を
残
し
て
い
る
。
〈
四
一
-
∞
同
三
間
口
予

E-
〈戸

ω
ω
同斗『町一回申『
P
ω
ω
N
寸・

(
山
)
∞
同
E
E出
向
同
巾
冨
邑
品
お
(
一
三
二
七
|
一
四
O
O
年
)
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
弟
子
で
あ
り
、
彼
と
と
も
に
註
解
学
派
の
頂
点
を
な
す
。
学
説
葉
纂
、

勅
法
案
纂
に
つ
い
て
の
大
き
な
註
解
を
著
し
た
。
佐
々
木
①
一
O
二
頁
参
照
。
〈
四

-ri間口予
E
5
-
∞

NC合同問・・図。『ロ・印

Ngahsz岡市
岨

ω・叶
mvR-
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
(
塙
訳
)
(
下
)
二
O
七
頁
以
下
参
照
。

(
山
)
号
。
ロ
即
時

E
C
(ロ
品
∞

-E)
で
は
該
当
法
文
が
見
つ
か
ら
ず
、
ま
た
き
g
Z
E
E
-
の
意
味
が
筆
者
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

パウルス文(0.18.4. 21)の解釈史

〈
解
説
〉

バ
ル
ト
ォ
ル
ス
に
お
い
て
は
、
パ
ウ
ル
ス
文
の
詳
細
な
事
案
ご
と
の
註
解
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
四
つ
の
法
的
論
点
が
『
要
約
』
さ
れ
て
い

る
の
み
で
あ
る
。
相
続
財
産
の
売
主
と
買
主
間
の
法
律
問
題
に
一
般
化
し
て
論
ず
る
趣
旨
と
思
わ
れ
る
が
不
明
な
点
が
多
い
。

彼
の
註
解
の
第
一
の
点
は
、
こ
の
法
文
で
相
続
財
産
の
売
却
と
個
別
物
の
売
却
と
の
パ
ウ
ル
ス
の
区
別
が
見
事
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
標
準
註
釈
以
来
の
三
区
分
で
言
、
っ
と
第
一
部
分
と
第
二
部
分
と
の
区
分
を
踏
襲
す
る
趣
旨
と
理
解
し
て
よ
い
と
思
わ

北法44(6・97)1509



れ
る
。
し
か
し
、

(
凶
)

パ
ル
ド
ゥ
ス
に
比
べ
る
と
、

説

そ
の
区
別
か
ら
得
ら
れ
る
「
集
合
体
に
お
い
て
は
物
の
代
価
は
物
の
地
位
を
承
継
す
る
」
と

(
山
)

い
う
一
般
化
さ
れ
た
準
則
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
な
い
の
は
理
解
で
き
な
い
。

言命

註
解
の
第
二
の
点
(
要
約
の
第
一
)
は
、
⑤

(γ)
で
の
パ
ウ
ル
ス
の
論
拠
を
一
般
化
す
る
趣
旨
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
第
二
部
分
(
⑤
)

と
の
関
連
で
な
け
れ
ば
集
合
体
の
場
合
の
⑤
の
パ
ウ
ル
ス
の
理
由
説
明
に
反
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

註
解
の
第
三
の
点
(
要
約
の
第
二
)

は
、
単
純
な
売
買
を
想
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
⑤
特
定
物
の
二
重
譲
渡
・
滅
失
事
案
に

関
し
て
、
註
釈
学
派
以
来
、

パ
ウ
ル
ス
の
結
論
に
反
し
て
売
主
が
代
価
を
返
還
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

(
凶
)

ハ
ン
ネ
ス
・
パ
ッ
シ
ア
ヌ
ス
と
ア
ゾ
ォ
の
見
解
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

て
ま
で
給
付
義
務
を
負
わ
ず
、

は
、
③
の
事
案
に
関
し
て
対
人
訴
権
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
者
は
、
収
取
さ
れ
る
べ
き
果
実
に
つ
い

(
山
)

と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
要
約
の
方
で
は
不
当
に
一
般
化
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

註
解
の
第
四
の
点
(
要
約
の
第
一
二
)

要
約
の
第
三
の
指
示
す
る
箇
所
(
十
)

は
註
解
の
第
四
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。

註
解
の
第
五
の
点
(
要
約
の
第
四
)

は
、
不
明
な
点
が
多
い
が
、
引
用
さ
れ
た
法
文
(
ロ
印
・

ω
-
N
ω
-
U
同

N
品

)

か
ら
考
え
る
と
、
売
主

は
「
私
」
で
、
買
主
は
「
あ
な
た
」
の
事
案
で
、
売
主
が
罰
金
を
取
得
す
る
事
業
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
盗
訴
権
に
よ
る
二
倍

(
凶
)

額
を
買
主
に
売
主
は
返
還
す
る
義
務
な
し
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
理
解
し
得
る
。

以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、

バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
「
註
解
」

の
議
論
は
、
事
案
の
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
を
欠
く
た
め
、

そ
の
要
約
を
観
る
か
ぎ
り
で

は
抽
象
的
で
理
解
し
が
た
い
。

(
凹
)
遺
憾
な
が
ら
パ
ル
ド
ゥ
ス
の
「
註
解
」
は
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
標
準
註
釈
に
お
け
る
パ
ル
ド
ゥ
ス
か
ら
の
抜
粋
を
参
照
。

(
山
)
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
は
、

u
m
-
ω
-
N
N
(
註
(
九
)
参
照
)
に
対
す
る
彼
の
「
註
解
」
に
お
い
て
、
そ
の
寸
要
約
」
で
は
、
「
集
合
物
に
お
い
て
は

北法44(6・98)1510
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る
が
、
個
別
の
諸
物
に
お
い
て
は
[
代
価
は
物
の
地
位
を
承
継
」
し
な
い
甲

E
z
g
5
5
2
2
g
z
Z回
目

E
R
E
-円

-og
『
2・
5
ロ
S
冨
ユ

K
E
R
e
g
-
」
と
述
べ
、
本
文
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
一
「
善
意
占
有
者
は
、
彼
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
交
付
す
る
義

務
を
負
う
。
何
か
あ
る
も
の
を
そ
れ

(
H
物
)
を
機
会
と
し
て
得
た
場
合
に
も
。
こ
の
こ
と
を
[
法
文
は
]
述
べ
る
。
代
価
が
物
の
地
位
を
承

継
す
る
こ
と
を
注
記
せ
よ
。
そ
の
こ
と
を
私
は
は
っ
き
り
と
一
言
う
。
・
:
(
中
略
一
物
の
代
価
は
物
の
地
位
を
承
継
し
な
い
と
い
う
異
論
が
あ
る
こ

と
に
も
言
及
し
て
い
る
)
:
・
解
決
。
集
合
体
の
訴
訟
で
は
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る

E
〈ロ芝市「出血

E
E
Z
E
E円
5
Z
R
E
E
-
O
B
E
-
-
:」

g
B
U
-
Eユ
三
二
コ

E
g
o
-間
2
門
〈
ヨ
〈

2
2・
E
包
E
E
E印印・向。・

5
。
『
多
少
文
言
の
違
い
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
議

論
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

0
5・h
ア
ピ
-
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
で
は
両
法
文
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

な
ぜ
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
で
は
切
離
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
。

-E-hp-NH
の
事
案
で
は
個
別
物
と
集
合
体
の
対
比
が
明
白

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
が
事
案
を
考
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
、
彼
の
要
約
の
仕
方
は
不
可
解
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

(
出
)
こ
の
点
に
つ
き
、
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
テ
ク
ス
ト
参
照
。
さ
ら
に
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
に
お
い
て
は
論
拠
と
し
て

U
ω
・
印
・
品
∞
3
3
-
(
v
ω
・
ω
N
・

ω
・
が
付
加
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
彼
が
ど
の
よ
う
に
事
案
の
類
似
性
を
考
え
て
論
拠
と
す
る
か
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
容
易
に
理

解
で
き
な
い
。

。・

ω
・
印
・
品
市
山
(
品
川
山
)
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
質
疑
録
第
八
巻
「
私
が
売
却
し
た
奴
隷
が
、
売
主
で
あ
る
あ
な
た
か
ら
あ
る
も
の
を
盗
み
、
そ
の
奴
隷

の
買
主
が
そ
れ
を
売
却
し
、
そ
れ
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
あ
な
た
が
、
私
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
事

務
を
行
な
っ
た
と
き
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
代
価
に
つ
い
て
事
務
管
理
訴
権
が
私
に
与
え
ら
れ
よ
う
。
逆
に
、
あ
な
た
が
私
に
帰
属
す
る
相

続
財
産
を
自
分
の
も
の
と
考
え
る
の
で
、
[
遺
一
盲
者
が
]
遺
贈
し
た
あ
な
た
自
身
の
物
を
す
で
に
弁
済
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
弁
済
に

よ
り
私
が
[
債
務
か
ら
]
免
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
あ
な
た
に
私
に
対
す
る
事
務
管
理
訴
権
が
与
え
ら
れ
よ
う
に
。
」
春
木
一
郎
訳
「
学
説
葉
纂

プ
ロ
ォ
タ
」
三
九

O
頁
参
照
。

(V'ω
・
ω
N
・
ω
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
が
ド
ミ
ナ
に
「
あ
な
た
の
母
あ
る
い
は
夫
が
あ
な
た
の
土
地
を
、
あ
な
た
の
意
に
反
し
て
い
る
か
あ
る
い
は

知
ら
な
い
の
に
、
正
当
に
売
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
あ
な
た
の
物
を
占
有
者
か
ら
、
代
価
が
提
供
さ
れ
な
く
て
さ
え
、
取
戻
す

こ
と
が
で
き
る

0
5
1

し
か
し
、
そ
の
後
そ
の
売
却
に
つ
い
て
あ
な
た
が
同
意
す
る
あ
る
い
は
他
の
方
法
で
そ
の
物
の
所
有
権

e
g胃
E
g
)

を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
買
主
に
対
し
て
は
無
論
い
か
な
る
訴
権
も
持
た
な
い
が
、
し
か
し
女
性
の
売
主
(
〈

E
全門コ
H
H
母
)
に
対
し
て
は
代

北法44(6・99)1511 



説

価
に
つ
い
て
事
務
管
理
の
{
訴
権
を
]
行
使
す
る
の
を
あ
な
た
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
」

(
旧
)
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
誤
解
に
つ
い
て
は
、
フ
7

ア
ベ
ル
の
テ
ク
ス
ト
註
川
参
照
。

(
山
)
ロ

?
ω
-
N
W
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
告
示
註
解
第
一
五
巻
「
し
か
し
、
[
相
続
財
産
の
]
善
意
占
有
者
は
代
価
を
全
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

あ
る
い
は
ヨ
リ
豊
か
に
な
っ
た
場
合
に
、
全
く
そ
の
よ
う
観
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
?
受
領
さ
れ
た
代
価
を
あ
る
い
は
失
っ
た
、
あ

る
い
は
浪
費
し
た
、
あ
る
い
は
贈
与
し
た
と
、
想
定
せ
よ
。
ま
た
、
「
到
達
し
た
胃

2
2
5
2
」
と
い
う
文
言
は
た
し
か
に
暖
昧
で
あ
る
。
始
め

の
計
算
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
だ
け
が
内
容
を
な
す
の
か
、
あ
る
い
は
残
っ
た
も
の
も
か
?
そ
れ
で
私
は
考
え
る
、
元
老
院
議
決
の
そ
れ

に
続
く
条
項
が
、
こ
れ
も
ま
た
唆
昧
で
あ
る
と
は
い
え
、
ヨ
リ
豊
か
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
全
く
そ
の
よ
う
に
適
合
す
る
、
と
0
5
1

そ
れ

ゆ
え
に
、
代
価
の
み
な
ら
ず
、
罰
金
も
ま
た
、
代
価
が
支
払
わ
れ
る
よ
り
も
後
に
到
達
す
る
場
合
に
は
、
な
ぜ
な
ら
ば
全
体
と
し
て
ヨ
リ
豊
か

に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
。
た
と
え
元
老
院
議
決
が
代
価
に
つ
い
て
し
か
語
っ
て
い
な
く
と
も
。
」

F
・円
N
品
・
パ
ウ
ル
ス
告
示
註
解
第
二

O
巻
「
そ
れ
に
対
し
て
、
暴
力
に
よ
っ
て
追
払
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
原
告
は
持
ち
得
な
い
の
で
、

[
善
意
占
有
者
は
]
罰
金
を
返
還
す
る
義
務
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
、
訴
訟
に
出
廷
し
な
い
場
合
に
、
相
手
方
が
彼

(
H
善
意
占
有
者
)
に
諾
約

し
て
い
た
罰
金
も
ま
た
返
還
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
」

こ
の
よ
う
に
、
相
続
財
産
の
善
意
占
有
者
が
占
有
侵
奪
者
か
ら
得
る
罰
金
を
、
原
告
(
日
相
続
人
)
が
返
還
請
求
で
き
る
か
否
か
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

U-Ee
少
巴
・
の
事
案
で
は
売
主
が
不
法
占
有
者
(
占
有
侵
奪
者
)
か
ら
得
る
罰
金
を
買
主
が
返
還
請
求
で
き
る

か
否
か
と
い
う
問
題
と
類
似
性
が
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
y

ク
ル
シ
ウ
ス
以
来
の
⑥
に
お
け
る
罰
金
の
議
論
に
関
連
さ
せ

る
と
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
、
パ
ル
ド
ゥ
ス
か
ら
の
要
約
抜
粋
(
標
準
註
釈
参
照
)
の
末
尾
の
文
章
に
も
同
様
の
理
解
が
成
立
つ
。

論

〈
小
括
〉

註
解
学
派
に
お
い
て
は
、
法
的
な
論
点
へ
の
集
中
が
顕
著
に
な
る
。
註
解
の
様
式
に
お
い
て
、

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
法
文
の
「
要

北法44(6・100)1512 



約
(
日
=
呂
田
白
ご
と
「
区
分

(
E
2
M
g
)
」
と
で
あ
る
。
註
釈
学
派
に
比
べ
て
事
案
自
体
の
理
解
よ
り
も
法
文
の
論
点
を
鮮
明
に
す
る
「
区
分
」

そ
の
論
点
(
区
分
)
に
応
じ
て
「
要
約
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は

外
見
上
パ
ウ
ル
ス
文
の
事
案
自
体
の
厳
密
な
考
察
は
後
退
し
て
い
る
(
む
し
ろ
、
法
文
の
事
案
自
体
の
考
察
は
標
準
註
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い

(
m
a
)
 

る
と
理
解
す
る
の
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
)
が
、
法
文
か
ら
実
務
に
適
用
し
う
る
論
点
を
摘
出
す
る
註
解
学
派
の
志
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。

に
重
点
が
置
か
れ

デ
・
ロ
サ
7

テ)、

(
ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
、

そ
し
て
、
法
文
解
釈
に
お
い
て
も
実
務
的
視
点
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
相
続
財
産
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
る
意
義
に
つ
い
て
の
効
果

か
ら
の
考
察
(
ブ
ト
リ
ガ
リ
ウ
ス
、
デ
・
ロ
サ
ァ
テ
)
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

法
文
問
の
調
和
・
矛
盾
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
註
釈
学
派
以
来
の
手
法

(
H
寸
区
別
」
)

が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
が
、

異
論
が
詳

細
に
取
り
上
げ
ら
れ
解
決
が
行
な
わ
れ
て
い
る

(
異
論
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
デ
・
ロ
サ
ァ
テ
に
お
け
る
よ
う
に
、
個
々
の
法
学
者
の
見

解
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
)
。

こ
の
よ
う
に
、
標
準
註
釈
を
補
完
す
る
形
で
要
約
と
法
的
論
点
の
抽
出
が
附
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
世
イ
タ
リ
ア
の
ロ
オ
マ
法
学
の

パウルス文 (D.18.4.21)の解釈史

様
式
が
完
成
さ
れ
る

(
イ
タ
リ
ア
学
風
呂

C
E
S
-
-
2凶)。

ま
た
、
パ
ウ
ル
ス
文
に
つ
い
て
は
、
権
威
あ
る
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
に
よ
り
、

四
つ
の
論
点
が
要
約
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
註
解
学
派
に
お

い
て
も
「
物
か
ら
の
利
得
」
と
「
行
為
か
ら
の
利
得
」
と
い
う
区
別
の
視
点
は
必
ず
し
も
独
立
し
た
一
般
準
則
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
「
物

の
代
価
は
物
か
ら
得
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
準
則
の
背
後
で
、
具
体
的
事
案
の
参
照
の
際
の
論
拠
に
す
ぎ
な
い
。
重
大
問
題
で
あ
る
⑤
の

バ
ル
ト
ォ
ル
ス
も
基
本
的
に
は
ア
ゾ
ォ
以
来
の
見
解
を
踏
襲
し
て
方
策
と
し
て
第
一
買
主
に
代
価
の
返
還
請

求
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
結
果
的
に
は
標
準
註
釈
と
同
様
の
解
決
を
維
持
し
て
い
る
。
た
だ
し
標
準
註
釈
の
見
解
に
異
論
を
唱
え
る
学
説

不
衡
平
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
が
デ
・
ロ
サ
ァ
テ
を
通
じ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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岳
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・
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R
E
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Hぬ
吉
弘
文
一
、
宮
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白
守
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宮
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さ

S
F
H』
P
R
白
K
2尋
問
。
-
d
遣
す
E
S
S札昨日

S日
書
包
包
5
s
e昌
弘
問
的
民
三

khh苦
言
語
ミ
ミ
ミ
・

R
H
5
2
h
g号
、
宮
町
白
書
弘
、
念
写
言
語
、

3
・
色
即
包
町
宮
な
さ
円
札
室
内
善
意
。
屯
喜
・
喜
連

b
s
s
E
e高
弘
込
町

F
2
5ぎ
荷
札
会
主
。
.

〈
訳
〉
ク
ヤ
キ
ウ
ス

旧
学
説
集
纂
註
解
(
ナ
ポ
リ
版

一
七
五
八
年
)
(
表
記
の
方
法
は
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
に
同
じ
)

パ
ウ
ル
ス
賀
民
副
都
第
一
六
巻
盛
式
朗
読

相
続
財
産
或
は
売
却
訴
権
に
つ
い
て
、
第
一
二
法
文
(
パ
ウ
ル
ス
文
の
訳
は
省
略
す
る
。
)

パウルス文 (D.18.4.21)の解釈史

こ
の
法
文
は
、
註
記
す
る
こ
と
に
お
い
て
価
値
あ
る
多
く
の
こ
と
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
、
相
続
財
産
を
売
却
し
た
相
続
人
と
買
主
と
の
問
で
、
当

事
者
双
方
か
ら
挿
入
さ
れ
る
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
に
本
来
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。

Z
2・
N
-
N
ω

唱
。
・
。
す
な
わ
ち
相
続
人
は
要
約
す
る
買
主
に
対

し
て
、
彼
の
相
続
財
産
か
ら
自
身
に
到
達
す
る
あ
る
い
は
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
、
あ
る
い
は
彼
の
悪
意
に
よ
っ
て
到
達
し
な
い
あ
る
い
は
到
達
し
な
い

よ
う
に
為
さ
れ
た
金
額
が
、
そ
し
て
、
死
者
に
何
か
の
義
務
を
負
っ
た
者
に
対
し
て
、
自
身
の
た
め
に
彼
の
名
に
お
い
て
何
か
あ
る
訴
権
、
請
求
、
訴

求
が
あ
れ
ば
、
そ
の
全
て
を
正
に
給
付
す
る
こ
と
を
、
諾
約
す
る
0

0
・
2
吟
「
印
。
。
他
方
、
買
主
は
、
要
約
す
る
相
続
人
に
対
し
て
確
定
し
た
代
価

を
諾
約
す
る
0

0
・
合
・
ω
-
N
C

。
同
様
に
相
続
人
が
相
続
の
名
目
で
与
え
る
で
あ
ろ
う
、
支
払
う
で
あ
ろ
う
、
給
付
す
る
で
あ
ろ
う
だ
け
の
額
が
、
そ

れ
だ
け
[
の
額
]
が
相
続
人
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
を
、
諾
約
す
る
0

0
・
E
-
h
f
E
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
問
答
契
約
に
関
係
す
る

U
Z
-
ケ
N

一
己
目
。
‘

5
・
ロ
φ
。
こ
の
こ
と
が
諾
約
さ
れ
る
と
し
て
、
想
定
せ
よ
。
「
相
続
財
産
の
売
主
」
は
、
こ
れ
は
こ
の
法
文
の
冒
頭
で
相
続
財
産
か
ら
の
売
主
と
、

例
え
ば
土
地
か
ら
の
売
主
、
す
な
わ
ち
土
地
の
売
主
の
よ
う
に
、
一
言
わ
れ
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
相
続
財
産
の
売
主
は
、
上
述
の
よ
う
な
、
そ
れ
に
よ

北法44(6・103)1515 



説

っ
て
そ
の
相
続
財
産
か
ら
彼
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
金
額
、
な
ど
を
買
主
に
売
主
が
諾
約
し
た
問
答
契
約
が
行
わ
れ
た
の
で
、
相
続
財
産
上

の
何
か
あ
る
奴
隷
を
訴
求
し
た
が
、
そ
の
奴
隷
を
別
に
他
人
に
売
却
し
て
、
そ
し
て
代
価
を
受
領
し
た
。
関
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
奴
隷
の
名
義
に

お
い
て
前
述
の
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
、
何
を
買
主
に
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
す
な
わ
ち
奴
隷
か
、
代
価
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
奴
隷
も
彼
に
到
達
し
ま
た
代
価
も
[
彼
に
到
達
し
た
}
か
ら
で
あ
る
。
両
方
と
も
給
付
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ま
ず
奴
隷
が
、
次
に
代
価
が
彼
に
到
達
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
両
方
が
相
続
財
産
の
買
主
に
給
付
さ
れ
る
の
は
衡
平
で
は
な
い
。
[
ま
た
]
二
重
に
問

答
契
約
が
効
力
を
生
じ
る
の
も
衡
平
で
は
な
い
。
二
重
に
あ
る
何
か
の
や
り
方
で
給
付
さ
れ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
物
と
物
の
代
価
が
。
許

さ
れ
な
い
利
得
と
は
二
重
に
同
じ
物
を
要
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ゎ
'
印

-S-
自
・
。
し
た
が
っ
て
、
質
疑
は
、
物
あ
る
い
は
代
価
の
い
ず
れ
を
そ
の
問

答
契
約
に
基
づ
い
て
相
続
人
は
相
続
財
産
の
買
主
に
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
パ
ウ
ル
ス
は
区
別
し
て
い
る
。
相
続

財
産
の
売
却
と
問
答
契
約
が
奴
隷
の
売
却
の
後
で
あ
る
か
、
[
あ
る
い
は
]
相
続
財
産
の
売
却
が
奴
隷
の
売
却
に
先
行
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
先
の
事

案
で
は
、
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
相
続
人
は
、
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
た
と
き
と
問
答
契
約
が
行
わ
れ
た
と
き
に
す
で
に
彼
に
到
達
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
、
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
ゎ
・
印
・

5eNe
。
後
の
事
案
で
は
、
す
な
わ
ち
相
続
財
産
の
売
却
の
後
に
そ
の
相
続
財
産
の
中
か
ら
奴
隷
を
相
続
人

が
売
却
し
た
場
合
に
は
、
[
相
続
人
は
]
奴
隷
を
買
主
に
[
給
付
]
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
代
価
を
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
相
続
財

産
の
売
却
の
と
き
に
奴
隷
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
同
じ
事
案
で
、
奴
隷
よ
り
も
先
に
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
、
そ
の
上
、
そ
の

よ
う
に
奴
隷
が
相
続
財
産
の
買
主
に
[
給
付
さ
れ
]
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
始
め
た
場
日
制
に
は
ど
う
か
。
す
な
わ
ち
も
し
後
に
そ
の
奴
隷
が
そ
の
運

命
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
に
は
ど
う
か
、
と
私
は
言
、
っ
。
あ
る
い
は
、
明
ら
か
に
奴
隷
が
相
続
人
の
遅
滞
前
に
、
す
な
わ
ち
そ
の
奴
隷
に
つ
い
て
相
続

人
が
催
告
さ
れ
る
前
に
、
死
亡
し
て
い
た
場
合
に
は
、
[
相
続
人
は
]
彼
が
受
領
し
た
奴
隷
の
代
価
に
つ
い
て
買
主
に
対
し
て
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
の

か
[
否
か
]
。
こ
の
場
合
に
は
、
[
奴
隷
が
]
遅
滞
前
に
死
亡
し
て
い
る
の
で
奴
隷
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
。
と
一
言
い
得
る
し
、
ま
た
、
相
続
人
が

受
領
し
た
も
の
の
代
価
[
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
と
言
い
得
る
]
。
と
い
う
の
は
要
約
者
に
対
し
て
諾
約
さ
れ
た
ス
テ
イ
タ
ス
が
遅
滞
前
に
死

亡
し
た
と
す
れ
ば
、
た
と
え
そ
の
間
に
ス
テ
イ
タ
ス
が
他
人
に
売
却
さ
れ
て
そ
の
代
価
を
諾
約
者
が
得
た
と
し
て
も
、
ス
テ
イ
タ
ス
に
つ
い
て
も
代
価

に
つ
い
て
も
[
諾
約
者
が
]
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
、
と
に
か
く
諾
約
者
が
債
務
を
免
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
0

0
目白
-
Y
N
ω

。
し
か
し
パ

(m出
〉

ウ
ル
ス
は
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
件
に
お
い
て
は
反
対
に
、
[
売
主
は
]
代
価
に
つ
い
て
相
続
財
産
の
買
主
に
対
じ
て
義
務
を
負
う
と
、
考

え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
る
と
そ
れ
は
相
続
財
産
全
体
の
権

利
で
あ
る
と
こ
ろ
の
無
体
の
権
利
で
あ
り
、
あ
る
い
は
個
別
の
物
が
売
却
さ
れ
る
と
そ
れ
は
す
な
わ
ち
有
体
あ
る
い
は
確
定
し
た
特
定
の
も
の
で
あ
る

論
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か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
は
ま
ず
売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
私
が
あ
な
た
に
相
続
財
産
を
売
却
し
、
次
い
で
他
人
に
ス
テ
イ
タ

ス
を
相
続
財
産
の
中
か
ら
ー
ー
と
い
う
の
は
私
が
相
続
人
と
し
て
ス
テ
ィ
ク
ス
を
私
の
権
利
に
よ
っ
て
売
却
し
た
の
で
|
|
[
売
却
し
た
]
場
合
に
は
、

た
と
え
ス
テ
ィ
ク
ス
が
遅
滞
前
に
死
亡
し
た
と
し
て
も
、
私
は
あ
な
た
に
、
私
が
受
領
し
た
ス
テ
イ
タ
ス
の
代
価
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
代
価
に
関
す

る
訴
権
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
彼
の
売
却
に
お
い
て
、
す
で
に
私
が
全
相
続
権
に
つ
い
て
義
務
を
[
あ
な
た
に
対
し
て
]
負
っ
て
お
り
、

あ
な
た
の
事
務
を
[
私
が
]
行
っ
た
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
[
す
な
わ
ち
]
私
は
私
の
事
務
を
行
っ
た
と
い
う
よ
り
も
あ
な
た
の
事
務
を
行
っ
た

と
観
ら
れ
る
、
と
私
は
言
、
っ
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
も
の
の
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
も
の
の
事
務
を
行
な
う
|
|
そ
れ
は
す
な

わ
ち
私
の
事
務
で
あ
る
相
続
財
産
の
事
務
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
相
続
財
産
の
買
主
の
[
事
務
を
]
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ー
ー
と
観
ら
れ
得
る
、
が

述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
以
下
で
、
何
事
か
を
相
続
人
と
し
て
私
が
為
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
買
主
に
あ
た
か
も
彼

(
H
買
主
)
の
事
務
を

行
う
よ
う
に
私
が
給
付
す
る
こ
と
が
黙
示
的
に
合
意
さ
れ
た
と
観
ら
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
相
続
財
産
は
私
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
相
続
財
産
の
買
主
に
対
し
て
、
相
続
財
産
上
の
奴
隷
の
売
却
に
基
づ
い
て
私
が
得
た
、
代
価
に
つ
い
て
の
義
務
を
負
う
か
、

あ
る
い
は
代
価
に
つ
い
て
の
訴
権
に
関
し
て
の
義
務
を
負
う
、
す
な
わ
ち
相
続
財
産
の
買
主
の
売
却
に
基
づ
く
訴
権
を
譲
渡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
あ
た
か
も
相
続
人
の
よ
う
に
私
が
受
領
し
た
も
の
は
何
で
あ
れ
、
そ
れ
を
相
続
財
産
の
買
主
の
た
め
に
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

そ
れ
が
黙
示
的
に
合
意
さ
れ
た
も
の
と
相
続
人
と
相
続
財
産
の
買
主
の
問
で
は
観
ら
れ
る
。
お
よ
び
本
法
文

(
H
U
'
E
-
k
?
N
H
)。
さ
て
今
や
売
却
さ

(

畑

一

四

)

れ
た
個
別
の
物
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
私
が
あ
な
た
に
ス
テ
ィ
ク
ス
を
売
却
し
、
引
渡
さ
な
か
っ
た
、
そ
の
後
他
人
に
同
じ
奴
隷
を

売
却
し
て
代
価
を
受
領
し
、
次
い
で
ス
テ
イ
タ
ス
が
遅
滞
前
に
、
す
な
わ
ち
私
が
ス
テ
イ
タ
ス
を
あ
な
た
に
引
渡
さ
な
い
こ
と
が
私
の
責
任
に
よ
る
よ

り
前
に
、
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
私
は
何
の
義
務
も
負
わ
な
い
、
受
領
し
た
代
価
に
つ
い
て
さ
え
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ

(
H
代
価
)
は
ス
テ
ィ
ク
ス
自
体

か
ら
私
が
得
た
の
で
は
な
く
て
、
私
の
行
為
お
よ
び
賢
明
さ
の
ゆ
え
に
得
た
、
(
す
な
わ
ち
)
あ
な
た
で
は
な
く
私
の
た
め
に
事
務
が
行
わ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
あ
た
か
も
売
却
の
完
成
後
に
、
ま
た
引
渡
し
前
に
売
却
さ
れ
た
物
か
ら
私
が
得
た
よ
う
に
、
例
え
ば
、
売
却
さ
れ
た
土
地
か
ら
果
実
を
私
が

得
た
ら
、
そ
れ
ら
が
あ
な
た
に
義
務
付
け
ら
れ
る

O
・

S
-
r
z
-
E
-
0・
NN-rω
∞-∞
--n-mY2・
ω
、
な
ぜ
な
ら
、
代
価
を
全
て
計
算
す
る
場
合

に
は
、
例
え
ば
パ
ウ
ル
ス
の
断
案
録
第
二
巻
売
買
の
章
が
付
加
し
て
い
る
よ
う
に
、
売
買
の
日
か
ら
、
果
実
は
全
て
買
主
に
帰
属
す
る
の
で
。
当
該
箇

所
で
は
、
隠
蔽
さ
れ
、
ま
た
訂
正
さ
れ
た
巻
本
に
基
づ
い
て
「
代
価
等
々
、
の
場
合
に
は
、
売
買
の
日
か
ら
」
と
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
、

「
私
が
代
価
を
取
得
し
た
場
合
に
は
」
、
と
私
は
言
う
。
と
い
う
の
は
、
偶
然
に
土
地
を
他
人
の
物
の
よ
う
に
慨
怠
し
た
り
、
ま
た
は
住
ま
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
私
の
ド
ォ
ル
ス
あ
る
い
は
、
果
実
を
私
が
得
る
こ
と
が
出
来
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
収
取
し
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に
為
さ
れ
た
ク
ル
パ
が
立
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説

証
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
収
取
さ
れ
る
べ
き
果
実
に
つ
い
て
は
私
は
義
務
を
負
わ
ず
、
そ
の

(
H
ク
ル
パ
が
立
証
さ
れ
た
)
場
合
に
は
、
果
実
を
収

取
し
た
場
合
と
同
様
に
私
は
み
な
さ
れ
る
か
ら
。
こ
の
こ
と
は
法
文
に
お
い
て
、
こ
の
土
地
の
売
主
が
果
実
を
誠
意
を
理
由
と
し
て
|
|
当
然
誠
意
[
訴

権
に
属
す
る
で
す
な
わ
ち
購
買
訴
権
に
よ
っ
て
|
|
果
実
を
給
付
す
る
の
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
、

他
人
の
も
の
の
よ
う
に
悔
怠
し
た
場
合
に
は
、
す
な
わ
ち
土
地
引
渡
し
の
前
に
果
実
を
収
取
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
彼
の
ク
ル
パ
が
証
明
さ
れ
る
の

で
な
け
れ
ば
、
何
も
彼
に
帰
せ
し
め
ら
れ
得
な
い
と
法
文
が
言
っ
て
い
る
と
し
て
も
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
、
奴
隷
が
あ
な
た
に
売
却
さ
れ
、
そ
の

後
他
人
に
売
却
さ
れ
て
代
価
が
受
領
さ
れ
た
場
合
に
は
、
私
は
代
価
を
売
却
さ
れ
た
物
か
ら
は
得
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
物
は
代
価
を
生
じ

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ゆ
え
に
、
そ
れ

(
H
代
価
)
を
第
一
買
主
に
給
付
す
る
義
務
を
私
は
負
わ
ず
、
私
は
物
の
所
有
者
に
対
し
て
義
務
を
負

う
0
・
5
・
Y
N
ω
・
。
買
主
に
対
し
て
は
、
[
買
主
が
]
未
だ
所
有
者
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
私
は
未
だ
義
務
を
負
わ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
奴
隷
を

他
人
に
売
却
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
と
同
様
に
私
は
義
務
を
免
が
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
例
え
ば
あ
な
た
に
売
却
し
た
ス
テ
ィ
ク
ス
を
私
が
[
奴
隷
か

ら
]
解
放
し
た
後
、
遅
滞
前
に
彼
が
死
亡
し
た
場
合
に
も
、
私
が
彼
を
[
奴
隷
か
ら
]
解
放
し
な
か
っ
た
場
合
と
同
様
に
私
は
義
務
を
免
が
れ
る
0

0
・

主
ー
・
吋
・
品
切
お
よ
び

U-
え
Tω
・匂
N

。
な
ぜ
な
ら
ス
テ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て
あ
な
た
に
私
は
義
務
を
負
い
、
ま
た
彼
は
私
の
ド
ル
ス
も
ク
ル
パ
も
な
く
し
て

死
亡
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
あ
な
た
に
対
し
て
、
売
却
訴
権
、
す
な
わ
ち
第
二
買
主
に
対
す
る
代
価
に
関
す
る
訴
権
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
私
は
あ
な
た
に
対
し
て
、
偶
然
そ
の
訴
権
を
通
じ
て
[
結
果
と
し
て
]
得
た
と
こ
ろ
の
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
。
訴
権
が
与

え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
人
に
は
、
訴
権
の
利
益
も
与
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
逆
に
、
訴
権
の
利
益
が
与
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で

は
な
い
人
に
は
、
訴
権
が
与
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
あ
な
た
に
対
し
て
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
の
で
あ
っ

て
、
訴
権

l
l
す
な
わ
ち
代
価
の
訴
権
、
売
却
訴
権

l
ー
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
こ
の
理
由
を
パ
ウ
ル
ス
が
続
く
質
疑
の
中
で
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
に
事
案
を
想
定
せ
よ
一
私
が
個
別
の
物
を
あ
な
た
に
売

却
し
た
が
、
そ
れ
を
、
売
却
の
時
に
、
私
で
は
な
く
、
他
人
が
占
有
し
て
い
た
。
そ
の
後
そ
の
占
有
者
か
ら
物
の
取
り
戻
し
を
私
が
行
い
、
そ
し
て
審

判
人
の
判
決
に
よ
っ
て
も
命
令
ど
お
り
に
[
占
有
者
が
]
物
を
返
還
し
な
い
の
で
、
ロ

A
p
r
s
-
、
訴
訟
物
の
評
価
、
す
な
わ
ち
物
の
代
価
、
を
占
有

者
か
ら
得
た
。
そ
し
て
そ
の
事
は
売
却
に
類
似
し
て
い
る
。
訴
訟
物
の
評
価
は
売
買
に
類
似
し
て
い
る

0
・
2
・少

ω
-
u
・
2噂
N
-
N
N
。
こ
の
事
案
で
、

私
は
第
一
買
主
に
対
し
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
、
私
は
何
を
[
給
付
]
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
物
か
代
価
か
、
あ
る
い
は
訴
訟
物
の
評
価
か
。

そ
れ
で
、
私
は
彼
に
物
が
帰
属
す
る
、
あ
る
い
は
利
害
関
係
の
あ
る
か
ぎ
り
で
物
が
給
付
さ
れ
る
、
と
私
は
解
答
す
る
。
こ
の
こ
と
は
常
に
理
解
さ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
私
が
彼
に
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
物
で
あ
っ
て
、
対
物
訴
権
で
も
な
く
、
代
価
に
関
す
る
訴
権
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

論
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れ
ゆ
え
に
、
そ
の
訴
権
に
よ
っ
て
私
が
得
た
も
の
も
ま
た
[
給
付
す
る
義
務
は
な
い
]
。
[
そ
し
て
]
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
、
私
が
物
を
売
却
し
、
そ
の

占
有
か
ら
暴
力
に
よ
っ
て
追
い
払
わ
れ
た
か
あ
る
い
は
そ
の
物
が
私
か
ら
、
売
却
前
に
ひ
そ
か
に
盗
み
だ
さ
れ
た
、
さ
ら
に
次
い
で
私
が
二
倍
額
を
窃

盗
訴
訟
に
よ
っ
て
[
結
果
と
し
て
]
得
た
場
合
に
、
そ
れ
を
私
は
買
主
に
給
付
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
私
が
彼

(
H
買
主
)
に
対
し
て
義

務
を
負
っ
て
い
る
の
は
物
で
あ
っ
て
、
訴
権
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
は
彼

(
H
買
主
)
に
対
し
て
訴
権
の
利
益
に
つ
い
て
も
義
務
を

負
っ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
売
却
の
時
に
占
有
を
失
っ
て
い
た
場
合
に
[
妥
当
す
る
]
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
売
却
後
に
私
の
ク
ル

パ
な
く
し
て
生
じ
た
場
合
に
は
、
私
は
い
か
な
る
訴
権
で
あ
れ
、
買
主
に
対
し
て
義
務
を
負
う
。
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私
が
訴
権
に
つ

い
て
、
し
た
が
っ
て
訴
権
の
利
益
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
窃
盗
訴
権
に
よ
っ
て
得
た
一
一
倍
額
に
つ
い
て
も
、
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
こ
の
法
文
の
末

尾
が
付
け
加
え
る
よ
う
に
。
物
の
売
却
後
、
売
主
が
何
か
別
の
事
案
で
ド
ォ
ル
ス
も
ク
ル
パ
も
な
く
し
て
占
有
を
止
め
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
単
に
彼

(
H
売
主
)
の
ク
ル
パ
と
ド
ォ
ル
ス
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
は
彼
は
彼
の
そ
の
よ
う
な
諸
訴
権
を
買
主
に
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
物
を

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
諸
訴
権
に
よ
っ
て
得
た
と
こ
ろ
の
も
の
も
[
彼
は
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
]
。
並
び
に
、
彼
の
ク
ル
パ
な
く
し

て
売
却
後
建
物
が
焼
失
す
る
こ
と
に
よ
り
、
[
彼
は
]
残
っ
て
い
る
土
地
の
み
を
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
建
物
を
で
は
な
い
。
そ
れ
に

対
し
て
彼
は
、
す
で
に
焼
失
し
た
建
物
を
売
却
し
た
場
合
に
は
、
全
く
、
建
物
を
、
あ
る
い
は
建
物
に
利
害
関
係
の
あ
る
も
の
を
、
あ
る
い
は
土
地
の

み
を
給
付
す
る
義
務
を
負
う
で
あ
ろ
う
り
・

5
・
Y
2一
。
こ
の
[
法
文
(
H
0
・
5
・ム
-
N
H
)
]

に
つ
い
て
は
、
ア
y

ク
ル
シ
ウ
ス
が
こ
の
法
文
に
お
い
て
試

み
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
人
に
奴
隷
を
売
却
し
た
が
、
引
渡
し
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
、
つ
い
で
同
じ
奴
隷
を
他
人
に
売

却
し
て
代
価
を
受
領
し
た
者
は
、
遅
滞
前
に
奴
隷
が
死
亡
し
た
と
し
て
も
、
衡
平
に
基
づ
い
て
第
一
買
主
に
対
し
て
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
私
は
真
で
は
な
い
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
パ
ウ
ル
ス
が
、
代
価
を
給
付
し
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
、
と
後
代
に
伝
え
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
法

の
質
疑
の
中
で
は
最
も
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
衡
平
か
ら
[
パ
ウ
ル
ス
も
当
然
]
引
き
出
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。
し
か
る
に
ア
ッ
ク
ル
シ

ウ
ス
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
の
か
?
明
ら
か
に
偽
罪
の
罰
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
同
一
物
を
二
人
に
異
な
っ
た
時
に
全
体
と
し
て
売

却
し
た
者
が
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
[
で
あ
る
]

U
・
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-
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H

[

売
主
が
]
罰
に
よ
っ
て
懲
ら
し
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
売
却
物
の

代
価
も
彼
か
ら
持
ち
去
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
む
し
ろ
[
そ
の
代
価
は
]
、
[
売
主
が
]
そ
の
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
行
為
か
ら
何
事
も
利
得
し
な

い
よ
う
に
、
第
一
買
主
に
給
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
、
同
一
物
を
二
人
に
売
却
し
た
者
が
、
そ
の
両
者
に

債
務
を
負
い
続
け
る
場
合
に
は
、
偽
罪
で
罰
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
う
え
、
二
人
の
う
ち
の
一
方
の
債
務
か
ら
免
れ
る
、
例
え
ば
遅
滞
前
に
生
じ
た

滅
失
に
よ
っ
て
[
免
れ
る
]
場
合
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
罪
の
、
お
よ
び
偽
罪
の
罰
の
外
に
あ
る
。
さ
ら
に
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は
動
か
さ
れ

~tì:去44(6 ・ 107)1519 
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て
い
る
、
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・
E
-
p
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ロ
ロ
に
よ
っ
て
。
そ
こ
で
は
、
ワ
イ
ン
を
売
却
し
、
ワ
イ
ン
を
分
配
す
る
た
め
に
買
主
に
予
め
期
日
を
定
め
た
が
、
そ
の
ワ

イ
ン
の
分
配
を
し
な
い
で
、
ま
た
、
予
め
定
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
ワ
イ
ン
を
分
配
し
な
い
者
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
法
文
は
言
う
、
ワ
イ
ン
の
査
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
売
主
が
、
明
白
に
前
も
っ
て
買
主
に
ワ
イ
ン
を
運
び
さ
る
よ
う
、
あ
る
い
は
将
来
ワ
イ
ン
が
棄
て
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ

う
に
証
人
の
前
で
指
示
し
た
場
合
に
は
、
ワ
イ
ン
を
棄
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。
し
か
し
ま
た
付
け
加
え
て
い
る
、
「
し
か
し
ワ
イ
ン
を
棄
て
る
こ

と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
売
主
が
そ
う
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
称
賛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
適
当
で
あ
る
の
は
、
ワ
イ
ン

を
入
れ
る
査
を
持
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
ワ
イ
ン
が
売
却
さ
れ
る
と
き
に
入
れ
ら
れ
る
査
が
空
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
貫
主
が
売
主
に
、

は
か
ら
ず
も
請
負
っ
た
牽
の
報
酬
を
給
付
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
な
る
ほ
ど
ヨ
リ
有
益
な
の
は
別
の
器
が
請
負
わ
れ
る

こ
と
で
あ
る
、
が
し
か
し
、
別
の
器
の
請
負
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ワ
イ
ン
を
買
主
に
償
う
こ
と
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
た
し
か

に
売
主
は
誠
意
に
よ
っ
て
売
却
し
て
、
無
く
て
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
査
を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
方
、
代
価
を
買
主
の
た
め
に
保
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
こ
の
種
の
事
案
に
お
い
て
は
、
代
価
は
買
主
の
も
の
と
な
る
の
が
相
応
し
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
場
合

誠
意
に
よ
り
、
ワ
イ
ン
を
捨
て
る
こ
と

|

l
そ
れ
が
買
主
を
破
滅
に
陥
れ
る
の
で
!
!
を
望
ん
で
い
な
い
[
売
主
が
]
買
主
の
事
務
を
行
な
っ
て
い
る

が
ゆ
え
に
、
買
主
の
物
が
出
来
る
限
り
小
さ
い
損
害
で
済
む
よ
う
に

l
l
そ
れ
は
す
な
わ
ち
買
主
が
ワ
イ
ン
と
代
価
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
買
主

の
事
務
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る

l
!努
め
る
。
し
か
し
、
提
示
さ
れ
た
事
件
で
は
、
売
主
は
自
己
の
事
務
を
行
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
買
主
の

事
務
を
行
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
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HAC lex continet multa notatu digna. & proprie pertinet ad stipulationes empta & vendita hereditatis. qua ex utraque parte 

interponuntur inter heredem. qui hereditatem vendidit. & emptorem. ~. ergo si quidem. Inst. de βdeicom. hered. namque heres emptori 

stipulanti promittit. quanta pecunia ad se ex hereditate sua pervenerit. dolove malo suo factum est. eritve. quo minus perveniat 

perveneritve. quaque sibi eo nomine actio. petitio. persecutio erit. adversus eum. qui quid defuncto debuit. ea omnia recte prastari. 

1. 50. de verb. oblig. Emptor autem heredi stipulanti promittit certum pretium. 1. 20.8. ult. de stiかU.sen人 Promittititem. quantam 

pecuniam heres nomine hereditario dederit. solverit. prastaverit. tantam heredi prastari. l. 18. hoc tit. Et ad has stipulationes 

perinet l. 2. hoc tit. & lex μcunia 176. de verbor. signific. Quo pramisso. finge: Venditor hereditatis. quod initio hujus l(egis) dicitur 

venditor ex hereditate. ut venditor ex fundo. id est. ven ditor fundi: venditor igitur hereditatis. interposita supradicta stipulatione. 

qua ipse promisit emptori. quanta pecunia ad se ex illa hereditate pervenerit. &c. servum quendam hereditarium persecutus. eum 

alii vendidit separatim. & pretium accepit. Quaritur ejus servi n仰 !ineex stitulatione sUtradicta. quid emptori trastare debeat. utrum 

servum. an pratium ? Nam & servus ad eum pervenit & pretium. Utrumque non debere prastari certum est. & si primum servus. 

deinde pretium ad eum pervenerit. aquum non est utrumque prastari emptori hereditatis: aquum non est bis committi 

stipulationem. idemque bis quodammodo prastari: rem & pretium rei: pr記daest bis idem exigere. 1. 25. de adm. tut. Quastio igitur 

hac est. utrum re1鈍.an tretium ex ea stitulαti側 edebeat heγ'es emptori he陀ditatis? Paulus distinguit: aut venditionem servi secuta est 

venditio hereditatis & stiputatio. aut pracessit venditio hereditatis venditionem servi. Priore casu. ex stipulatu heres pretium debet. 

quod jam ad eum pervenerat tempore vendita hereditatis. & interposita stipulationis. l. 2. {}. pe町四isse.hoc tit. Posteriore casu. id 

est. quum post venditam hereditatem servum ex ea vendidit heres. servum debet emptori， non pretium. quia servum habuit tempore 

vendita hereditatis. At quid si eodem casu. quum prius veniit hereditas. quam servus. atque ita servus deberi capit emptor 
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emptori hereditatis， quia multum interesse ait， utrum venierit hereditas， quod est jus successionis universum， jus incorporale: an 

venierit res singularis， id est， corpus aut species certa. Dicamus primum de hereditate vendita. Si tibi vendidi hereditatem， deinde 

alii Stichum ex ea hereditate， quia eum quasi heres vendidi jure meo， etsi Stichus perierit ante moram， debeo tibi pretium Stichi， 

quod accepi， aut actionem pretii， quia in eo vendendo videor tuum negotium gessisse， cui jam debebam jus omne successionis， 

videor， inquam， tuum negotium gessisse magis quam negotium meum， aut hereditatis mea. Et hoc est quod ait， potest videri， ut 

negotium potius ejμs agam，伊wmhereditatis ejus， id est， emptoris hereditatis potius， quam negotium hereditatis， quod est negotium 

meum， quia hereditas est mea， ut infra ait， tacite hoc agi videtur， ut si quid tanquam heres feci， id prastem emptori quasi negotium 

illius agam. Et hac ratione emptori hereditatis debeo pretium， quod redegi ex venditione servi hereditarii， aut actionem pretii， debeo 

cedere emptori hereditatis actionem ex vendito; denique quodcumque quasi heres percepi， id servare debeo emptori hereditatis， 

idque agi tacite videtur inter heredem & emptorem hereditatis: & hac de hered. vend. Dicamus nunc de re singulari vendita. si tibi 

primum vendidi Stichum， non tradidi， deinde alii eundem servum vendidi， pretium accepi， mox Stichus interierit ante moram， id est， 

antequam per me staret， quo minus eum traderem tibi，日ihildebeo， nec pretium quidem， quod accepi， quia id non ex Sticho ipso 

percepi， sed ex negotiatione & solertia mea， mihi non tibi gesto negotio， sicut post perfectam venditionem， & ante traditionem ex re 

vendita percepissem， ut si ex fundo vendito fructus percepissem， eos tibi deberi， 1. fulianus， *. si fructib. de act. emp. 1. videamus， *. 
ex causa， de usur. &. 1. pen(ultima). C. eod(em tiω10). quia ex die emptionis， omnes fructus pertinent ad emptorem， si pretium omne 

numeraverit， ut adjecit Paulus 2. Sent. tit. ex emp: vend. illo loco sicut legendum， ex abstrusioribus， & castigatioribus libris， ex die 

empt¥O日is，si pretium， &c. si percepissem， inquam， pretium， Nam de fructibus percipiendis non teneor， si forte fundum neglexi ut 

alienum， neque colui， nisi dolus aut culpa mea arguatur， qua factum sit， ut cum fructus p 
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liberor， atque si eum servum alii non vendidissem， ut & si Stichum tibi venditum manumissem， post ille interiisset ante moram， 

perinde liberor， atque si eum non manumisissem， 1. is qui ex sti仰latu，de oblig. & acti側 1.si mihi alienum 92. de solut. quia Stichum 

tibi debui， & is desiit esse in rerum natura sine dolo aut culpa mea: non debui tibi actionem ex vendito， actionem pretii contra 

posteriorem emptorem， ergo nec debeo tibi pretium， quod forte per eam actionem consequutus sum: cui non debetur actio， nec 

emolumentum actionis debetur， & contra， cui non debetur emolumentum actionis， nec debetur actio. Et ita interpretandum quod ait， 

tibi eni柵 remdebebam，昨併tactionem， id est， actionem pretii， actionem ex vendito: nam hac ipsa ratione utitur Paulus in quastione 

sequenti. Finge: Rem singularem tibi vendidi， quam alius possidebat. non ego， venditionis tempore. Postea ab eo possessore rem 

vindicavi， & eo judicis arbitrio non restituente rem juxta ordinem， 1. qui陀stitueγe，de陀ivindic. litis astimationem， id est， pretium 

rei possessori extorsi， qua res similis est venditioni. Litis astimatio similis est emptioni & venditioni， 1. litis， pro empt. l. si propter， 

rer. amot. Hoc casu cum teneor priori emptori， quid debeo， rem， an pretium， aut litis astimationem ? Et respondeo ei rem deberi， aut 

quanti interest rem prastari: hoc semper intelligitur， quia rem ei prastare debui， non actionem in rem， non actionem pretii. Ergo 

nec quod ea actione consequerer， eademque ratione si rem vendidi， cujus possessione vi eram dejectus， vel qua fuerat mihi furto 

subrepta ante venditionem， ac deinde per actionem furti duplum sim consequutus， id non debeo prastare emptori， quia rem ei debui， 

non actionem: ergo nec ei debui commodum actionis. Et hoc si jam venditionis tempore rei possessionem amiserim. Nam si post 

venditionem hoc contigerit sine culpa mea， etiam quamcunque actionem emptori debeo， 1. eum q叫i，de furt. 1.伊wdsape， *. si res， de 
contr. emp. Si debeo actionem， ergo & commodum actionis， puta duplum， quod actione furti sum consequutus， ut addit in fine h(uius) 

legis. Si post venditionem rei venditor sine dolo aut culpa desierit rem possidere quodam alio casu， si modo absit句usculpa & 

dolus， actiones tantum suas debet prastare emptori， non rem， Ergo & quod propter eas actiones consequutus fuerit， ut litis 

astimat 

同
四
髭
時
宜
ハ
b
(
H
N

寸∞
H

・
色
村
K
A『
b
v
ヘ



司

Y
N由
同

(
N
=
・
由
)
申
目
、
山
明
石
一
川

palam pretium non deberi， id sumit ex aquitate， qua in quastionibus juris maxime spectanda est. At quo argumento movetur 

Accursius ? nempe quod pana falsi teneatur is， qui eandem rem duobus vendidit in solidum diversis temporibus， l. qui duob. 12. ad 

le. Com. de fals. Si pana coercetur， ergo & pretium rei vendidita ei auferri debet， & prastari potius priori emptori， ne quid 

lucretur ex facto， cujus panam subiit. Verum ita demum is， qui eandem rem vendidit duobus， coercetur pana falsi， si utrique 

obligatus maneat: at si alterius obligatione liberatus fuerit， puta rei interitu， qui contigerit ante moram， veluti in hac specie， extra 

crimen est， & panam falsi. Movetur etiam Accursius 1. 1. *. licet， in fi. de peric. & comm.陀 vend.ubi agitur de eo， qui vendidit 
vinum. & diem prastituit emptori ad metiendum vinum， quo cessante， nec admetiente vinum intra prastitutum diem， lex ait， 

venditorem， qui vasis vinariis indiget， posse vinum effundere， si modo testato prius denuntiet emptori， ut tollat vinum， aut sciat 

futurum ut effendatur. At subijcit: siωmen cum posset vinum e.か'unde陀 ，id n側 feceritvenditor， laudandus est. N am satis est si emptor 
ei prastet mercedem vasorum， qua forte conduxit， cum interesset ejus habere vasa， in qua vinum infunderet， aut inania esse vasa， 

in quibus vinum fuit venditum: Et sane， inquit， commodius est conduci alia vasa， nec reddi vinum emptori， nisi reddat mercedem 

conductionis aliorum vasorum: aut certe venditor debet vinum bona fide alii vendere， & exinanire vasa， quibus indiget， pretium 

autem servare emptori， & sic in ea specie pretium debetur emptori. Sed hoc ideo， quia ibi bona fide negotium gessit emptoris， nolens 

effundere vinum， quod poterat effundere in perniciem emptoris， dedit operam eo modo， ut quam minimo detrimento ea res esset， 

emptori， idest， negotium egit emptoris， ne vinum emptor amitteret & pretium. At in specie proposita venditor suum negotium gessit， 

non emptoris. 

経
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(
凹
)
こ
の
場
合
は
④
の
事
案
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
印
)
こ
こ
か
ら
⑤
の
事
案
の
議
論
へ
移
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
問
)
こ
こ
か
ら
⑥
の
事
案
の
議
論
へ
移
っ
て
い
る
。

(
国
)
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
チ
オ
を
考
え
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
が
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
自
身
の
説
明
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
〈
問
-
Z己
mH-
註
(
3
)
ω
ω
N印・

解
説、J

ク
ヤ
キ
ウ
ス
で
は
、
標
準
註
釈
以
来
の
三
区
分
は
み
ら
れ
ず
、
冒
頭
で
、
こ
の
法
文
が
価
値
の
あ
る
事
項
を
多
く
含
み
、

と
り
わ
け
相
談

財
産
問
答
契
約
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

(
後
述
②
)
、

ま
ず
相
続
財
産
問
答
契
約
に
理
解
を
出
発
点
と
し
て

パ
ウ
ル

ス
文
の
思
考
過
程
に
沿
っ
た
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

第
一
部
分
に
つ
い
て
は
、
①
基
本
事
案
を
、
売
主
を
相
続
財
産
の
売
主
(
し
か
も
相
続
人
と
同
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
)
、
買
主
を
第

一
買
主
、
相
続
財
産
を
売
主

(
H
相
続
人
)
に
相
続
財
産
か
ら
帰
属
す
る
と
こ
ろ
の
金
銭
等
す
べ
て
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
他
特
殊
な
事

案
理
解
と
し
て
は
、

ま
ず
第
一
買
主
に
相
続
財
産
売
却
と
問
答
契
約
、
次
に
相
続
財
産
上
の
奴
隷
を
訴
求
、

そ
の
後
そ
の
奴
隷
を
第
二
買
主

に
売
却
し
て
代
価
を
受
領
し
た
。
た
だ
し
第
二
買
主
に
奴
隷
が
引
渡
さ
れ
た
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
す
ぐ
後
の
叙
述
で
は
売
主
の
も

と
に
奴
隷
も
代
価
も
あ
る
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

② 

彼
は
、
パ
ウ
ル
ス
の
質
問
を
「
そ
の
奴
隷
の
名
義
で
、
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
何
を
買
主
に
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
理
解

し
て
い
る
が
、
す
で
に
こ
こ
で
④
⑥
の
事
案
と
共
通
の
目
的
物
を
想
定
し
て
い
る
。
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説

こ
の
法
文
が
相
続
財
産
問
答
契
約
に
関
す
る
重
要
法
文
と
考
え
る
ク
ヤ
キ
ウ
ス
は
、
相
続
財
産
問
答
契
約
の
再
構
成
を
行
な
う
こ
と
か
ら

(
邸
)

釈
義
始
め
て
い
る
。
こ
れ
も
古
典
法
研
究
を
第
一
と
考
え
る
、
彼
の
事
案
理
解
の
第
一
歩
と
い
え
よ
う
か
。
同
じ
く
問
答
契
約
の
意
義
に
関

論

し
て
高
い
関
心
を
持
っ
た
デ
・
ロ
サ
7

テ
が
結
果
の
違
い
か
ら
問
答
契
約
の
効
用
に
重
点
を
置
い
た
の
と
は
対
照
を
な
す
。

そ
し
て
、
「
問
答
契
約
が
二
重
に
効
力
を
持
た
な
い
」
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
質
問
の
理
由
に
つ
き
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
は
、
奴
隷
も
代
価
も
売

主
に
到
達
し
て
い
る
状
況
を
考
え
て
両
方
を
第
一
買
主
に
給
付
す
る
の
は
衡
平
で
な
い
と
い
う
標
準
註
釈
以
来
の
解
釈
に
従
う
。

③ 

パ
ウ
ル
ス
の
解
答
に
つ
い
て
は
、
パ
ウ
ル
ス
の
区
別
は
、
問
答
契
約
と
奴
隷
の
売
却
と
ど
ち
ら
が
先
か
に
よ
る
、

と
理
解
し
て
い
る
。

そ
し
て
前
半
部
分

(
α
)

を
、
奴
隷
売
却
が
先
、
相
続
財
産
売
却
が
後
の
事
案
と
理
解
し
、
相
続
財
産
売
却
問
答
契
約
締
結
時
に
す
で

に
代
価
が
売
主
に
帰
属
し
て
い
る
代
価
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
、

そ
れ
に
対
し
て
後
半
部
分
(
日
)

と
解
す
る
点
は
標
準
註
釈
以
来
の
理
解
に
従
っ
て
い
る
。

を
、
相
続
財
産
売
却
が
先
行
し
、
奴
隷
売
却
が
後
の
事
案
と
理
解
し
、
相
続
財
産
売
却
時
に
奴
隷
を
持

っ
て
い
た
の
で
、
奴
隷
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
、

と
解
す
る
。
こ
の
点
は
標
準
註
釈
と
見
解
を
異
に
す
る
。
こ
れ
は
問
答
契
約
文
言
の
理
解

が
基
礎
に
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

ス
テ
イ
タ
ス
の
死
亡
事
案
に
つ
い
て
は
、
基
本
事
案
①
と
の
関
連
で
は
③

(av)

④
 
(
H
奴
隷
)

と
同
一
事
案
で
あ
っ
て
、
す
で
に
相
続
財
産
上
の
物

に
つ
い
て
給
付
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、

さ
ら
に
滅
失
が
生
じ
た
場
合
を
想
定
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
理
解
は
そ
れ
ま
で
為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
パ
ウ
ル
ス
文
の
脈
絡
に
沿
っ
て
、

い
わ
ば
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
を
辿
る
ク
ヤ
キ
ウ
ス
の
解
釈
方

法
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
諾
約
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
遅
滞
が
な
け
れ
ば
諾
約
者
に
物
給
付
の
義
務
な
し

と
す
る
パ
ウ
ル
ス
の
判
断
が

0
・
2
-
r
N
ω
(註
(
貯
)
参
照
)

に
基
づ
き
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑤ 

相
続
財
産
中
の
個
別
物
の
売
却
事
案
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
④
が
特
定
さ
れ
た
・
有
体
の
個
別
物
の
事
案
で
あ
る
の
と
異
な
り
⑤
が

相
続
財
産
と
い
う
集
合
体
の
権
利

C
5
2
2
2
2
0ロ
回
目
ロ
ロ
守

2
2
B
)
が
問
題
の
事
案
で
あ
る
点
で
対
比
さ
れ
る
、
第
二
に
、
④
で
は
相
続
財

北法44(6・114)1526 



産
売
却
時
に
奴
隷
が
売
主
に
未
到
達
で
到
達
後
さ
ら
に
給
付
義
務
を
負
っ
た
事
案
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
⑤
で
は
相
続
財
産
売
却
時
に
す
で

(
さ
ら
に
訴
求
が
な
い
点
で
①
と
も
)

に
相
続
財
産
中
に
元
々
存
在
し
て
い
た
奴
隷
を
、
さ
ら
に
他
人
に
売
却
し
た
事
案
で
あ
る
点
で

な
る
。
こ
こ
で
の
彼
の
事
案
理
解
は
③
で
の
相
続
財
産
売
却
と
相
続
財
産
上
の
物
の
売
却
の
前
後
関
係
に
よ
る
パ
ウ
ル
ス
の
区
別
を
拠
所
と

し
て
展
開
さ
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
相
続
財
産
の
事
務
と
い
う
よ
り
も
買
主
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
観
ら
れ
る
」
と
い
う
理
由
説
明
に
つ
い
て
は
、
同
じ
相
続
財
産
に
関
す

る
事
案
で
あ
る
⑦
で
の
黙
示
の
合
意
の
議
論
と
関
連
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

⑤
 
二
重
売
却
さ
れ
た
個
別
物
の
滅
失
事
案
に
つ
い
て
は
、
事
案
の
理
解
の
理
解
と
し
て
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
三
つ
の
論
拠
に
つ
い
て
の
理
解
に
つ
い
て
は
、

(
Y
)
の
パ
ウ
ル
ス
の
理
由
付
け
を
基
本
的
に
パ

y

シ
ア
ヌ
ス
、
ア
ゾ
ォ
以
来
の
「
買

主
の
賢
明
さ
に
よ
っ
て
得
た
の
で
あ
っ
て
物
自
体
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
い
」
と
い
う
見
解
に
従
っ
て
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、

(
S
)

パ
ウ
ル
ス
の
理
由
付
け
に
関
し
て
は
、
物
の
所
有
者
と
い
う
観
点
を
持
ち
出
し
て
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
買
主
は
未
だ
所
有
者
で
は
な

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

く
(
代
価
未
払
い
・
引
渡
し
も
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
)
従
っ
て
物
引
渡
し
の
義
務
も
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
、
そ
れ
に

(
悶
)

対
し
て
第
二
買
主
か
ら
の
代
価
受
領
は
所
有
者
に
物
引
渡
し
の
義
務
を
発
生
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
物
滅
失
の
場
合
で
は
、

第
一
貫
主
に
代
価
に
つ
い
て
の
義
務
も
負
わ
ず
、

ま
た
「
あ
た
か
も
他
人
に
売
却
し
て
い
な
か
っ
た
」
場
合
と
同
様
に
義
務
を
免
れ
る
と
い

う
理
由
説
明
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
(

E

)

に
つ
い
て
は
、
物
滅
失
の
こ
の
事
案
で
は
売
主
訴
権
か
ら
免
れ
る
の
で
、
売
主
訴
権
か
ら
売

主
が
偶
然
得
た
代
価
(
さ
ら
に
利
害
関
係
あ
る
も
の
)
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
べ
き
と
解
し
て
、
こ
の
理
由

付
け
が
⑨
1
⑫
に
も
一
貫
し
て
パ
ウ
ル
ス
の
視
点
に
な
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
。

ま
た
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
は
、
解
釈
の
末
尾
で
、

パ
ウ
ル
ス
の
解
決
に
不
衡
平
が
あ
る
と
主
張
す
る
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
論
拠

(
0
・品、吋
-
H
0
・

(
印
)
参
照
)

N
H
・
0
・
E
・。

-
Y
ω
E
E
註
(
印
)

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
偽
罪
に
関
す
る
り
お
-
H
0
・
2
・と 異の
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説

の
関
係
に
つ
き
、
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
に
は
当
然
衡
平
が
考
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
パ
ウ
ル
ス
の
「
代
価
を
給
付
す
る
義
務
が
な
い
の

は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
を
前
提
と
し
て
、
偽
罪
成
立
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
否
定
し
な
い
。
そ
し
て
こ
の
事
案
で
は
物
滅
失
の
場

論

合
に
売
主
が
何
ら
の
義
務
も
負
わ
な
い
こ
と
、
偽
罪
の
罰
の
妥
当
す
る
事
業
で
は
な
い
、

と
結
論
す
る
。
こ
の
事
案
の
理
解
は
オ
ド
フ
レ
エ

ド
ゥ
ス
に
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
が
論
理
的
整
合
性
か
ら
結
論
し
た
の
に
比
べ
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
は
パ
ウ
ル
ス
の
思

(
ワ
イ
ン
の
売
主
の
事
案
)

考
を
基
本
に
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
に

U
-
H
∞喝。
-
y
ω

て
、
そ
の
事
案
で
は
ワ
イ
ン
の
売
主
が
買
主
の
事
務
を
行
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
こ
の
パ
ウ
ル
ス
文
の
事
案
は
売
主
が
自
己
の
事
務
を
行

に
つ
い
て
は
、
事
案
を
詳
細
に
説
明
し

な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
業
の
異
な
る
論
拠
に
よ
る
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
判
断
が
容
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
こ
で
も
、
中

世
の
議
論
に
比
べ
事
案
の
事
実
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
が
観
ら
れ
る
。

③⑦  

相
続
財
産
の
場
合
に
つ
い
て
は
⑤
の
中
で
論
じ
ら
れ
た
。

果
実
収
取
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
彼
は
、
代
価
と
果
実
と
を
関
連
づ
け
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
宮
内
包
包
自
c
a
z
目
以
下
の
文
に
忠
実

で
あ
ろ
う
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

@
i⑫
を
ク
ヤ
キ
ウ
ス
は
③
と
同
じ
理
由

(
E
C
C
)

を
用
い
て
、
「
物
か
ら
代
価
が
生
じ
な
い
」
事
案
の
売
主
の
義
務
を
パ
ウ
ル
ス
が
検

討
し
て
い
る
と
解
釈
し
、
③
⑬
に
つ
い
て
は
、
⑥

(
Y
)
の
「
売
主
の
義
務
は
物
で
あ
っ
て
訴
権
で
な
い
」
と
同
じ
理
由
が
一
貫
し
て
適
用

ク
ヤ
キ
ウ
ス
は
、
①
他
人
の
占
有
し
て
い
る
物
を
売
却
し
た
売
主
の
場
合
に
は
、
「
物
が
帰
属
す
る
か
利
害
関
係
の

さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

あ
る
限
り
で
物
」
で
あ
っ
て
「
対
物
訴
権
で
も
、
代
価
に
つ
い
て
の
訴
権
で
も
な
い
」
と
す
る
。
そ
し
て
⑬
占
有
喪
失
事
案
で
も
、

や
は
り

売
主
の
得
た
二
倍
額
も
義
務
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
⑪
⑫
を
「
ド
ォ
ル
ス
も
ク
ル
パ
も
な
く
し
て
占
有
を
止
め
た
売
主
」
の
事
案

さ
ら
に
訴
権
に
よ
っ
て
得
た
も
の
」
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
⑫
で
は

と
位
置
付
け
、
逆
に
、
⑪
で
は
「
物
で
は
な
く
訴
権
、

残
っ
た
敷
地
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
だ
と
、
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
を
説
明
す
る
。

北法44(6・116)1528 



こ
の
よ
、
つ
に
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
の
パ
ウ
ル
ス
文
解
釈
は
、
古
典
法
に
お
け
る
パ
ウ
ル
ス
の
質
疑
と
解
決
の
過
程
を
跡
付
け
な
が
ら
行
な
う
と

」
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

パウルス文(D.18.4. 21)の解釈史

(
印
)
テ
ク
ス
ト
中
の
問
答
契
約
文
言
の
再
構
成
は
、
①
相
続
財
産
の
売
主
が
買
主
に
対
し
て
諾
約
す
る
も
の
と
②
買
主
が
相
続
財
産
に
対
し
て
諾

約
す
る
問
答
契
約
文
言
も
の
、
の
両
者
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
両
方
に
つ
い
て
行
な
う
の
は
古
典
法
の
実
態
を
追
求
す
る
志
向
を
示
す

も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
法
文
の
単
な
る
引
用
に
終
わ
り
、
ま
た
適
切
な
論
拠
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
り

ω
N
・
S-
に
基
づ
き
議
論
し
て

い
た
標
準
註
釈
、
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
と
は
異
な
る
。
相
続
財
産
の
売
主
の
責
任
に
つ
い
て
の
議
論
に
差
当
り
必
要
な
①
に
つ
い
て
ク
ヤ
キ
ウ

ス
の
論
拠
一

0
・品目
-
y
m
c
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
告
示
註
解
第
五

O
巻
「
5
1
・
同
様
に
『
あ
な
た
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
、
あ
る
い
は
あ
な
た
の
悪

意
に
よ
っ
て
到
達
し
な
い
よ
う
に
為
さ
れ
、
為
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
だ
け
の
金
額
が
』
と
い
う
相
続
財
産
購
買
問
答
契
約
に
よ
っ
て
、
あ
る
も
の

が
到
達
し
な
い
よ
う
に
し
た
者
が
、
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
を
疑
う
も
の
は
無
い
」

さ
ら
に
関
連
法
文
と
し
て
、

0
・
E
-
k
r
N・
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
サ
ピ
ィ
ヌ
ス
註
解
第
四
九
巻
「
5
1
.
売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
に
お
い
て
は
死

亡
し
た
時
で
の
額
か
あ
る
い
は
相
続
承
認
し
た
時
の
額
か
あ
る
い
は
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
る
時
の
額
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
が
観

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ヨ
リ
正
し
い
の
は
、
合
意
さ
れ
た
こ
と
が
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
売
却
が
為
さ

れ
る
時
ま
で
に
(
*
)
相
続
財
産
か
ら
到
達
す
る
も
の
、
そ
れ
が
売
却
さ
れ
た
と
観
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
概
の
場
合
に
合
意
さ
れ
る
と

観
ら
れ
る
0

・:
5
3
.
ど
の
よ
う
に
相
続
財
産
の
売
主
に
到
達
し
た
と
観
ら
れ
る
か
、
が
関
わ
れ
る
。
そ
れ
で
私
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
、

も
ち
ろ
ん
売
主
が
相
続
財
産
上
の
物
の
物
体
(
円
買
宮
印
)
を
入
手
す
る
前
に
は
、
そ
れ
ら
の
物
の
訴
求
あ
る
い
は
訴
権
を
委
任
し
得
る
限
り
で
、

彼

(
H
売
主
)
に
到
達
し
た
と
観
ら
れ
る
、
が
し
か
し
、
物
体
を
入
手
し
た
あ
る
い
は
債
務
[
の
目
的
物
]
(
島
市
玄
豆
を
訴
求
し
た
場
合
に
は
、

ヨ
リ
完
全
に
彼
に
到
達
し
た
と
観
ら
れ
る
、
と
。
ま
た
相
続
財
産
売
却
の
前
に
売
却
し
た
物
の
代
価
を
得
た
場
合
で
も
、
物
の
代
価
が
彼

(
H

売
主
)
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
効
果
を
伴
っ
て
到
達
し
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
ま
ず
理
性
に
よ
る

(
ち
コ

S
2・
白
Z
o
z
・
-
)
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
遺
贈
の
名
義
で
あ
る
者
が
給
付
し
た
も
の
は
、
彼

(
H
売
主
に
)
到
達
し
た
と
は
観
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
あ
る
も
の
が
他
人
の
銅

(
H
債
務
先

E
自
己
-
S
E
S
)

に
属
す
る
場
合
あ
る
い
は
他
の
相
続
人
の
負
担
に
属
す
る
場
合
に
も
、
到
達
が

否
定
さ
れ
て
も
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
売
却
前
に
[
売
主
が
]
贈
与
し
た
諸
物
の
代
価
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
を
衡
平
の
理
が
要
求
す
る
。
」
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説

(*)可。円
E
q・
3
E
m三
宮
古
え

E
S
E
m
-
-
=
g
g
E
2
E口
町
ヨ
ヨ
略
的
円
山
内
(
官
民

5
5
5
)
門・阿古・

2mV-E-(合
)
は
「
す
な
わ
ち
、
死
亡
し
た
日
か
ら
そ
の
時

ま
で
」
と
説
明
す
る
。
(
*
*
)
仏
訳
は
「
彼
に
到
達
し
て
い
た
と
ま
ず
思
わ
れ
る
」
と
訳
し
、
独
訳
は
「
直
観
に
よ
る
」
と
訳
し
、
英
訳
は
「
理
性
に
よ
る
」

と
訳
し
て
い
る
。

ロ
印

C
-
5・
口
。
・
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
サ
ピ
ィ
ヌ
ス
註
解
第
四
五
巻
「
『
弁
済
の
』
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
満
足
が
理
解
さ
れ

る
べ
き
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
為
す
こ
と
を
諾
約
し
た
こ
と
を
為
し
た
者
を
『
支
払
う
』
[
者
]
と
言
う
」
な
お
船
田
第
三
巻
五

五
八
頁
註
三
参
照
。

(即
)

0
・
5
-
f
N
ω
・
(
註
(
臼
)
参
照
)
を
論
拠
と
す
る
。

E命

6 

フ
ァ
ア
ベ
ル

(
問
)

フ
ァ
ア
ベ
ル
の

『
学
説
葉
纂
推
論
集
』

で
は
、
古
典
法
を
追
求
す
る

1

1
こ
こ
で
は
ロ
オ
マ
古
典
法
の
中
で
の
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
を
辿
る

こ
と
|
|
解
釈
が
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
よ
り
も
ヨ
リ
徹
底
し
た
形
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
書
名
の
と
お
り
、
法
文
中
の
推
論
(
理

由

zg)
を
分
析
す
る
も
の
で
、
法
文
中
の
推
論
に
つ
い
て
疑
い
の
あ
る
点
を
示
し
て
(
疑
い
の
理
由

z
z
o
E
E
S
E
-て
そ
の
疑
い
の

解
決
を
試
み
る
も
の

(
決
疑
号
円

EO)
で
あ
る
。
彼
の
再
構
成
し
た
テ
ク
ス
ト
か
ら
観
る
。

会
話
)

〈
テ
ク
ス
卜
〉
克
巳
5
E
-
E呂
田
口
↓
巾
『
同

g
s
E『
門
司
自
司
自
己
巾
円
門
田
『

Z
B
-
丹
田
園
(
戸
口
問
巳
己
三

H
A
凶
め

ω)
司・

ω品
∞

2
2

N
]
{
・
司
〉
〈
戸
〈
∞

-E『
。
]
戸
内
山

'
p
z
m目
色
。
ロ
ロ
目
白

〈
巾
同
戸
内
容
。
『
巾
同

F
巾
吋
巾
全

S
丹市噂

s
gコ)
O印
】
円
曲
目
丹
H
U
E
-白
押

5
ロ
タ
門
司
自
『
巾
『

E
5
2
8
M
胃
『
田
町
門
戸
』
門
口
目
・
国
-
C

〈
巾
ロ
在
任
寸
【
宮
内
市
『
芹
巴
『
-
S
E
E
m
u門
的
円
四
百
三
同
門
戸
。
ロ
巾
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prastare debeat? nam bis vtique non committitur stipulatio， vt & rem & precium debeat向)Et quidem si postea， quam heres rem 

vendidit， intercessit stipulatio: credimus precium in stipulationem venisse. quod si antecessit stipulatio， deinde rem nactus 
〈自〉

est: (b) tunc rem debebit. si igitur hominem vendiderit， & is decesserit: an precium eiusdem debeat? non enim deberet Stichi 
(雪)

promissor (si eum vendidisset) mortuo eo， si nul¥a mora pracessisset-sed vbi hereditatem， & postea rem ex ea vendidi: (c) potest 

videri， vt tam ipsius negotium agam， quam hereditatis. Sed hoc in re singulari non potest dici似)nam si eundem hominem tibi 

vendidero， & necdum tradito eo， alij quoque vendidero， preci白mqueaccepero: mortuo eo， videamus， ne nihil tibi debeam ex empto， 

qui moram in tradendo non feci. precium enim hominis venditi non ex re， sed propter negotiationem percipitur: & sic fit， quasi alij 

non vendidissem. tibi enim rem debebam， non actionem， At cum hareditas venit: (e) tacite hoc agi videtur， vt si quid tanquam hares 

feci， id prastem emptori， quasi il¥ius negotium agam;のquemadmodumfundi venditor fructus prastaret bona fidei ratione: 
quamuis si neglexisset vt alienum， nihil ei imputari possit: nisi si culpa eius aregueretur. Quid si rem， quam vendidi， alio possidente 

petij， & litis astimationem accepi ? vtrum pretium il¥i debeo， an rem ? vtique rem. non enim actionem ei， sed rem prastare debeo 

Sed si， aut vi deiectus， vel propter furti actionem duplum abstulero: nihil hoc ad emptorem pertinebit. nam si sine culpa desiit 

possidere venditor: actiones suas prastare debebit， non rem. & sic astimationem quoque. nam & aream tradere debet， exusto 
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説

二
重
に
効
力
を
発
せ
ら
れ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
土
地
の
理
由
に
よ
っ
て
、
次
い
で
代
価
の
理
由
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
は
不
条
理
な
こ
と
は

何
も
観
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い

0
・斗
-
Y
ム
N
-
H
。

決
疑
。
[
二
つ
の
]
問
答
契
約
が
、
各
人
が
自
身
の
た
め
に
彼
の
も
の
に
利
害
関
係
の
あ
る
も
の
を
得
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
の
た
め
に
整
え
ら
れ
る

。'AE---
ぉ
・
コ
。
と
こ
ろ
が
相
続
財
産
を
購
買
し
た
者
と
同
一
の
要
約
者
に
は
同
時
に
、
売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
の
中
か
ら
売
主
に
到
達
す
る
も
の

は
何
で
あ
れ
、
そ
れ
を
持
つ
こ
と
だ
け
が
利
害
関
係
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
は
や
他
人
の
も
の
で
あ
る
物
は
後
に
彼
の
も
の
と
は
な
り
得
な
い
の

で
、
同
一
物
が
売
主
に
到
達
す
る
の
も
可
能
で
は
な
い
か
ら
宮
田
F
K
H
-
P
E
・
o・印
0
・
コ
・

5
H
。
し
た
が
っ
て
そ
の
問
答
契
約
が
二
重
に
効
力
を
発
せ

ら
れ
な
い
、
例
え
ば
一
度
効
力
を
発
せ
ら
れ
れ
ば
決
し
て
無
効
と
さ
れ
得
な
い
よ
う
に
、
つ
ま
り
種
々
の
原
因
と
諸
項
目
に
基
づ
い
て
利
害
関
係
が
あ

る
の
で
な
け
れ
ば
効
力
を
発
せ
ら
れ
な
い
か
の
よ
う
に
、
彼
の
た
め
に
持
た
れ
る
よ
う
に

0
・
N
H
-
N
・
Z
-
N
。
ま
た
、
こ
の
買
主
に
物
も
代
価
も
と
い

う
、
二
重
の
理
由
に
よ
っ
て
利
害
関
係
が
あ
る
と
は
言
わ
れ
得
な
い
、
同
じ
原
因
か
ら
物
も
代
価
も
持
つ
よ
う
に
為
さ
れ
え
な
い
の
で
。
あ
る
い
は
あ

る
人
が
彼
の
物
を
持
つ
の
で
、
代
価
も
持
つ
の
は
少
な
く
と
も
際
立
っ
て
観
ら
れ
る
だ
ろ
う
宮
え

N
-
N
0
・。・

0
ω
0
・
∞
少
印
。
あ
る
い
は
物
も
代
価
も

持
つ
こ
と
を
欲
す
る
場
合
に
、
と
も
か
く
ド
ォ
ル
ス
を
為
さ
な
い
よ
う
に
、
代
価
を
持
つ
者
が
そ
の
こ
と
自
体
で
、
代
価
を
与
え
た
者
の
も
と
に
物
が

と
ど
ま
る
こ
と
を
自
身
が
欲
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
的
に
表
示
し
て
い
る
の
だ
か
ら
む

ω
c
-
∞少

?

0
・
H
m
y
r
z
-
H
∞・

0
・岡山
y

y

印C
・
O
-
H
斗
-
Y
仏匂・

。
そ
れ
ゆ
え
に
一
度
効
力
を
発
せ
ら
れ
た
相
続
財
産
問
答
契
約
は
、
あ
る
い
は
物
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
代
価
に
つ
い
て
再
び
か
つ
二
重
に
効
力
を
発

せ
ら
れ
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
提
示
さ
れ
た
事
件
で
は
そ
の
物
に
つ
い
て
効
力
が
発
せ
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
代
価
に
つ
い
て

か
、
が
問
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
パ
ウ
ル
ス
の
も
と
で
テ
ク
ス
ト
の
中
で
区
別
が
示
さ
れ
て
い
る
。

a
疑
い
の
理
由
。
集
合
体
に
お
い
て
は
代
価
は
物
の
地
位
を
承
継
す
る
ロ
日
e
ω
e
N
N
。
と
こ
ろ
で
、
売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
は
何
か
集
合
の
も
の
で

あ
り
、
か
つ
ま
た
あ
た
か
も
論
拠
と
縮
減
を
受
け
入
れ
た
よ
う
に

0
・印・

ω
-
N
0
・
W

0
・印
0
・
HAT
コ
∞
。
そ
れ
ゆ
え
に
提
示
さ
れ
た
質
疑
に
お
い
て
は

問
答
契
約
が
売
却
に
先
行
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
後
続
す
る
の
か
と
い
う
区
別
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
区
別
な
く
相
続
財
産
上
の
物
が
売
却

さ
れ
て
、
代
価
の
た
め
に
問
答
契
約
が
効
力
を
発
せ
ら
れ
、
そ
し
て
物
で
は
な
く
、
代
価
が
請
求
さ
れ
る
べ
し
と
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

決
疑
。
売
買
に
お
い
て
は
概
し
て
、
何
が
合
意
さ
れ
て
い
る
か
が
吟
味
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

0
・
E
r
o
-
-
。
と
こ
ろ
で
相
続
財
産
上
の
物
の
売
却
が

問
答
契
約
に
先
行
す
る
場
合
に
は
、
売
主
が
も
は
や
持
つ
こ
と
の
な
い
物
を
給
付
す
る
と
合
意
が
観
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
相
続
財
産
か
ら

彼
に
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
代
価
[
を
給
付
す
る
と
の
合
意
が
観
ら
れ
る
]
。
と
こ
ろ
が
問
答
契
約
が
相
続
財
産
上
の
物
の
売
却
に
先
行
す
る
場
合
、
逆

に
誰
も
未
だ
売
却
さ
れ
て
い
な
い
物
の
給
付
さ
れ
る
べ
き
代
価
を
問
答
契
約
を
行
な
う
者
が
考
え
た
と
は
言
わ
ず
、
す
で
に
売
主
の
手
許
に
あ
る
、
給

雪ム
ロ岡
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付
さ
れ
る
べ
き
物
を
考
え
た
と
一
言
う
。
と
い
う
の
は
、
売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
か
ら
そ
の
相
続
財
産
上
の
物
が
相
続
財
産
の
売
主
に
到
来
し
て
い
る
の

が
真
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
そ
れ
自
体
の
た
め
に
ま
ず
問
答
契
約
が
効
力
を
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
相
続

財
産
上
の
売
主
に
到
来
し
て
も
い
な
い
、
ま
た
相
続
財
産
上
の
物
の
売
却
の
前
に
到
来
し
得
た
わ
け
で
も
な
い
代
価
の
た
め
に
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

あ
ら
ゆ
る
契
約
で
は
、
概
し
て
問
答
契
約
で
は
そ
の
時
が
吟
味
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
そ
の
と
き
に
条
件
付
で
我
々
は
契
約
す

る
で
あ
ろ
う
か
ら
り
お
-
Y
斗
∞
。
し
か
も
そ
の
現
在
の
時
に
関
係
す
る
、
無
条
件
[
の
契
約
]
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る

0
・品印
-
Y
呂・

7

0

品
~
p
r

=
日
・
。
相
続
財
産
売
却
問
答
契
約
に
お
い
て
は
常
に
生
ず
る
の
と
同
様
に

O
E
-
k
?
N
-
H
。
集
合
体
に
お
い
て
代
価
が
物
に
代
わ
る
と
私
が
述
べ
た

こ
と
は
そ
の
件
に
関
係
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
そ
の
こ
と
は
全
く
真
で
あ
る
か
ら
、
[
す
な
わ
ち
]
集
合
体
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
あ
る
種

の
も
の
は
、
あ
る
い
は
直
接
の
、
あ
る
い
は
信
託
遺
贈
上
の
、
相
続
財
産
の
分
割
払
い
で
あ
る
が

0
・戸

Y

T

0
・
2
・
己
、
し
か
し
個
別
の
[
物
の
]

訴
訟
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
か
ら
。
と
こ
ろ
で
相
続
財
産
の
売
主
に
対
し
て
追
求
で
き
る
購
買
訴
権
は
個
別
の
訴
訟
で
あ
る
。
売
却
さ
れ
た
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
売
却
さ
れ
る
べ
き
物
に
代
わ
る
代
価
と
も
言
わ
れ
得
な
い
。
そ
し
て
問
答
契
約
に
お
い
て
売
主
が
彼
に
相
続
財
産
か
ら
到
来
し
た
も

の
全
て
に
つ
い
て
給
付
す
べ
き
義
務
を
負
う
の
で
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
相
続
財
産
上
の
物
が
代
価
よ
り
も
先
に
到
来
す
る
と
、
概
し
て
ま
ず
そ
の
物
自

体
を
給
付
す
る
た
め
に
問
答
契
約
が
効
力
を
発
せ
ら
れ
、
そ
の
う
え
ま
た
同
じ
物
が
そ
の
後
売
却
さ
れ
た
と
し
て
も
問
答
契
約
が
再
び
効
力
を
発
せ
ら

れ
得
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
十
分
に
も
パ
ウ
ル
ス
は
、
相
続
財
産
上
の
物
が
売
却
さ
れ
た
後
に
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
た
か
あ
る
い
は
逆
に
後
[
に

売
却
さ
れ
た
]
か
を
区
別
し
た
、
そ
の
結
果
、
先
の
事
案
で
は
代
価
だ
け
が
問
答
契
約
に
入
り
、
後
[
の
事
案
]
で
は
逆
に
代
価
で
は
な
く
て
物
が
[
問

答
契
約
に
入
る
]
。

b
g
O
6
0
2
0ヨ一
3
0
ヨ
〈
g
a
E
O
『
宮
・
疑
い
の
理
由
。
ス
テ
ィ
ク
ス
の
諾
約
者
は
、
彼
を
売
却
し
、
そ
し
て
彼
が
売
却
後
死
亡
し
、
何
ら
諾
約
者
の

遅
滞
も
、
先
行
す
る
ク
ル
パ
も
な
い
場
合
に
は
、
債
務
を
免
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
特
定
物
の
諾
約
者
が
、
遅
滞
も
ク
ル
パ
も
な
く
し

て
滅
失
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
免
れ
る
の
が
確
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ロ
仏
印
-
Y
N
W
F
・
円
N
品
一
Z

F

匂戸

ω
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
誰
も
運

を
給
付
す
る
と
強
制
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

Ue
少

ωヨ

H
P
U
印。・

5
・
N
ω
。
と
こ
ろ
で
相
続
財
産
売
却
問
答
契
約
に
お
い
て
は
売
主
と
諾
約
者

は
同
一
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
相
続
財
産
か
ら
彼
に
到
来
す
る
だ
け
の
金
額
を
買
主
に
給
付
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
諾
約
す
る
か
ら
で
あ
る

U
-
2・
Y
印0
・H

し
た
が
っ
て
相
続
財
産
の
売
主
が
そ
の
相
続
財
産
か
ら
奴
隷
を
売
却
し
、
あ
る
い
は
前
に
、
あ
る
い
は
後
に
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
て
、

そ
し
て
そ
の
奴
隷
が
後
に
死
亡
し
た
場
合
、
た
と
え
奴
隷
の
買
主
か
ら
代
価
を
受
領
し
て
い
よ
う
と
、
売
主
が
代
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
う
と
は
観

ら
れ
な
い
と
一
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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決
疑
。
ス
テ
ィ
ク
ス
の
諾
約
者
が
単
純
に
奴
隷
を
売
却
し
た
か
、
あ
る
い
は
逆
に
相
続
財
産
の
売
主
が
す
で
に
売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
の
中
か
ら
奴
隷

を
他
人
に
売
却
し
た
か
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
先
の
事
案
で
は
、
私
が
述
べ
た
こ
と
が
妥
当
す
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
後
の
事
案
で
は
、
相
続
財
産

を
売
却
し
た
者
が
同
じ
相
続
財
産
に
属
す
る
ス
テ
ィ
ク
ス
を
後
に
売
却
し
た
場
合
、
物
が
帰
属
し
始
め
た
相
続
財
産
を
売
却
さ
れ
た
相
手
方
(
買
主
)

の
[
事
務
]
で
は
な
く
彼
の
あ
る
い
は
相
続
財
産
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
じ
で
は
な
い
。
ま
た
別
の
意
思
で
ロ
・

コ-
N
-
E

に
お
け
る
よ
う
な
非
行
の
懸
念
を
避
け
る
た
め
に
、
背
信
的
に
振
舞
い
ま
た
不
誠
実
を
為
す
こ
と
な
く
し
て
為
し
得
な
い
こ
と
を
為
し
た
と

信
じ
ら
れ
る
べ
き
で
も
な
い
。
し
か
し
個
別
の
物
に
お
い
て
は
同
様
で
は
な
い
と
言
わ
れ
得
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
私
が
あ
な

た
に
ス
テ
イ
タ
ス
を
売
却
し
、
ま
た
彼
が
引
渡
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
他
人
に
同
じ
奴
隷
を
ま
た
売
却
し
、
代
価
も
受
領
し
て
、
そ
し
て
そ
の
後
私
の

何
ら
の
遅
滞
も
な
く
し
て
そ
の
奴
隷
が
死
亡
す
る
場
合
、
た
と
え
私
が
す
で
に
あ
な
た
に
奴
隷
を
引
渡
す
債
務
を
負
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
あ
な
た
の

た
め
に
事
務
を
行
な
う
と
い
う
[
こ
と
に
な
る
]
売
却
を
し
た
と
は
私
は
観
ら
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
誰
も
述
べ
な
い
相
違
の
理
由
、
そ
れ

は
私
の
判
断
に
よ
る
、
[
す
な
わ
ち
]
相
続
財
産
の
購
買
訴
権
だ
け
に
基
づ
い
て
、
お
よ
そ
引
渡
し
が
行
わ
れ
る
よ
り
も
、
名
義
の
購
買
に
基
づ
く
[
準

訴
権
]
と
同
様
に
神
皐
ピ
ウ
ス
の
指
令
の
後
相
続
財
産
の
債
務
者
に
対
し
て
買
主
に
諸
準
訴
権
が
得
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
そ
の
売
主
に
対

し
て
購
買
に
基
づ
く
訴
権
は
対
人
的
で
な
け
れ
ば
い
か
な
る
訴
権
も
個
別
の
物
の
買
主
に
得
さ
せ
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
第
一

買
主
は
物
自
体
に
お
い
て
も
あ
る
い
は
物
に
対
し
て
も
依
然
と
し
て
い
か
な
る
権
利
も
持
っ
て
い
な
い
の
で
売
主
は
第
一
買
主
の
事
務
を
行
な
う
と
は

観
ら
れ
得
な
い
と
い
う
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
そ
の
ゆ
え
に
、
あ
る
人
に
売
却
さ
れ
た
物
を
他
人
に
売
却
し
た
者
は
、

他
人
の
で
は
な
く
自
身
の
効
用
の
た
め
に
そ
れ
を
為
し
た
り
・
ゑ

Y
5・
巴
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
売
主
が
偽
罪
に
陥
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
逆
に
、
相
続
財
産
を
売
却
し
た
者
は
、
そ
の
後
相
続
財
産
の
中
か
ら
あ
る
物
を
売
却
す
る
場
合
、
相
続
財
産
の
買
主
の
事
務
を
と
に
か
く
行
な
う
、

そ
し
て
彼
に
す
で
に
そ
の
相
続
財
産
の
売
却
に
基
づ
き
権
利
が
獲
得
さ
れ
て
い
た
が
、
決
し
て
、
引
渡
し
が
為
さ
れ
る
よ
り
前
に
、
占
有
者
に
対
す
る

所
有
者
の
権
利
に
よ
っ
て
そ
の
個
別
の
物
を
訴
求
す
る
た
め
で
な
く
の
-
m
y
N
N
・
。
、
少
な
く
と
も
相
続
財
産
の
諸
債
務
者
を
訴
え
る
た
め
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
無
論
相
続
人
で
な
け
れ
ば
資
格
の
あ
り
え
な
い
直
接
訴
権
で
は
な
く
、
前
述
の
神
皇
ピ
ウ
ス
の
指
令
U

N

-

E
・
5
一(
U
N
ω
・
日
に
基
づ
く
準

[
訴
権
で
あ
る
]
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
そ
の
指
令
は
相
続
財
産
の
買
主
に
対
物
準
訴
権
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
対
人
的
な
[
訴
権
を
与
え
る
]
だ

け
だ
か
ら
で
あ
る
の
白
川
Y
N
N
・
。
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
相
続
財
産
売
却
だ
け
に
基
づ
い
て
買
主
に
権
利
が
取
得
さ
れ
る
と
言
わ
れ
得
る
た
め
に
は
、
ま

た
同
様
に
彼
の
事
務
が
売
主
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
と
観
ら
れ
る
た
め
に
は
十
分
で
あ
る
。

C

可

o
g
a
s
a
o『一
S
2
@
0
0
2
z
ヨ
o一5
ω
@
白ヨ
aEω
ヨ
2
0
5
a
-
S
Z帥
・
こ
れ
ら
の
文
言
は
あ
る
い
は
、

説論

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
が
読
み
、
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ウ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
『
修
正
明
白

S
E
Z
D』
四
巻
七
章
で
、
読
ま
れ
る
べ
き
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
理
解
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
と

同
様
に
、
あ
た
か
も
司
0
5
5
』

E
E
C
E
S
Z
5弘
吉
正
と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
理
解
さ
れ
得
る
。
あ
る
い
は
選
択
的
に
、
あ
る
い
は
要
す
る
に
比
較

的
に
、
両
方
の
事
務
が
売
主
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
|
|
こ
れ
を
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は
む
し
ろ
選
ん
で
い
る
と
観
ら
れ
る

l

g
g
湾
問
。

E
g
g
E出
向
吉
田

S
F
2
E
E
Z
と
あ
た
か
も
書
か
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
[
理
解
さ
れ
得
る
]
。
私
も
ま
た
む
し
ろ
[
こ
れ
を
]
選
ぶ
。
な
ぜ

な
ら
ば
す
な
わ
ち
こ
の
事
案
で
は
売
主
は
相
続
財
産
の
事
務
も
、
ま
た
、
相
続
財
産
売
却
の
日
か
ら
相
続
財
産
が
所
有
さ
れ
始
め
る
、
相
続
財
産
の
買

主
の
事
務
も
行
な
う
。
そ
し
て
買
主
の
事
務
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
相
続
財
産
の
事
務
を
行
な
う
。
無
論
秩
序
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
る
場
合
、
売
主
と
貫
主
の
聞
で
は
、
あ
た
か
も
相
続
人
が
為
す
よ
う
に
売
主
が
あ
る
こ
と
を
為
す
場
合
に
は
、
あ
た
か
も
相

続
人
の
事
務
を
為
す
よ
う
に
、
相
続
財
産
の
効
用
の
た
め
と
同
様
に
そ
れ
を
買
主
に
給
付
す
る
も
の
と
黙
示
的
に
合
意
さ
れ
た
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
パ
ウ
ル
ス
が
〉
門

2
呂
町
内
完
全
S
∞
の
文
節
で
付
加
し
て
い
る
よ
う
に
。

d

Z

岱ヨ帥一
O
Z
3
a
@
ヨ
2
0
ヨ
言
。
ヨ
〈
0
2
a
E
o
s
-

疑
い
の
理
由
。
物
を
売
却
し
た
者
は
、
物
を
引
渡
す
義
務
を
負
う
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
の
名
義

で
買
主
に
利
害
関
係
の
あ
る
額
を
給
付
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

0
5・
r
r
=
-
r
n
-
h
p
-
s
-
h
?
の
品
-
N
H
-

コ
。
そ
れ
ゆ
え
に
一

人
に
す
で
に
売
却
さ
れ
た
が
未
だ
引
渡
さ
れ
て
い
な
い
物
を
他
人
に
売
却
し
て
引
渡
し
た
場
合
、
遅
滞
に
あ
る
と
観
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い
、
な
ぜ
な

ら
ば
す
な
わ
ち
も
は
や
引
渡
し
得
ぬ
よ
う
に
為
し
た
の
で
ク
ル
パ
に
あ
る
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
、

0
・品
m
w
-
H
C
e
N
H

に
基
づ

い
て
私
が
述
べ
た
よ
う
に
、
偽
罪
に
も
陥
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
売
却
さ
れ
た
奴
隷
が
後
に
第
二
買
主
の
も
と
で
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
売
主
は
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
代
価
に
つ
い
て
第
一
買
主
に
義
務
を
負
う
と
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
た
か
も
遅
滞
後
売
却
さ
れ
た
奴
隷
が

死
亡
し
た
か
の
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
売
主
の
も
と
に
代
価
が
残
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
事
実
か
つ
非
行
か
ら
偽
罪
に
関
す
る
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
の

罰
も
、
特
典
、
す
な
わ
ち
代
価
と
い
う
利
得
、
も
得
る
l
|
そ
れ
は
全
く
不
条
理
で
あ
ろ
う
|
|
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
と
い
う
の
は
、
一
方
の

罰
が
他
方
の
特
典
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

O

Sぜ

?
E
官
・
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
、
非
行
を
為
し
た
者
の
特
典
は
少
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

上
に
そ
の
よ
う
に
こ
の
理
由
か
ら
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は
売
主
が
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
代
価
を
第
一
買
主
じ
給
付
す
る
よ
う
強
制
す
べ
き
と
結
論
し

た
。
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
こ
の
文
節
で
明
ら
か
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
パ
ウ
ル
ス
は
、
同
じ
奴
隷
を
私
が
あ
な
た
に
売
却
し
、
未
だ
そ
れ
を
引
渡

し
て
い
な
い
の
で
他
人
に
売
却
し
、
そ
し
て
代
価
を
受
領
し
、
奴
隷
が
死
亡
し
た
場
合
私
は
何
も
あ
な
た
に
購
買
に
基
づ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
1
1

こ
れ
は
す
な
わ
ち
決
し
て
代
価
で
は
な
い
|
|
と
言
う
の
み
な
ら
ず
、
私
は
そ
れ
を
引
渡
す
こ
と
に
お
い
て
遅
滞
を
為
さ
ず
、
ま
た
売
却
さ
れ
た
奴
隷

の
代
価
を
物
自
体
か
ら
で
は
な
く
行
為
か
ら
得
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
彼
の
断
案
の
理
由
を
述
べ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち

北i去44(6・123)1535



説

他
人
に
売
却
し
た
者
は
、
た
と
え
引
渡
す
と
し
て
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
第
一
買
主
に
引
渡
し
得
な
い
よ
う
に
為
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
様
々
な
や

り
方
で
、
第
二
買
主
か
ら
占
有
を
回
復
す
る
、
あ
る
い
は
り

ω
A
T
-
-
N
H
に
お
け
る
よ
う
に
そ
の
後
に
第
一
買
主
に
移
転
さ
せ
る
の
と
は
別
に
偶
然
に

入
手
す
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
得
る
と
し
て
も
[
そ
う
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
]
。
た
と
え
パ
ウ
ル
ス
が
、
二
人
に
売
却
さ
れ
た
奴
隷
が
第
二

買
主
に
引
渡
さ
れ
た
と
想
定
し
て
い
な
く
と
も
、
し
か
し
少
な
く
と
も
売
却
さ
れ
、
ま
た
売
却
の
代
価
は
第
二
買
主
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
、
そ
れ
が

先
行
す
る
こ
と
が
、
例
え
ば
後
に
引
渡
し
が
続
く
場
合
に
そ
れ
に
よ
っ
て
所
有
権
が
移
転
し
得
る
よ
う
に

O
E
-
r
E・
E
・
門
印

ω
-
Fえ

N
-
Y
士
通

常
は
必
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
誰
も
売
主
が
、
同
一
物
を
他
人
に
売
却
す
る
こ
と
だ
け
を
前
に
し
て
売
却
し
た
物
の
引
渡
し
に
お
い
て
遅
滞
を
為
し
た

と
観
ら
れ
る
と
は
言
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
第
二
買
主
に
為
さ
れ
た
売
却
が
、
物
が
第
一
買
主
に
引
渡
さ
れ
得
な
い
よ
う
に
、
ま
た
第
一
買
主
に
物
が

引
渡
さ
れ
る
場
合
に
第
一
買
主
の
原
因
が
物
の
所
有
権
保
持
に
お
い
て
ヨ
リ
強
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
妨
げ
な
い

0
5唱「

2
・
n
ω
・
ω
N
・
5

の
で
。
要
す
る
に
遅
滞
は
適
当
な
場
所
と
時
に
為
さ
れ
る
催
告
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
惹
起
さ
れ
な
い
り

N
N
-
Y
ω
N
、
あ
る
い
は
、
奴
隷
に
つ
い
て

債
務
を
負
う
者
が
奴
隷
を
殺
し
た
場
合
に
[
引
起
こ
さ
れ
る

]
0
2・
Y
忠一
F
・円・

2
。
そ
れ
ら
の
場
合
に
は
特
定
物
の
債
務
者
が
語
ら
れ
て
い
る
の

だ
が
、
遅
滞
の
前
に
特
定
物
の
滅
失
が
生
じ
た
の
で
義
務
を
免
れ
る
。
そ
れ
で
は
い
か
な
る
名
義
で
第
一
買
主
は
売
主
に
対
し
て
第
二
買
主
か
ら
受
領

し
た
代
価
を
給
付
す
る
よ
う
に
訴
訟
で
求
め
よ
う
と
し
た
の
か
?
あ
る
い
は
、
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
よ
っ
て
訴
求
し
得
な
い
の
で
一
体
ど
ん
な
訴
権

に
よ
っ
て
か
?
と
い
う
の
は
、
第
二
売
却
が
行
な
わ
れ
た
後
で
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
売
主
が
、
第
二
買
主
が
支
払
う
は
ず
の
代
価
を
得
る
た
め
の
、
売

却
に
基
づ
く
訴
権
の
債
務
者
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
売
却
さ
れ
た
奴
隷
|
|
そ
れ
が
遅
滞
前
に
死
亡
し
た
と
我
々
は
以
後
想
定
し
ま
し
ょ
う

l
の

債
務
者
で
あ
る
こ
と
に
は
依
然
と
し
て
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

U
-
m
y
h
F
N
P
品
に
お
け
る
よ
う
に
、
奴
隷
の
給
付
か
ら
奴
隷
の

死
亡
に
よ
っ
て
義
務
を
免
れ
た
売
主
が
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
、
奴
隷
の
代
価
を
給
付
す
る
、
と
い
う
理
由
は
何
も
な
い
。
行
為
か
ら
で
は
な
く
物

か
ら
代
価
を
得
た
場
合
、
あ
る
い
は
物
で
は
な
く
訴
権
の
債
務
者
で
あ
っ
た
場
合
に
は
給
付
す
る
義
務
を
負
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
訴
権
を
、
代

価
を
得
る
た
め
に
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
代
価
を
受
領
し
た
の
で
訴
権
を
失
っ
た
か
ら
。
な
ぜ
な
ら
ば
も
は
や
給
付
し
得
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
、
訴
権
の
代
わ
り
に
受
領
し
た
代
価
が
取
り
立
て
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
か
ら
。
と
こ
ろ
が
し
か
し
、
第
二
買
主
と
締
結
さ
れ
た
契
約
に
基
づ
い

て
取
得
し
た
売
主
訴
権
の
債
務
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
あ
た
か
も
後
に
他
の
誰
に
も
同
じ
奴
隷
を
売
却
し
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
依
然
と
し

て
第
一
売
却
に
基
づ
く
物
の
債
務
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
パ
ウ
ル
ス
が
、
「
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
あ
な
た
に
対
し
て
物
に
つ
い
て
義
務
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
訴
権
に
つ
い
て
で
は
な
い
」
と
付
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
物
か
ら
代
価
が
実
際
に
得
ら
れ
た
、
そ
の
結
果
私
は
、
質
料
的

に
も
、
な
ぜ
な
ら
ば
物
自
体
が
行
為
に
質
料
を
与
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と
そ
の
よ
う
に
一
言
う
0

0
・
ω・
ω・
。
∞
・
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
同
様
に
理
解

論
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パウルス文(D.18.4. 21)の解釈史

さ
れ
得
る
。
そ
の
法
文
を
あ
な
た
が
ロ
ω
タ
「

E
3
3
5
町
宮
の
論
拠
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
欲
す
る
と
す
れ
ば
。
し
か
し
形
相
的
に
も
ま
た
効

果
的
に
も
、
行
為
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
一
方
の
行
為
が
、
他
方
に
と
っ
て
有
益
で
も
害
に
な
っ
て
も
な
ら
な
い
ロ
ω
印
-
N
-
ω
胃
・

1
r
o
-

H
斗

-
Y
ω
。
-

H
『

5
。
そ
し
て
確
か
で
あ
る
の
は
、
あ
る
も
の
は
物
か
ら
得
る
こ
と
、
ま
た
あ
る
も
の
は
そ
れ
と
は
逆
に
、
例
え
ば
、

U

H

印
・
「
印
〔
ご
ロ

ロ
ロ
・
で
の
よ
う
に
物
に
よ
っ
て
。
そ
し
て
何
か
類
似
の
も
の
が
り
N
h
?
ω
・
。
h

・
9

0
・ω
山

Y
N
-
ム

ω
5
2
ロ
・
に
あ
る
。
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
と
と
も
に
あ
る
人

が
こ
こ
で
の

-
w
r
?
0・
E
-
F
r
ω
・
に
基
づ
い
て
衡
平
を
対
立
さ
せ
る
の
は
理
由
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
こ
こ
の
こ
の
事
案
で
衡
平
の

理
由
が
法
の
理
由
と
戦
つ
て
は
い
な
い
し
、
ま
た
、
売
却
さ
れ
た
奴
隷
の
代
価
に
つ
い
て
、
売
却
さ
れ
て
い
な
い
奴
隷
自
体
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
者

が
義
務
を
負
う
U
N
ω
・
ω
・

3
・
「
こ
と
は
衡
平
と
い
う
よ
り
も
法
の
厳
正
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
を
動

か
し
た
た
だ
一
つ
の
理
由
、
す
な
わ
ち
二
人
に
売
却
し
た
売
主
が
義
務
を
負
わ
ず
、
そ
の
上
に
そ
の
ゆ
え
に
偽
罪
に
あ
っ
て
な
お
同
じ
事
実
か
ら
罰
も

特
典
も
得
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
も
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
。
物
を
す
で
に
一
人
に
売
却
し
、
ま
だ
第
一
買
主
か
ら
代
価
を
あ
る
い
は
代
価
に
代
わ

る
別
の
満
足
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
、
他
人
に
売
却
し
た
売
主
が
偽
罪
に
陥
る
の
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
解
釈
家
の
先
人
た
ち
の
中
で
も
す

で
に
か
つ
て
オ
ド
フ
レ
エ
ド
ゥ
ス
が
こ
の
立
場
か
ら
証
明
し
た
。
彼
の
断
案
に
続
い
た
の
が
最
近
の
[
釈
義
家
]
た
ち
の
中
で
も
パ
リ
慣
習
法
第
二
三

節
第
一
八
で
書
い
た
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
立
場
の
断
案
を
理
解
す
る
た
め
に
は
二
つ
の
こ
と
が
付
加
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一

買
主
か
ら
売
主
に
代
価
が
支
払
わ
れ
て
お
ら
ず
、
売
主
か
ら
第
二
買
主
に
奴
隷
が
引
渡
さ
れ
て
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
誰
も
こ
の
こ
と
自
体
で
契
約

が
売
主
に
つ
い
て
遅
滞
で
あ
る
と
は
考
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

e

E

Eヨ
2
0
5
a
-
S帥
〈
@
コ
一
戸
疑
い
の
理
由
。
各
人
は
他
人
の
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
自
分
の
事
務
を
行
な
う
り
え
Y
ω
・
品
、
そ
し
て
他
人
の
と

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
自
分
の
権
利
を
行
使
す
る

U

コ-
N
・
2
、
と
推
定
さ
れ
る
。

決
疑
。
む
し
ろ
各
人
が
、
誠
意
に
よ
り
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
誠
意
契
約
の
執
行
の
た
め
に
為
し
た
と
推
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
購
買
に
お

い
て
は
と
く
に
、
そ
し
て
売
却
に
お
い
て
は
、
合
意
さ
れ
た
こ
と
が
最
も
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

0
5一-
Y
A
P
-
。
そ
の
合
意
は
全
て
常
に
、

誠
意
に
基
づ
い
て
為
さ
れ
る
、
と
観
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
し
か
し
、
自
身
に
付
与
さ
れ
そ
し
て
手
に
入
れ
た
相
続
財
産
を
す
で
に
売
却
し

た
相
続
人
が
、
後
に
準
相
続
人
が
為
す
で
あ
ろ
う
こ
と
に
お
い
て
、
買
主
を
彼
の
代
わ
り
に
置
き
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
準
相
続
人
と
す
る
の

で
ロ

Z-krN・
5
、
買
主
の
事
務
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
自
分
の
事
務
を
行
な
う
、
と
い
う
の
は
誠
意
に
基
づ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
る
場
合
に
は
、
黙
示
的
に
契
約
当
事
者
間
で
、
あ
る
こ
と
を
相
続
人
と
し
て
為
し
た
場
合
に
は
彼

(
H
買
主
)
の
事
務
を
行
な

う
も
の
と
し
て
そ
れ
を
給
付
す
る
、
と
合
意
さ
れ
た
と
観
ら
れ
る
。
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説

f
O
E
O
ヨ
白
色
ヨ
o
a
zヨ
吉
コ
a一〈
0
2
a
z
o『
・
土
地
の
売
主
が
考
え
ら
れ
て
い
る
、
た
と
え
売
却
さ
れ
た
が
未
だ
に
引
渡
さ
れ
て
い
な
い
土
地
か
ら
収

取
す
る
果
実
を
、
売
主
が
、
代
価
を
受
領
し
た
と
こ
ろ
の
買
主
に
給
付
す
る
と
強
制
さ
れ
る
と
し
て
も
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
厳
正
法
の
理
由
に
よ
っ

て
(
果
実
が
土
地
(
地
面
)
と
所
有
の
法
に
よ
っ
て
収
取
さ
れ
る
の
で
0
・
N
N
-
Y
N
印
-
H
。
ま
た
売
却
さ
れ
た
が
未
だ
に
引
渡
さ
れ
て
い
な
い
土
地
は

そ
の
聞
に
は
売
主
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
り
品
、
円
N岨
同
弁

F
F
∞
。
)
と
い
う
よ
り
も
、
パ
ウ
ル
ス
も
こ
こ
で
ぎ
白
河
虫
色

2
2
c
c
z
と
語
っ
て
い
る
よ

う
に
、
誠
意
に
基
づ
く
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
売
主
が
物
か
ら
も
代
価
か
ら
も
収
益
す
る
の
は
誠
意
に
基
づ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
U
5
・
r
=
・
5
一F・け

5
・
N
O
U
F
目
昨
日
。
。
他
方
、
[
売
主
が
]
土
地
に
つ
い
て
悌
怠
し
た
、
す
な
わ
ち
土
地
を
耕
さ
な
か
っ
た
場
合
、
何
ら
か
の
彼
の
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
止
め

た
こ
と
が
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
果
実
を
も
給
付
し
な
い
と
結
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
た
か
も
そ
の
事
自

体
で
生
じ
た
遅
滞
の
よ
う
な
物
の
引
渡
し
の
遅
滞
に
な
い
と
し
て
も
、
売
主
が
そ
れ
ら
果
実
を
返
還
す
る
義
務
が
あ
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
と
言
わ
れ

得
る
か
ら
で
あ
る
の
・
#
・
品
川
Y
印
。
他
方
、
単
純
な
彼
の
悌
怠
に
よ
っ
て
な
に
も
の
も
得
る
こ
と
の
、
あ
る
い
は
意
欲
も
な
い
、
あ
る
い
は
で
き
な
い
場

合
で
す
ら
な
く
、
買
主
が
そ
れ
ら
果
実
を
収
取
す
る
場
合
、
こ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
あ
た
か
も
何
か
果
実

を
収
取
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に

i
ー
そ
の
結
果
収
取
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
す
ら
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
、
こ
の
こ
と
は
厳
密
に
号
一

占
有
者
に
お
い
て
妥
当
す
る
U
∞
φ
.
H「

.s5『
EFヨ戸ロ戸.1|
彼
に
ク
ル
パ
が
帰
せ
し
め
ら
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
が
こ
こ

で
誤
っ
て
考
え
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
対
人
訴
権
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
だ
け
で
物
を
引
渡
す
義
務
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
(
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ

ち
、
売
却
さ
れ
た
物
を
引
渡
す
以
外
に
何
に
つ
い
て
売
主
は
義
務
を
負
う
の
で
あ
ろ
う
か
ワ
U
5
・
H
・
H
・
F
・
丹
・
=
・
7
F
-

一
z・
2
。
そ
し
て
そ
の

こ
と
は
、
買
主
が
果
実
を
収
取
す
る
べ
き
権
能
を
持
つ
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
U
・

s・
----E-
一
5
・
N
H
に
書
か
れ
て
い
る
)
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

な
ぜ
な
ら
ば
法
の
理
由
よ
り
も
単
に
誠
意
の
理
由
と
裁
判
官
の
職
務
に
よ
っ
て
、
果
実
を
給
付
す
る
義
務
を
負
う
か
ら
で
あ
る
、
0
5
・
r
品
川
Y
H
の

論
拠
に
よ
っ
て
、
他
方
誠
意
は
、
得
た
以
外
の
果
実
を
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
、
[
ま
し
て
]
収
取
す
る
の
を
慨
怠
し
た
果

実
ま
で
も
[
と
は
考
え
ら
れ
な
い
]
U
ω
A
p
r
N
ω
・
(
N
N
)
・
ω
の
論
拠
に
よ
っ
て
。
ま
た
買
主
は
、
あ
た
か
も
土
地
を
耕
す
義
務
を
負
い
、
ま
た
そ
れ
か

ら
少
な
く
と
も
他
の
善
良
な
る
家
父
の
誰
で
あ
れ
収
取
し
得
た
果
実
を
収
取
す
る
義
務
を
負
う
か
の
よ
う
に
売
主
の
悌
怠
を
非
難
す
る
の
を
欲
す
る
場

合
に
は
、
聞
き
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
も
な
い
。
売
主
を
引
渡
の
遅
滞
に
置
く
た
め
に
、
土
地
を
引
渡
す
よ
う
売
主
に
催
告
す
る
こ
と
に
お
い
て
買
主
自

身
が
よ
り
慨
怠
が
あ
る
の
で
。
と
こ
ろ
が
[
そ
の
勧
告
を
]
為
し
た
場
合
に
は
、
と
に
か
く
そ
の
時
か
ら
売
主
に
、
ほ
と
ん
ど
ク
ル
パ
な
し
で
は
あ
り

え
な
い
、
先
行
す
る
遅
滞
に
よ
っ
て
収
取
す
べ
き
呆
実
さ
え
も
[
含
め
]
全
て
の
給
付
を
義
務
付
け
る
0
・
N
N
-
r
N
H
以
下
。
そ
し
て
そ
の
遅
滞
を
ク

ル
パ
の
名
目
で
パ
ウ
ル
ス
は
こ
こ
で
ヨ
巳

2
-
E
2
5
民間
5
5
E『
と
い
う
文
言
で
示
し
て
い
る
と
観
ら
れ
る
。
そ
の
ゆ
え
に
他
人
の
と
と
も
に
彼
の

自衛
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

慨
怠
の
相
殺
を
容
れ
て
い
る
U
a
H
m
y
N
-
H
C

。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
パ
ウ
ル
ス
は
、
土
地
に
つ
い
て
慨
怠
し
た
売
主
が
決
し
て
土
地
の
引
渡
し
の
遅

滞
に
は
な
か
っ
た
事
案
を
論
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
ま
し
て
果
実
を
収
取
す
る
こ
と
の
遅
滞
に
は
な
い
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
を
決
し
て
得
て
い
な
い
[
の

で
]
。
売
主
が
ド
ォ
ル
ス
お
よ
び
ド
ォ
ル
ス
に
匹
敵
す
る
、
す
な
わ
ち
重
い
ク
ル
パ
を
欠
い
て
い
れ
ば
そ
れ
ら
を
給
付
す
る
義
務
が
な
い
の
に
十
分
で

あ
る
U
N
A
P
-
ω

・
。
。
そ
の
法
文
の
事
件
は
我
々
の
[
事
件
]
と
少
な
か
ら
ざ
る
類
似
性
を
持
つ
。
本
法
文
で
は
売
主
が
遅
滞
に
な
く
、
そ
の
法
文
で
は

逆
に
妻
は
受
領
の
遅
滞
に
あ
る
こ
と
を
除
い
て
は
。
先
行
[
す
る
文
章
]
で
は
、
売
却
し
た
が
引
渡
さ
れ
て
い
な
い
奴
隷
を
他
人
に
売
却
し
、
そ
し
て

彼
か
ら
代
価
を
受
領
し
た
売
主
に
つ
い
て
[
パ
ウ
ル
ス
が
]
論
じ
て
い
た
よ
う
に
。
そ
の
よ
う
に
、
あ
た
か
も
、
自
身
が
受
領
す
る
と
し
て
も
、
他
方

売
却
さ
れ
た
物
か
ら
で
は
な
く
彼
の
行
為
か
ら
受
領
し
た
の
で
、
他
人
に
売
却
し
な
か
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
、
買
主
に
帰
属
す
る
も
の
に
つ

い
て
義
務
を
負
う
よ
う
に
、
売
主
が
代
価
を
給
付
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
[
パ
ウ
ル
ス
は
]
否
定
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
パ
ウ
ル
ス
は
、

土
地
か
ら
憐
怠
に
よ
っ
て
何
も
得
な
か
っ
た
土
地
の
売
主
を
、
他
人
に
売
却
し
て
第
二
買
主
か
ら
代
価
を
受
領
し
た
奴
隷
の
売
主
と
比
較
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
比
較
は
、
売
主
を
有
責
判
決
す
る
原
因
が
、
得
な
か
っ
た
果
実
を
返
還
す
る
た
め
よ
り
も
、
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
代
価
を
第
一
買

主
に
返
還
す
る
た
め
の
ほ
う
に
よ
り
従
属
す
る
の
で
、
全
く
不
条
理
と
観
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
パ
ウ
ル
ス
が
、
教
え
る
よ
う
に
、
売
主
が
第
二
買
主
か
ら

受
領
し
た
代
価
を
、
あ
た
か
も
い
か
な
る
代
価
も
受
領
し
な
か
っ
た
か
の
と
同
じ
く
買
主
を
理
由
と
し
て
、
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
の
で

な
け
れ
ば
。
そ
れ
を
h

昨
日
戸
内
包
円
。
E
2
m
w
-
C
E
C
口〈巾
E
E
2
日
巾
ヨ
と
い
う
先
行
す
る
文
言
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
一
人

に
売
却
さ
れ
た
奴
隷
を
他
人
に
売
却
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
い
か
な
る
彼
の
代
価
も
ま
た
第
二
買
主
か
ら
得
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
現
実
に
収
取
し
な
か
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
逆
に
[
現
実
に
は
]
収
取
し
た
が
収
取
し
得
な
か
っ
た
と
観
ら
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
、
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
?
そ
し
て
こ
の
一
つ
の
こ
と
が
こ
の
箇
所
の
断
案
を
、
ア
ゾ
ォ
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
と
そ

の
他
の
解
釈
者
た
ち
に
と
っ
て
、
難
し
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
彼
ら
は
そ
れ
を
理
解
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な

わ
ち
、
あ
た
か
も
、
売
主
が
占
有
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
物
の
滅
失
に
よ
っ
て
売
主
は
義
務
を
免
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
で
ま

た
、
売
却
さ
れ
た
奴
隷
が
第
二
買
主
の
下
で
死
亡
す
る
と
し
た
ら
、
売
主
は
義
務
を
免
れ
る
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
ら

は
第
二
買
主
に
引
渡
さ
れ
て
い
た
奴
隷
を
付
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
を
パ
ウ
ル
ス
も
想
定
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
想
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
。
あ
た
か
も
彼
の
下
で
売
却
さ
れ
た
奴
隷
が
死
亡
し
た
人
に
か
、
あ
る
い
は
第
二
買
主
に
何
も
渡
さ
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。

他
方
、
パ
ウ
ル
ス
が
こ
の
一
方
を
挿
入
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
し
て
も
、
代
価
を
売
主
が
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
か
否
か
は
、
何
も
個
別
物
の
第

一
買
主
に
関
係
が
な
い
だ
ろ
う
、
例
え
ば
ど
ち
ら
の
事
案
で
あ
れ
、
単
に
売
却
さ
れ
た
奴
隷
の
引
渡
し
に
お
け
る
売
主
の
い
か
な
る
遅
滞
も
な
い
だ
け
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で
あ
る
と
し
た
ら
、
売
主
か
ら
代
価
を
訴
求
で
き
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
。
こ
の
0
5
E
包
自
主
己
目
の
文
節
に
お
い
て
続
く
事
柄
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
事
案
の
良
き
類
似
が
、
売
主
が
土
地
を
耕
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
私
の
土
地
で
、
す
な
わ
ち
私
に
義
務
を
負
う
土
地
で
、
果
実
を
収
取

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
実
を
私
の
も
の
と
す
る
の
と
同
様
に
、
そ
の
よ
う
に
相
続
財
産
の
売
主
も
ま
た
、
相
続
財
産
上
の
何
か
個
別
物
を
他
人
に
売
却

し
た
の
で
、
私
の
あ
る
い
は
私
の
相
続
財
産
の
事
務
を
行
な
う
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
か
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
ア
ゾ
ォ

が
同
様
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
彼
を
我
々
の
ア

y

ク
ル
シ
ウ
ス
が
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
。
[
ア
y

ク
ル
シ
ウ
ス
は
]
彼

(
H
ア
ゾ
ォ
)
の
も
の
か
ら
、

そ
し
て
勿
論
正
確
に
、
神
々
の
気
に
入
る
な
ら
ば

(
H
神
々
よ
私
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
)
、
厳
正
法
の
契
約
に
お
い
て
は

U
N
N
-
Y
ω
∞
・
叶
ゐ

お
よ
び
先
行
す
る
節
に
基
づ
い
て
別
様
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
パ
ウ
ル
ス
が
誠
意
の
理
由
に
よ
っ
て
ぎ
ロ

mmEr:住
吉
巾
と
添
え
て
い
る
と
、
付

加
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
誤
り
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
諸
文
言
を
含
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
法
文
が
慨
怠
し
た
と
想
定
し
て

い
る
私
の
土
地
を
売
主
が
耕
し
た
と
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
を
私
の
も
の
と
想
定
し
て
い
る
が
、
し
か
し
土
地
は
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
が

問
じ
こ
と
を
解
釈
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
あ
た
か
も
私
に
[
引
渡
さ
れ
る
]
義
務
し
か
な
い
か
の
よ
う
に
、
決
し
て
私
に
引
渡
さ
れ

て
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
[
土
地
が
]
私
に
[
引
渡
さ
れ
る
]
義
務
が
あ
る
場
合
に
は
、
し
た
が
っ
て
[
土
地
は
]
私
の
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
す
な
わ
ち
、
私
の
物
が
私
に
対
し
て
[
給
付
さ
れ
る
]
義
務
が
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
し
て
や
さ
ら
に
私
の
も

の
に
な
る
こ
と
も
な
い
か
ら
で
あ
る

z
a
kア
A
T
E
。
そ
の
土
地
が
貫
主
に
引
渡
さ
れ
る
前
に
売
主
の
収
取
に
よ
っ
て
果
実
が
貫
主
の
も
の
と
な
る
、

と
想
定
し
て
い
る
、
こ
の
こ
と
は
し
か
し
余
り
に
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
両
方
の
事
案
で
売
主
が
買
主
の
事
務
を
行
な
っ
て
い
る
、

と
想
定
し
て
い
る
、
こ
れ
は
滑
稽
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
土
地
に
つ
い
て
慨
怠
し
て
い
る
売
主
が
誰
の
事
務
を
行
な
っ
て
い
る
と
観
ら
れ

得
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
?
と
こ
ろ
が
、
土
地
に
つ
い
て
悌
怠
せ
ず
、
ア
ゾ
ォ
が
想
定
す
る
よ
う
に
、
耕
す
と
し
て
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
や
は
り
果

実
を
買
主
の
物
と
す
る
(
要
す
る
に
買
主
が
そ
れ
ら
果
実
を
あ
た
か
も
自
分
の
も
の
の
よ
う
に
取
戻
し
得
る
の
だ
と
、
こ
の
こ
と
は
誰
も
い
ま
だ
か
つ

て
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
)
の
で
は
な
く
て
、
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
果
実
を
買
主
に
給
付
す
る
義
務
を
負
う
の
み
で
あ
る
。
結

局
、
対
照
が
あ
る
の
は
、
両
方
の
事
案
で
同
様
に
売
主
が
買
主
の
事
務
を
行
な
う
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
先
の
事
件
で
は
、
そ

の
奴
隷
を
他
の
誰
に
も
売
却
し
な
か
っ
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
代
価
を
第
一
買
主
に
給
付
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
く
、
ま
た
後
の
事
件
で
は
、
悌
怠
し
た
土
地
か
ら
収
取
し
な
か
っ
た
果
実
を
[
返
還
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
]
と
い
う
こ
と

に
あ
る
の
で
あ
る
。
単
に
両
方
の
事
件
に
共
通
の
こ
と
が
そ
れ
だ
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
売
主
の
遅
滞
も
先
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
こ
の
宮
内
ヨ
包
B
O
E自
の
文
節
が
関
係
づ
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
は
、
相
続
財
産
か
ら
の
何
か
個
別
物
を
売
却
し
た
売
主
に
関
す
る
直
前
[
の
文
節
・

説論
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事
案
]
に
で
は
な
く
て
日

E
Y
R
E
5
2口
問
己
恒
三
口

g
宮
門
巾
印
円
円
「

E
-
と
い
う
文
言
か
ら
〉
円
円

D
S
F
q
E芹
訟
の
文
節
ま
で
、
パ
ウ
ル
ス
に
よ
っ
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
後
の
事
案
に
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
誤
っ
て
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は

Z
E
E
-冒
2
5
質
問

=
2
2
E
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
文
言
を
、
売

主
が
土
地
の
熟
し
た
果
実
を
腐
敗
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
持
っ
た
[
果
実
を
]
返
還
し
な
か
っ
た
事
案
に
関
係
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
ど

ち
ら
の
事
案
に
も
ド
ォ
ル
ス
に
属
す
る
ク
ル
パ
で
は
な
い

0
・M
A
R

・
ω
・
。
。
で
は
し
か
し
ど
う
し
て
パ
ウ
ル
ス
は
、
土
地
に
つ
い
て
慨
怠
し
た
、
ま
た
同

様
に
土
地
を
耕
す
こ
と
を
望
ま
な
い
売
主
に
つ
い
て
は
語
っ
て
い
る
の
で
、
熟
し
た
果
実
が
腐
敗
す
る
の
を
許
し
た
、
あ
る
い
は
収
取
し
た
果
実
を
返

還
す
る
の
を
望
ま
な
か
っ
た
売
主
に
つ
い
て
認
識
し
え
な
か
っ
た
の
か
?
要
す
る
に
、
決
し
て
遅
滞
に
な
か
っ
た
売
主
が
そ
れ
だ
け
給
付
す
る
義
務

を
負
う
ド
ォ
ル
ス
の
代
わ
り
で
は
な
く
て
、
遅
滞
の
代
わ
り
に
、
ク
ル
パ
を
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、
ド
ォ
ル
ス
に
ほ
と
ん
ど
近
づ
く
重
ク
ル
パ
を
、

先
に
解
釈
し
た
よ
う
に
、
述
べ
た
の
で
あ
る
。
続
く
。

g
O
E
a
m一『
O
ヨ
a
E
ヨ〈
0
2
S
2
・皇
O
刀
O
師曲一色
@
Z
O
旬。
a一
-
疑
い
の
理
由
。
他
人
が
不
法
か
つ
無
権
原
で
占
有
し
て
い
る
土
地
を
売
却
し
た
者

は
、
不
法
に
占
有
す
る
者
か
ら
土
地
を
請
求
し
て
、
そ
の
者
か
ら
、
彼
が
引
渡
す
の
を
望
ま
な
い
の
で
、
訴
訟
物
の
評
価
を
受
領
し
た
場
合
、
そ
れ
は

す
な
わ
ち
、

ue
⑦

-
y
k
H
m
r
品
、
吋
に
お
け
る
よ
う
に
、
彼
の
[
物
が
]
利
害
関
係
の
あ
る
限
り
で
訴
訟
の
た
め
に
宣
誓
し
た
場
合
、
彼
の
と
い
う
よ
り
も

む
し
ろ
彼
の
買
主
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
観
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
な
ぜ
な
ら
ば
売
却
さ
れ
た
物
を
買
主
に
引
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
と
に
か
く
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
よ
っ
て
義
務
を
負
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
少
な
く
と
も
買
主
が
売
却
さ
れ
た
物
の
代
わ
り
に
訴
訟
物

の
評
価
を
持
つ
よ
う
に
為
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
事
案
は
、
何
か
あ
る
相
続
財
産
上
の
物
を
後
に
売
却
し
て
代
価
を
受
領
し
た
相
続
財

産
の
売
主
に
つ
い
て
パ
ウ
ル
ス
が
最
初
に
論
じ
た
事
案
に
ー
ー
そ
の
事
案
に
つ
い
て
は
パ
ウ
ル
ス
は
、
た
と
え
遅
滞
の
前
に
そ
の
売
却
さ
れ
た
物
が
滅

失
し
た
と
し
て
も
、
代
価
を
買
主
に
返
還
す
る
義
務
が
あ
る
と
述
べ
た
|
|
一
人
に
売
却
さ
れ
た
奴
隷
を
他
人
に
後
に
売
却
し
た
売
主
に
関
す
る
後
の

事
案
に
よ
り
も
ヨ
リ
類
似
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
売
主
が
遅
滞
前
の
奴
隷
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
第
二
買
主
か
ら
受
領
し
た
代
価
を
第
一
貫
主
に
返
還
す

る
義
務
が
あ
る
、
と
我
々
は
述
べ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
の
事
案
で
彼
自
身
の
と
い
う
よ
り
も
相
続
財
産
の
買
主
の
事
務
を
[
行
な
っ
た
]
よ
う
に
で

は
な
く
、
代
価
を
受
領
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
一
買
主
の
で
は
な
く
、
自
身
の
事
務
を
行
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
文
節
の
事
件
で

は
、
第
一
買
主
に
占
有
者
か
ら
訴
訟
物
の
評
価
が
支
払
わ
れ
た
後
の
ス
テ
イ
タ
ス
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
遅
滞
も
先
行
し
て
い
な
い
と
い
え
ど

も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
死
亡
し
て
い
て
も
は
や
給
付
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
奴
隷
の
代
わ
り
に
そ
の
評
価
を
買
主
に
購
買
に
基
づ
く
訴

権
に
よ
っ
て
給
付
す
る
よ
う
に
、
義
務
を
負
う
と
観
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
[
そ
れ
は
]
あ
た
か
も
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
ス
テ
イ
タ
ス

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
不
法
な
占
有
者
か
ら
彼
が
取
り
戻
す
た
め
の
訴
権
を
売
却
し
た
か
の
よ
う
に
観
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
売
却
し
た

北法44(6・129)1541 



説

物
を
占
有
し
て
い
な
か
っ
た
所
有
者
が
、
そ
の
物
を
後
に
買
主
に
引
渡
し
得
る
よ
う
に
、
実
際
に
他
に
何
を
売
却
し
得
る
の
だ
ろ
う
か
?
と
こ
ろ
が

し
か
し
、
物
自
体
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
対
物
訴
権
自
体
が
売
却
さ
れ
た
と
観
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
容
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
売
却

さ
れ
た
ス
テ
ィ
ク
ス
が
生
き
て
い
よ
う
が
、
あ
る
い
は
遅
滞
前
に
死
亡
し
ょ
う
が
、
そ
の
訴
権
に
よ
っ
て
売
主
が
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
な
ん
で

あ
れ
、
そ
れ
ら
全
て
を
買
主
に
返
還
す
る
義
務
を
負
う
、
と
契
約
当
事
者
間
で
合
意
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
は
疑
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
す
な
わ
ち
、
ス
テ
ィ
ク
ス
が
生
き
て
い
る
か
、
死
亡
し
た
か
で
、
何
の
違
い
が
あ
ろ
う
か
。
ス
テ
イ
タ
ス
自
体
と
い
う
よ
り
も
売
却
さ
れ
た
、
彼
が

訴
求
す
る
た
め
の
訴
権
が
そ
の
効
果
を
持
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
、
裁
判
に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
り
も
先
に
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
も
ま
た
な
い
。

決
疑
。
ス
テ
ィ
ク
ス
を
売
却
し
た
者
は
、
た
と
え
他
人
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
ゆ
え
に
彼
が
訴
求
す
る
た
め
に
持
つ
訴
権
を

売
却
し
た
の
で
は
な
く
、
ス
テ
ィ
ク
ス
自
体
を
[
売
却
し
た
]
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
売
却
を
他
人
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
阻
止

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
所
有
権
は
占
有
と
共
通
の
も
の
を
何
も
も
た
な
い

0
2・
N
-
H
N
H
し
、
ま
た
逆
に
何
か
他
人
の
物
が
売
却
さ
れ
る
の
を
禁
じ

て
も
い
な
い

U
-
E
-
r
N
∞
の
が
実
情
で
あ
る
か
ら
、
な
お
の
こ
と
売
主
の
で
は
な
い
の
で
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
売
主
は
ス
テ
ィ
ク
ス
を
引
渡
す
債

務
者
で
あ
っ
て
、
占
有
者
に
対
す
る
対
物
訴
権
を
、
そ
し
て
取
戻
|
|
取
戻
も
ま
た
売
却
さ
れ
た
り
譲
渡
さ
れ
た
り
で
き
る
と
い
え
ど
も
の
'
品
・

ω
∞・

5
ー
ー
を
委
任
す
べ
き
[
債
務
者
]
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
売
主
は
誰
で
も
売
却
さ
れ
た
物
に
お
い
て
持
つ
全
て
の
権
利
を
売
却
す
る
と
評
価
さ

れ
る
の
が
通
常
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
我
々
が
述
べ
た
り
・

5
・
7
巴
・
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
事
案
で
は
、
物
の
占
有
を
持
た
ず
に
他
人
が
不
法
に
[
占

有
を
]
保
持
し
て
い
る
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
の
所
有
権
を
持
っ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
彼
は
売
却
で
き
る
し
、
ま
た
そ
の
獲
得

さ
れ
た
所
有
権
は
同
時
に
占
有
に
一
致
す
る
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
訴
権
が
占
有
を
取
戻
す
た
め
に
だ
け
売
却
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
場
合
よ
り
も
は

る
か
に
多
い
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
何
故
に
我
々
は
こ
の
所
有
権
が
売
却
さ
れ
た
と
信
じ
な
い
の
か
?
要
す
る
に
、
こ
の
売
主
は
、
そ
の
運
命

に
よ
り
滅
失
し
う
る
特
定
物
の
債
務
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
性
上
永
久
で
あ
る
訴
権
の
[
債
務
者
]
で
は
な
い
の
で
妥
当
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
結
果
、

売
却
さ
れ
た
ス
テ
イ
タ
ス
が
売
主
の
遅
滞
の
前
に
死
亡
し
た
場
合
、
た
と
え
不
法
占
有
者
か
ら
訴
訟
物
の
評
価
を
受
領
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
何
も
買
主
に
給
付
す
る
義
務
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、
物
で
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
ば
滅
失
し
て
い
る
の
で
、
ま
た
少
な
く
と
も
遅
滞
前
に

は
訴
権
も
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
売
却
さ
れ
て
も
い
な
い
し
、
ま
た
、
訴
訟
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
す
で
に
消
耗
し
た
か
ら
で
あ
る

U
E
-
ω
-
H
W

O

合
-
Y
Z
ω
g
bロ
・
。
最
後
に
訴
訟
物
の
評
価
も
[
給
付
す
る
義
務
が
な
い
で
な
ぜ
な
ら
ば
、
上
述
の
中
で
も
後
の
事
案
に
お
け
る
よ
う
に
、
そ

れ
を
彼
の
行
為
か
ら
得
た
の
で
は
な
く
て
、
不
法
占
有
者
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
訴
訟
の
勝
利
お
よ
び
有
責
判
決
か
ら
得
た
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
売
却
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ク
ス
自
体
か
ら
得
た
の
で
も
な
く
、
売
却
し
て
い
な
い
訴
権
の
力
と
権
力
か
ら
得
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

ヨ近為
自岡
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

そ
の
非
常
に
優
雅
な
相
違
は
物
の
代
価
と
訴
訟
の
代
価
と
の
間
に
あ
る
。
我
々
が
述
べ
た
よ
う
に
、
物
の
代
価
は
物
か
ら
で
は
な
く
て
、
行
為
か
ら
得

ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
訴
権
の
代
価
は
行
為
か
ら
で
は
な
く
て
、
訴
権
自
体
か
ら
得
ら
れ
る
、
私
が
語
っ
た
の
は
、
売
却
訴
権
に
お
い
て
述
べ
た
代

価
(
と
い
う
の
は
そ
れ
も
ま
た
行
為
か
ら
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
)
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
。
・
。
・
r
k
H
m
f
F

円
。
∞
-
U
-
K
H
m
y
y
E
H

に
お
け
る
よ
う
に
、

訴
求
さ
れ
た
返
還
さ
れ
な
い
物
の
代
わ
り
に
審
判
人
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
そ
し
て
有
責
判
決
に
持
ち
込
ま
れ
た
代
価
に
つ
い
て
で
あ
る
の
で
。
な
ぜ

な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
訴
訟
を
行
な
う
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
訴
権
を
整
え
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
問
で
彼
ら
に
よ
っ
て
、
「
訴
訟
物
は
土
地
で
あ
る
」
と
言

っ
た
よ
う
に
[
な
さ
れ
た
]
の
で
な
け
れ
ば
事
務
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
パ
ウ
ル
ス
に
よ
っ
て
、
他
人
に

よ
っ
て
占
有
さ
れ
た
ス
テ
イ
タ
ス
を
売
却
し
、
そ
し
て
彼
の
代
わ
り
に
訴
訟
物
の
評
価
を
訴
訟
に
よ
っ
て
受
領
し
た
売
主
が
、
ス
テ
ィ
ク
ス
自
体
を
売

却
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
を
訴
求
す
る
た
め
に
訴
権
を
[
売
却
し
た
]
の
で
は
な
い
、
と
教
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
訴

権
の
力
に
よ
っ
て
債
権
者
が
取
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
以
外
に
何
が
実
際
に
訴
権
で
あ
ろ
う
か
?
つ
ま
り
こ
の
売
主
が
、
彼
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た

ス
テ
イ
タ
ス
を
所
有
者
と
し
て
取
戻
し
(
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
引
渡
な
き
単
な
る
売
却
は
彼
か
ら
所
有
権
を
奪
わ
な
い
か
ら
で
あ
る

0
・品叶
-
N
-

E
胃
.
‘
F
F
∞0
・
)
、
そ
し
て
占
有
者
の
強
情
の
た
め
に
、
訴
訟
物
の
評
価
と
ヨ
リ
重
い
有
責
判
決
と
を
獲
得
し
た
場
合
、
買
主
自
身
の
で
は
な
く
、
彼

の
事
務
を
行
な
っ
た
こ
と
が
疑
い
も
な
く
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
主
と
し
て
貫
主
に
有
益
で
あ
る
よ
う
に
で
は
な
く
、
彼
が
ま
ず
第
一
に
、
そ

の
占
有
を
不
法
占
有
者
か
ら
取
戻
す
こ
と
が
出
来
た
と
し
た
ら
、
ス
テ
イ
タ
ス
を
買
主
に
引
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
引
渡
す
債
務
か
ら
免
れ
る
た
め
に
、

訴
訟
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
買
主
に
有
益
で
あ
っ
た
の
は
た
ま
た
ま
結
果
と
し
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
そ

れ
ら
は
、
我
々
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
し
ば
し
ば
述
べ
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
よ
う
に
、
確
定
さ
れ
る
べ
き
法
に
拡
げ
ら
れ
な
い

U
N
G
-

∞
・
斗
。
そ
し

て
さ
ら
に
そ
の
上
、
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
[
売
主
が
]
訴
訟
物
の
評
価
を
断
案
と
有
責
判
決
に
基
づ
い
て
給
付
す
る
こ
と
は
、
[
彼
が
]
ス
テ
ィ
ク

ス
を
引
渡
す
義
務
を
、
彼
が
ス
テ
イ
タ
ス
を
売
却
し
た
買
主
に
、
負
っ
た
と
い
う
こ
と
を
原
因
と
し
て
持
っ
た
か
ら
で
は
な
く
(
と
い
う
の
は
、
売
主

自
身
引
渡
さ
な
か
っ
た
物
の
代
償
と
し
て
買
主
の
た
め
に
、
買
主
が
訴
訟
の
た
め
に
宣
誓
し
た
だ
け
の
、
と
有
責
判
決
さ
れ
る
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
私
が
わ

k
f
k
F
m
y

品
に
基
づ
い
て

0
・同∞
-

y

g

に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
て
な
ぜ
な
ら
ば
訴
求
し
だ
物
の
所
有
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
通
常
唯
一
所
有
者
に
で
あ
っ
て
、
所
有
権
以
外
の
原
因
に
基
づ
き
利
害
関
係
あ
る
者
に
訴
訟
の
た
め
の
宣
誓
が
課
さ
れ
る
の

が
習
わ
し
で
あ
り
、
ま
た
義
務
で
あ
る
U

品、円
N-

∞
0
・
H
・
0
・
NKH
・ω
-
N
m
-
H

一U
'
N
印

-
N
-
少
。
・

5
・ω
・
∞
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
に
そ
の

理
由
は
一
、
そ
れ
に
従
う
と
、
提
示
さ
れ
た
事
件
で
は
、
不
法
な
所
持
者
か
ら
得
た
訴
訟
物
の
評
価
を
買
主
に
給
付
す
る
義
務
を
売
主
が
負
う
の
は
不
衡

平
で
あ
る
よ
う
な
、
理
由
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
物
自
体
を
引
渡
す
か
、
あ
る
い
は
引
渡
す
の
を
望
ま
な

jヒ法44(6・131)1543 
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い
か
出
来
な
い
場
合
に
は
そ
の
原
因
に
基
づ
き
正
し
く
買
主
に
利
害
関
係
の
あ
る
だ
け
[
の
も
の
を
]
引
渡
す
以
外
に
は
義
務
を
負
い
得
な
い
か
ら
で

あ
る
の
少
品
川
Y

弁

U
・
s
-
r
r
n
-
k
?
N
H
-
吋
。
と
こ
ろ
が
し
か
し
、
訴
訟
の
た
め
の
宣
誓
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
訴
訟
物
の
評
価
は
大
概
物
の
正
当
な

代
価
お
よ
び
関
係
の
あ
る
も
の
の
額
を
超
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
不
法
占
有
者
の
強
情
が
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
ロ

5
・
ω
-
r
0・
K
F
A
T
H
・

-
2
。
そ
れ
ゆ
え
に
十
分
に
も
パ
ウ
ル
ス
は
、
私
が
他
人
が
占
有
し
て
い
る
物
を
売
却
し
て
、
訴
求
し
、
か
つ
訴
訟
物
の
評
価
を
受
領
し
た
場
合
、
代

価
[
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
の
で
あ
っ
て
]
、
私
が
受
領
し
た
も
の
を
給
付
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
、
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
し
か
し
、

明
ら
か
に
パ
ウ
ル
ス
が
、
私
が
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
、
と
書
い
て
い
る
、
と
あ
な
た
は
言
、
っ
。
物
が
存
在
し
て
い
る
場
合
を
私
は
否
定
し
な
い
。

し
か
し
、
さ
ら
に
訴
訟
物
の
評
価
を
受
領
し
た
後
に
滅
失
し
た
場
合
、
い
か
な
る
売
主
の
遅
滞
も
先
行
せ
ず
に
死
亡
し
た
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
ス

テ
イ
タ
ス
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
、
と
は
パ
ウ
ル
ス
は
述
べ
て
い
な
い
、
そ
の
こ
と
を
私
は
否
定
す
る
。
と
い
う
の
は
、
特
定
物
の
債
務
者
は
遅
滞
前

に
生
じ
た
滅
失
に
よ
っ
て
[
義
務
を
]
免
れ
る
、
私
が
述
べ
た
よ
う
に
。
訴
訟
物
の
評
価
を
、
不
法
占
有
者
が
審
判
人
の
召
喚
に
従
わ
な
い
た
め
に
ヨ

リ
重
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
ど
も
、
得
た
売
主
の
原
因
は
、
一
人
に
す
で
に
売
却
し
た
同
じ
奴
隷
を
他
人
に
さ
ら
に
売
却
し
た
場
合
よ
り
も
苛
酷
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
好
都
合
な
こ
と
に
、
た
と
え
売
却
が
U
A
H
Y
K
H
・
H
-
F
a
F
N
-
N
F
F
F
ω
-
U
N
H
-
r
N
H
・
N
で
は
必
要
で

あ
る
に
し
て
も
、
訴
訟
物
の
評
価
を
受
領
し
て
為
さ
れ
る
売
却
は
し
か
し
な
が
ら
任
意
的
で
は
な
い
の
で
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
優
遇
さ
れ
た
売
主

は
ヨ
リ
優
位
に
あ
る
。
例
え
ば
、
少
な
く
と
も
任
意
の
売
主
の
例
に
よ
り
、
物
が
遅
滞
前
に
滅
失
す
る
場
合
に
は
何
も
買
主
に
給
付
す
る
義
務
が
な
く
、

反
対
に
物
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
場
合
、
[
例
え
ば
]
そ
の
物
を
不
法
占
有
者
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
訴
訟
物
評
価
を
受
領

し
て
そ
の
物
を
売
却
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
[
場
合
}
に
は
、
真
に
買
主
に
利
害
関
係
の
あ
る
限
り
の
も
の
以
外
に
何
も
義
務
を
負
わ
な
い
よ
う
に
。

[
買
主
が
]
強
情
な
占
有
者
に
対
す
る
ヨ
リ
重
い
有
責
判
決
に
基
づ
い
て
得
る
も
の
が
、
我
々
が
直
ぐ
前
に
書
い
た
こ
と
に
従
え
ば
売
主
自
身
の
も
と

に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
。
我
々
の
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は
、
こ
の
文
節
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
こ
の
例
が
パ
ウ
ル
ス
が
直
ち
に
除
外
し
た
こ
と
、
す
な
わ

ち
「
彼
の
ク
ル
パ
が
証
明
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
」
、
に
属
す
る
と
判
断
し
て
、
つ
ま
e

つ
い
て
い
る
の
は
重
大
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
言
に
よ
っ
て

他
人
が
占
有
し
て
い
る
物
を
売
却
し
た
こ
と
に
売
主
の
ク
ル
パ
が
印
さ
れ
て
い
る
[
と
判
断
し
て
で
そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
[
売
主
が
]
義
務
を
負
う

の
は
物
あ
る
い
は
利
害
関
係
あ
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
訴
権
を
給
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
は
な
い
[
と
解
釈
し
た
]
。
[
す
な
わ
ち
]
売
却
の

時
に
占
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ク
ル
パ
な
く
し
て
占
有
を
止
め
た
者
の
、
相
違
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
パ
ウ
ル
ス
は
、
「
と
い
う
の
は
ク
ル
パ
の
な
い

場
合
持
っ
て
い
る
給
付
す
べ
き
訴
権
の
み
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
」
と
い
う
文
節
中
で
付
加
し
て
い
る
。
ま
た
売
却
の
時
に
占
有
し
て
い
た
が
、
例
え

ば
窃
盗
の
よ
う
に
、
彼
の
ク
ル
パ
に
よ
っ
て
占
有
す
る
の
を
止
め
た
者
に
お
い
て
は
別
様
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
を
ア
ッ
ク
ル
シ

論
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

ウ
ス
は
物
あ
る
い
は
利
害
関
係
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
の
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
全
て
に
お
い
て
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
こ
の
、
「
彼
の
ク
ル
パ
が
証
明
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
」
と
い
う
先
行
す
る
文
言
は
、
厳
密
に
は
、
我
々
が
前
に
述
べ

た
よ
う
に
、
売
却
さ
れ
た
土
地
を
耕
す
の
を
慨
怠
し
て
そ
こ
か
ら
い
か
な
る
果
実
も
収
取
し
な
か
っ
た
売
主
に
つ
い
て
パ
ウ
ル
ス
が
挿
入
し
た
事
案
に

関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
他
人
に
よ
っ
て
不
正
に
保
持
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
自
身
の
物
を
売
却
し
た
者
に
あ
る
種
の
ク
ル
パ
が
あ

る
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
[
す
な
わ
ち
]
彼
の
占
有
を
取
戻
す
た
め
の
対
物
訴
権
を
も
ち
、
そ
し
て
彼
が
物
を
引
渡
す
べ
き
債
務
を
負
わ
ね
ば
な

ら
ず
、
あ
る
い
は
引
渡
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
利
害
関
係
の
あ
る
も
の
は
何
で
あ
れ
買
主
に
給
付
す
べ
き
債
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
れ

ば
買
主
を
満
足
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
。
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
ウ
ル
ス
が
こ
こ
で
意
図
し
て
い
た
の
は
、
売
却
さ
れ
た
物
自
体
に
つ
い
て
あ
る
い
は

利
害
関
係
あ
る
も
の
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
ク
ル
パ
に
あ
っ
た
と
い
う
理
由
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
。
し

か
し
、
な
ぜ
な
ら
ば
、
パ
ウ
ル
ス
自
身
が
明
瞭
に
書
い
た
よ
う
に
、
物
で
は
な
く
、
訴
権
を
売
却
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
実
に
盗
ま
れ
た
者

は
、
ク
ル
パ
な
く
し
て
は
大
概
為
さ
れ
得
な
い
と
し
て
も
、
常
に
ク
ル
パ
あ
る
債
務
者
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
抵
抗
し
得
な
か
っ
た
暴
力

に
よ
っ
て
追
い
払
わ
れ
た
者
は
、
そ
の
ク
ル
パ
を
犯
し
た
と
観
ら
れ
得
る
の
で
し
ょ
う
か
?
と
私
は
懇
願
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
こ
で
パ
ウ
ル
ス
が
論

じ
た
の
は
、
売
主
が
ク
ル
パ
に
あ
っ
た
か
あ
る
い
は
な
か
っ
た
事
案
で
は
な
く
、
む
し
ろ
暴
力
に
よ
っ
て
追
い
払
わ
れ
た
か
あ
る
い
は
盗
訴
権
に
よ
っ

て
二
倍
額
を
得
た
事
案
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
倍
額
が
買
主
に
帰
属
す
べ
き
か
否
か
を
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
彼
に
売
主
か
ら
返
還
さ
れ
る
べ
き
か

否
か
を
質
問
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
パ
ウ
ル
ス
は
こ
れ
を
否
定
し
、
そ
し
て
ま
さ
に
、
な
ぜ
な
ら
ば
売
主
は
訴
権
を
売
却
し
た
の
で
は
な

く
て
、
物
自
体
を
売
却
し
、
そ
し
て
従
っ
て
そ
れ
を
給
付
し
て
満
足
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
こ
の
箇
所
は
、
単
に
売
主
が
買

主
に
物
自
体
を
要
す
る
に
給
付
す
る
場
合
に
は
、
二
倍
額
は
貫
主
に
は
帰
属
し
な
い
、
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
諸
訴
権
|
|
単
に

取
戻
し
訴
権
と
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
権
0
・

z-yge品
の
み
な
ら
ず
、
盗
訴
権
の
罰
金
も
ま
た
|
ー
も
ま
た
売
主
は
買
主
に
委
任
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
れ
ら
訴
権
に
よ
っ
て
得
た
も
の
も
何
で
あ
れ
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

U

品叶

-
N
-
E
望
・
。
[
そ
の
結
果
]
少
な
く

と
も
買
主
は
、
売
主
の
損
失
な
く
し
て
あ
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
も
の
を
も
つ
こ
と
に
な
る
、
。
・

2-N岨
工
匂
「
の
論
証
に
よ
っ
て
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な

わ
ち
、
そ
の
よ
う
に
調
和
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
ら
の
箇
所
は
相
互
に
矛
盾
す
る
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
最
後
の
も
の
が
ア
ッ
ク
ル
シ

ウ
ス
の
解
釈
で
あ
り
調
和
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
説
明
す
る
他
の
も
の
は
、
ま
っ
た
く
信
じ
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
虚
構
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。

h

Z
白

ヨ

曲

一

色

2
0
0
Z一
万
白

a
o
a一
時
司

O
曲
師

E
o
s
-
こ
こ
で
も
ま
た
、
我
々
の
善
良
な
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は
乱
心
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
パ
ウ
ル
ス
が
、

「
善
く
も
私
は
言
う
、
売
主
が
ク
ル
パ
に
あ
っ
た
場
合
に
は
物
に
つ
い
て
義
務
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
[
ク
ル
パ
が
]
な
か
っ
た
場
合
に
も
ま
た
何
か
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あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
譲
渡
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
。
」
と
書
い
た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
こ
の

文
節
を
前
[
の
文
節
]
に
結
合
し
て
い
る
の
で
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
[
そ
れ
ら
の
]
言
葉
は
、
先
行
す
る
文
節
に
お
い
て
、
ク
ル
パ
に
よ
っ
て

売
却
し
た
物
の
占
有
を
喪
失
し
た
売
主
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
私
は
す
で
に
論
破
し
た
。

そ
し
て
パ
ウ
ル
ス
の
感
覚
は
、
い
ま
述
べ
た
ば
か
り
の
こ
と
が
い
か
に
真
実
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
売
主
が
、
例

え
ば
売
却
し
た
土
地
の
占
有
か
ら
暴
力
に
よ
っ
て
追
い
払
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
売
却
し
た
物
の
窃
盗
を
被
っ
た
の
で
、
二
倍
額
も
盗
人
か
ら
得
た
場
合
、

こ
れ
は
す
な
わ
ち
ロ
品
、
円
N
-

怠
一
に
お
け
る
よ
う
に
審
判
人
を
通
じ
て
得
た
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
自
体
も
ま
た
取
戻
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
窃
盗
の
罰
金
も
ま
た
取
戻
し
訴
権
と
不
当
利
得
返
還
請
求
訴
権
を
無
効
に
す
る
こ
と
も
な
い
か
ら
で
あ
る

0
・品叶
-
N
・

2
3
3・
ω)
が
、
そ
の
場
合
、
買
主
が
自
身
に
二
倍
額
も
給
付
さ
れ
る
よ
う
に
訴
訟
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
[
と
言
っ
た
こ
と
を
で
あ
る
]
。
偶
然
に
、

売
却
契
約
時
か
ら
既
に
そ
れ

(
H
物
)
の
占
有
を
喪
失
し
た
が
ゆ
え
に
、
た
と
え
物
自
体
を
給
付
で
き
な
く
と
も
、
彼
の
ク
ル
パ
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
、
買
主
訴
権
を
給
付
す
べ
き
、
ま
た
譲
渡
す
べ
き
以
外
に
義
務
を
負
わ
な
い
の
で
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
れ
を
彼
の
い
か
な
る
損
失
も
な
く
し
て
為

し
得
る
か
ら
で
あ
る
U
-
N
H
-
N
・
ω

∞
5
出
口
・
。
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
は
、
「
売
主
が
占
有
者
か
ら
の
訴
訟
物
の
評
価
を
持
つ
の
で
な
け
れ
ば
」
と
い
う
例
外

を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
正
し
く
、
彼
が
付
加
し
て
い
る
よ
う
に
、
な
ぜ
な
ら
ば
訴
訟
物
の
評
価
が
売
却
を
作
る
、
あ
る
い
は
、
す
で
に

0
2・k
H

・
H
-

F
F
N
-
N
H
・
V
-
F
ω

に
基
づ
い
て
、
彼
の
為
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
諸
訴
権
を
喪
失
し
た
の
で
あ
た
か
も
給
付
で
き
る
い
か
な
る
諸
訴
権
も
持
た
な

い
か
の
よ
う
だ
、
と
我
々
が
述
べ
た
よ
う
に
、
売
却
類
似
の
あ
る
も
の
が
作
る
の
で
、
売
却
し
た
と
観
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ

ス
が
、
。
・
品
。
・

ω
・
2
の
論
証
に
よ
っ
て
売
主
が
少
な
く
と
も
売
却
し
た
物
の
真
の
評
価
を
給
付
す
る
義
務
を
負
う
と
有
責
判
決
さ
れ
る
、
と
付
加
す

る
こ
と
が
ま
さ
に
そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
、
真
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
恐
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
任
意
的
売
却
の
特
定
物
で
あ
る
、
物

自
体
に
代
わ
る
訴
訟
物
の
評
価
を
訴
訟
外
で
受
領
し
た
場
合
、
理
由
は
、
単
に
真
の
評
価
あ
る
い
は
受
領
し
た
評
価
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
買
主
に

利
害
関
係
の
あ
る
も
の
全
て
、
そ
れ
は
ま
た
大
概
正
当
か
っ
真
の
代
価
を
超
え
る

U
5・
f
r
o
-
お
・

5
・
σ、
も
ま
た
購
買
訴
権
に
基
づ
い
て
有
責

判
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
物
を
給
付
す
る
能
力
を
彼
が
為
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
の
た
め
に
奪
い
取
っ
た

者
が
自
身
に
帰
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
審
判
人
が
、
返
還
す
る
の
を
望
ま
な
い
不
法
占
有
者
の
強
情
さ
の
代
償
と
し
て
訴
訟
の
た
め
の
宣
誓
も

宣
言
し
、
ま
た
審
判
人
の
決
定
に
従
う
こ
と
を
命
じ
る
の
で
、
意
に
反
し
な
が
ら
も
売
主
が
訴
訟
物
の
評
価
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、
為
す
こ
と
を
法

の
必
要
性
に
基
づ
い
て
為
す
の
で

0
・
5
・
ω
・

5
、
ま
っ
た
く
一
体
ど
ん
な
ク
ル
パ
が
彼
に
帰
さ
れ
得
る
の
か
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
す

な
わ
ち
、
た
と
え
こ
の
売
却
も
ま
た
あ
る
と
し
て
も
、
や
は
り
そ
の
必
要
性
が
存
在
す
る
、
し
か
し
、
必
要
性
に
基
づ
い
て
存
在
す
る
も
の
に
お
い
て

5命

北法44(6・134)1546 



パウルス文(0.18.4.21)の解釈史

は
、
い
か
な
る
ク
ル
パ
も
証
明
さ
れ
得
な
い
ロ
-
H
N
・
ω
・
5
・U
-
N
0
・印
-
N

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
訴
権
を
委
任
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
者
に
義
務

を
負
わ
せ
る
の
に
も
、
諸
訴
権
を
彼
の
為
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
喪
失
し
た
こ
と
が
彼
の
過
誤
な
く
し
て
生
じ
た
場
合
、
十
分
で
は
な
い
り
た
山
・

ω
・匂印・

=
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
は
売
却
さ
れ
た
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
、
そ
し
て
買
主
の
利
益
と
な
り
、
そ
れ
を
引
渡
す
能
力
を
占
有

者
の
強
情
さ
の
た
め
に
失
っ
た
の
で
、
誠
意
は
、
前
の
事
案
よ
り
も
こ
の
事
案
で
は
な
お
の
こ
と
売
主
が
、
真
に
買
主
に
利
害
関
係
の
あ
る
も
の
の
給

付
か
ら
免
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
許
さ
な
い
。
他
人
が
す
で
に
占
有
し
て
い
る
の
に
自
身
の
物
を
売
却
し
た
売
主
の
場
合
に
、
生
じ
る
で
あ
ろ
う
と

前
に
私
が
述
べ
た
の
と
同
様
に
。
そ
し
て
、
真
に
彼
に
利
害
関
係
あ
る
も
の
を
超
え
て
、
占
有
者
の
強
情
の
た
め
に
占
有
者
か
ら
得
た
も
の
は
何
で
も

利
害
関
係
あ
る
も
の
の
中
に
持
つ
と
い
う
こ
と
は
売
主
に
十
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
[
と
い
う
の
は
]

U

H

∞・

7
。
∞
に
お
け
る
よ
う
に
さ
ら
に
評

価
さ
れ
得
る
い
か
な
る
彼
の
ド
ォ
ル
ス
も
存
在
し
な
い
の
で
、
買
主
に
返
還
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
得
ら
れ
た
も
の
全
て
で
は
な
く
て
、
真
に
買
主

に
利
害
関
係
あ
る
限
り
で
し
か
な
い
か
ら
。
し
か
し
、
売
主
が
、
訴
訟
の
た
め
の
宣
誓
が
為
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
法
占
有
者
か
ら
訴
訟
物
の
評
価

を
受
領
す
る
前
に
、
買
主
か
ら
代
価
を
受
領
し
た
場
合
に
は
こ
の
こ
と
は
そ
の
よ
う
で
あ
る

(
H
さ
ら
に
ド
ォ
ル
ス
が
評
価
さ
れ
て
、
得
ら
れ
た
も
の

は
す
べ
て
返
還
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
)
。
と
い
う
の
は
、
す
べ
て
が
元
の
ま
ま
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
売
却
が
無
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ

き
と
多
分
防
御
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
売
主
は
物
を
引
渡
す
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
引
渡
さ
な
い
理
由
に
つ
い
て
な
に
か
ク
ル
パ
を
彼
に
帰
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
し
、
ま
た
他
方
、
彼
の
も
の
は
も
は
や
何
も
存
在
し
な
い
の
で
そ
れ
以
外
に
何
か
が
買
主
に
利
害
関
係
が
あ
る
の
で
も
な
い
の
で
。
な

ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
外
の
非
常
に
多
く
の
事
案
で
も
、
例
え
ば
買
主
に
代
価
を
支
払
う
条
件
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
貿
主
に
売
主
に
対

し
て
あ
る
い
は
物
を
、
あ
る
い
は
訴
権
に
関
係
す
る
も
の
を
引
渡
す
た
め
に
否
定
さ
れ
た
こ
と
が
起
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
例
え
ば
、

u
z
-
r

E
・E
-
F
N
ω

に
お
け
る
よ
う
に

0
0
5・
Y
印
叶
司
『
・
を
結
び
つ
け
よ
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
容
易
に
売
却
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
依
然
と
し
て
元

の
ま
ま
で
あ
る
場
合
に
は
、
両
当
事
者
の
相
互
の
合
意
に
よ
っ
て

l
l
こ
の
合
意
は
こ
れ
ら
U
'
N
‘

Z-
印
?
の
少
品
印

-
r
z
寸

N

の
事
案
に
つ
い
て
は

い
か
な
る
疑
い
も
受
け
入
れ
な
い

i
!
の
み
な
ら
ず
、
い
か
な
る
契
約
当
事
者
の
ク
ル
パ
も
な
く
し
て
物
が
契
約
実
現
の
よ
り
一
層
可
能
な
状
態
に
な

る
場
合
に
は
、
法
の
必
要
性
に
基
づ
い
て
も
ま
た
解
消
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
す
べ
て
が
元
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
買
主
に
は
代

価
は
す
で
に
利
害
関
係
が
な
い
の
で
の

h
?

お・

7
F
a
円

N

。

i

虫
色
0
8皇
ヨ
釦
毘
0
3
0
3
a
c
o
a
z
o
-
こ
の
文
節
も
ま
た
、
こ
の
最
後
の
事
案
に
お
い
て
、
売
主
が
彼
の
ク
ル
パ
な
く
し
て
売
却
し
た
物
の
占
有
を

喪
失
し
た
場
合
に
、
占
有
者
に
対
す
る
諸
訴
権
の
み
な
ら
ず
物
の
評
価
も
ま
た
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
と
、
パ
ウ
ル
ス
が
意
図
し
て
い
た
か
ど
う
か
と

い
う
疑
い
を
容
れ
る
。
む
し
ろ
逆
に
、
物
自
体
を
給
付
す
る
義
務
を
売
主
が
こ
の
事
案
で
は
負
わ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
評
価
を
給
付
す
る
義
務
も
負
わ

北法44(6・135)1547 



説

な
い
か
ど
う
か
と
い
う
[
疑
問
を
容
れ
る
]
。
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
に
は
後
の
解
釈
の
方
が
よ
い
と
恩
わ
れ
た
。
私
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
思
う
っ
そ
の

結
果
]
パ
ウ
ル
ス
が
否
定
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
物
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
そ
し
て
ま
た
評
価
に
つ
い
て
も
そ
う
で
は
な
い
」
と
書
い
た
の
と

同
様
で
あ
る
[
こ
と
に
な
る
]
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
売
主
が
、
彼
の
物
の
評
価
を
買
主
に

l
l
彼
の
た
め
に
[
売
主
が
]
ク
ル
パ
な
く
し
て
占

有
も
評
価
も
持
つ
こ
と
が
な
い
|
|
対
し
て
給
付
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
場
合
に
は
、
衡
平
に
反
し
て
妨
げ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば

す
な
わ
ち
、
私
は
、
不
法
占
有
者
に
対
し
て
諸
訴
権
を
持
ち
1

1
そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
ら
を
委
任
す
る
こ
と
が
出
来
る
ー
に
し
た
が
っ
て
訴
訟
物
の
評

価
を
占
有
者
か
ら
合
意
に
基
づ
い
て
も
、
訴
訟
の
た
め
の
誓
約
に
よ
っ
て
審
判
人
の
断
案
に
基
づ
い
て
も
得
な
か
っ
た
売
主
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

k
z
m
ヨ
h
F
白
『

egd同
『
邸
内
田

0
5
a
@
σ
S
O
M
E
a
o
邸
内
法

2
0

一O
疑
い
の
理
由
。
建
物
が
売
却
さ
れ
そ
し
て
そ
れ
が
す
で
に
売
却
の
時
に
焼
失
し
て
い
た
場

合
、
売
主
は
何
物
も
給
付
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
た
と
え
敷
地
が
依
然
と
し
て
あ
る
と
し
て
も
、
決
し
て
敷
地
を
[
給
付
す
る

義
務
を
負
う
の
]
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
敷
地
で
は
な
く
建
物
が
売
却
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

O
'
E
-
r
印
づ
そ
れ
ゆ
え
に
同

じ
理
由
に
よ
っ
て
、
売
却
さ
れ
た
建
物
が
焼
失
し
て
も
、
売
却
さ
れ
て
い
な
い
敷
地
も
ま
た
売
主
に
よ
っ
て
義
務
を
負
わ
れ
な
い
、
と
言
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

決
疑
。
私
の
物
(
の
中
)
か
ら
残
っ
て
い
る
も
の
は
私
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
取
戻
す
権
利
を
私
は
持
っ
て
い
る
よ
う
に

0
・。

-
Y
A
S
-
-
。
そ

の
よ
う
に
私
に
[
引
渡
さ
れ
る
]
義
務
の
あ
る
物
か
ら
残
っ
て
い
る
も
の
も
ま
た
私
に
[
引
渡
さ
れ
る
]
義
務
の
あ
る
物
で
あ
る
。
そ
し
て
建
物
が
売

却
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敷
地
|
|
建
物
の
部
分
と
し
て
、
そ
し
て
無
論
そ
れ
に
建
物
が
従
属
す
る
最
大
の
部
分
で
あ
る

l
も
売
却
さ
れ
た
こ
と

は
否
定
さ
れ
得
な
い
の
で

U
-
K
H
A
Y
ω
・
混
一
-
∞
、
理
由
は
、
た
と
え
建
物
が
焼
失
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
残
っ
て
い
る
土
地
を
売
却
し

た
物
の
部
分
と
し
て
、
買
主
が
売
却
さ
れ
た
物
か
ら
、
そ
れ
か
ら
残
っ
て
い
る
も
の
を
持
つ
た
め
に
、
売
主
は
給
付
す
る
義
務
を
負
う
、
と
い
う
よ
う

に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
建
物
全
体
を
給
付
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
売
主
は
い
か
な
る
額
面
で

敷
地
を
給
付
す
る
の
を
拒
絶
す
る
の
か
?
す
で
に
そ
も
そ
も
売
却
の
時
に
、
例
え
ば

0
・

E
-
r
印
斗
に
お
け
る
よ
う
に
売
却
さ
れ
る
家
が
焼
失
し
て

い
た
場
合
は
別
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
契
約
当
事
者
の
両
方
が
家
が
焼
失
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
売
却
は
効
力
を
持
た

な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
敷
地
に
つ
い
て
は
[
引
渡
す
]
義
務
を
負
わ
な
い
0

0
・
ω
N
・
叶
少
N

と

結
合
せ
よ
。

雪ム
開問
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(Ihε、rくム (握)} Rationalium in Tertiam Partem Pandectarum， t. m (Lugduni 1663) S. 349 et ss. (ヤ~国王争〈佐Q
nna:土日判til$ゼ区三部1;;'ν[ ] や~係国..J.(!O) 

Ad 1. V，側 ditor21. 
RAT(lONES) DVB(lTANDI). Stipulatio empta & vendita hereditatis qua in vendita hereditate interponi solet， obligat 

venditore(m) eunde(m)que promissorem， vt prastet quicquid ad eum ex hereditate peruenit [0. 45， 1， 50， 11. Atqui c白mvenditor 

hereditatis interposita illa stipulatione rem aliquam hereditariam contra possessorem persecutus est， eamque obtinuit， ac postea 

vendidit， negari non potest， quin ad eum res primum peruenerit， deinde rei precium. Ergo vel ex verbis ipsis stipulationis dicendum 

est bis committi stipulatione(m). Primum ratione fundi， deinde ratione precii， in quo nihil absurdi videri debet， cum aliud sit res， 

aliud vero rei precium & aestimatio [0. 7， 1， 42， 11. 

DEC(lSIO). Stipulationes ad hoc comparata sunt， vt vnusquisque acquirat sibi quod sua interest [0. 45， 1， 38， 171. Atqui eius 

qui emit hereditate(m)， eiusdemque stipulatoris semel tantum interest， vt habeat quicquid ex hereditate vendita ad venditore(m) 

peruenit. Nam neque eadem res peruenire ad venditore(m) bis potuit， cum id quod ia(m) alicuius est， magis eius fieri non possit [Inst 

4，6， 14; 0.50，17，1911. Ergo non potest bis committi hac stipulatio， sicuti semel commissa resolui nunqua(m) potest. id est pro eo 

haberi， acsi commissa non esset， nisi ex diuersis causis & capitibus intersit 10. 21， 2， 16，21. Nec dici potest interesse hic emptoris 

duplici ratione & rei & precii， cum fieri n[elqueat， vt ex eade(m) causa & re(m) & preciu(m) habeat. sive quod quisquis rem ipsam 

habet， eius quoq(ue) preciu(m) habere salte(m) eminenter videatur [0. 2， 20， 6; O. 30， 84， 51 siue quoniam is qui precium habet， hoc 

ipso satis declaret velle se rem manere penes eum qui preciu(m) dedit， ne alioqui dolo malo faciat， si & rem & preciu(m) habere velit 

[0. 30， 84， 5; O. 19， 1， 11， 18; O. 19， 1， 50; O. 17， 1，491. Igitur commissa semel stipulatio vendita hereditatis， siue ad rem， siue 

ad [prelcium， committi iterum & bis non potest. Oe illo itaque tant白m quari potest， an in proposita specie ad rem ipsam 

committatur， an precium， in quo adhibenda est distinctio qua apud Paulum sequitur in textu. 

a Et quide(m) si tosteaqua仰).RAT. DVB. In vniversalibus precium succedit loco rei [0. 5， 3， 221. Atqui herditas ve 
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vendita re hereditaria. cornrnitti stipulationern pro precito. & preciurn non rern peti debere. 

DEC. In ernptis & venditis rnaxirne inspiciendurn est quid acturn sit [0. 18. 1. 6. 1[. Curn autern venditio rei hereditaria pracessit 

stipulationern. non potest id acturn videri. vt venditor rern prastaret qua(rn) non arnplius haberet. sed potius vt preciu(rn) quod ad 

eu(rn) ex hereditate peruenturu(rn) esset. E contrario aute(rn) curn stipulatio pracessit venditione(rn) rei hereditariae. nerno dixerit 

contrahentes in stipulando cogitasse de precio pr(a)estando rei qua nondu(tn) esset ve(n)dita[.[ sed de re ipsa prastanda. qua iarn 

esset penes venditore(rn). N arn & veru(rn) est. ex hereditate vendita re(rn) illa(rn) hereditariarn ad venditore(rn) peruenisse. Igitur 

propter rern ipsa(rn) necesse est prius co(rn)rnitti stipulatione(rn). non propter preciu(rn) quod eo te(rn)pore. neq(ue) ad venditore(rn) 

hereditatis peruenerat. neq(ue) peruenisse poterat ante rei hereditariae venditione(rn). In contractibus aute(rn) ornnibus. sed rnaxirne 

in stipulationibus id te(rn)pus rnaxirne inspiciendurn est. quo contrahirnus etiarn in conditionalibus [0. 45. 1. 78[. Quanto rnagis in 

puris. & ad prasens ternpus relatis [0. 45. 1. 76. 1; h. t. 115[. quornodo contingit sernper in stipulatione ernpta & vendita 

hereditatis [0. 18. 4. 2. 1[. Nec ad rern pertinet quod dixirnus in vniuersalibus preciurn succedere loco rei. id enirn verutn quidern 

est in iudiciis vniuersalibus. quale est pensionis hereditatis. siue directa. siue iideicotntnissaria [0. 6， 1. 1 ; O. 31. 71J. sed non 

singularibus， actio autem ex empto qua contra hereditatis venditorem competit. singulare iudiciurn est， nec dici potest subrogatu(rn) 

preciu(rn) in locu(rn) rei vendenda poti白s.quarn sit vendita. Et curn ex stipulatione teneatur venditor de prastando ornni eo quod ad 

ipsurn ex hereditate peruenit. Res autern ipsa hereditaria prius ad eurn peruenerit. quarn preciurn: consequens ornnino est. vt prius 

quoque ad rern ipsarn prastandarn cornrnittatur stipulatio. ac proinde vt eadern re postea vendita stipulatio iterurn ad precium 

cornrnitti non possit secundurn id quod proxirne dicturn est. stipulationern ha(n)c bis cornrnitti non posse. Benを igiturPaulus 

distinguit. an post vendita(rn) rern hereditaria(rn) intercesserit stipulatio. an ver凸ante.vt priore casu preciu(rn) solu(rn 
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id emptori prastaturu(m) [0. 45， 1， 50， 1[. Ergo si ve(n)ditor hereditatis ex ea hereditate homine(m) ve(n)diderit， siue ante， siue post 

interposita(m) stipulatione(m)， & is homo postea decesserit， dicendu(m) videtur， nec precium debere venditorem tametsi ab hominis 

emptore illud acceperit 

DEC. Multu(m) interest an promissor Stichi ve(n)dat eu(m) simpliciter， an vero ve(n)ditor hereditatis ve(n)dat alij Stichu(m) ex 

hereditate iam vendita. Priore casu id obtinet quod modo diximus. Posteriore vero no(n) ite(m)， quonia(m) is qui hereditate(m) 

ve(n)didit， si postea Stichu(m)， qui ex eadem hereditate est， vendat， non t(a)m suu(m) aut hereditatis quam illius cui hereditate(m) 

ve(n)didit negotiu(m) gessisse interlligitur， ad que(m) capit res pertinere. Nec crede(n)dus est alio animo id fecisse quod sine scelere 

ac perfidia facere non potuit. ad vitandam suspicione(m) delicti vt in [0. 17， 2， 51[. Quod in re singulari non similiter dici certe 

potest. Si enim Stichum tibi vendidero， & nondum tradito eo， alij quoque eundem vendidero， preci白mqueaccepero， & is postea nulla 

mea mora pracedente decesserit， non possum videri eum vendidisse gerendi negotij tui gratia， quamuis essem iam， obligatus， vt eum 

tibi traderem. Et ratio differentia， quam nemo adfert， iIIa meo iudicio est， quod ex hereditatis emptione sola， etiam prius quam vlla 

secuta sit traditio， vtiles actiones acquiruntur emptori aduersus debitores hereditarios post rescriptum diui Pij perinde atque ex 

emptione nominis. Nulla autem actio nisi personalis ex empto contra venditorem ipsum acquiritur emptori rei singularis. Inde 

namque fit vt non possit videri negotium prioris emptoris gerere venditor c白mposteriori vendit. sed suum potius cum nihil adhuc 

iuris prior emptor aut in re ipsa aut in rem habeat. Vnde etiam est quod incidit hic venditor in crimen falsi， quandoquidem is qui 

rem vni vend山 malteri vendit， ad suam non ad alienam vtilitatem id facit [0. 48， 10， 21[. Is ver凸quihereditatem vendidit， si 

postea remaliquamexhereditatevendat.negotiumvtiquegeritemptorishereditatis.cuiiam quasitum ius fuit ex ipsa hereditatis 

venditione non quidem ad rem illam singularem persequendam iure dominij aduersus possessorem， antequam traditio facta sit. [C. 9， 

22， 6[ sed saltem ad hereditarios debitores conueniendos: Non quidem directa act 
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hereditatis. quomodo legit Accursius. & legendum aut saltem intelligendum putat Antonius Augustinus libr. 4. Emendat. cap.欠 Vel

electiue. uel denique comparatiue. acsi scriptum esset tam negotium eius伊tamhereditatis. vt sensus sit vtriusque negotium gestum 

esse a venditore. quod videtur malle Accursius. Et ego quoque malo. Gerit enim hoc casu venditor negotium & hereditatis & 

emptoris hereditatis ad quem ex die vendita hereditatis capit hereditas pertinere. Et prius est. vt negotium hereditatis gerat quam 

vt negotium emptoris. Ordine scilicet intellectus. Quia cum hereditas venit. tacite hoc agi videtur inter emptore(m) & venditore(m). 

vt si quid venditor tanqua(m) heres fecerit， ac proinde in vtilitatem hereditatis id prastet emptori， quasi illius negotium agat. Vt 

Paulus subiicit in versic(ulo) A t cum hereditas 
(宮)

d Nam si eundem hominen tibi vendidero. RAT. DVB. Qui[dl rem vendidit. ad hoc tenetur. vt rem tradat. alioqui prastare 

teneatur quanti eo nomine interest emptoris [0. 19， 1， 11， 1 ; C. 4、49，4 ; C. 4， 21、171.Ergo si rem iam vni venditam necdum 

tamen traditam alij vendat & tradat. non tantum in mora esse videtur， sed etiam in culpa. cum fecerit ne rem tradere amplius possit. 

Ideoque & in falsi crimen incidit， vt diximus ex [0. 48. 10. 211. Proinde si hominem illum venditum postea penes secundum 

emptorem mori contingat. dicendum est venditorem debere primo emptori precium quod a secundo accepit. Quasi post moram 

mortuo homine vendito: Ne alioqui si penes venditorem remaneat pretium， eueniat vt ex eodem facto ac delicto & panam legis 

Comelia de falsis. & pramium. id est. lucrum pretij consequatur: quod absurdum sane esset. Nam si pana vnius pramium alterius 

esse non debet [0. 29， 5. 15 pr. 1 multo minus debet esse pramium eius ipsius qui deliquit. Atque ita ex hac ratione concludit 

Accursius venditorem cogendum reddere primo emptori pretium quod a secundo accepit. Contra quam aperte scriptum sit in hoc 

versic(ulo) vbi non solum ait Paulus. Si eundem hominem tibi vendidero. necdum tnidito eo alij quoque vendidero. & pretium 

accepero. mortuo eo nihil me tibi debere ex empto. id est， ne pretium quidem. sed etiam huius sua sententia rationem adfert: Quod 

moram in eo tradendo non fecerim & pretium hominis venditi non ex re ipsa， sed ex negotiatione percipiatur. Qui enim alij vendit. 

etlamsl 

活苦

前雇



的
目
的
同

(
3
7
8
3税
特

Nemo autem dixerit venditorem mora(m) videri facere in tradenda re vendita ob hoc solum quod eandem rem alij vendat: C白m

venditio facta secundo non impediat quominus tradi res possit primo， nec quominus prioris causa potior sit in detinendo rei dominio 

si priori res tradita sit 10. 19， 1， 31 ; C. 3， 32， 151. Oenique mora non contrahitur nisi per interpellationem congruo loco & tempore 

factam 10. 22， 1. 321 aut si debitor hominis eum occiderit 10. 45， 1. 23 ; h. t. 241. Quibus locis dicitur debitorem speciei， interitu 

eius ante moram co(n)tingente liberari. Qua ergo fronte velit prior emptor agere contra venditorem vt pretium quod a posteriore 

accepit restituat? Aut quanam actione cum ex empto non competat? Nam post factam quoque secundam venditionem， non ideo 

venditor factus est debitor actionis ex vendito ad consequendum pretium quod emptor posterior debuit soluere. Sed mansit debitor 

hominis venditi， quem porro ponimus ante moram venditoris decessisse. Nulla igitur ratio est， vt venditor qui a prastatione hominis 

liberatus est per eius obitum， prastet hominis pretium quod a posteriore emptore accepit vt in 10. 9， 4， 26， 41. Oeberet sane 

prastare si pretium ex re non ex negotiatione perciperetur. Aut si debitor fuisset actionis non rei. Actionem enim quam habuisset 

ad'consequendum pretium， & quam accepto pretio amisisset， quia prastare amplius non posset， pretium acceptum in vicem actionis 

prastare cogendus esset. At non fuit debitor actio日isex vendito sibi quasita ex contractu inito cum secundo emptore， sed mansit 

debitor rei vendita， ex contractu prioris venditionis， perinde acsi nulli alij eundem hominem vendidisset. Idque est quod Paulus 

subiicit， Tibi enim Te捌 debebam，n側 actionem.Percipitur sane pretium ex re occasionaliter， vt ita dicam， & materialiter， quia res 

ipsa est qua materiam prabet negotiationi. Quomodo potest accipi， quod scriptum est in 10. 3， 3， 681. Si eam legem de pretio velis 

intelligere arg(umento) 10. 36， 1， 61(59) fin.1 Sed formaliter & efficienter percipitur ex negotiatione. Negotiatio autem vnius， alij 

neque prodesse neque nocere debet 10. 35. 2， 3 pr.-1 ; O. 17， 1， 36， 1 finl. Et certe aliud est aliquid ex re percipere， aliud vero 

propter rem vt in 10. 15， 1， 50 finl. simile aliquid est in 10. 24， 3， 64， 5 ; O. 39， 2， 43 finl. Nec est quod cum Accursio quisquam 

hic obiiciat aquitatem ex IC. 3， 1. 8 ; O. 18， 6， 1. 31. Non 
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interpretibus iam olim Odofredus ex hoc loco probauit. Cuius sententiam secutus est ex recentioribus is qui scripsit in Consuet. 

Paris. *. 23. num. 18. Ouo igitur supponenda sunt ad huius loci sententiam percipiendam. Nempe nec solutum fuisse venditori 
precium a priore emptore， nec a venditore traditum hominem posteriori: Ne quis putet hoc ipso contractam fuisse moram a 

venditore 

e At cum hereditas venit. RAT. DVB. Prasumitur quique negotium suum gerere potius quam alienum [0. 46， 3， 4J & iure suo vti 

potius quam alieno 10. 17， 2， 51] 

DEC‘Prasumendus potius quisque est id fecisse in executionem contractus bona fidei quod bona fide facere debuit ; in emptis 

potissim白m& venditis， in quibus sicut id maxime inspici debet quod actum est， 10. 18， 1，6， 1]. Ita id actum semper videri debet， vt 

omnia ex bona fide fiant. Atqui non esset ex bona fide vt heres qui hereditatem sibi delatam & acquisitam iam vendidisset in iis 

qua postea quasi heres faceret， suum potius quam emptoris negotium gereret， cum emptorem vice sua constituerit， & effectu ipso 

quasi heredem fecerit 10. 18， 4， 2， 181. Ergo c白mhereditas venit， tacitをhocagi inter contrahentes videtur， vt si quid tanquam heres 

faciat， id prastet emptori quasi illius negotium agens. 

Quemadmodum fundi venditor. Sensus est venditorem fundi， quamuis fructus quos percepit ex fundo vendito necdum tradito 

restituere cogatur emptori a quo precium accepit. Idque non tam ex iuris stricti ratione， (c白m fructus iure soli & dominij 

percipiantur 10.22，1，25，1]. Fundus autem venditus necdum traditus interim sit venditoris 10. 47， 2， 14; h. t. 80].) quam ex bona 

fide， & vt Paulus hic loquitur， bona fidei ratione， quia non est ex fide bona vt venditor & re fruatur & precio 10. 19， 1， 11， 18; h 

t. 13， 20; h. t. 501. Si tamen fundum neglexerit， id est， nec eum coluerit， nec proinde fructus ex eo vllos perceperit， nullos quoque 

prastare cogendum， nisi si culpa ipsius aliqua pr詑cessisseproponatur. Nempe quia licet dici soleat venditorem fructus hos 

restituere debere quamuis non fuerit in mora rei tradenda constitutus， quasi mora contracta re ipsa IC. 4， 49， 5]. Id tamen intelligi 

debet， si fructus illos emptor perceperit， non etiam si per meram negligentiam suam nullos percipere aut voluerit， aut potuerit. Non 

enim culpa ei potest imputari quasi fructus aliquos percipere debuerit， vt etiam de p 
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Idque vt habeat emptor facultatem percipiendorum fructuum， quomodo scriptum est in dict. D. 19， 1. 13， 21) Sed quia cum non nisi 

bona fidei ratione & officio iudicis magis quam ex ratione iuris obligatus sit ad fructuum restitutionem aγ'g(umento) [D. 19， 1，49，1]. 

bona tamen fides non patitur vt alios fructus restituere debeat quam quos percepit， non etiam illos quos percipere neglexit 

arg(umento) [D. 36， 1. 23(22)， 3]. Nec audiendus est emptor si velit negligentiam obiicere venditori quasi fundum colere debuerit & 

fructus ex eo percipere saltem quos alius quilibet diligens paterfamilias percipere potuisset. Cum fuerit emptor ipse negligentior in 

venditore interpellando vt fundum traderet， ad eum in mora tradendi constituendum. Quod si fecisset， vtique ab eo tempore 

venditorem obligasset ad fructuum omnium etiam percipiendorum restitutionem propter moram pracedentem， qua vix sine culpa 

esse potest， [D. 22， 1， 21 sqq. ] & quam culpa nomine videtur Paulus hic significasse iis verbis， nisi culPa eius argueretur. Patiatur 

ergo compensationem sua cum aliena negligentia ]D. 16， 2， 10[. Tractat enim eum casum Paulus in quo venditor qui fundum 

neglexit， numquam fuerit in mora fundi tradendi. Multo minus in mora percipiendum fructuum ; quos nunquam perceperit. Quos ne 

prastare teneatur sufficit carere illum dolo & ea culpa， qua dolo aquiparari possit， id est， lata， vt in ]D. 24， 3， 9[. Cuius legis 

species non paruam habet cum nostra similitudinem. Nisi quod hic venditor non fuit in mora， ibi vero mulier fuit in mora recipiendi 

Quemadmodum in pracedentibus tractauit de venditore qui hominem venditum necdum traditum alij vendidit， & ab eo precium 

accepit. Quem similiter negauit cogendum esse precium reddere， tanquam quod licet ipse acceperit， non tamen accepit ex re vendita， 

sed ex sua negotiatione， ita vt perinde esse debeat quod ad emptorem pertinet， acsi venditor hominis eum alij non vendidisset. 

Itaque comparat Paulus fundi venditorem qui nullos ex fundo neglecto fructus percepit， cum venditore hominis qui eum alij 

vendiderit， preciumque a secundo emptore acceperit. Qua videretur sane absurda comparatio， cum maior subesse videatur causa 

condemnandi venditoris ad restituendum primo emptori precium， quod a secundo accepit， quam ad restituendos fructus quos non 

percepit. Nisi hoc ageret Paulus vt doceret 
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liberaretur venditor interitu rei， si ipse possideret， sic & liberari eum debere， si homo venditus pereat apud secundum emptorem 

Ita supponentes fuisse traditum hominem secundo emptori， quod tamen nec Paulus ponit， nec ponendum est. Item quasi sensus sit. 

nihil referre apud quem homo venditus decesserit， an apud secundum emptore(m). Cum tamen hoc vnum Paulus insinuare velit nihil 

interesse primi emptoris rei singularis， an precium venditor a secundo emptore acceperit， an non， vt non magis vno casu quam alio 

precium petere a venditore possit. si modo nulla venditoris mora fuerit in homine vendito tradendo. Idem quod sequitur in hoc 

versicul(o) quemadmodu蜘 sicinterpretantur， quasi bona horum casuum similitudo in eo sit， quod quemadmodum venditor fundum 

meum colendo， & fructus percipiendo in meo fundo， id est， mihi debito meos .facit fructus， ita & venditor hereditatis， meum seu 

hereditatis mea negotium gesserit， cum rem aliquam hereditariam singularem alij vendidit. Ita enim Azo， quem noster hic Accursius 

refert. Addens de suo & quidem subtiliter si diis placet ide凸adiecissePaulum bona βdei ratione， quoniam in contractu stricti iuris 

aliud esset ex [D. 22， 1， 38， 7-8 & praced(ante)j. Qua interpretatio non plura certをverbacontinet quam errata. Ponit enim 

venditorem fundum coluisse quem lex point neglexisse. Point fundum meum fuisse， qui tamen numquam traditus mihi fuerit， ac 

proinde qui debitus tantum mihi fuit， vt idem Accursius interpretari cogitur. Quod si mihi debitus: Ergo non meus. Neque enim res 

mea deberi mihi potest， quia nec magis fieri mea IInst. 4， 6， 141. Ponit venditoris perceptione fieri fructus emptoris， ante quam 

fundus ipse ei traditus sit: quod tamen nimis euidenter falsum est. Ponit in eo esse similitudinem vt vtroque casu venditor negotium 

gerat emptoris， quod ridiculum est. Cuius enim negotium gerere videri potest venditor， qui fundum negligit? Quod si nec fundum 

negligeret， sed coleret， vt ponit Azo， non ideo tamen fructus faceret emptoris (alioqui vindicare illos emptor posset tanquam suos， 

quod nemo vnquam dixit) sed tantum actione ex empto prastare eos emptori teneretur. Denique comparatio in eo est， non vt perinde 

vtroque casu venditor emptoris negotium gerere existimetur. Sed vt neque in priore specie precium quod a secundo emptore accepi 
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venditor maturos fundi fructus corrumpi patiatur， aut quos habet non reddat. Quorum vtrumque dolo cederet non culpa 10. 24， 3， 

91. Et vero quomodo potest Paulus intellexisse de venditore qui fructus maturos corrumpi passus sit， aut qui fructus quos percepit， 

nolit reddere， cum de eo loquatur qui fundum neglexit， nec proinde colere illum voluit? Culpam igitur pro mora dixit， non pro dolo 

quem solum prastare debet venditor qui in mora nunquam fuit， aut saltem culpam latam， qua ad dolum prope accedit， vt supra 

interpretati sumus. Sequitur， 

9 Quid si rem quam vendidi， alio possidente petij. RAT. DVB. Is qui fundum vendidit quem alius iniuste nulloque titulo 

possidebat， si eum ab iniusto possessore petat & ab eo quia nolit tradere， litis astimationem accipiat， id est， quanti sua interesse in 

litem iurauerit， vt in 10. 6， 1， 46 ; h. t. 471. non tam suum quam emptoris sui negotium gessisse videtur. Vt quia non poterat ei rem 

venditam tradere， ad quod vtique actione ex empto tenebatur， faceret saltem vt emptor in vicem rei vendita haberet eius 

astimationem. Ergo hic casus similior est illi de quo prius Paulus tractauerat de hereditatis venditore， qui rem aliquam 

hereditariam postea vendiderat & precium acceperat. Quem Paulus dixit precium restituere emptori debere， tametsi perempta ante 

moram illa re vendita: quam posteriori casui de venditore hominis， qui hominem vni venditum alij postea vendiderit. Quem diximus 

mortuo ante moram homine non debere precium， quod a posterione emptore accepit， priori restituere. Quia precium accipiendo non 

emptoris primi， sed suum negotium gesserit， non vt in priore specie negotiu(m) emptoris hereditatis potius quam suum. Proinde 

dicendum videtur in huius versiculi specie mortuo Sticho post solutam venditori a possessore litis astimationem， licet mora nulla 

pracesserit， teneri tamen debere venditorem vt eam astimationem prastet emptori actione ex empto， in vicem hominis quem iam 

mortuum prastare amplius non potest. Quasi nec tam Stichum quem non possidebat， quam actionem ad eum ab iniusto possessore 

vindicandum vendidisse videatur. Quid enim aliud in effectu vendere potuit dominus qui rem quam vendebat non possidebat vt eam 

tradere postea emptori posset? Atqui hoc admisso vt non tam res ipsa quam actio ad rem ipsam vendita videri debeat， dubitandum 

non est quin id actum sit inter contrahentes， vt quicqu 
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DEC. Qui vendit Stichum， quamuis ab alio possessum， non idcirco actionem quam ad eum persequendum habet， vendere 

intelligitur， sed Stichum ipsum， cuius 日imirumvenditionem illud impedire non potest ; quod ab alio possideatur， cum non eo minus 

sit venditoris， quandoquidem nihil commune habet proprietas cum possessione [D‘ 41， 2， 121]. nec rursum. alienam rem vendi 

quicquam prohibeat [D. 18， 1， 28]. Ergo venditor hic debitor est Stichi tradendi， non autem mandanda contra possessorem actionis 

in rem， & vindicationis， licet vindicatio quoque vendi & cedi possit [C. 4， 38， 15]. Nam & regulare est， vt venditor quilibet 

censeatur vendere ius omne quod habet in re vendita [D. 18， 1， 32] vbi diximus. In hac autem specie， licet venditor possessionem 

rei non habeat， quam alius iniuste detinet， habet tamen eius dominium quod vendere potuit， quodque semel acquisitum possessioni 

non coharet. Cur non ergo dominium hoc venditum esse credamus? quod vtique longe plus est quam si actio tantum ad 

possessionem recuperandam vendita diceretur. Cum igitur hic venditor speciei debitor sit， qua fato suo perire potest， non actionis， 

qua natura sui perpetua est， consequens fit， ut si Stichus venditus ante moram ven ditoris decesserit， quamuis post acceptam ab 

iniusto possessore litis astimationem， nihil tamen emptori prastare debeat， non rem ipsam， quia periit， & quidem ante moram，日on

actionem， quia & vendita non est， & iam consumpta est， cum semel in iudicium deducta fuerit [D. 14， 3， 13; D. 45， 1， 133 fin]. Non 
denique litis astimationem， quia licet eam non ex sua negotiatione perceperit， vt in posteriore ex casibus supradictis， sed ex iusta 

quam aduersus iniustum possessorem retulit litis victoria & condemnatione， at tamen nec eam percepit ex Sticho ipso vendito， sed 

ex vi & potestate actionis， quam non vendidit. Eaque perelegans differentia est inter precium rei & precium actionis. Precium rei 

non ex re percipitur， sed ex negotiatione， vt diximus， at precium actionis non ex negotiatione， sed ex actione ipsa， cum de precio 

loquimur， non quod in actionis venditione dictum sit (nam & illud quoque ex negotiatione percipitur) sed quod ob non restitutam 

rem petitam taxatum sit a iudice， & in condemnationem deductum， vt in dicta [D. 6， 1， 46 ; h. t. 68 ; D. 46， 1， 141]. Nec enim 

negotiari est litem excercere， & actionem instituere， nisi inter eos q 
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condemnationem grauiorem reportauit， non emptoris sui， sed suum negotium gessisse apparet euidenter， ex eo quod non 

principaliter id agebat， vt emptori prodesset， sed vt se primum a tradendi obligatione liberare posset， tradendo Stichum emptori， si 

eius possessionem ab iniusto possessore recuperare potuisset. Quamquam autem erat id profuturum emptori， non tamen nisi per 

consequentias， qua vt sapius dicere solemus， non attenduntur ad ius constituendum ID. 26， 8， 7J. Et praterea quod litis 

astimationem ex sententia & condemnatione retulit， non enim causam habuit， quod obligatus fuerit ad tradendum Stichum emptori 

cui eum vendidit (nam nec ipse venditor condamnaretur emptori ob rem non traditam， quanti emptor in litem iurasset， vt diximus ad 

ID. 18， 1， 68 fin ex C. 4， 49， 4J.) Sed quia dominus fuit rei petita， soli enim ferをdomino，non etiam ei cuius ex alia， quam dominij 

causa intersit， iusiurandum in litem deferri solet & debet dicta ID. 47， 2， 80，1; D. 24， 3， 25， 1 ; D. 25， 2， 9; D. 12，3， 8J. Qua etiam 

ratio est propter quam iniquum esset in proposita specie teneri venditorem ad prastandam emptori litis astimationem， quam ab 

iniusto detentore percepisset. Quippe cum actione ex empto non ad aliud teneri possit: quam vt vel rem ipsam venditam tradat， vel 

si tradere nolit， aut non possit， prastet quanti ex ea causa vere intersit emptoris IC. 4， 49， 4; D. 19， 1， 1; C. 4， 21， 17J. Atqui litis 

astimatio qua fit per iusiurandum in litem. excedit plerumque iustum rei precium & quantitatem eius quod interest， quia & 

contumacia iniusti possessoris punienda est ID. 12， 3， 1 ; D. 46. 1， 141J. BenをigiturPaulus concludit， si rem quam vendidi alio 

possidente petij & litis astimationem accepi， precium， me illi non debere quod accepi. Atqui aperte Paulus scribit， inquies， me rem 

debere. Non nego si res extet : Sed si perempta sit etiam post acceptam litis astimationem， non ait Paulus， quod nego， adhuc Stichum 

deberi， si nulla pracedente venditoris mora decesserit. Speciei namque debitor interitu citra moram contingente liberatur， vt 

diximus. Neque durior esse debet causa venditoris， qui litis astimationem， licet grauiorem propter iniusti possessoris contumaciam， 

consecutus est， quam si eundem Stichum iam vni venditum alij vltr凸vendidisset.Imo tanto melior， quod venditio， qua fit accepta 

litis astimatione， quamuis venditio 
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quoque versiculi interpretatione grauiter labitur. existimans esse hoc exemplum eius quod immediate Paulus exceperat: Nisi si cul仰

eius argue陀tur.Et his verbis notari culpam venditoris in eo quod vendiderit eam rem quam alius possidebat. ide白queteneatur ad 

rem vel ad interesse. non autem ad actionem prastandam : Ad differentiam il¥ius. qui possidens tempore venditionis. postea sine 

culpa sua desiisset possidere. quem Paulus subiicit in versic(ulo). Nam si sine culpa. non teneri nisi ad prastandam actionem quam 

habet. Aliter atque in eo qui venditionis tempore possidens. culpa sua desiisset possidere vt furto. Hunc enim putat Accursius 

teneri ad rem vel ad interesse. In quibus omnibus sane fallitur. Illa enim verba pracedentia nisi si culta eius argueretur. ad eum 

duntaxat casu(m) pertinent. quem Paulus interiecerat de venditore qui fundum venditum neglexisset colere. nul¥osque ex eo fructus 

percipisset vt supra explicauimus. Deinde falsum est culpam aliquam esse in eo qui rem suam quamuis ab alio iniuste detentam 

vendiderit : Cum actionem habeat in rem ad eius possessionem recuperandum. debetque sufficere emptori quod eum obligatum 

habeat ad rem tradendam. vel ni tradat. ad prastandam ei quicquid ipsius intererit. Rursum. quod vult hic Paulus. venditorem ad 

rem ipsam venditam teneri aut ad interesse. non ad praestandam actionem. non il¥am habet rationem. quod in culpa sit : Sed quia 

rem vendidit non actionem. vt Paulus ipse d悶 rtescribit. Tum ver9 non semper culpa reus est is cui furtum fit. cum sine ei日lU

culpa f白ler吋 pμlerunquepossit : Sed & is qui ea vi deiectus est cui resistere no日 potUI此t.quam obsecro culpam cont廿raxissevi凶deriI 

pot伐est?Itaque日ontractat hic Paulus casum il¥um quo venditor in culpa sit. vel sine culpa. sed illum potius quo vi deiectus vel per 

furti actionem duplum abstulerit. Et quarit an duplum hoc ad emptorem pertinere debeat. id est. an ei restituendum sit a venditore 

Hoc vero negat Paulus. & recte. quia venditor non actionem vendidit. sed rem ipsam. quam proinde sufficit vt prestet. Sic enim 

locus hic intelligendus est. vt duplum ad emptorem non pertineat. si modo venditor ei rem ipsam tandem prastet. Alioqui etiam 

actiones venditor mandare emptori deberet. nec tantum vendicationem & condictionem ID. 18. 1. 35. 41. sed etiam pぽnalemactionem 

fu 
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Quasi Paulus ita scripserit. Bene' dico re明 deberivbi venditor fuit in cul.仰，伊4ω &vbi non fuit， tenetur ad aliquid: id est， ad 

cedend附n.Verba enim sunt Accursij existimantis in versiculo pracedente tractari de venditore Qui culpa sua possessionem rei 

vendita amiserit. Quod nos iam refutauimus. Et sensus Pauli non alius est Quam vt doceat Quam ver白msit Quod modo dixerat: Si 

venditor vt deiectus sit a possessione fundi venditi， aut furtum rei vendita passus sit， & duplum a fure abstulerit， id est， per 

iudicem acceperit vt in [D. 47， 2， 481. & tamen rem ipsam QuoQue recuperauerit (nec enim pぽnafurti perimit vendicationem aut 

condictionem [D. 47， 2， 55(54)， 31. ) non posse emptorem ad hoc agere vt sibi duplum QuoQue prastetur: Cum etiamsi rem ipsam 

prastare non possit， forte Quod a tempore contracta venditionis possessionem eius amiserit， dummodo sine culpa sua， non ad aliud 

tamen teneatur， quam ad pr詑standas，cedendasque emptori actiones. Quia id sine vllo suo dispendio facere potest ID. 21， 2， 38 finl. 

Addit Accursius exceptionem， Nisi venditor litis astimationem a possessore habuerit. Et recte， quia vt idem subiicit， vendidisse 

videtur， cum litis astimatio venditionem faciat， aut quid simile venditioni， vt iam diximus ex [D. 41， 4， 1; h. t. 2， 21 ; h. t. 31. ac 

proinde nullas habet actiones quas prastare possit， c白m eas facto suo amiserit. Sed quod subiungit Accursius ob hoc ipsum 

condemnari eum debere saltem ad veram rei vendita astimationem prastandam arg(umento) [D. 46， 3， 95， 11.1 veraor ne non sit 

verum: Nam si litis astimationem pro re ipsa extra iudicium acceperit， qua species voluntaria venditionis est， ratio facit， vt non 

tantum ad veram astimationem aut ad eam quam accepit， condemnari actione ex empto debeat， sed etiam omne id quod emptoris 

interest， quod plerunque iustum， verumque pretium egreditur [D. 19， 1. 1 pr.; D. 43， 16， 61. Sibi enim imputet qui tradenda rei 

facultatem facto suo sibi praripuit. Si vero litis astimationem venditor inuitus acceperit iubente， iudice & iusiurandum in litem 

deferente ob contumaciam possessoris iniusti nolentis restituere， & arbitrio iudicis parere， non video sane quanam culpa ei possit 

imputari， cum ex iuris necessitate id fecerit quod fecit [D. 12， 3， 101. Quamuis enim hac quoque venditio sit， necessaria tamen est 

In eo autem quod ex necessitate sit， culpa nulla argui potest [D. 12 
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lucro habeat quicquid possessore propter ipsius contumaciam consecutus est. supra quam re vera ipsius interfuerit， quandoquidem 

non omne quod consecutus est restituere emptori debet， sed tantum quanti emptoris re vera interest， cum ipsius dolus nullus sit qui 

astimari praterea possit， vt in [0. 18， 1， 68 fin]. Sed hoc ita si venditor ab emptore precium acceperit ante perceptam ab iniusto 

possessore litis astimationem per iusiurandum in litem factam. Nam si omnia sint integra， defendi probabiliter potest habendam 

esse venditionem pro resoluta: C白mneque rem tradere possit venditor， neque culpa imputari aliqua ei possit cur non tradat， neque 

rurfus alia ex parte quicquam intersit emptoris cui nihil adhuc abest. Si enim & aliis plerisque casibus euenit， vt emptori conditio 

soluti pretij danda sit， denegata ei contra venditorem aut ad rem tradendam， aut ad id quod interest actione， vt in [0. 18， 1， 16; h. 

t. 23]. Iunge [0. 18， 1， 57 pr. ]. Facile namque resoluitur venditio， C白momnia sunt adhuc integra， non tant白m mutuo partium 

consensu， qui casus nullam recipit dubitationem [D. 2， 14， 58 ; C. 4， 45， 1 ; h. t. 2]. sed etiam ex iuris necessitate， cum sine vlla 

contrahentium culpa in eum statum res peruenit， vt executionem habere contractus amplius non possit. Non sunt autem omnia 

integra cum emptori pretium iam abest [C. 4， 45， 1 ; h. t. 2]. 

Et sic astimationem quoque. Hic etiam versiculus dubitationem recipit， an velit Paulus， venditorem in hac vltima specie， cum 

sine culpa sua possessionem rei vendita amisit， non modo actiones suas contra possessorem prastare debere， sed etiam rei 

astimationem. An potius e contrario， vt sicuti rem ipsam prastare venditor hoc casu non tenetur， ita neque ipsius astimationem 

prastare debeat. Accursio magis placet posterior interpretatio. Et mihi quoque， vt perinde sit acsi Paulus scripsisset repetita 

negatione non rem， & sic n叩 astimationem似 oque.Oneraretur enim contra aquitatem venditor si astimationem eius rei prastare 

contra emptorem cogeretur， cuius nec possessionem haberet sine culpa sua vlla， nec astimationem. Tractamus enim de venditore qui 

actiones aliquas habet contra iniustum possessorem， quas proinde mandare possit， & consequenter qui litis astimationem a 

possessore neque ex conuentione， neque ex sententia iudicis per iusi 

話器
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detiba superest. mihi debitum est. C白mquevendito adificio negari non possit. quin area quoque vendita sit. tanquam qua pars 

詑dificijsit. & quidem maxima cui etiam superficies cedit [0. 46. 3. 98. 8]. consequens est. vt quamuis exusto adificio. aream tamen 

qua superest. prastare venditor debeat tanquam partem rei vendita vt hoc saltem habeat emptor ex re vendita quod ex ea 

superest. Qua enim fronte recuset venditor aream prastare qui totum adificium si adhuc extaret. prastare tenetur? Aliud est si 

iam ipso venditionis tempore fuerit exusta domus qua vendebatur vt in dicta [0. 18. 1. 57]. Tunc enim non valet venditio si 

vterque contrahentium exustam domum ignorabat. Ideoque nec area debetur vt ibi scriptum est. Iunge [0. 32. 79. 2] 
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説

つ
い
て
論
ず
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。

①
彼
の
基
本
事
案
理
解
に
つ
い
て
は
、
売
主
が
相
続
人
と
同
一
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
と
く
に
言
及
が
な
く
、

問
答
契
約
の
対
象

言命

(
物
・
金
銭
の
別
は
問
わ
な
い
と
理
解
す
る
と
考
え
ら
れ
る
)

と
な
る
)
相
続
財
産
は
相
続
財
産
は
売
主
に
到
達
す
る
も
の

で
あ
る
。
第
三

者
た
る
占
有
者
に
あ
っ
た
相
続
財
産
上
の
あ
る
物
を
訴
求
し
て
第
二
買
主
に
売
却
し
た
こ
と
に
つ
き
、
物
が
ま
ず
売
主
に
到
達
し
、

つ
い
で

第
二
買
主
か
ら
代
価
が
売
主
に
到
達
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、

と
す
る
。
こ
の
点
と
く
に
パ
ウ
ル
ス
文
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
第
二
買

主
か
ら
の
代
価
の
受
領
に
つ
い
て
、
註
釈
学
派
以
来
の
理
解
を
踏
襲
し
て
い
る
。

②
パ
ウ
ル
ス
の
質
問
に
つ
い
て
。
ま
ず
問
答
契
約
の
内
容
と
効
力
に
関
し
て
、
問
答
契
約
の
内
容
の
理
解
は
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
の
よ
う
に
問

(
註
(
即
)
参
照
)

答
契
約
文
言
の
再
構
成
を
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
ク
ヤ
キ
ウ
ス
の
論
拠
と
す
る

O
・

s
-
r
g
'

(
股
)

彼
の
理
解
に
基
本
的
に
従
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、
基
本
事
案
の
理
解
で
は
、
物
、
代
価
の
順
に
売
主
に
到
達
し
て
い
る
の
で
、

を
引
用
し
て
い
る
の
で

問
答
契
約
文
言
か
ら
は
物
に
つ
い
て
も
代
価
に
つ
い
て
も
問
答
契
約
の
効
力
が
生
じ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
、
従
っ
て
パ
ウ
ル
ス
の
質
疑
自

体
に
は
不
条
理
が
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
パ
ウ
ル
ス
の
質
疑
の
理
由
説
明
に
つ
い
て
は
、
到
達
し
た
物
を
他
人
に
売
却
し
た
場
合
も
は
や

他
人
の
も
の
で
あ
っ
て
、
代
価
も
物
も
同
時
に
売
主
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
物
と
代
価
の
両
方
に
二
重
に
問
答
契
約
が

効
力
を
生
ず
る
こ
と
が
な
く
、
物
か
代
価
の
い
ず
れ
か
に
効
力
が
生
ず
る
、

と
い
う
よ
う
に
効
果
発
生
の
点
か
ら
説
明
す
る
。
こ
れ
は
註
釈

学
派
以
来
の
通
説
で
あ
っ
た
、
誠
意
に
よ
り
二
重
に
効
力
を
生
じ
な
い
と
い
う
見
解
に
反
論
す
る
も
の
と
い
え
る
。

疑
い
の
理
由
同
は
、
③
パ
ウ
ル
ス
の
解
答
に
付
さ
れ
、
冒
頭
で
「
集
合
体
に
お
い
て
は
代
価
が
物
の
地
位
を
承
継
す
る

0
・
?
ω
-
N
N
・」

と
い
う
(
文
言
上
明
ら
か
に
)
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
一
般
化
し
た
命
題
を
引
用
の
上
で
、
パ
ウ
ル
ス
の
区
別

(
a
)
(
F
)
の
意
味
を
理
解
す
る
。

決
疑
に
お
い
て
彼
は
、
売
買
契
約
で
は
と
く
に
「
何
が
合
意
さ
れ
て
い
た
か
」
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
問
答
契
約
が

行
な
わ
れ
た
時
点
で
売
主
の
も
と
に
存
在
し
た
も
の
に
つ
い
て
問
答
契
約
が
行
な
わ
れ
る
以
上
、
パ
ウ
ル
ス
の
質
疑
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

北法44(6・152)1564 



ぃ
、
相
続
財
産
売
却
と
相
続
財
産
上
の
物
売
却
の
前
後
関
係
を
区
別
す
る

(

Q

)

(

F

)

の
解
答
と
結
論
を
立
当
と
解
す
る
。

(
F
)

で
の
「
あ

と
か
ら
物
を
入
手
し
た
」
と
い
う
文
言
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
相
続
財
産
上
の
物
の
第
二
売
却
に
結
び
つ
け
て
処
理
し
て
お
り
、
注
意
は
払

わ
れ
て
い
な
い
。

疑
い
の
理
由
州
で
は
、
特
定
物
の
諾
約
者
は
物
の
滅
失
に
よ
っ
て
も
何
ら
の
ク
ル
パ
が
な
い
場
合
に
は
何
ら
の
義
務
も
負
わ
な
い
こ
と
、

ま
た
相
続
財
産
の
諾
約
者
は
相
続
財
産
か
ら
彼
に
到
達
す
る
だ
け
の
金
額
の
給
付
を
諾
約
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と

(
②
参
照
)

を
前
提
と
し

て
、
相
続
財
産
の
諾
約
者
は
物
滅
失
の
場
合
に
(
た
と
え
第
二
売
却
に
よ
り
代
価
を
得
て
も
)
物
、
代
価
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ

(m) 

な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
を
承
け
て
川
の
決
疑
で
は
、
④
ス
テ
イ
タ
ス
死
亡
事
案
と
⑤
相
続
財
産
の
中
か
ら
の
個
別
物
売
却
事
案
と

を
対
比
し
て
、
④
を
単
に
特
定
物
の
滅
失
が
問
題
と
な
っ
た
、
問
答
契
約
に
よ
る
諾
約
者
の
事
案
と
位
置
付
け
、
疑
い
の
理
由
で
の
結
論
が

そ
の
ま
ま
妥
当
し
、

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

そ
れ
に
対
し
て
、
⑤
で
は
、
パ
ウ
ル
ス
の
理
由
付
け
を
「
相
続
財
産
の
買
主
の
事
務
以
上
の
彼

(
H
売
主
)
自
身
の
あ

る
い
は
相
続
財
産
の
事
務
を
行
な
っ
た
と
は
観
ら
れ
な
い
」
と
理
解
し
て
(
次
の
例
参
照
)
、
④
と
⑤
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

さ
ら
に
続
け
て
こ
こ
で
フ
7

ア
ベ
ル
は
@
個
別
物
の
二
重
譲
渡
・
滅
失
事
案
と
の
区
別
の
理
由
も
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
物
の

二
重
売
却
で
は
、
第
一
買
主
に
奴
隷
引
渡
し
の
債
務
を
負
っ
て
い
る
売
主
が
第
一
買
主
の
事
務
を
行
な
う
こ
と
に
な
る

(
第
一
一
)
売
却
を
し

た
と
は
観
ら
れ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
彼
は
⑤
で
の
パ
ウ
ル
ス
の
理
由
が
⑥
に
は
妥
当
し
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
を
彼
は
、
⑤

の
場
合
に
は
、
ピ
ウ
ス
帝
の
指
令
後
相
続
財
産
の
買
主
に
(
相
続
財
産
上
の
債
務
者
に
対
す
る
)
準
訴
権
が
与
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
@

の
場
合
に
は

(
債
務
者
で
あ
る
売
主
に
対
す
る
)
対
人
訴
権
た
る
買
主
訴
権
し
か
第
一
買
主
に
与
え
ら
れ
な
い
た
め
、
物
に
つ
い
て
い
か
な

(
胤
)

る
権
利
も
な
い
第
一
買
主
の
事
務
を
売
主
は
行
な
え
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
彼
の
言
に
よ
れ
ば
、
他
の
誰
も
し
な
か
っ

た
こ
と
だ
と
述
べ
て
お
り
、
事
実
古
典
法
追
求
を

(
制
度
の
み
な
ら
ず
事
案
に
つ
い
て
も
)
徹
底
し
て
行
な
っ
た
彼
に
し
て
行
な
え
た
指
摘

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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説

パ
ウ
ル
ス
の
「
相
続
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
第
一
買
主
の
事
務
を
行
な
う
と
観
ら
れ
る
」
と
い
う
理
由
に
関
す
る
註
何
で
は
、

ア
ッ
ク
ル

シ
ウ
ス
お
よ
び
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
、
「
む
し
ろ
」
を
補
っ
て
「
比
較
的
」
に
読
む
理
解
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
黙

論

示
の
合
意
が
あ
っ
た
と
観
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑤
に
関
す
る
疑
い
の
理
由
同
に
関
し
て
は
、
彼
の
決
援
が
な
い
。
そ
こ
で
は
彼
は
、
不
衡
平
を
主
張
す
る
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
を
検

討
し
て
い
る
。
第
一
に
、

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
想
定
す
る
偽
罪
に
あ
た
る
二
重
売
却
か
ら
罰
と
代
価
が
生
ず
る
事
案
と
異
な
り
、
法
文
上
パ

ウ
ル
ス
が
、
第
一
売
却
に
お
い
て
は
引
渡
し
が
な
く
、
第
二
売
却
と
代
価
受
領
が
あ
っ
て
、
奴
隷
が
死
亡
し
た
事
案
に
お
い
て
、
物
滅
失
に

よ
り
売
主
が
購
買
に
基
づ
き
い
か
な
る
義
務
も
負
わ
な
い

(
彼
は
物
で
は
な
い
と
確
言
し
て
い
る
)
こ
と
、
第
一
売
却
に
お
い
て
遅
滞
も
な

い
こ
と
、
第
二
売
却
に
お
い
て
寸
物
自
体
か
ら
で
は
な
く
行
為
か
ら
代
価
を
得
た
」
こ
と

11 

(

Y

)

)

 

を
理
由
と
し
て
し
て
断
案
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
、
第
一
売
却
に
お
い
て
遅
滞
に
な
い
と
い
う
の
は
第
一
買
主
か
ら
適
当
な
時
期
と
場
所
で
の

催
告
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、

そ
の
場
合
に
物
の
滅
失
に
よ
り
義
務
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
第
一
買
主
が
第
二
買
主
か
ら

の
代
価
を
売
主
に
対
し
て
請
求
す
る
方
法
を
考
え
る
と
、
売
主
が
売
却
に
基
づ
く
訴
権
の
債
務
者
(
代
価
給
付
あ
る
い
は
売
却
に
基
づ
く
訴

権
を
譲
渡
す
る
義
務
を
負
う
)

で
あ
る
が
、
売
主
が
第
二
買
主
か
ら
代
価
を
受
領
す
れ
ば
訴
権
を
失
う
の
で
、
第
一
買
主
が
売
主
の
受
領
し

(
郎
)

た
代
価
を
請
求
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
売
主
は
物
の
債
務
者
で
あ
る
か
ら
代
価
を
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
売
主
は
依
然

と
し
て
物
の
債
務
者
で
あ
る
か
ら
、
売
主
の
義
務
に
つ
い
て
パ
ウ
ル
ス
が

(
郎
)

い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
。
第
四
に
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
論
拠
と
す
る
わ
・

ω・
「
∞
と

U

H
∞・

9
r
ω
目
の
事
案
で
は
衡
平

(ε)
「
物
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
訴
権
に
つ
い
て
で
は
な
い
」
と

の
理
由
と
法
の
理
由
が
矛
盾
し
て
い
な
い
と
す
る
、
が
こ
の
点
に
関
し
て
の
フ
ァ
ア
ベ
ル
の
説
明
は
ク
ヤ
キ
ウ
ス
に
比
べ
る
と
必
ず
し
も
具

体
的
で
は
な
い
。
第
五
に
、
偽
罪
が
こ
の
事
案
で
成
立
し
得
る
か
に
つ
い
て
は
、

オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
、
事
案
区
別
に
よ
る
矛
盾
の
解
消

(
前
述
)

が
指
摘
さ
れ
、
パ
ウ
ル
ス
丈
で
第
一
買
主
か
ら
の
代
価
受
領
が
な
い
点
と
第
二
買
主
へ
の
引
渡
し
が
な
い
と
い
う
点
を
誤
解
し
な
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(
悶
)

い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
フ
7

ア
ベ
ル
の
議
論
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
比
べ
明
確
さ
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
十
分
に
疑
い

を
解
決
し
て
い
な
い
と
彼
が
考
え
て
い
る

(
従
っ
て
決
疑
が
な
い
)

と
理
解
で
き
よ
う
か
。

⑦
に
関
す
る
疑
い
の
理
由
と
決
疑
何
で
は
、
⑤
で
の
「
相
続
財
産
の
と
い
う
よ
り
も
買
主
の
事
務
を
行
な
う
」
と
い
う
議
論
が
誠
意
契
約

に
お
い
て
も
黙
示
の
合
意
と
観
ら
れ
る
と
い
う
理
由
と
解
釈
し
て
い
る
。

③
に
関
す
る
註
川
は
、
疑
い
の
理
由
で
も
決
疑
で
も
な
い
。
こ
こ
で
フ
7

ア
ベ
ル
は
こ
の
事
案
が
問
答
契
約
上
で
は
な
く
、
誠
意
契
約
上

の
議
論
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
第
一
に
、
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
が
対
人
訴
権
に
よ
っ
て
物
を
引
渡
す
義
務
な
し
と

(

瑚

)

(

畑

山

)

す
る
こ
と
(
前
出
テ
ク
ス
ト
の
要
約

3
参
照
)
が
誤
解
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
誠
意
を
理
由
と
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
点
、
第
二
に
、

0
・

(
則
)

N
P
ω
-
m
w
・
の
事
案
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
な
が
ら
、
パ
ウ
ル
ス
が
慨
怠
し
て
果
実
を
収
取
し
な
か
っ
た
土
地
の
売
主
③
と
第
二
売
却
を
し
て

代
価
を
受
領
し
た
売
主
を
比
較
し
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
パ
ウ
ル
ス
の
⑥

(
Y
)
「
物
か
ら
で
は
な
く
行
為
か
ら

代
価
を
得
た
」
こ
と
か
ら

(
S
)
「
あ
た
か
も
他
人
に
売
却
し
な
か
っ
た
よ
う
」
に
代
価
を
受
領
し
て
い
な
い
の
と
同
様
に
扱
っ
た
と
理
解

パウルス文(D.18. 4. 21)の解釈史

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
を
説
明
し
、
こ
の
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
を
ア
ゾ
ォ
と
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
が
理
解
で
き
な
か

っ
た
と
、
批
判
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
点
に
関
す
る
フ
ァ
ア
ベ
ル
の
批
判
は
、
す
な
わ
ち
代
価
と
果
実
と
の
類
似
性
か
ら
い
ず

れ
も
売
主
が
事
務
を
行
な
う
誠
意
契
約
上
の
問
題
と
理
解
し
て
い
る
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
事
案
理
解
(
標
準
註
釈
註
例
参
照
)
が
、
法
文
に

書
か
れ
て
い
な
い
奴
隷
の
第
二
買
主
へ
の
引
渡
し
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
、
悌
怠
し
た
土
地
に
つ
い
て
事
務
を
行
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
(
す

な
わ
ち
③
を
⑤
に
関
連
づ
け
た
)
こ
と
に
間
違
い
が
あ
る
と
手
厳
し
い
。

そ
し
て
こ
の
後
の
①
1
⑫
に
関
し
て
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
に
沿
っ
た
解
釈
を
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
が
行
な
っ
て
い
な
い
点
に
集
中
し
て
、
各
事

案
と
そ
の
連
関
、

そ
し
て
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
を
フ
ァ
ア
ベ
ル
は
行
っ
て
い
る
。

⑨
に
関
す
る
疑
い
の
理
由
と
決
疑
側
で
は
、

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
が
第
三
部
分
を
③
で
「
い
か
な
る
ク
ル
パ
も
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
」
と
い
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説

う
文
言
に
引
き
ず
ら
れ
て
ク
ル
パ
の
あ
る
売
主
の
給
付
義
務
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
点
を
間
違
い
で
あ
る
と
フ
ァ
ア
ベ
ル

は
指
摘
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

そ
の
パ
ウ
ル
ス
の
文
言
が
③
悌
怠
し
た
土
地
の
売
主
の
事
案
に
関
連
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
①
[
以
降
]

論

む
し
ろ
①
に
ヨ
リ
類
似
性
が
あ
る
事
案
で
あ
り
、
売
却
し
た
物
が
他
人
に
占
有
さ
れ
て
い
る
場
合
の
売
主
の
給
付
義
務
を
論
じ
て
い
る
部
分

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
彼
の
解
釈
で
は
、
第
一
に
、
他
人
に
よ
り
占
有
さ
れ
て
い
る
も
の
を
売
却
す
る
場
合
に
売
主
は
依
然
と
し
て
所

有
権
を
持
っ
て
い
る
か
ら
ク
ル
パ
を
犯
す
こ
と
も
な
く
、
物
を
売
却
す
る
の
で
あ
っ
て
訴
権
を
売
却
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
従
つ

て
、
売
主
の
給
付
義
務
の
内
容
が
、
物
(
あ
る
い
は
買
主
に
利
害
関
係
の
あ
る
も
の
)
で
あ
る
と
す
る
パ
ウ
ル
ス
の
断
案
は
容
易
に
理
解
さ

そ
れ
を
彼
は
訴
訟
の
代
価
、
す
な
わ
ち
売
主
の
行
為
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
と
理
解
し
、
ま
た

れ
る
。
第
二
に
、
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
、

訴
権
が
売
却
さ
れ
た
の
で
は
な
い
以
上
給
付
義
務
の
内
容
と
な
り
得
ず
、

さ
ら
に
購
買
訴
権
に
よ
り
物
を
引
渡
す
か
買
主
に
利
害
関
係
の
あ

る
も
の
だ
け
を
渡
す
だ
け
の
義
務
し
か
な
い
結
果
大
概
現
実
の
物
の
価
額
を
こ
え
る
訴
訟
物
の
評
価
は
売
主
の
義
務
と
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
と
説
明
す
る
。

さ
ら
に
続
け
て
フ
ァ
ア
ベ
ル
は
、
⑬
で
も
売
主
の
ク
ル
パ
を
考
え
る
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
解
釈
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
す

る
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
事
案
で
パ
ウ
ル
ス
が
ク
ル
パ
の
有
無
を
問
題
と
し
た
の
で
は
な
く
、
す
で
に
暴
力
に
よ
り
追
い
弘
わ
れ
た
か
あ
る

い
は
二
倍
額
を
取
得
し
た
の
で
そ
れ
を
給
付
す
る
義
務
の
有
無
を
質
問
し
た
も
の
と
理
解
し
て
、
①
と
同
じ
く
、
売
主
が
占
有
を
侵
奪
さ
れ

た

(
必
ず
し
も
ク
ル
パ
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
)

の
給
付
の
義
務
を
負
う
だ
け
で

の
で
、
物
(
あ
る
い
は
買
主
に
利
害
関
係
の
あ
る
も
の
)

あ
る
か
ら
、
所
有
者
で
あ
る
売
主
は
物
取
戻
し
後
そ
れ
を
給
付
す
る
か
、
あ
る
い
は
物
を
引
渡
せ
な
い
場
合
に
は
買
主
に
利
害
関
係
あ
る
も

の
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
の
で
あ
り
、
罰
金
(
盗
訴
権
に
よ
る
二
倍
額
)

は
買
主
に
利
害
関
係
が
な
い
と
答
え
た
、
と
パ
ウ
ル
ス
の
断
案
を

解
釈
し
て
い
る
。

続
く
註
川
に
お
い
て
フ
7

ア
ベ
ル
は
、
⑪
に
関
し
て
も
売
主
に
何
ら
か
の
ク
ル
パ
を
考
え
よ
う
と
す
る
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
を
乱
心
し
て
い

lま
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る
と
ま
で
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
事
案
を
⑬
と
同
様
に
考
え
、
売
却
の
と
き
か
ら
既
に
占
有
を
失
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、

と
え
物
を
給
付
で
き
な
く
と
も
、

ク
ル
パ
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
、
売
主
の
持
つ
訴
権
を
譲
渡
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
、

と
解
釈

す
る
。
ま
た
、
訴
訟
物
の
評
価
は
大
概
代
価
を
超
え
る
の
で
、
「
真
の
」
訴
訟
物
の
評
価
も
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
と
付
加
す
る
ア
ッ
ク
ル

シ
ウ
ス
の
見
解
を
さ
ら
に
批
判
し
て
、
や
は
り
買
主
に
利
害
関
係
あ
る
も
の
に
つ
い
て
し
か
給
付
の
義
務
が
な
い
、
と
結
論
付
け
る
。
た
だ

し
、
註
川
で
は
、
パ
ウ
ル
ス
の
考
え
が
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
も
ま
た
売
主
の
義
務
と
す
る
の
か
ど
う
か
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
事
案

と
し
て
は
売
主
が
訴
訟
物
の
評
価
を
得
て
い
な
い
が
訴
権
を
持
っ
て
い
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
と
し
て
否
定
す
る
見
解
を
と
り
、
そ
の
点

に
限
っ
て
は
ア
ソ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。

そ
し
て
⑫
に
関
す
る
疑
い
の
理
由
と
決
疑
川
で
は
、
買
主
に
利
害
関
係
あ
る
も
の
に
つ
き
売
主
が
義
務
を
負
う
事
案
と
し
て
一
貫
し
た
解

釈
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
専
ら
事
案
の
展
開
を
追
い
な
が
ら
、

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
矛
盾
の
調
和
を
図
る
論
理
的
解
釈
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
批
判
す

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

る
フ
ァ
ア
ベ
ル
の
パ
ウ
ル
ス
文
解
釈
に
は
、
パ
ウ
ル
ス
の
質
疑
と
断
案
と
を
古
典
法
の
実
態
に
即
し
て
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
を
辿
ろ
う
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
案
の
区
別
と
判
断
の
理
由
付
け
に
対
す
る
考
察
が
一
段
と
詳
細
に
な
っ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

(
印
)
さ
ら
に
彼
は
0
・合
-
f
ω
∞
・
叶
目
を
引
用
し
て
、
問
答
契
約
文
言
が
当
事
者
の
利
害
関
係
に
あ
う
よ
う
に
整
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
法
文
の
冒
頭
に
「
占
有
す
る
こ
と
が
私
に
許
さ
れ
る
と
あ
な
た
は
諾
約
す
る
か
っ
」
と
い
う
問
答
契
約
文
言
も
ま
た
有
用
で
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
点
を
彼
は
論
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
彼
の
指
摘
か
ら
註
(
刊
)
の
よ
う
な
問
答
契
約
文
言
が
整
え
ら

れ
る
と
差
当
り
理
解
し
て
お
く
。

(
印
)
こ
の
点
は
、
標
準
註
釈
(
註
附
)
以
来
ク
ヤ
キ
ウ
ス
ま
で
一
貫
し
て
論
拠
に
さ
れ
て
い
る
法
文
(
註
(
訂
)
参
照
)
に
基
本
的
に
依
拠
す
る
。

(
出
)
さ
ら
に
、
⑤
の
事
案
で
相
続
財
産
上
の
諸
債
務
者
に
対
し
て
準
訴
権
に
基
づ
き
第
一
買
主
の
事
務
を
行
な
う
本
質
的
な
事
柄
が
、
占
有
者
に た
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説言命

対
し
て
訴
求
す
る
た
め
で
な
く
、
諸
債
務
者
を
訴
え
る
た
め
だ
と
い
う
末
尾
の
指
摘
も
、
事
案
検
討
の
細
か
さ
の
一
端
を
一
示
す
。

(
悶
)
比
較
対
照
し
て
い
る
事
案
は

U白
川

y
h
?
N
A
T

ム
で
あ
る
0

0
川

YAH-2・
品
一
パ
ウ
ル
ス
告
示
注
解
第
一
八
巻
「
あ
な
た
が
ド
ォ
ル
ス
に
よ
り

占
有
を
中
止
し
た
者
が
、
あ
な
た
が
こ
の
訴
権

(
H
加
害
訴
権
)
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
る
よ
り
も
前
に
死
亡
す
る

2
2
2児
三
事
変
的
死
亡
)

場
合
に
は
、
あ
な
た
は
責
め
を
免
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
訴
権
は
[
直
接
]
訴
権
の
地
位
を
承
継
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、

あ
な
た
が
訴
訟
を
受
諾
す
る
こ
と
に
遅
滞
を
為
す
場
合
は
私
は
別
様
に
一
言
う
で
あ
ろ
う
。
」
船
田
享
二
(
訳
)
法
学
新
報
四
六
巻
二
号
八
六
頁
参

n
ロ"。
n
n
H
 

(
問
)
「
行
為
か
ら
得
る
」
場
合
の
フ
ァ
ア
ペ
ル
の
論
拠
は
ロ

5
・
y
日。出口・

0
・N
Kア

ω
・。
?

?

0
・
ω川
Y

N

・
2
ロ
ロ
で
あ
る
註

(
ω
a
)
参
照
。

(
即
)
標
準
註
釈
の
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
に
よ
る
「
事
案
」
で
は
、
第
二
買
主
へ
の
引
渡
し
は
明
ら
か
だ
が
、
ア
y

ク
ル
シ
ウ
ス
自
身
の
説
明
註
例

で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(m)
こ
の
点
フ
7

ア
ベ
ル
は
、
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
が
⑤
に
限
ら
ず
一
般
的
に
対
人
訴
権
に
基
づ
き
売
主
に
物
給
付
の
義
務
が
な
い
と
理
解
し
て
い
た
、

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
即
)
フ
ァ
ア
ベ
ル
の
参
照
す
る
法
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ロ
田
岡
山
由
-
Y
H
一
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
サ
ピ
ヌ
ス
注
解
第
二
八
巻
「
売
却
さ
れ
た
物
が
引
渡
さ
れ
な
い
場
合
に
利
害
関
係
あ
る
も
の
の
た
め
に
訴

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
物
を
持
つ
こ
と
が
買
主
に
と
っ
て
利
害
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
が
値
す
る
あ

る
い
は
[
実
際
に
}
購
買
さ
れ
る
よ
り
も
大
き
く
利
害
関
係
を
も
っ
場
合
に
は
、
こ
れ

(
H
利
害
関
係
あ
る
も
の
)
が
時
折
代
価
を
超
え
る
。

売
主
が
、
役
権
に
つ
い
て
、
義
務
を
負
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
隠
し
て
い
た
場
合
、
貿
主
が
そ
の
事
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

購
買
に
基
づ
く
訴
権
か
ら
免
れ
な
い
、
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
誠
意
に
反
し
て
為
さ
れ
る
こ
と
は
全
て
購
買
に
基
づ
く
訴
権
に
入
る
か
ら
で
あ

る
。
(
以
下
略
)
・
・
・
」

0
・
5岨

yz--一
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
告
示
注
解
第
三
二
巻
「
前
文
購
買
し
た
者
は
購
買
に
基
づ
く
訴
権
を
用
い
る
0
6
1

ま
ず
第
一
に

こ
の
訴
訟
で
は
給
付
さ
れ
る
と
合
意
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
[
こ
の
訴

訟
は
]
誠
意
訴
訟
で
あ
る
の
で
、
契
約
当
事
者
間
で
合
意
さ
れ
た
こ
と
が
給
付
さ
れ
る
以
外
に
は
何
も
誠
意
に
適
合
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
何
も
合
意
し
な
い
場
合
に
は
、
当
然
こ
の
訴
訟
の
権
能
に
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
給
付
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

0
・
5
-
H・
5
・
2
・
一
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
告
一
存
在
解
第
三
二
巻
「

S
幻
し
か
し
な
が
ら
占
有
が
容
仮
占
有
で
あ
っ
て
も
、
占
有
が
引
渡
さ
れ
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た
と
我
々
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、

吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

(
国
)
0
・N
A
P
-
ω

・
。
・
ポ
ン
ポ
ニ
ウ
ス
サ
ピ
ィ
ヌ
ス
註
解
第
一
四
巻
「
[
返
還
さ
れ
る
]
嫁
資
を
受
領
し
な
い
こ
と
に
、
妻
に
よ
る
遅
滞
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
物
に
お
い
て
夫
は
単
に
ド
ォ
ル
ス
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
だ
け
で
、
ク
ル
パ
ま
で
も
責
任
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
、

妻
の
行
為
に
よ
っ
て
永
久
に
そ
の
農
地
を
耕
す
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
。
し
か
し
夫
に
到
達
し
た
果
実
は
返
還
さ
れ
る
」
な
お
法
学
論
叢
六
九

巻
六
号
羽
頁
参
照
。

我
々
は
、
果
実
を
収
取
す
べ
き
権
能
を
持
つ
か
ど
う
か
だ
け
を

〈
補
論
〉

ゴ
ト
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
と
ポ
チ
エ

人
文
主
義
法
学
の
代
表
的
な
活
動
に
は
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
、

フ
ァ
ア
ベ
ル
の
よ
う
な
古
典
法
探
求
の
立
場
か
ら
の
法
文
の
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
の

志
向
の
他
に
、

の
ロ
オ
マ
法
の
体
系
的
理
解
の
志
向
と
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ゴ
ト
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス

(
一
六
世
紀

ド
、
ネ
ッ
ル
ス

(
一
六
世
紀
)

パウルス文(0.18. 4. 21)の解釈史

末
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
)

の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
の
批
判
的
校
訂
が
あ
る
。
さ
ら
に
人
文
主
義
法
学
の
最
終
段
階
と
し
て
、

ユ
ス
テ
ィ

ニ
ア
ヌ
ス
法
典
を
実
際
の
適
用
の
た
め
に
配
列
し
直
し
た
ポ
チ
エ

{
凶
)

が
あ
る
。

(
一
八
世
紀
)

の
「
新
編
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ァ
ヌ
ス
帝
学
説
葉
纂
」
(
一
七

四
八
年
)

(
凶
)

ド
ネ
ッ
ル
ス
の
著
作
で
は
、
こ
の
パ
ウ
ル
ス
丈
に
つ
い
て
の
解
釈
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

ポ
チ
エ
を
検
討
す
る
前
に
、
人
文
主
義
法
学
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
校
訂
の
重
要
作
品
で
あ
る
ゴ
ト
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
版
ロ
オ
マ
法
大
全
を
観

て
お
く
。
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説

〈訳〉

(
凶
)

註
付
ロ
オ
マ
法
大
全
(
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
版

五
二
一
頁
(
*
補
論
で
は
紙
幅
の
都

一
六
八
八
年
)

ゴ
ト
フ
レ
ヱ
ド
ウ
ス

合
で
、
パ
ウ
ル
ス
文
の
テ
ク
ス
ト
に
付
さ
れ
た
註
の
み
訳
出
し
、
原
文
を
省
略
す
る
。
註
の
付
さ
れ
た
箇
所
(
例
1
川
は
註
番
号
)
を
本
文
で
用
い
た

自命

事
案
・
論
点
の
区
分
(
①
j
⑫
)
と
註
の
付
さ
れ
た
文
言
と
で
[
]
中
に
指
示
す
る
。
パ
ウ
ル
ス
文
に
つ
い
て
は

I
参
照
。
)

川
[
①
書
喜
市
呂
芯
札
品
目
白
ユ

S"一
相
続
財
産
上
の
個
別
の
物
、
あ
る
い
は
そ
の
相
続
財
産
自
体
が
売
ら
れ
[
る
か
で
]
相
違
が
あ
る
。

川

町

[

②

E
M
一
二
重
一
に
問
答
契
約
は
効
力
を
発
せ
ら
れ
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
者
が
物
に
つ
い
て
も
代
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
う
度
ご
と

に
、
効
力
を
発
せ
ら
れ
る
。

同
[
④

Y
2
s
Eミ一

o・

s・-・
2
・

川
[
⑤
会
白
書
一
「
よ
り
も
む
し
ろ
」
{
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
]
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
四
巻
七
章
。

同

{

⑤

E

同
町
民

r
R一
注
意
さ
れ
る
べ
き
は
、
相
続
財
産
と
個
別
の
物
の
売
却
の
聞
の
相
違
で
あ
る
。

川

[

⑤

き

若

年

後

出

U
・

s-Yω
・
=
・
で
私
が
書
い
た
こ
と
を
見
ょ
。

川

[

⑤

(
Y
)
S
言
ミ
高
一
し
か
し
そ
れ
に
反
し
て
、
物
の
代
価
は
物
か
ら
存
在
す
る
、
と
一
言
わ
れ
る
、
ロ

ω
・
ω
・
2
・
0

0
・
2
・N
-

ぉ
・
末
尾
に
つ

い
て
私
が
書
い
た
こ
と
を
見
ょ
。

川

[

⑤

(

E

)

S
望
号
な
皇
室
一
物
は
訴
権
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
後
出
こ
の
法
文
で
の
よ
う
に
。

川
[
⑦
昨
日
忌
尚
一
売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
で
は
、
売
主
が
、
相
続
人
と
し
て
為
し
た
こ
と
を
、
貿
主
に
給
付
す
る
も
の
と
黙
示
的
に
合
意
さ
れ
た
、

と
観
ら
れ
る
。

同

[

③

ま

h
e
H札
旬
量
一
あ
る
者
が
他
人
の
も
の
を
慨
怠
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
そ
の
ゆ
え
に
、
対
人
訴
権
に
よ
り
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
者
は
、

果
実
を
収
取
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
、
ま
た
果
実
を
収
取
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
、
を
注
意
し
て
い
る
。

川
[
③
き
さ
一
対
人
訴
権
に
よ
り
物
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
者
は
、
そ
れ

(
H
物
)
を
引
渡
す
義
務
を
負
わ
な
い
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
よ
う
に
収

取
す
べ
き
果
実
に
つ
い
て
も
義
務
を
負
わ
な
い
。
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
。

例
[
⑮
包
言
一
相
続
財
産
の
売
主
が
罰
金
の
名
義
で
相
続
財
産
を
機
会
と
し
て
得
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
何
で
あ
れ
、

給
付
し
な
い
。

例
[
⑪
言
。

S
言一

そ
れ
を
相
続
財
産
の
買
主
に

こ
こ
で
、

A

〔
川
m
v

モ
リ
ナ
エ
ウ
ス
は
、
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
に
従
っ
て
、
第
一
買
主
が
代
価
を
支
払
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
物
を
二
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人
に
売
却
し
て
い
る
者
が
偽
罪
に
は
陥
っ
て
い
な
い
、
と
結
論
し
て
い
る
。

ゴ
ト
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
註
で
註
釈
学
派
以
来
の
諸
学
説
の
影
響
で
特
徴
的
な
点
を
挙
げ
る
と
、
第
一
に
①
に
関
す
る
註
同
で
の
理
解
は
ク

ヤ
キ
ウ
ス
の
理
解
に
同
じ
と
思
わ
れ
、
註
釈
学
派
と
註
解
学
派
を
支
配
し
た
「
衡
平
」
あ
る
い
は
「
誠
意
」
に
よ
り
二
重
に
効
力
を
発
す
る

こ
と
は
な
い
と
い
う
理
解
を
し
て
い
な
い
。
第
二
に
、
⑥
に
関
す
る
註
同
で
は
註
釈
学
派
以
来
の
区
別
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第

三
に
⑥

(
Y
)

に
関
す
る
註
川
は
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
要
約
川
と
対
立
す
る
が
、
区
別
さ
れ
る
事
案
(
ロ
・

ω-ω
・
。
∞
)
を
明
確
に
す
る
趣
旨
と

思
わ
れ
る
。
第
四
に
⑦
に
関
す
る
註
川
は
問
答
契
約
か
売
却
契
約
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
註
釈
学
派
以
来
の
見
解
に
従
う
も
の
と

(
川
出
)

推
定
さ
れ
る
。
第
五
に
③
に
関
す
る
註
川
川
は
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
見
解
を
採
用
し
て
い
る
。
第
六
に
⑬
に
関
す
る
註
川
で
は
、
バ
ル
ト
ォ
ル

ス
の
見
解
が
(
正
し
く
③
に
結
び
付
け
ら
れ
て
)
採
用
さ
れ
て
い
る
。
第
七
に
⑮
に
付
さ
れ
た
註
何
で
は
、
彼
は
モ
リ
ナ
エ
ウ
ス
を
介
し
た

オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
事
案
の
区
別
を
採
用
し
て
い
る
が
、
本
来
の
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
事
案
区
別
が
⑤
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

ら
考
え
る
と
、
意
味
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
基
本
的
に
は
標
準
註
釈
と
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
権
威
あ
る
見
解
が
ゴ
ト
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
註
に
採
用
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、

さ
ら
に
百
年
以
上
後
の
ポ
チ
エ
は
、
前
掲
書
第
一
八
巻
第
四
章
「
相
続
財
産
あ
る
い
は
売
却
訴
権
に
つ
い
て
」
第
一
節

「
売
却
さ
れ
た
相
続
財
産
に
つ
い
て
」
第
一
条
第
一
項
「
相
続
財
産
の
売
主
の
買
主
に
対
し
て
何
を
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
か
」
の
冒
頭
町

V
H
に
、
ク
ヤ
キ
ウ
ス
に
よ
り
パ
ウ
ル
ス
丈
と
の
関
連
性
を
指
摘
さ
れ
た
り

H

∞-
A
H

・M
・
-
倖

ω
(註
(
悶
)
参
照
)
を
中
心
と
し
て
、
相

続
財
産
問
答
契
約
に
関
連
す
る
法
文
を
配
列
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
ポ
チ
エ
は
、

mm
に
相
続
財
産
と
相
続
財
産
上
の
物
の
二
重
売
却
の
場

合
の
売
主
の
義
務
に
関
す
る
パ
ウ
ル
ス
文
を
配
列
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
法
文
の
導
入
的
説
明
(
要
約
)
と
註
(
解
説
)
を
付
加
し
て
い
る
。
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説

〈駅〉

新
編
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
学
説
象
纂
(
パ
リ
版

一
八
一
八
年
)

ポ
チ
エ

論

wu

し
か
し
、
ま
さ
し
く
相
続
財
産
が
売
却
さ
れ
た
後
に
相
続
人
が
相
続
財
産
上
の
諸
物
を
売
却
し
た
場
合
、
買
主
が
そ
れ
ら
の
物
を
相
続
財
産
の
売

主
に
請
求
す
る
の
は
正
当
で
あ
る
。
他
方
、
む
し
ろ
欲
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
が
売
却
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
代
価
も
ま
た
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
し
か
も
例
え
ば
物
が
売
却
後
滅
失
し
た
事
案
で
さ
え
。
そ
の
件
で
は
、
相
続
財
産
の
買
主
の
状
況
は
個
別
物
の
買
主
の
[
状
況
]
よ
り
も
よ
い
。

こ
の
こ
と
を
パ
ウ
ル
ス
は
説
い
て
い
る
。
以
下
そ
の
よ
う
に
一
「
(
パ
ウ
ル
ス
文
は
本
文

I
参
照
)
」

そ
の
他
の
点
で
は
、
た
と
え
相
続
財
産
の
売
却
後
相
続
人
が
相
続
財
産
上
の
物
を
売
却
し
た
と
し
て
も
、
買
主
は
そ
れ
ら
の
物
を
第
三
者
で
あ
る
諸

占
有
者
に
対
し
て
訴
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
が
回
答
し
て
い
る
よ
う
に
「
相
続
財
産
上
の
諸
物
を
引
渡
す
前
に
、

あ
な
た
に
相
続
財
産
を
売
却
し
た
者
は
、
依
然
と
し
て
そ
れ
ら
の
物
の
所
有
者
で
あ
り
続
け
、
そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
人
に
所
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
契
約
を
締
結
し
た
者
が
誠
意
を
破
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
購

買
訴
権
に
基
づ
い
て
訴
え
ら
れ
た
者
は
、
あ
な
た
の
利
害
関
係
の
あ
る
限
り
で
給
付
す
る
よ
う
強
い
ら
れ
る

(nhア
ω
少
。
)
。

〈註〉
同
[
①

S
hミ
宮
崎
礼
町
白
句
史
宮
古
な
言
。
一
こ
れ
を
相
互
の
相
続
財
産
売
買
問
答
契
約
か
ら
理
解
せ
よ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
売
主
は
、
彼
に
相
続
財
産
か
ら
到

達
す
る
も
の
は
何
で
あ
れ
、
買
主
に
給
付
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
諾
約
す
る
。
買
主
は
反
対
に
、
何
か
が
売
主
に
と
っ
て
相
続
財
産
の
た
め
に
失
わ
れ

た
場
合
に
は
、
自
身
が
填
補
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
諾
約
す
る
。

川
[
③

(

α

)

円
高
と
さ
E
Yミ
§
章
一
先
行
す
る
註
で
、
第
二
法
文
第
三
節
に
基
づ
い
て
言
わ
れ
た
前
述
の
や
り
方
で
の
よ
う
に
。

間
[
⑤
書
官
言
事
会
ま
Q
h
a
韮
ぞ
喜
色
刷
H
Q
史
的
一
以
下
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
い
相
続
財
産
を
私
が
売
却
し
、
さ
ら
に
相
続
財
産
上
の
物
を
私
が
売
却
す

る
場
合
、
私
は
、
こ
の
物
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
の
と
い
う
よ
り
も
買
主
の
事
務
を
行
う
も
の
と
観
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
す
な
わ
ち
、
こ

の
こ
と
は
我
々
の
問
で
は
、
相
続
人
と
し
て
行
う
こ
と
は
何
で
あ
れ
買
主
の
た
め
に
行
う
と
私
は
観
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
合
意
さ
れ
た
と
観
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
売
却
か
ら
得
た
代
価
を
、
あ
た
か
も
買
主
に
関
係
あ
る
事
務
に
基
づ
い
て
保
持
す
る
も
の
と
私
は
観
ら
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
彼
に
私
は
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

同

[

⑥

(
Y
)
苫
室
内
H

芯
一
滅
失
し
た
物
か
ら
残
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
債
権
者
に
対
し
て
少
な
く
と
も
義
務
を
負
わ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
私
が

受
領
し
た
代
価
は
、
元
々
物
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
物
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
私
が
為
し
た
行
為
か
ら
得
た
。
そ
し
て
こ
の
契
約
を
私
の
名
で
私
が

為
す
場
合
に
は
、
[
代
価
は
]
私
に
属
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

仙

[

⑤

(8)
言
。
包
と
た

ssesk位
認
旬
偽
善
一
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
私
が
売
却
し
な
か
っ
た
場
合
と
同
様
に
あ
な
た
に
義
務
を
負
わ
な
い
。

間

[

⑤

(

E

)

な
玄
一
滅
失
し
た
物
以
外
に
は
何
も
私
は
あ
な
た
に
義
務
を
負
わ
な
い
。
こ
の
物
の
売
却
か
ら
得
た
訴
権
に
つ
い
て
、
私
が
あ
な
た

の
で
は
な
く
、
私
の
名
に
お
い
て
行
な
っ
た
事
務
か
ら
得
た
場
合
に
は
、
私
は
あ
な
た
に
義
務
を
負
わ
な
い
。

同
[
③
意
向
華
亘
書
。
告
書
一
こ
れ
ら
の
文
言
の
前
に
補
充
せ
よ
一
こ
の
物
を
私
が
売
却
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
相
続
財
産
の
買
主
に
私
は
申
し
立

て
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
そ
し
て
こ
の
場
合
に
は
こ
の
物
の
名
義
で
何
も
買
主
に
私
は
義
務
を
負
わ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
私
は
申
し
立
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
(
、
と
私
は
一
言
う
)
、
と
。
そ
し
て
相
続
財
産
の
買
主
は
こ
の
運
命
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
い
い
土
地
の
売
主
1
1
買
主
は
容
仮
占
有
に
よ

っ
て
彼
に
残
し
て
い
る
ー
ー
が
、
彼
の
怜
例
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
か
ら
得
た
果
実
を
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
様
に
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
の

他
人
の
土
地
を
、
容
仮
占
有
の
構
成
に
基
づ
き
買
主
の
為
し
た
こ
と
の
故
に
、
慨
怠
し
得
た
、
と
申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と

も
、
そ
の
よ
う
に
重
大
な
ク
ル
パ
を
欠
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

間

[

⑫

さ

さ

P
D
円
皇
室
、
苦
言
一
そ
の
者
に
、
私
が
物
以
外
に
は
何
も
義
務
を
負
わ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
私
は
こ
の
物
を
機
会
と
し
て
得
た
諸

訴
権
に
つ
い
て
義
務
を
負
わ
な
い
。

制
[
⑪
喜
善
一
回
邑
の
代
わ
り
に

E
g。

同
[
⑪
白
円
円
札
富

S
E
B一
逆
に
、
こ
の
場
合
[
買
主
は
訴
権
を
]
得
る
。
私
が
ク
ル
パ
な
く
し
て
占
有
を
止
め
た
物
に
つ
い
て
私
は
義
務
を
負
わ
な

い
。
し
か
し
、
私
の
諸
訴
権
を
給
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

側
[
⑪
詩
雪
印
止
さ
な

S
S一
そ
の
ゆ
え
に
、
委
任
す
る
義
務
を
負
っ
た
訴
権
に
よ
っ
て
得
た
、
訴
訟
物
の
評
価
に
つ
い
て
も
義
務
を
私
は
負
う
。

ポ
チ
エ
は
パ
ウ
ル
ス
文
を
①

i
③
と

@
1⑫
の
二
部
に
分
け
、

そ
の
付
註
は
前
半
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
咽
冒
頭
の
説
明
で

は
、
第
一
に
相
続
財
産
の
売
主
が
相
続
財
産
を
二
重
売
却
し
た
場
合
に
は
売
主
の
義
務
は
物
の
給
付
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、

さ
ら
に
相
続
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説

財
産
の
買
主
が
望
む
な
ら
ば
、
代
価
に
つ
い
て
も
、
請
求
権
が
買
主
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

さ
ら
に
、
個
別
物
の
買

(
物
滅
失
の
場
合
に
は
、

論

主
の
状
況
よ
り
も
相
続
財
産
の
買
主
の
状
況
の
方
が
よ
い
)
こ
と
、
と
い
う
二
点
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
⑥
と
の
対
比
で
③
(

α

)

と
⑤
の
パ
ウ
ル
ス
の
解
答
が
一
般
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
吉
守
え
る
。

彼
の
付
し
た
註
で
特
徴
的
な
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
②
に
関
す
る
註
附
で
は
問
答
契
約
の
内
容
に
つ
き
、
訴
権
、
代
価
の
何
れ
に

つ
い
て
も
問
答
契
約
の
対
象
と
し
得
る
と
理
解
の
う
え
、
③
に
関
す
る
註
山
で
も
問
答
契
約
が
諾
約
者

(
H
売
主
)
に
対
象
が
到
達
し
た
都

度
物
効
力
を
発
す
る
と
説
明
し
て
い
る
の
は
、
基
本
的
に
ク
ヤ
キ
ウ
ス
の
理
解
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
⑤
に
関
す
る
註
凶
で
は
パ
ウ
ル
ス
の

⑤
と
⑦
で
の
理
由
付
け
が
融
合
さ
れ
一
般
化
さ
れ
た
命
題
に
な
っ
て
い
る
。
⑥

(
Y
)

に
関
連
す
る
註
問
問
で
は
「
行
為
か
ら
得
る
」
も
の

が
売
主
の
義
務
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
理
由
説
明
を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
説
明
か
ら
考
え
る
と
相
続
財
産
(
上

の
物
)
売
却
と
個
別
物
売
却
と
の
聞
の
相
違
点
を
強
調
す
る
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
以
来
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
不
衡
平

の
問
題
に
関
し
て
は
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
ク
ヤ
キ
ウ
ス
、

フ
7

ア
ベ
ル
の
解
釈
の
成
果
は

読
み
取
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
③
に
関
す
る
註
附
で
は
、
事
案
を
想
定
し
て
お
り
、
③
が
ま
さ
に
フ
ァ
ア
ベ
ル
の
指
摘
に
類
似
す
る
⑥

の
事
案
と
の
対
比
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
①
i
⑫
で
は
ポ
チ
エ
に
と
っ
て
は
冒
頭
の
主
た
る
論
点
と
離
れ
て
い
る
た
め
か
説
明
は
簡
単
で
考

察
の
余
地
は
殆
ど
な
い
。
⑪
に
関
す
る
註
的
は
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
要
約
と
同
様
で
あ
る
。
⑪
に
関
す
る
註
附
で
は
パ
ウ
ル
ス
の
断
案
に
従
う

が
註
闘
で
は
訴
訟
物
の
評
価
を
訴
権
と
同
様
に
考
え
売
主
の
義
務
と
考
え
る
見
解
を
と
り
、
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
と
対
立
し
て
い
る
。

部
分
的
に
は
ク
ヤ
キ
ウ
ス
な
ど
の
古
典
法
追
求
の
成
果
が
摂
取
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ポ
チ
エ
に
お
い
て
も
、
法
文
の
内
容
の
一

般
化
に
際
し
て
は
詳
細
な
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
が
切
捨
て
ら
れ
て
、
冒
頭
の
要
約
を
観
る
限
り
で
は
、
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
要
約
と
大
差
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

北法44(6・164)1576



パウルス文(D.18. 4. 21)の解釈史

(
出
)
船
田
第
一
巻
五
三
七
頁
は
こ
の
ポ
チ
エ
の
業
績
を
実
際
適
用
の
た
め
に
法
文
を
配
列
し
た
も
の
と
し
て
、
研
究
方
法
は
人
文
主
義
法
学
の
そ

れ
と
は
異
な
る
と
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
基
礎
を
完
成
さ
せ
た
ポ
チ
エ
は
、
も
ち
ろ
ん
近
世
自
然
法
学
の
代
表
的
な
法
学
者
で
あ
る
が
、

研
究
生
活
の
初
期
に
学
説
業
纂
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
学
説
葉
纂
の
法
文
を
(
ま
た
勅
法
葉
纂
と
新
勅
法
蒙
纂
の
法
文
も
併
せ
て
)
体
系
的
に

整
理
し
な
お
し
、
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
彼
の
活
動
は
、
ド
ネ
ッ
ル
ス
と
同
じ
体
系
志
向
を
も
っ
人
文
主
義
法
学
の
最
終
段

階
と
し
て
も
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
マ
ル
タ
ン
(
塙
訳
)
六
三
五
頁
参
照
。

(
山
)
ド
ネ
ッ
ル
ス
の
全
集
(
。
胃
Z
O
B
E
P
E
・
g
-
-
-
E
n
白
巾
コ

2
1叶
0

・
)
で
検
討
し
て
み
た
が
、
ロ
オ
マ
法
註
解
(
g呂
田

g
g
『
岡
田
三
『
回
目
円

5-2)

で
パ
ウ
ル
ス
文
の
解
釈
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
相
続
財
産
売
却
に
関
し
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
勅
法

集
纂
註
解
(
P
B
宮
市
E
R
5
5
の邑

5
s
・
0
司
巾
Z
F
Z
戸

no--斗∞匂印

2
門
こ
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
彼
の
体
系
化
志
向
と
と
も
に
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

(
凶
)
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ゴ
ト
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
(
一
五
四
九
l
一
六
二
二
年
)
の
「
市
民
法
大
全
」
一
五
八
三
年
一
〈
色
白
・
↓
g
』
夕
日
巾
E
Z
E
Z
『

島
市
担
問
巾
『
阿
国
巾
山
口
市
ロ
河
市
内
片
的
ロ
ロ
丹
巾
『
且
巾
目
別
5
2
=
凶
印
己
巾
回
国
=
白
血
己
的
自
=
∞
一
吉
田
内
同
σ・
∞
仏
国
¥
戸

ω・。九日ゆ一回己
mg-
の吋田市門担

-m悶己ロZ『・

ω
匂
(
)
同
町
・
)
に
つ
い
て

は
、
他
の
刊
本
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
刊
本
は
、
註
(
註
釈
)
っ
き
の
刊
本
(
ト
ロ
イ
エ
に
よ
れ
ば
、
一

五
八
九
年
以
降
の
版
が
註
つ
き
で
あ
る
と
い
う
。
。

5
2
三
品
E
Z
F
∞
∞
0

・
〉
ロ
ヨ
N
)
で
あ
る
。
さ
ら
に
ゴ
ト
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
註
釈
付
き
寸
ロ

オ
マ
法
大
全
」
に
つ
き
司
£
P
E
U
目
的
自
民
間
・
5
日
F
3
・

ω・
2
-

(
凶
)
玄
c
z
E
2
日
・

2
田
ユ
3
0
=
g
s
-
g
(
一
五

0
0
1
一
五
六
六
年
)
フ
ラ
ン
ス
古
法
時
代
の
慣
習
法
学
者
。
マ
ル
タ
ン
(
塙
訳
)
六
二
四
頁
参

n
R
。

(
国
)
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
で
は
こ
の
一
般
化
の
理
由
付
け
が
明
瞭
で
な
い
こ
と
に
つ
き
註
(
出
)
参
照
。
ま
た
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
の
誤
解
と
す
る
見
解
と

し
て
フ
ァ
ア
ベ
ル
の
註
川
参
照
。

(
凶
)
ポ
チ
エ
が
W
V
W
に
配
列
し
た
法
文
は
順
に
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
町
一
0
・
E
-
A
H
・
M

・
-
一
F
F
N
・
品
一
口
-
E
・
E
-
コ
∞
・
7
V
U
H
∞
-
k
r
N
-

w
m
o
-
-
∞
・
品
-
E
-
r
o
・

g・
5
・
2
一
U
E
-
P
N
・

ω
・
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説

〈
小
括
〉

論

人
文
主
義
法
学
に
お
け
る
パ
ウ
ル
ス
文
解
釈
で
は
古
典
法
探
求
の
手
法
に
よ
る
法
文
解
釈
の
手
法
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
学
風
宮

g

四
曲
一

-F2印
)
が
行
な
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
く
、
民
法
典
の
基
礎
を
与
え
た
ポ
チ
エ
の
よ
う
に
体
系
志
向
の
法
学

者
に
も
古
典
法
の
理
解
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、

一
般
化
、
体
系
化
に
あ
た
っ
て
は
詳
細
な
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
の
成
果
が
失

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
、

ロ
オ
マ
法
文
を
詳
細
な
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
に
よ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
ク
ヤ
キ
ウ
ス
と
フ
ァ
ア
ベ
ル
に
お
け
る
パ
ウ
ル
ス
文
解
釈

で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
そ
の
視
点
で
あ
る
。
法
文
解
釈
の
視
点
に
つ
い
て
は
、

ロ
オ
マ
古
典
法
探
求
が
前
面
に
出
て
く
る
た
め
に
、
参
照
法

文
に
つ
い
て
、
事
案
の
単
な
る
論
理
的
な
区
別
に
留
ま
ら
ず
、

ヨ
リ
古
典
法
の
実
態
に
応
じ
た
解
釈
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
相
続

財
産
売
買
問
答
契
約
の
再
構
成
(
註
解
学
派
で
は
意
義
・
効
用
の
面
で
の
関
心
が
強
か
っ
た
の
と
対
照
を
な
す
)
、
参
照
法
文
の
事
案
の
ヨ

リ
具
体
的
な
考
察
で
あ
る
。
概
説
書
に
よ
れ
ば
、
古
典
法
追
求
の
態
度
は
、

ユ
帝
法
典
の
改
鼠
研
究
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
本
法
文
の
解
釈
に
関
す
る
限
り
で
は
、
改
鼠
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
無
く

(
今
世
紀
の
イ
ン
テ
ル
ポ
ラ
チ
オ
研
究
と
比

べ
て
も
格
段
の
差
で
あ
る
、

H
E
S
註

(
3
)
参
照
)
、

む
し
ろ
法
文
自
体
に
お
け
る
パ
ウ
ル
ス
の
質
疑
に
お
け
る
思
考
過
程
の
探
求
と
い

う
面
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
ら
の
解
釈
は
古
典
法
研
究
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
は
あ
る
が
、
法
文
の
想
定
し
て
い

る
事
実
の
正
確
な
理
解
に
基
づ
く
法
文
の
内
容
の
確
定
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
学
史
の
観
点
よ
り
み
れ
ば
パ
ウ
ル
ス
の
断
案
を
素
材

と
す
る
い
わ
ば
「
判
例
研
究
」
を
行
う
こ
と
に
よ
る
パ
ウ
ル
ス
の
法
学
的
思
考
の
再
現
、

こ
の
よ
う
な
視
点
を
も
っ
彼
ら
の
註
釈
学
派
以
来
の
見
解
に
対
す
る
批
判
は
、

な
い
し
獲
得
の
作
業
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ヨ
リ
精
綴
な
事
実
確
定
に
基
づ
く
事
案
の
区
別
に
よ
る
も
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の
で
あ
り
、
パ
ウ
ル
ス
の
断
案
が

(
彼
ら
に
よ
っ
て
)
想
定
さ
れ
る
事
案
と
の
関
連
を
離
れ
て
解
釈
さ
れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
パ
ウ
ル
ス
の

想
定
す
る
事
案
自
体
な
い
し
事
案
の
連
関
に
つ
い
て
の
誤
解
に
集
中
し
て
い
る
。

彼
ら
の
議
論
の
中
で
も
、
註
釈
学
派
以
来
の
「
集
合
体
と
個
別
物
の
区
別
」
、
「
物
か
ら
の
利
得
」
と
「
行
為
か
ら
の
利
得
」
と
い
う
視
点

は
、
具
体
的
事
案
と
の
関
連
の
中
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
議
論
が
法
文
の
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
に
重
点
が
あ
る
以
上
一
般
化
が

過
度
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
註
釈
学
派
以
来
の
⑥
の
不
衡
平
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
(
オ
ド
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
の
論
理
的
な
事

案
区
別
よ
り
も
)
精
綴
な
事
案
の
区
別
に
よ
り
、
彼
ら
は
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
。

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
の
否
定

は
ゴ
ト
フ
レ
ェ
ド
ゥ
ス
と
ポ
チ
エ
に
も
浸
透
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
彼
ら
の
解
説
で
は
も
は
や
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

お
わ
り
に

註
釈
学
派
か
ら
人
文
主
義
法
学
ま
で
の
パ
ウ
ル
ス
文
解
釈
の
概
観
を
ひ
と
ま
ず
終
え
る
に
あ
た
り
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

ま
ず
各
学
派
の
パ
ウ
ル
ス
文
解
釈
で
特
徴
的
な
点
は
、
註
釈
学
派
で
の
「
事
案
」
理
解
と
法
文
・
事
案
(
問
)

の
論
理
的
解
釈
に
よ
る
法

文
自
体
の
理
解
へ
の
志
向
、
註
解
学
派
で
の
実
務
的
視
点
か
ら
の
準
則
形
成
と
法
的
論
点
の
抽
出
(
要
約
)

へ
の
志
向
、

エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
志

向
の
人
文
主
義
法
学
者
(
ク
ヤ
キ
ウ
ス
・
フ
ァ
ア
ベ
ル
)
で
の
古
典
法
の
実
態
に
即
し
た
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
再
現
(
再
獲
得
)
の
試
み
、

で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
標
準
註
釈
に
お
け
る
註
釈
学
派
の
分
析
的
釈
義
の
集
大
成
と
バ
ル
ト
ォ
ル
ス
に
お
け
る
註
解
学
派
の
法
的
論
点
抽
出

(
叩
)

ロ
オ
マ
法
大
全
の
正
文
と
並
ん
で
権
威
を
も
っ
解
釈
が
層
を
な
し
て
形
成
さ
れ
、
体
系
化
な
い
し
法
典
編
纂
の
基
線

の
集
大
成
を
通
じ
て
、
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説

エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
志
向
の
人
文
主
義
法
学
者
で
あ
る
ク
ヤ
キ
ウ
ス
と
フ
7

ア
ベ
ル
の
作
業
は
「
パ
ウ
ル
ス
文
に

(
附
)

の
再
認
識
に
基
づ
く
法
文
の
内
容
の
一
つ
の
厳
密
な
検
証
の
方
法
の
提
示
と
い
う
形
で
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
を
パ
ウ
ル
ス
文
の
具
体
的
な
法
的
論
点
に
関
し
て
み
る
と
、
基
本
的
な
問
題
は
、
相
続
財
産
(
集
合
体
)
と
個
別
物
の
売
主
(
諾
約

を
与
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

内
在
す
る
法
的
思
考
」

論

者
)

の
給
付
義
務
の
対
比
で
あ
り
、
様
々
な
事
案
(
二
重
譲
渡
、
特
定
物
滅
失
、
占
有
喪
失
)

と
の
連
関
で
、
「
誰
の
事
務
を
行
な
っ
た
と

観
ら
れ
る
か
」
、
あ
る
い
は
「
物
か
ら
の
利
得
」
と

「
行
為
に
よ
る
利
得
」
と
い
う
パ
ウ
ル
ス
の
提
示
し
た
論
拠
が
意
味
を
持
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
に
採
用
さ
れ
た
「
物
か
ら
の
利
得
」
と
「
行
為
か
ら
の
利
得
」
と
い
う
峻
別
の
観
点
は
必
ず
し
も
自
明
の
独
立
し
た

準
則
で
は
な
か
っ
た
が
、
関
連
法
文
と
の
事
案
比
較
が
繰
返
さ
れ
る
中
で
一
定
の
論
拠
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
論
拠
を
維
持
す
る

点
で
は
ク
ヤ
キ
ウ
ス
や
フ
7

ア
ベ
ル
も
同
じ
で
あ
る
が
、
事
案
分
析
の
厳
密
さ
が
事
案
対
照
と
論
証
を
ヨ
リ
厳
密
な
も
の
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
標
準
註
釈
に
お
い
て

(
パ
ッ
シ
ア
7

ヌ
ス
と
ア
ゾ
ォ
に
従
う
)

の
不
衡
平
の

ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
第
二
事
案
(
⑥
)

問
題
に
つ
い
て
も
、
ポ
チ
エ
に
至
る
ま
で
に
問
題
が
解
消
さ
れ
る
過
程
で
、

ク
ヤ
キ
ウ
ス
や
フ
ァ
ア
ベ
ル
は
事
案
の
区
別
を
さ
ら
に
精
綴
に

す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

(
川
出
)

最
後
に
、
法
学
史
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
註
釈
学
派
・
註
解
学
派
以
来
の
(
論
理
的
)
分
析
的
釈
義
と
総
合
的
準
則
形
成
(
要
約
)

法
だ
け
で
は
捕
ら
え
き
れ
な
い
「
ロ
オ
マ
法
文
に
内
在
す
る
法
学
的
思
考
」
を
、
エ
ク
セ
ゲ
エ
ゼ
志
向
の
人
文
主
義
法
学
が
古
典
法
研
究
(
と

を
通
じ
て
習
得
す
る
過
程
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

く
に
パ
ウ
ル
ス
の
思
考
過
程
探
求
)

(
凶
)
標
準
註
釈
付
き
ロ
オ
マ
法
大
会
リ
ヨ
ン
版
に
つ
い
て
ト
ロ
イ
エ
の
指
摘
す
る
実
務
的
意
義
(
註
(
凶
)
参
照
)
を
そ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
国
)
第
一
に
、
本
稿
で
は
諸
法
学
者
の
解
釈
の
可
否
に
つ
い
て
の
検
討
に
立
入
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
古
典
法
研
究
の
今
目
的
水
準
か
ら

北法44(6・168)1580

の
手



の
一
つ
の
検
証
例
と
し
て
ヤ
7

コ
プ
ス
・
前
掲
書
(
註
(

2

)

)

が
あ
る
よ
う
に
、
検
証
の
可
能
性
は
常
に
残
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
彼
ら
の

作
業
は
歴
史
的
研
究
の
枠
内
で
の
ロ
オ
マ
法
文
の
解
釈
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
法
文
解
釈
(
の
み
な
ら
ず
習
得
さ
れ
た
思
考
様
式
も
)

が
彼
ら
の
現
実
の
法
的
問
題
の
処
理
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
田
中
・
前
掲

論
文
(
註
(

m

)

)

が
指
摘
す
る
研
究
課
題
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

(
瑚
)
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ア
四
七
頁
以
下
、
六
O
頁
以
下
参
照
。

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史
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